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			天才外科医が異世界で闇医者を始めました。⑤

			柊むぅ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			序章

			第一話　温泉の街ニーグリルと再会

			第二話　ニーグリル探索！

			第三話　少女の病気は嘘、本当？

			第四話　トルキアへ向けてしゅっぱ～つ！

			第五話　アリシア闘技場で大暴れ！

			第六話　カオルVSザルバック

			第七話　カオルVSアリシア　１日言うこと聞く券争奪戦

			第八話　フーリ・ミズチ

			第九話　フーリの過去と手術

			第十話　フーリのお買い物と書類

			第十一話　動き出す者たち

			第十二話　ピンクラビィ祭り！　アリシア大興奮

			番外編　苦悩するアリシアと１匹のピンクラビィ

		

	
		
			　

			序章

			　

			　木漏れ日が差し込む室内。

			　山のように並ぶ書類をダニエラは確認していく。表情は晴れやかだ。

			　薫(かおる)から教わったリハビリによって、数日で後遺症もなく元通りに体が動くようになった。

			「さぁ、もうひと頑張りですかね」

			　ダニエラはそう呟いたあと、大きく伸びをする。すると、扉を叩く音がした。

			　誰かと思いながら返事をすると、副隊長であるランドグリフがティーセットを持って入ってきた。根を詰めて作業をしているダニエラを気遣ってか、上質なラックスティーの葉を持参している。

			　ダニエラはそんな気遣いを察したのか、一旦作業を止めてランドグリフが淹(い)れるラックスティーをいただくことにする。倒れてしまって、また心配をかけるのは愚かだと思ったからだ。

			「ダニエラ様、今日もまた一段とご機嫌がよろしいですね」

			「ええ、ワトラさんの研究に援助するための申請書を作らないといけませんからね」

			「本格的に動くということでよろしいですか？」

			「あまり波紋を広げるわけにはいきませんから、当分は私財で賄っていけばいいかと思っています。ただ、将来的にワトラさんの研究が最前線で使えるようになると、周りからの融資も必要になるでしょうね。しかし、この研究に賛同を得るのはなかなか難しいかもしれません」

			　顎(あご)に手を当て考え込むダニエラに、ランドグリフは苦笑いを浮かべた。

			　ダニエラの口ぶりは、この先のことがもう決まっているかのようだ。

			　ワトラの研究は、今までの研究の根底を覆すものであり、革命と言ってもよい。それ相応の反発も確実にあるだろう。

			　潰されれば、薫(かおる)と同じような薬の調合や治療方法は確立できない。

			　現在ではまだ、不治の病とされる病は数多くある。

			　その中で、毎年のように冬に発症する冬呼吸咳の死亡率を抑える薬の精製方法も薫(かおる)は知っている。そして、その作り方や見つけ方はワトラの研究での発見だという。そのようなことを言われたら、それに投資するしかない。

			　ダニエラは、ランドグリフに淹れてもらったラックスティーをゆっくりと飲みながら思考を走らせる。

			　問題は山積みだが、確実に医療の発展ができる。

			　ずっと停滞していた現状を打破できるのだから、心躍るのは仕方のないことだ。

			　そんなとき、外が少し騒がしくなる。

			「ダニエラ様、あの方が来られたのですかね？」

			　ランドグリフが苦笑いを浮かべて、ダニエラに視線を向ける。

			　すると、ダニエラは小さく息を吐いてから立ち上がった。

			　今、このファルシスとファルグリッドには領主がいない状況だ。だから、一旦預かってくれる仮領主が帝国から来ることになっている。ダニエラはその者が来るまでの代行として、まだファルシスにいた。現在、ここに滞在して１週間くらいだ。

			「さて、それでは行きますか」

			「はっ！」

			　ダニエラの言葉にランドグリフは深い礼をし、２人は部屋をあとにした。

			　

			　晴天の中、普通の馬よりも一回り大きな馬にまたがる者がいる。

			　魔導師のローブを羽織った白髪の老エルフだ。

			　その者は、ダニエラの姿を目にすると大きな声を上げた。

			「ダニエラ嬢、久しいね」

			「ええ、ザルバックさんも相変わらずお元気そうでなによりです」

			　互いに笑みを浮かべて、挨拶をすませる。

			「緊急の要請が儂(わし)のところに来たので何かと思ったが、空き領地の仮領主とはねぇ……。もっとこう、暴れまわるバカ者どもがいるのかと思ったが、そういうわけではないのだろう？」

			「今は残党の処(しよ)罰(ばつ)をどうするかくらいでしょうか」

			「なんじゃ、つまらんのう……。ダニエラ嬢がおいしいところを全部持っていった感じかのう」

			　ザルバックは、わかりやすく肩を落としながらダニエラを見る。

			「そんなに気を落とさないでください。では、こちらがここの大まかな状況です」

			　ザルバックは、ダニエラから受け取った書類に目を通す。

			「そう言えば、新種の病はもうよいのかのう？」

			「ええ、そちらはもう特効薬が出回っています。流通はオルビス商会で、精製方法は治療師ギルドが担っていますよ」

			「ほう、最近のオルビス商会は飛ぶ鳥を落とす勢いじゃのう……」

			　何か言いたげな声色のザルバック。

			　迷宮熱でもオルビス商会が主体で動いている。何か裏でつながっているのではないかと思わないほうがおかしい。

			　ダニエラはその言葉に、アリシアの存在が大きいと思うのだ。オルビス商会の娘で、今回のパイン細菌の特効薬を作った薫(かおる)の婚約者。今まで合わさらなかったピースがすべて合致していく。アリシアが患っていた病は、ティナですら手の施しようのないものだ。それを治したのは薫(かおる)であることが容(よう)易(い)に想像できる。

			　つまり、アリシアと同じ病はもう不治の病ではないということになる。どれほどの大金を払ってでも治してほしい人が山のように薫(かおる)を求めるだろう。だが、現状ではそれは難しい。

			　先日のあの伝令だ。

			　薫(かおる)は指名手配されたうえに、彼の名前は現時点で治療師ギルドにない。それは、信用できないことを意味する。つまり、薫(かおる)との取引はすべてが闇での取引となるということだ。正規の治療師には、もうなれないだろう。

			　１度広まった悪評は、簡単には覆すことはできない。この大陸での悪評は特にだ。

			　どれだけよい治療ができても、治療師ギルドから追放された者も多々いる。

			　ダニエラが考え込んでいると、ザルバックは自身の髭(ひげ)をしごきながら、ぽつりと呟く。

			「面白い情報を耳にしてのう」

			「何かありましたか？」

			「ギガントインプを一蹴りで倒したという治療師の存在だよ」

			　ダニエラはその言葉に、大きな溜め息を吐きたくなった。

			　確実にザルバックが薫(かおる)に興味を持っている。どうにか逸らしたいが、それは無理なことだろう。どうしてこうも次から次へと問題が薫(かおる)に降りかかるのかと思わざるを得ない。

			「ギガントインプを一蹴りですか……。そのような者の情報を私は確認していませんが。ダニエラ様の耳に入っていますか？」

			　不自然にならないように、ランドグリフが割って入る。

			　ダニエラもそれに合わせて薫(かおる)の情報を伏せた。

			「そうか……残念じゃのう。久々に楽しい者が現れたと思ったのじゃが」

			「昔の血が騒ぐという感じですかね？　帝国軍最高軍師の」

			「はっはっは、言うではないか、ランドグリフ君。もうその肩書はないからのう。元だよ元」

			　にこやかに発言するザルバック。

			　その後は、ダニエラたちとの引き継ぎを終わらせた。

			　ダニエラの部隊の大半は、このファルシスでの後処理をするため残る。今回の一件で、ファルシスの治療師ギルドは完全にエクリクスの傘下に入った。いや、入らざるを得なかったというほうが正しい。

			　エクリクスの治療師が、災害や伝染病の際に地方に救援に行くときは、エクリクスの傘下であれば、救援の請求金額が安くなる。そうしなければ、そこで使った薬もろもろの料金を全額治療師ギルドに請求される。新薬やＢランク以上の治療師の派遣は、莫大な金額がかかる。薬だけでも、貴重なものを使っていることが多いからだ。

			　今回、ファルシスの治療師ギルドは、その莫大な金額を払うことができずに、半強制的にエクリクスの傘下へと下った。

			　請求金額も、それで安くなるとダニエラから提案した。悪いようにはしないと。

			　ダニエラからしてみれば、遅かれ早かれこのようになる予定だった。なので、少し予定が早まっただけだ。

			　視察もファルシスとファルグリッドの治療師ギルドを傘下へと入れる布石を打つためだった。

			　薫(かおる)のおかげで、ワトラの研究がプラスされて大きな利益を生むこととなった。

			　ダニエラ自身はここでの仕事を終えたため、即座にワイバーンを召喚する。

			　そして、プリムとランドグリフ、数人の治療師を引き連れてエクリクスへと帰還するのであった。

			　残されたザルバックは、顎(あご)の髭をしごきながら１枚の用紙を見つめる。

			「ほっほっほ、ダニエラ嬢も頭がよく回るが、まだまだだのう。儂があの質問をしたということは、それなりに情報を持っておるということだ。まぁ、隠したいわけは何となくわかるがのう」

			　ザルバックが手に持つ紙には、ガイナスから送られた内容が書かれてある。

			「ザルバック様、ここの統治はどうされますか？」

			　若い兵が緊張気味にザルバックに問いかける。元帝国軍最高軍師であるがゆえだ。

			「ほっほっほ、あまり時間をかけたくはないからね。さっさと終わらせる予定だよ。あとは、代理を立てて、儂は私用で出ることになるかな」

			「はい？」

			　来ていきなりそのようなことを言われて、きょとんとしてしまう兵士。ザルバックがいなくなったら、誰がここを統治するのかと。いや、ここだけではない。ファルグリッドもあるのだから、そのようなことができるはずがないと思ってしまう。

			　だが次の瞬間、羽の生えた杖を取り出したザルバックは、その杖で軽く地面を突く。

			「完全固有スキル――『支配する盤上(コントロール・ゲームボード)』」

			　そう言うと、一瞬にしてファルシスの街を覆い尽くす魔法陣が展開される。

			「な、なんですか、これ!?」

			　異質な魔法陣にうろたえる兵士。

			「はっはっは、こいつらが儂の代わりに働くんじゃよ。まぁ、最初は儂が動かさんといけないがのう」

			「こ、これでファルグリッドとファルシスを統治できるんですか？」

			「このくらい朝飯前じゃよ。もうファルグリッドにも同時展開しておるからのう」

			　笑顔で言うザルバックに、本当に大丈夫なのだろうかと兵士は心配になるのであった。

		

	
		
			　

			第一話　温泉の街ニーグリルと再会

			　

			　風にほんのりと硫(い)黄(おう)の香りがまざる中、薫(かおる)とアリシアは、道中の休憩所でのんびりと足湯に浸かっていた。

			「はぁ～、気持ちいいですねぇ～」

			「そうやなぁ、やっぱ温泉は最高やなぁ～。ビスタ島から、１週間は移動しっぱなしだっただけに、疲れがスッととれるわ」

			　ちらほら紅葉してきている山々から、温泉が湧いているのか湯気が上がっている。

			「疲れがストンととれてしまいそうです♪　はふぅ～」

			「足湯もええけど、やっぱり浸かりたいよなぁ～」

			　周りの景色を堪能する２人。目の前の街道には数多くの馬車が往来している。

			「皆さんもニーグリルへ行くんでしょうかね？」

			「そうやろうな」

			　２人だけ、違う時間を過ごしているかのようなまったり感を漂わせる中、歩きながらニーグリルを目指す冒険者たちが、楽しそうに会話をしていた。

			「今、ニーグリルにミュージクルで優勝したヴィヴィアン様とシャーリー様、ナターシャ様がいるらしいわよ！」

			「もしかすると、公演とかあるかもしれないわね！」

			「私、ミュージクルフェスタに行けなかったから、凄く聴きたいわ♪」

			「私もよ！　あぁ～、１曲でいいから聴けないかしらねぇ～」

			　キャーキャー騒ぎながら、通り過ぎていった。

			「まだあの３人組はニーグリルにおるんかな？」

			「どうなのでしょうか？　結構な期間滞在しているのでしょうか？」

			　２人は顔を合わせて苦笑いになる。

			　また、ヴィヴィアンたちの勧誘が降りかかるのは目に見えているからだ。

			　若(じやつ)干(かん)憂(ゆう)鬱(うつ)な気分にもなるが、あれから喉の調子はどうかを検査できる。解(かい)析(せき)で得られた情報は大丈夫だったが、頼り切りにするのはよろしくない。

			　ただニーグリルでの再会があればだが。

			　薫(かおる)とアリシアは十分に足湯を堪能したあと、馬車に乗り込んだ。

			　

			　薫(かおる)たちが馬車を走らせ、３時間が過ぎたころ、温泉の湯気が至るところから上がる街が見えてきた。

			　山を段々に開拓した街であり、山の上から滝のように温泉が流れている。温泉は水路を通り、街の隅々まで行き届いているようだ。瓦屋根の家や蔵などが並ぶ。ほとんどの家は平屋であった。

			　山の上のほうにたくさんの旅館が立ち並んでいる。

			　滝が綺麗に見えるところにある旅館は、絶景だろうなと薫(かおる)は思った。

			　アリシアもその絶景に口をぽかんと開けて見つめる。

			「凄いですねぇ～」

			「別(べっ)府(ぷ)みたいなところやなぁ。懐かしいわ」

			「ベップ？」

			「ああ、こっちの話や」

			　薫(かおる)がぽつりと呟いた言葉に首を傾げたあと、アリシアはまた風景に目を奪われてしまう。

			　薫(かおる)はそのまま馬車を走らせる。すると、街に入るための門の前には長い列ができていた。

			「時間がかかりそうですね」

			「まぁ、観光地って言ってたからなぁ。でも、楽しめそうやな」

			「ご当地ピンクラビィ人形は確実に手に入れなくては」

			「ほんまに、そこらへんはちゃっかりしてるなぁ」

			「こ、これは必要不可欠なものです！　わ、私の心を満たしてくれるんです！」

			「あははは、わかっとるって。でも、少し恋しいんやろ？　ビスタ島で別れたピンクラビィたちが」

			　薫(かおる)がそう言うと、アリシアはちょっと複雑そうな表情になった。

			　あのまま、一緒に旅ができたらよかったなとは思うが、野生のピンクラビィを飼うことなどできない。もしも、アリシアの不注意でピンクラビィが悪い者に捕まってしまったら、取り返しのつかないことになってしまう。闇に流される可能性が高く、いろいろな危険性があるがゆえに、アリシアはあのとき別れることにした。

			「恋しいですが、私にはカオル様がいますし、大丈夫です♪」

			　えっへんと胸を張るアリシアの頭を薫(かおる)はくしゃくしゃと撫でた。気持ちよさそうに喉を鳴らすアリシアは完全に小動物のそれだ。

			　アリシアは満足げな表情で、もっともっとと言わんばかりに首を傾け、薫(かおる)に引っ付く。

			　もしもヴィヴィアンたちと出会ったら、このようにのんびりと甘えられる時間がなくなってしまいそうだと思うからだ。

			　仕方ないとアリシアは心の中で笑いながら、幸せなひとときを過ごした。

			　薫(かおる)たちの順番になると、２人の門番が笑顔で迎えてくれる。

			「ようこそ、温泉の町ニーグリルへ。冒険者カードの提示をお願いします」

			　薫(かおる)はカードを取り出し、門番へと見せる。

			「はい、確認しました。どうぞ、心行くまで、堪能していってください」

			　そう言って、一礼する。

			　薫(かおる)たちはそのまま馬車を走らせ、街に入っていった。

			「おい……今の男、カオルって名前だったぞ」

			「え？　今、治療師ギルドが捜しているやつか？」

			「ああ、だけど、アシヤじゃなかったんだよな……。ヘルゲンって名前だったんだよ」

			「偽名を使っているんじゃないか？」

			「ありえるな……。白衣を着ているから、治療師なのは間違いないみたいだし」

			「俺らで賞金山分けしようぜ、一緒に捕まえね～か？」

			「お！　いいね。治療師ギルドから結構な額出るって噂だしな。それに、悪党を野放しにしちゃおけないからな」

			「お前、跡をつけてこいよ」

			「任せとけ！」

			　そう言って、１人の門番は薫(かおる)たちの跡をつけるのであった。

			　

			　薫(かおる)とアリシアは馬車を預けて街を練り歩いていた。

			「皆さん変わった服を着ていますね」

			　アリシアは、きょろきょろと観光を楽しんでいる人たちを見て呟く。その言葉が聞こえたのか、アリシアの横にいた服屋の女性が商品を片手にアリシアに語り始める。

			「お嬢さん、これはユカタといって、このニーグリルのみで作られる衣類です。よろしければ、試着などどうでしょうか？」

			　アリシアは慌てながら薫(かおる)のほうを見る。薫(かおる)はその服を見て苦笑いになる。

			「ますます、日本にそっくりやな。若(じやつ)干(かん)、外国人が作ったなんちゃって日本みたいな感じやけど」

			　アリシアは薫(かおる)の言う意味がわからなかったが、見るものすべてが新しく、目をキラキラ輝かせる。薫(かおる)は、店員に軽く断りを入れてから歩き出した。いろいろと見て回って買いたいからだ。

			　楽しくなりそうだと思いながら、薫(かおる)はアリシアと２人でニーグリルを練り歩く。

			　少し歩くと、多くの屋台が並ぶ通りに入った。

			「カ、カオル様！　ピンクラビィ温泉饅(まん)頭(じゅう)って書いています！　略してラビィ饅があります！」

			　大きな看板がアリシアの目に入り、興奮気味に薫(かおる)の手を引く。

			　薫(かおる)はアリシアに引っ張られ、笑いながらついていく。

			「お！　可愛い嬢ちゃんだね。１個１００リラだよ。食べると頬が落ちるくらいうまいよ」

			「ご、ごくり……」

			　アリシアは目を輝かせてピンクラビィの形をした饅頭とにらめっこする。いろいろな表情をしたピンクラビィ温泉饅頭。どれを買えばよいのか迷いどころだと悩みに悩む。

			　そして、やっとどの饅頭を買うかを決めると、自身のアイテムボックスから硬貨を取り出し、支払いをすませた。

			　アリシアの迷いっぷりに、店員さんも嬉しく思ったのか、サービスで最後まで迷っていた饅頭も袋へと入れてくれた。

			「よ、よろしいのですか？」

			　戸惑いながら、アリシアが問うと、

			「うちの饅頭でそこまで迷ってくれるんだ。次回もよろしくという意味でのサービスだよ」

			「あ、ありがとうございます！」

			　アリシアは頬を緩ませ、満面の笑みで頭を下げる。袋をもらって薫(かおる)のほうを見ると、くすくすと笑っているのに気づき、少し恥ずかしくなったアリシアは頬をりんごのように染めた。

			「わ、笑わないでくださいよぉ！」

			「いや、めっちゃ真剣に選んでたからなぁ。すまんすまん。そんじゃあ、少し先にベンチがあるからそこで食べるか」

			「うぅ～、わかりました」

			　薫(かおる)とアリシアは、饅頭屋の店員にお礼を言ってから移動した。

			　ベンチに腰掛け、アリシアは袋からラビィ饅を取り出す。

			「う～、食べるのが勿体ないクオリティです……」

			　ラビィ饅をじっと見るアリシア。ラビィ饅からは湯気がほくほくと上がる。

			「食わんのやったら……」

			　薫(かおる)の意地の悪そうな言葉に、アリシアはミュージクルの屋台での出来事を思い出す。ピンクラビィのりんご飴事件だ。両耳を失った残酷な姿を思い出し、体をビクッと震わせ、ラビィ饅を守る。

			　アリシアの反応に薫(かおる)は、彼女がラビィ饅を食べることはできそうにないと思った。だが、食欲には勝てず、アリシアはパクッと噛み付いた。

			　食べたところから、にょ〜んとチーズが糸を引く。ホワイトソースに絡められた一口サイズのお肉は、噛む度に肉汁が口一杯に広がっていく。ホワイトソースは濃厚で甘みがあった。

			　アリシアは幸せそうな顔で蕩(とろ)けてしまった。

			「おいひーです♪　毎日でもいいくらいの絶品です！」

			「幸せそうで、何よりやな。でも、栄養はバランスよくとるんやで」

			「了解で～す♪」

			　笑顔で敬礼をするアリシア。

			　アリシアは、この幸せを薫(かおる)にも分けるために、もう１個のラビィ饅を半分こにして２人で食べる。薫(かおる)からの高評価に、アリシアも嬉しそうに返事をした。

			　ラビィ饅を食べた２人は、先に宿を決めることにした。遅くになるにつれて、部屋が埋まり、泊まるところがないとなっては困る。なので、先に確保することにしたのだ。

			「どこにしましょうか？」

			「そうやなぁ」

			　２人はパンフレットとにらめっこする。相当数の宿屋が載っており、星の数がその宿屋のランクらしい。

			「とりあえず、ランクの高いところから行くか？」

			「そうですね。お金は治療院の収入がありましたから大丈夫だとは思いますが、高そうですよね」

			　ちょっと不安げな表情をするアリシアだったが、セキュリティの面でもあまり下の宿屋にするわけにはいかない。ダニエラの情報からすると、変なやつらに絡まれることだってあるためだ。

			「じゃあ、この緑(りよく)葉(よう)亭(てい)・翡(ひ)翠(すい)館(かん)ってところへ行くか」

			「はい」

			　薫(かおる)とアリシアはパンフレット片手に歩きだす。

			「ユカタを着ている人が多いですね」

			「温泉の魅力には勝てへんのやろ」

			　宿屋街を進むと、周りとは一線を画す高級な旅館が目に入る。立派な門構えで、お金がないと入れそうにない雰囲気を醸し出す。敷地内には赤や黄色の紅葉を満喫できる庭もあるようだ。

			　外からでも見える木々は、丁寧に剪(せん)定(てい)されていた。

			「カオル様、ここでしょうか？」

			「多分そうやろ。緑葉亭・翡翠館って書いてあるしな」

			　そう言って、薫(かおる)とアリシアは中へと入っていく。

			　扉を開けると、木の匂いがした。薫(かおる)は心が落ち着く。廊下は漆(うるし)を塗っているのか、艶(つや)があり、高級感が見てとれる。窓から入る光を反射し、受付の空間を優しく照らしていた。

			「いらっしゃいませ。ようこそ緑葉亭・翡翠館へ」

			　女将(おかみ)が綺麗なお辞儀をして、薫(かおる)たちを迎え入れる。

			「宿泊したいんやけど、部屋って空いてるやろうか？」

			「はい、空いておりますが……。お客様は今回が初めてでいらっしゃいますよね？」

			「ああ、そうやけど」

			「大変申し訳ございません……。この翡翠館は一見さんをお断りさせていただいております」

			「あらら、そういうシステムを入れてんのか」

			　薫(かおる)はパンフレットの翡翠館の項目を見ると、一見さんお断りと書かれていることに気がつく。失敗したなと思いながら頭を掻いていると、アリシアが不思議そうに薫(かおる)のほうを見てくる。ちょっと面白い顔になっているが。

			　薫(かおる)はアリシアに一見さんお断りの意図を簡単に説明する。

			　京都などでたまに聞く言葉だが、高級店や老舗(しにせ)に見られるシステムだ。これは、お金持ちが必ずしも品がよくマナーもよい人とはかぎらないということだ。

			　そこで初めての客は、紹介者がいないと入れないというシステムが導入された。紹介された人がトラブルを起こすと、その紹介した者が責任をとることになる。出入り禁止をくらえば、どんなに偉い人でも信用をなくす。そして、紹介したほうも。

			　なので、信用のできる者しか紹介できない。

			　店側も信頼できるお客様であれば、最高のサービスともてなしをするということになっている。互いに、利益のあるシステムというわけだ。

			　薫(かおる)の説明に、受付の女性は軽く頷く。正解のようだ。

			「そうだったんですね。残念です」

			「そうやな。次のところを探すか」

			　薫(かおる)とアリシアが受付の女性に一礼して宿屋を出ようとすると、聞き覚えのある声がした。

			「ヴィヴィ、ナーシャ、今日も温泉最高でしたね！　この街に永住したいくらいだよ」

			「こら、シャーリー、子供みたいにはしゃいだらダメでしょ」

			「ヴィヴィアン様、シャーリーに何を言ってもダメですよ。学習能力が皆無ですから」

			「ちょ、ちょっと、そこまで言わなくてもいいでしょ！　ナーシャ、ひ～ど～い～」

			　楽しそうな会話がこちらまで聞こえてきた。その声は段々近くなっていく。

			「あ！　カオルさんとアリシアさんだ♪」

			　浴衣姿のシャーリーが、薫(かおる)たちの姿を見つけて指を差す。

			「はいはい、シャーリーの幻覚でしょう。ヴィヴィアン様、今すぐ治療師を呼んでください。頭が沸(ふつ)騰(とう)したシャーリーの治療が必要かもしれません。カオルさんがここにいるわけ……おや？」

			「あらあら、カオルさんじゃないですか」

			　ヴィヴィアンとナターシャも薫(かおる)の存在に気がついたようだ。３人はこちらへとやってくる。

			　お風呂上がりなのか、頬が皆ほんのりと赤い。ニーグリルを満喫しているのがよくわかる。
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			「おう、久しぶりやん。どうや？　喉の調子は」

			「ええ、問題もなく今では普通に歌えます」

			「えへへ、私もだよ。カオルさんのおかげだよ♪」

			　ヴィヴィアンとシャーリーは現状を伝える。悪くなっていなくてよかったと薫(かおる)は思いながら、はしゃいでいる３人組を見る。アリシアもちょっと嬉しそうだ。

			「ところで、なぜここに？」

			　ナターシャは疑問をぶつける。ここは一見さんお断りであるから、薫(かおる)が来ることはないと思ったからだ。

			「いや、こっちのミスや。一見さんのことを見てなかったんや」

			「カオルさんっておっちょこちょいだねぇ～」

			「シャーリーに言われたくないと思いますよ」

			「え!?　ひどい！」

			　シャーリーとナターシャがほんわかしたノリで会話をしていると、ヴィヴィアンが受付の女性に近づいていく。

			「すみません。この２人を私の紹介でなんとかなりますか？」

			「はい、大丈夫です。オールビズ家の紹介ということでしたら、まったく問題はありません」

			　受付の女性は、ヴィヴィアンに綺麗な一礼をして薫(かおる)を呼ぶ。

			　ヴィヴィアンは、薫(かおる)にピースサインを出して笑顔を向けた。

			「今回、オールビズ家の紹介ということで、受付をさせていただきますがよろしいでしょうか？」

			「ああ、助かるわ。ヴィヴィアンさん、ほんまありがとな」

			「これくらいなんともないですよ。病気を治してくれたお礼も兼ねてますし」

			「結構前にもらっとるんやけどなぁ」

			　薫(かおる)は頭を掻きながら、受付の女性からもらった契約書に魔印を押して、契約を終わらせる。

			　アリシアは、シャーリーとナターシャと会話をしている。

			「アリシアさん、凄いじゃないですか！　回復魔法を習得したんですね」

			「え、えへへ、はい、これからは軽傷でしたら私も治療できます」

			「遅咲きもあるとは聞いていましたが……習得おめでとうございます」

			「ありがとうございます」

			　アリシアはシャーリーとナターシャから頭を撫でられる。嬉しいような恥ずかしいようなそんな感覚に陥(おちい)った。

			　そんなことをしていると、薫(かおる)とヴィヴィアンが戻ってくる。

			「アリシア、受付は終わったで」

			「はい、お疲れ様です。えっと、これからどうしますか？」

			　アリシアは首を傾げて薫(かおる)に問う。

			　まだ、ニーグリルを回ってないため、探検したいといった感じだ。薫(かおる)も同じくどのようなものがあるのか見て回りたい。

			「俺らは一旦、外の探検やな」

			「じゃあ、夜にでも集まりますか？」

			　ヴィヴィアンがそう言うと、シャーリーも賛成と両手を上げてはしゃぐ。だが、すぐにナターシャの肘打ちを横腹にくらい、くの字になりながらヴィヴィアンにもたれかかる。

			「ヴィヴィアン様の紹介なのですから、あまりはしゃがないでください」

			「ご、ごめんって……。でも、今の肘打ちガチだったよね？　ナーシャ、痛いよ！」

			「自業自得です。はぁ……まったくあなたという人は」

			　顔に手を当て、大きな溜め息を吐くナターシャ。

			「さて、では私たちはマッサージを予約していますので。カオルさん、アリシアさん、後ほど」

			「あとでねぇ～」

			「では、後ほど」

			　３人はそのままエントランスから消えていった。

			「ほんまに、シャーリーは相変わらず騒がしかったな」

			「でも、元気そうで何よりですね」

			「まぁ、そうやな。じゃあ、俺らも出発するか」

			「はい！」

			　２人は翡翠館をあとにして、街に繰り出すのであった。

			　

			　薫(かおる)たちが街に出ると、段々人が多くなってきた。何かあるのかと思いながら、２人は歩く。

			「カオル様、どこを回りますか？」

			「そうやな、ユカタはほしいし、商業区域にでも行ってみるか？」

			「私も着てみたいです！　ヴィヴィアンさんたちも綺麗でしたし。あとはご当地ピンクラビィ人形ですね」

			「そんじゃあ、それもついでに行くか」

			　アリシアの希望も聞いて、２人はのんびりと歩く。

			　そんな２人の姿を見つめる人物がいる。

			「おいおいおい、翡翠館に泊まるとかどんなコネと金があるんだよ」

			「どうせ、病人から巻き上げた金を使っての豪遊だろ……。あの手配書にはエクリクスの名前を利用してとあったからね」

			「じゃあ、あの横にいる女の子も騙(だま)されているのかもな」

			「ああ、そうに違いないよ。僕らが救ってあげないと」

			　そう言って、門番の男は隠れながら薫(かおる)とアリシアの跡をつける。

			　そして、薫(かおる)たちがちょうど街の中心に来たところで、隠れていた門番は薫(かおる)を呼び止めた。身勝手な正義感で制裁しなければいけないとの思いからだ。

			「あー、門番さんやん」

			「どうしたのでしょう？」

			　２人とも、両手に屋台で買った食べ物を持っていた。満喫具合が半端ではない。

			「お前に罪状が出ている！　エクリクスの名を使い、病人から金を巻き上げているとな！」

			「何を訳のわからんこと言っとんねん。人違いやろ……」

			　そう言いながら、薫(かおる)は温泉卵を頬張る。これは、なかなかと思いながら舌(した)鼓(つづみ)を打つ。

			「いやいや、普通に今、頬張る雰囲気じゃないよな？　お前を捕まえるって言っているんだぞ」

			「捕まるようなことはしてないしな。ちゃんと同意の上で、俺は治療しとるし」

			　薫(かおる)は、遅かれ早かれなんらかのいざこざはあるだろうと思っていたが、ここまで早いとは意外だった。ダニエラからの情報がなければ、喧(けん)嘩(か)を売られていると思ってもいいくらいだ。完全な言いがかりでしかない。

			「舐めてるのか！　患者の病気を治すと嘘をつき、数々の悪行を働いたのだろう！　この悪人が！」

			「カ、カオル様、そのようなことをしたのですか!?」

			　からかいの表情を含むアリシアに、薫(かおる)はあとでお仕置きだと心に決める。

			　そんなことなどつゆ知らず、薫(かおる)の視線にアリシアはぺろっと舌を出す。　

			　薫(かおる)は溜め息を吐き、面倒くさそうに門番を見る。

			「すぐそこに罪人の館がある。私についてきてもらおうか。そして、その幼気(いたいけ)な少女を解放するんだ！」

			　薫(かおる)は段々イラついてくる。妄言ほど聞いていて苛(いら)立(だ)たせるものはない。真実など１つもない勝手な妄想なのだから。

			　そんなとき、アリシアがトコトコと、その門番に近づく。

			「あのですね。カオル様は、そのようなことしません。誤解を招くような言葉はよくないと思います。大声で、そのようなことを言われてはもの凄く迷惑です」

			「君は騙(だま)されているんだ。さあ、こっちへ」

			　そう言って、もう１人の門番がアリシアの腕を掴む。

			「ちょ、ちょっと、離してください！」

			「ジッとするんだ。君のためでもあるんだ。大人しくしろ！」

			「い、痛いです」

			　アリシアは手に持っていたものをほとんど地面に落としてしまった。

			　アリシアが魔力強化で振り払おうとしたその瞬間、門番はうつ伏せに倒される。薫(かおる)が門番の手を後ろに持っていき、関節技を決めたのだ。

			「お前、ええかげんにせえよ……」

			　薫(かおる)の声のトーンが一段低くなる。薫(かおる)は門番に威圧ではなく、殺意のみを向ける。

			「ほ、本性を現したな。この悪人め！」

			「はぁ……さっきから、訳のわからんこと言うとるけど、間違いやったらどうすんや」

			「罪人に謝罪などない！　俺が正義の鉄槌を下すだけだ！」

			　薫(かおる)は、本当に厄(やつ)介(かい)なやつだと思う。街の中心でこのような騒ぎが起これば、野次馬がたくさん集まる。そして、門番が大きな声で、現在治療師ギルドが捜している人物と言っているのだから、余計に賞金目当ての者が集まる。いつ助太刀するかと、タイミングを見計らっている者すらいるのだ。

			「お前らも手伝え！　半殺しでも賞金が出るぞ！」

			　門番がそう言うと、賞金目当ての者たちがジリジリと距離を詰めてくる。皆、アイテムボックスから、武器を取り出していた。

			　しかし、それ以上近づくことはなかった。

			　薫(かおる)が、それ以上近づいたら殺すという、尋常ではない殺気じみた威圧をぶち込んだからだ。

			　先ほどまでやる気十分だったやつらは、皆白旗を揚げる始末。

			「な、何してるんだ！　取り押さえるのを手伝え！」

			「面倒やな……ほんまに……」

			　薫(かおる)の声に怒りがこもる。門番に関節技を決めたまま、器用に立ち上がらせ、もう１人も行動不能になる威圧を当てて、強制的に罪人の館へと連行する。

			　皆、薫(かおる)の行動に驚く。自ら出頭するのかと言わんばかりの表情だ。

			　数分後、罪人の館から出てきたのは薫(かおる)のみだったことに、野次馬たちは更に驚いた。

			　薫(かおる)は煙草(たばこ)をふかし、眉間に皺(しわ)を寄せたまま周りにいる野次馬を睨(にら)みつける。

			　野次馬たちは絶対に門番が出てくると思っていた。しかし、結果は正反対であった。

			「カオル様、大丈夫でしたか？」

			　心配そうに駆け寄るアリシアに、薫(かおる)は盛大に溜め息を吐く。

			「大丈夫も何も、俺は悪いことはしとらんしな。完全に向こうの勘違いやん」

			　シレッと、そう言う薫(かおる)。

			　それを聞いた野次馬たちは、門番の勘違いか、つまらないといった感じで散り散りになろうとする。

			「おいおいおいおい……。お前らも、俺を半殺しにしようとしてたやんなぁ？　それにアリシアにも剣向けとったやつがおったのを俺は覚えとるぞ……。何関係ないと言わんばかりに帰ろうとしてんねん」

			　薫(かおる)の言葉に、皆、冷や汗を掻く。

			「お前らも、同罪な。２日くらいですましたるから、罪人の館で美味(うま)い飯でも食うとええよ」

			　悪魔のような笑顔で、薫(かおる)は皆が動けなくなるような威圧を放った。せっかく楽しんでいたのに、水を差され、そいつら全員を罪人の館に放り込まなければ怒りが収まりそうにない。

			　薫(かおる)とアリシアに武器を向けた者は、罪人の館へと放り込まれた。

			　彼らの罰は、勘違いから男女２名に危害を加えようとしたこと。そして、治療師としての２人の信用を著しく損なわせる行為。すべてを合わせて、20日の無金労働と出た。

			　しかし、これ以上つきまとったり、害を及ぼしたりしなければ、２日の禁固刑でよいと薫(かおる)が言ったため、皆それを光速で受理した。せっかく観光地のニーグリルに来たのに、20日も無金労働などやってられないだろう。

			　刑期が終われば自由の身となる。そのかわり、前科は付くため信用が暴落してしまうが、それは自業自得だ。

			「はぁ、面倒事がこれ以上増えんようにできればええか」

			　そう言って、煙草を消して、ケースにしまう。すると、アリシアが薫(かおる)の側に来て寄り添う。

			「手、大丈夫か？」

			「す、少し痛いかもしれません」

			　目が泳いでいる。完全に嘘だとわかるが、薫(かおる)は回復魔法をかける。

			　それを嬉しそうに見るアリシアに、薫(かおる)は苦笑いになってしまう。

			「そういえば、門番さんはどうなったのですか？」

			「ん？　ああ、あいつらなら非を認めんかったから、全部正論で返したで」

			「うわぁ……。絶対に勝てないじゃないですか～」

			　アリシアは、ちょっと嫌そうな顔をする。門番は、薫(かおる)に完全に論破され意気消沈し、現在罪人の館で拘留されていた。正義感の強い男たちだが、少しゆがんでいるのだ。

			　アリシアは、薫(かおる)との口喧(けん)嘩(か)で毎度負けている。それを知っているだけに、門番にご愁傷様と思う。

			　薫(かおる)のあの話術には勝てる気がしないのだ。

			「まぁ、今回の件は面倒やけどしゃーない部分もあるな」

			「ダニエラさんが教えてくれていた通りですね」

			「感謝はするけど、治療には不利やなぁ。これがいろんな街に回ってるってことやろ？」

			「毎回このようなことが起こると……面倒ですね」

			　２人は息ぴったりに溜め息を吐いた。それがおかしかったのか、薫(かおる)とアリシアは目を合わせてくすりと笑う。

			「なんにしろ、行動がしにくくなるな。表立っての治療はほとんどできないやろうし」

			「治療院で仕事をすると、患者さんが来ないってこともあるということですね？」

			「俺たちは治療師ギルドに加盟すらしてないからな」

			「無許可での治療師ですか……」

			「闇やな闇。ぶっちゃけ、ここ最近はずっとそれやけど」

			　薫(かおる)の言葉に、アリシアはしょんぼりする。

			　正規での治療は無理でも人助けはできるが、信用がないことになる。だが、こればっかりは仕方がない。

			「闇治療師アリシア……」

			「むぅ!!　カオル様ひどいです！」

			「あはは、じゃあ、俺は闇医者やな」

			「う……でも、カオル様と同じならいいです。一緒ですね♪」

			「アリシアはまだ医者ちゃうやん」

			　その言葉に、アリシアはぽかぽかと薫(かおる)の背中を叩く。

			　そして、絶対に追いついてやると頬を膨らませるのであった。

		

	
		
			　

			第二話　ニーグリル探索！

			　

			　ニーグリルの商業区域を歩く２人。日が傾きだしていた。

			「いろんな衣類がありますね」

			「そうやな。グランパレスでは、見ないようなものばかりやなぁ」

			　仲良く手を繋ぎ、アリシアは嬉しそうな表情をする。

			　観光客が多くて、特産品のユカタなどを見ている者がほとんどだ。

			　薫(かおる)たちも気に入るものがないか、のんびり歩きながら見る。

			「カオル様、あれ可愛くないですか？」

			　アリシアはそう言って、ユカタを指差す。

			「ピンクラビィ色……幸せになれそうです」

			「ほんと好きやなぁ」

			　薫(かおる)はそう言って笑いながらアリシアと共に店内に入る。そして、アリシアが気に入ったピンクラビィ色のユカタ一式を購入した。

			　ご丁寧に、お尻の部分に尻尾(しつぽ)が付いていた。狙って、やっているんだろうなと思う。ユカタは安くて、庶民でも買える値段のものが多かった。

			　薫(かおる)もいろいろと見ていく。すると、アリシアが手招きをする。

			　何かと思い、薫(かおる)はアリシアの下に行く。

			「カオル様、これなんてどうでしょう？」

			　そう言って、藍色のユカタを指差した。薫(かおる)は一目見て、そのユカタを気に入った。無駄な刺(し)繍(しゆう)がなく胸元にワンポイントだけ入っていた。

			「何やろうな……このマーク」

			「なんでしょうね？　色合いが素敵でしたので」

			「色は凄くええと思うわぁ。俺の好みやしな」

			　薫(かおる)の言葉に、アリシアは喜ぶ。

			　しかし、薫(かおる)は刺繍のマークの意味が気になった。羽のようにも見える。店員に聞くと、羽をもじったマークで合っていたようだ。

			　意味は、自由の翼らしい。製作者は、イザーク・カワイケ。

			　マイナーな製作者だが、１度買った者は大抵ファンになっているらしい。

			　名前でなんとなく転移してきた者の子孫かなと思う。ところどころにこういった懐かしい文化があると、安心感が芽生えてしまう。

			　店員の説明は続き、この製作者のユカタはすべて一点物だという。

			「値段はなんぼなん？」

			「６０００リラです」

			「一点物で、その値段なんか？　めちゃくちゃ安いやん」

			「これだけ、なかなか売れないんですよね。本当は、６万リラで売りたいのですが……。どんどん値下げしていって今はこのお値段です」

			　薫(かおる)は、何かの縁だろうと思い、このユカタを購入することに決めた。

			　店員は、やっと売れたと喜び、その他一式を無料で付けてくれる。

			　薫(かおる)は儲けたと思い、一式をもらう。薫(かおる)とアリシアは、ここでユカタに着替えることにした。

			　２人は奥に通され着付ける。

			　薫(かおる)は自分で着付けられるので、さっさと着替える。店員は綺麗に着付けている薫(かおる)を見て驚いた。

			　意外とユカタの着付けは難しい。手順、帯の締め方、１人ですると緩かったり、崩れたりするのだが、薫(かおる)はそのようなことにはまったくなってない。

			「凄いですねお客様。着たことあるんですか？」

			「昔、ちょっとな」

			　そう言って薫(かおる)はからからと笑う。

			　先に薫(かおる)は部屋を出た。アリシアの着付けは、まだ終わらないようだ。

			　部屋の中から悲鳴のような声が聞こえるが、気にしないでおこう。薫(かおる)はニコニコした表情で、アリシアの着替えが終わるのを待った。

			　ようやく着替え終えたのか、げっそりとした表情でアリシアが出てきた。

			「お！　終わったんや」

			「は、はい。ちょっと、お腹をぎゅっとされて……うっぷ」

			　アリシアの表情を見て薫(かおる)は笑う。

			　笑われたアリシアはムスッとした表情になる。

			「よく似合っとるやん。めっちゃ綺麗やで」

			「そ、そうですか？」

			　薫(かおる)に褒められ、ムスッとした表情が崩れる。あいかわらずのチョロさだ。

			　２人は着付けてくれた店員さんにお礼を言って、店をあとにした。

			　時間のたっぷりある２人は、武器屋、防具屋、アクセサリー屋など、商業区域を練り歩いた。

			　そしてライトアップされ、高級感のある店に入る。

			　店内は、すべて一点物のようだ。ショーケースに大事に飾られている。

			「た、高そうなのです……」

			「いやいや、高すぎやん。値札に１個20万リラって、書いてあるやん」

			　値段の高さにドン引きする２人。そんな２人を見て、店員が笑う。

			「妥当な値段ですよ。その武器には付加属性がついているんです。最近、研究が終わりまして、世に出てきているんですよ」

			「ほう、付加属性ってのは珍しいんか？」

			「はい、迷宮の最深部などで発見されたりしますからね。ですが、自身に合ってない武器のこともあります。それを完全に使い手に合わせられるので、値段も上がるということです」

			　店員の説明に薫(かおる)はなるほどと相槌を打ちつつも、自分たちにはあまり関係ないかなと思うのだ。

			　薫(かおる)自身は素手、もしくは蹴りでの戦闘が主だ。アリシアは後方での応援……。これは本人には絶対に言えないが、と薫(かおる)はアリシアのほうを見ずに会話をする。ここのところアリシアも戦闘に参加したいと言ってきているだけに、欲しがりそうだからだ。

			　ただ、怪我が増えるのも厄(やつ)介(かい)だなと薫(かおる)はいろいろと思考を働かせる。

			「どの程度の威力が出るんや？　初級魔法程度って感じやろうか？」

			「物によりけりですね。最高ランクであるＳランク相当の素材を使えば、それ相応の物ができます。ですが作っても使い手がいませんので……」

			「ああ、なるほどな」

			　いくら強い素材を使っても、それ相応の魔力が必要になるということだ。なので使えない者のほうが多い。

			　この店では、基本的に初級から中級までの付加属性の武器を取り扱っている。

			　これを使うことにより、簡単に武器に魔法を纏(まと)わせることができる。なので、魔法攻撃しか効かない魔物に対してはかなり役に立つ。

			　しかし、属性攻撃は通常の２倍の魔力を必要とする。魔導師をパーティーに入れたほうがよいのだが、そういった人材を確保するのは難しい。

			　それと、属性には相性もある。気に入ったものを買ったが、使い物にならないということだってある。

			　なので、購入する者は、試しで使うことができるようになっている。

			「なるほどな……。てか、この武器は、ここで作っとるんか？」

			「そうですよ。このアーラルド大工房で生産されています」

			　薫(かおる)が説明に頷いていると、少し離れたところからアリシアが薫(かおる)を呼ぶ。

			「カ、カオル様……これ凄く可愛いです！」

			　そう言って、アリシアはショーケースの中に飾られている１本の刀を指差した。

			　刀身がピンク色をしていた。ピンク好きにも、ほどがあるだろ！

			「あら、気に入りましたか？」

			　店員はそう言ってケースから刀を出した。そして、部屋の奥へと案内される。

			「こちらで、試しに魔力を込めて振ってみてはどうでしょう」

			「よ、よろしいのですか!?」

			「大丈夫ですよ。一応、属性相性がありますけど」

			　店員はアリシアに刀を渡す。刀はずっしりと重く、アリシアは少しよろめく。

			　なので、魔力強化をしてから持つ。

			　集中して刀に魔力を込めていくと、ピンク色の刀身から桜の花びらのような火の粉が幻想的に舞い散る。

			「カオル様！　すっごく綺麗です♪」

			「うふふ、気に入っていただけましたか？　その刀は炎(えん)刀(とう)・桜(おう)花(か)といって、火属性の武器です」

			　店員の言葉に、目を輝かせながら刀を見るアリシア。

			　かなり、お気に召したようだ。もの凄い笑顔で薫(かおる)を見てくる。

			　ユカタ姿に刀ときたら、薫(かおる)は時代劇を思い浮かべていた。そのうち、罪人でも引っ捕らえるのではないかと思えてしまう。

			　しかし、アリシアはまったくの初心者であるがゆえに、構えもなっておらず、格好はつかない。

			「属性相性もバッチリみたいですね。本当は最初に調べなければいけないのですが、あまりにも、気に入ってらっしゃったので、調べませんでした」

			「調べることができるんか？」

			「できますよ。この属性石を使えば、自身との属性相性を調べられるんです」

			「伸ばせる属性が決まっとるってことか？」

			「そうですね。大抵は１人１属性で稀に２属性です。あと、魔導師になられる方は、かなり特殊ですからね。人生賭けていますし、あの人たちは」

			　魔導師になるためには、魔導結晶という特殊なアイテムを使い、幼いときから訓練をしなければならない。しかし、適性のない者はなれない。治療師と似ているが、魔導師は幼少期からしなければ、開花は不可能らしい。

			　まず、基本的なステータスで戦闘のタイプが分けられる。

			　レベルが１のときに、ＨＰが高くＭＰが低い者は前衛型。

			　ＨＰ・ＭＰが均等な者はバランス型。

			　ＨＰが低くＭＰが高い者は後衛型。

			　魔導師としての適性がないのは前衛型だ。

			　バランス型と後衛型は魔導師になれる可能性があるが、バランス型は伸びしろがわからない。一生を左右する職なので、バランス型の者は安易に魔導師を選べない。適性がなければ、その時間のすべてをドブに捨てるのと同じだからだ。

			　だから、大半はパラディンなどの総合職に就く。

			　そして、後衛型は魔導師もしくは治療師といった魔力に特化した職につく者が多い。

			「アリシア、調べてみたらどうや？」

			「え？　私は、火属性ではないのですか？」

			　首を傾げて薫(かおる)を見るアリシア。可愛いなこんちくしょう。

			「では、一応調べてみましょうか」

			「わかりました♪」

			　アリシアは店員の言う通りに石の上に手を置き、魔力を込める。

			　すると、石が金色に輝き、周りに水色の輪が浮かんでいる。

			「え？　全属性に適性がある!?　こんなのは見たことないですよ！」

			「ふぇ？」

			　アリシアは、何が起こっているのか理解できていない。店員は興奮しながらアリシアに説明する。

			「あなたの属性適性は６属性中５属性がＢランクまで、氷にいたってはＳランクまで扱えるってことなんですよ！　あ、あなたは、魔導師ですか？」

			「い、いえ、治療師ですけど……」

			「も、勿体ない～～～～～!!」

			　そう言って店員は、アリシアの肩を掴む。

			　アリシアは目が点になり、理解していないようだった。

			　ようするに、魔導師として幼少期から訓練すれば、６属性中５属性が中級まで使え、氷属性にいたっては、上級もしくは、最上級まで使えたかもしれないのだ。

			　それを聞き、アリシアは驚いた。まぁ、驚かないほうがおかしいが。

			　しかし、現実を突きつけられる。もう、アリシアは魔導師にはなれない。幼いころに魔導結晶を使った訓練などしてないからだ。

			　がっくりと肩を落とすアリシア。脳内で、輝かしい魔導師アリシアちゃんは儚(はかな)く散ったのだ。

			　薫(かおる)は一喜一憂するアリシアを見て、大笑いする。

			「カオル様、笑いすぎですよ！」

			「いや～、すまんすまん。あまりにもアリシアの顔が、変化するんでついな……」

			　しかし薫(かおる)は、おそらく自身の影響も受けているんだろうなと思う。

			　薫(かおる)と同じ、金色の魔力を放つアリシア。もしも薫(かおる)が属性を調べたら、全属性が上位ランクまで使えると診断されそうだと思う。

			　多分、アリシアは、元は氷属性の適性しかなかったのだろう。心臓移植によって、薫(かおる)の魔力の影響を受けた副産物ではないかと推測する。

			「どうでしょう……ご購入は？」

			「あ～、もうちょっと考えてみるんで、今日はええわ」

			　薫(かおる)はそう言って断った。

			　店員は非常に残念そうに「わかりました」と返す。

			　薫(かおる)とアリシアは、そのままお店を出た。

			「魔導師……魔導師……」

			「引きずっとるんか？　まぁ、あんなに絶賛されれば、そうもなるか」

			「いえ、最初はちょっと驚きましたけど、私は治療師になれましたのでいいんです。病気でしたし……。魔導師にはなれませんでしたから」

			　そう言って、アリシアは笑顔で返す。先ほどまでの落ち込んだような雰囲気はもうなかった。

			「もう少し早く出会っとったら、選択肢を広げられたんやけどなぁ」

			「いえ、それはないと思います。私の夢は、治療師になりたい、でしたから」

			「そうか……」

			　アリシアは、そっと薫(かおる)に寄り添った。

			　十分に商業区域を堪能した２人は、翡翠館へと戻る。すると、受付の人が出迎えてくれた。

			「お帰りなさいませ、お部屋に案内いたしますね」

			「よろしく頼むわ」

			「どのようなお部屋なんでしょうか？　ワクワクしますね♪」

			　薫(かおる)たちは案内係の女性に連れられ部屋へと向かう。

			　階段を登り、５階へ。部屋は１番奥であった。

			　案内係の女性は、扉にプレートを差しこむ。

			「こちらが、この部屋の鍵です。認識させるために、お二方はこのプレートに魔力を流してください」

			「なるほど、これは安全そうやな」

			「見たことない鍵です」

			　差し込まれた鍵に２人は魔力を流した。そうすると、カチャっと音がして扉が開く。

			　短い廊下の先には、15畳の数(す)寄(き)屋(や)造りの部屋があった。大きな漆塗りのテーブルに、背もたれ付きの座椅子が置かれてある。白い壁には掛け軸が飾られ、その下に藤色の花が生けてあった。照明は、提灯(ちようちん)のようなものが使われており、仄(ほの)かにオレンジ色に光る。

			　窓際には、リラクゼーションチェアが２つ置かれていた。山を段々に開拓した１番上に位置する、この翡翠館から外を見ると、景色が抜群によかった。

			　大自然の色合いと、夕日が山に沈んでいく風景に、つい２人は「おお！」と声が出てしまう。

			「うふふ、気に入っていただけましたか？」

			「これは、圧巻やな」

			「綺麗ですね。これを皆さん見に来ているのですね」

			「１度は見てみたいと思われる気持ちが、わかりますでしょ？」

			「ああ、こんな凄い景色、今まで生きてきた中で見たことないわ」

			　大絶賛の２人は窓際の椅子に座り、景色を堪能する。

			「すべての客室に、この景色が味わえる露天風呂を完備しています。風景を贅沢に味わいながら、お酒を飲むのもいいかと思いますよ」

			　そう案内係の女性は言う。

			「お、温泉がお部屋にあるのですか!?」

			「はい、客室すべてにございます」

			「本当に、特別な宿屋なんやなぁ」

			「気に入っていただけて、私たちも嬉しいです。あとはもう１つ特別なお風呂が１階の奥にございます。そこもまた格別だと思いますので、ご利用ください」

			　これは、すべてを堪能しなければならないと薫(かおる)たちは思った。

			「それでは、お食事は７時ごろにお持ちしますが、よろしいでしょうか？」

			「ああ、それでお願いするわ」

			「では、ごゆっくりお過ごしください」

			　案内係の女性は深く一礼をして部屋をあとにした。

			　薫(かおる)とアリシアは、部屋を捜索し始めた。

			　薫(かおる)はまずお風呂を見に行くことにして、２人は分かれて行動する。

			　アリシアは障子を開け、横の部屋を見てまわる。10畳くらいの部屋だ。夕日で部屋の中は明るかった。窓際に、こちらも藤色の綺麗な花が飾られている。寝ていても外の景色がよく見えるように設計されているようだ。

			　薫(かおる)は奥へと続く廊下を見つけてその先へと進む。

			　そこには、３つ扉があった。洗面所にトイレと順に開けていき、残りは突き当たりの扉だけとなる。

			　アリシアも薫(かおる)と合流して１番奥の扉を開けると、ヒノキのような木で作られた大きな露天風呂が目に入ってきた。３、４人は楽々入れる広さ。景色も部屋で見たものと変わらず、圧巻である。

			　２人はまたしても息ピッタリに「おお！」とハモる。

			　お湯は源泉掛け流しのようだ。

			「こ、これは入るの楽しみですね」

			「ほんまやな。ゆっくり、旅の疲れをとるとするかな」

			　２人はそう言って、部屋へと戻る。

			　最初の部屋に戻ったアリシアは、お茶を淹れる。

			　テーブルの上には、お菓子が置かれていた。２人はラックスティーを飲みながら景色を堪能する。

			　そして、パンフレットを開いて、今日回れなかった場所を明日どのように回るかを決めていく。アリシアはピンクラビィのご当地品に目を輝かせる。薫(かおる)もいろいろな温泉を回りたいと思うのだ。

			　そうこうしているうちに、あっという間に食事の時間になった。

			　どんどんテーブルに配膳されていく料理に、２人は圧倒される。

			「す、すごい量です！」

			「これはまた豪華やなぁ」

			　目の前に、小さな鍋やお刺身、天ぷらなど日本の料亭で出されるような品物ばかりが並ぶ。使っている食材は違うけれど、目で見て楽しめる点は変わらない。

			　２人は十分に舌(した)鼓(つづみ)を打ち、料理を味わいつくした。

			「堪能したなぁ……」

			「これが、数日続くのですね……。最高ですね♪」

			　２人して寝っ転がり、ひと息つく。食事は片付けられ、テーブルの上にはお茶が置かれていた。

			「さて、露天風呂にでも入るか」

			「はい♪」

			　そう言って、脱衣所へと向かう。

			「え？　一緒に入るんか？」

			「はい、お背中を流させていただきます♪」

			　まったくもってこの娘はと薫(かおる)は目頭を押さえる。タオルを巻けばいいかと思い、薫(かおる)は仕方なく了承する。頬を赤らめて喜ぶアリシア。実際問題、恥ずかしいのだろう。

			　２人ともタオルを巻き、露天風呂に入る。

			　透き通るお湯はほんのりぬるりとして、肌がつるつるする。

			　夜になり、少し肌寒くなっていたため、温泉の温度がちょうどいい。

			「あ～、疲れがとれるなぁ～」

			「肌がつるつるで、不思議な感覚ですね～」

			　アリシアの肌が視界に入り、薫(かおる)は心臓の脈打つ速度が少し速くなる。

			「紅葉が綺麗ですね……」

			「そうやなぁ……」

			　眼下に広がる紅葉を見ながら、薫(かおる)もアリシアと同じように呟く。アイテムボックスからお酒を取り出し、湯船に浮かべて薫(かおる)はそれをグッと飲んだ。

			　アリシアは、その姿を見てオロオロとしながらもお酌(しやく)をしてくれる。薫(かおる)が美味(おい)しそうに飲むのを見て、ちょっと好奇心のこもった目を向けてくる。薫(かおる)は少しならとおちょこにお酒をそそいだ。アリシアは嬉しそうにそれを飲み干す。

			「はぅ……。すっきりとして、ほんのりと甘いですね。もう少しもらってもいいですか？」

			「ん～、まぁ、もう少しなら……。やけど、度数が結構高いから気をつけるんやで」

			「は～い♪」

			　アリシアは夜景を見ながら、ちびちびとお酒を飲む。

			　少しすると、アリシアの様子がおかしい。

			「アリシア……」

			「はい？」

			「ちょっと、近くないか？」

			「しょうれすか？」

			　薫(かおる)はアリシアの言動で、酔いが回っていると確信する。表情は完全に緩んでいる。頬は桜色に染まり、無駄に引っ付いてくるのだ。じゃれた猫と言えばしっくりくるだろう。
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			　薫(かおる)はふと山のほうを見ると、ライトアップされていた。闇の中に紅葉を咲かせる。

			「これはまた……凄いなぁ。こんなことまでするんやなぁ。なぁ、アリシア見てみ」

			　そう言って、アリシアのほうを向く。

			　するとアリシアは、キューっと言いながらお風呂に沈みかけていた。ぐるぐると目を回している。

			　薫(かおる)は焦ってアリシアを抱きかかえ、お風呂を出ると、即座に水分補給をさせる。

			　そして、脱衣所に用意していたタオルで体をふき、アリシアにユカタを着せる。

			　部屋へと連れていき、リラクゼーションチェアにアリシアを座らせ、団扇(うちわ)で扇ぐ。

			「気持ちいいのです……。えへへ」

			　アリシアは目を瞑(つぶ)ったままそう呟く。本当に気持ちよさそうに団扇の風を受ける。

			　薫(かおる)は頬杖を突きながら、そんなアリシアを見る。

			　そうしていると、可愛らしい笑顔でアリシアも薫(かおる)を見てくる。

			「アリシア、大丈夫か？」

			「う、大丈夫です……」

			　そう言って、薫(かおる)が用意した水をこくこく飲む。気持ち的には穴があったら入りたいといった感じなのだろう。

			　なんとも言えない空気が漂う中、来客を示すランプが点滅する。

			「だ、誰でしょうね？」

			　アリシアは起き上がり、応対をしようとしたが薫(かおる)に止められた。

			「俺が行ってくるから、アリシアはもう少しそうしとき」

			「はい……」

			　アリシアは、薫(かおる)に言われた通りにリラクゼーションチェアに深く座り、指を絡ませながら薫(かおる)が帰ってくるのを待つことにした。

			　薫(かおる)が扉を開けると、そこにはシャーリーたちがユカタ姿で立っていた。

			「カ～オ～ル～しゃん！　飴玉くらさい♪」

			「シャーリー、ダメでしょ。廊下は防音設備が入ってないのですから騒いじゃ。もう……」

			「えへへ、ヴィヴィは神経質だよねぇ～。このくらい大丈夫だよぉ～」

			「はぁ、シャーリー、お酒が少し入っただけで、頭のネジが２、３個抜け落ちたんじゃないですか？」

			「ちょ、ちょっとナーシャ、それはさすがにひどいよぉ！　私はネジないよ！」

			　アホみたいなことを口走るシャーリーに、ヴィヴィアンとナターシャは溜め息を吐く。

			　薫(かおる)は、３人組の登場に苦笑いになるが、アリシアとの変な空気を打開できるかなと思い、部屋へと招き入れる。シャーリーの酔いも覚まさせねばと思いながら。

			「おっじゃまっしまーす♪」

			　シャーリーは、スタスタと中へと入っていく。

			　ヴィヴィアンとナターシャに薫(かおる)は問う。

			「んで？　あのアホの子はどのくらい飲んだんや？」

			「１杯だけですよ……。はぁ、温泉のあとにジュースと間違えて一気にって感じなんです……」

			「失敗でした……。私の秘蔵の最後の１杯を……」

			　なんとも言い難い表情になるナターシャに、薫(かおる)は小さくどんまいと口にする。相当よいものなのだろう。

			「とりあえず、中でゆっくりしとき。俺はシャーリーの酔いを覚まさせるから」

			「ありがとうございます。シャーリーがあんな感じになってしまって、本当なら来ないほうがよいと思ったのですが……。シャーリーがカオルさんのところへ行くって聞かないものでしたから……」

			　薫(かおる)は、ヴィヴィアンの苦労に軽く肩を叩く。

			　そして、アリシアが待つ奥の部屋へ向かうと、そこは悲惨なことになっていた。シャーリーに抱きしめられ、アリシアが苦しそうな表情をしていたのだ。

			「えへへ、アリシアちゃん可愛い～♪」

			「ぐ、ぐるじい……です」

			　完全にロックされたアリシアは、ぐったりとしてシャーリーに好き放題抱きしめられたまま頬ずりをされていた。アリシアの手は、薫(かおる)に助けを求めるように宙をさまよう。

			　何とも言えないこの状況に、薫(かおる)は頭を抱えたくなる。

			　ヴィヴィアンとナターシャが、アリシアからシャーリーを引き離してなんとかなった。

			　ナターシャに捕まえられたシャーリーは、器用にナターシャの胸に顔を埋めて、ぴたりと止まる。そんなシャーリーをしょうがないやつだとナターシャが優しく撫でていると、くぐもった声で「ボリュームが足りない」と口走る。

			　そのせいで、シャーリーは脳天にチョップを食らうはめになる。

			　シャーリーは、涙をポロポロと流しながらナターシャから器用に逃げ、今度はヴィヴィアンの胸に飛び込み、そのまま安らかに眠ってしまった。

			　完全に酔っ払いの行動だ。湯上がりからの高度数のダブルパンチは今後避けてもらいたいものだ。

			　ヴィヴィアンは、気持ちよさそうに眠るシャーリーの頭を撫でながら、苦笑いになっていた。

			　そして、アリシアは床でぐったりとして、もう一歩も動けませんといった具合。

			　薫(かおる)はなんだこの地獄絵図はと思いながらも、そんなアリシアを抱えて布団の敷かれている部屋へと移した。

			　アリシアを寝かせて、薫(かおる)は元の部屋へと戻る。

			「本当に申し訳ありません……」

			「いや、これはもうしゃーないやろ。まぁ、明日に残らんように処置だけしとくか」

			「カオルさん、ありがとうございます」

			「このバカが申し訳ないです」

			　ヴィヴィアンとナターシャが頭を下げる。そんな中、ヴィヴィアンの太ももで膝枕されていたシャーリーは、ヴィヴィアンが頭を下げたことにより、胸と太ももにサンドされ夢見心地という表情に変わる。そして、気持ちよさそうな寝息をたてる。

			　ナターシャがそんなシャーリーの頬を摘んで、ほんの少し鬱(うつ)憤(ぷん)を晴らす。先ほどの発言のせいだろう。

			　薫(かおる)はシャーリーに処置を施してから、ヴィヴィアンの調子を聞く。

			「そういえば、あれから体の調子はどうや？」

			「カオルさんのおかげで、まったく問題はないですよ。今では普通に歌えますから」

			「ほう、ならよかったわ。一応、経過だけ見てもええか？」

			「はい、よろしくお願いします」

			　薫(かおる)はヴィヴィアンの前に移動して、『解(かい)析(せき)』をかける。結果は問題ない。もう自然に塞がっていた。

			「うん、ほとんど完治に近いな」

			「うふふ、カオルさんから大丈夫と聞くと、なんだか安心してしまいますね」

			　屈託のない笑顔でそう語るヴィヴィアンに、ナターシャが口を開く。

			「カオルさん、実はこの街に来たときに、ニーグリルで最高の治療師と言われる人を紹介されたんです。ですが、ヴィヴィアン様はまったく信用していないようだったんですよ」

			「ほう、なんでや？」

			　薫(かおる)の疑問に、頬を膨らませてヴィヴィアンが話す。

			「当たり前じゃないですか。私の病状をまったく把握もしないで、毎日回復魔法をかけていれば治るとおっしゃったんですよ……。信用も何もないですよ」

			「いやいや、ヴィヴィアン様、それが本来普通ですから……。カオルさんの治療を受けたあとだからそうやって疑問を持ってしまうんですよ」

			「そ、それはそうなのですが……。やはり、的確な治療をしてくれるカオルさんでないと、信用できないといいますか……」

			　ヴィヴィアンはしょんぼりとしてしまう。

			　そんなヴィヴィアンに薫(かおる)はカラカラと笑う。ここまで信頼を得ているのは嬉しいことだ。

			　それを崩さないようにしていかなければならない。特に今の薫(かおる)は、エクリクスから喧(けん)嘩(か)を売られている状況。どの街に行っても何かしらのトラブルが起こるだろう。

			「ヴィヴィアン様が、カオルさんの治療に毒されてしまいました」

			「なんや、その言い方は……。嫌な予感しかせんわ」

			「うふふ、そうね～。カオルさんに毒されてしまいましたから、私の専属の治療師としてまた契約をして……」

			「却下！　断る！」

			「うふふ、冗談ですよ」

			　ヴィヴィアンは、くすくすと笑っているが冗談には見えない。こちらをはめるつもりだったように思えてならないのだ。

			「まぁ、冗談はさておき。カオルさん、よくない噂がたっているようですね」

			　ヴィヴィアンは真面目な表情で薫(かおる)に問いかける。

			「ん？　そっちにも情報が入ってきたんか？」

			　薫(かおる)は今日のことかなと思って、ヴィヴィアンに聞く。

			「ええ、最初は何かの間違いだとは思いましたが、変な噂を聞いたんです」

			「ああ、ちょっと訳ありでなぁ」

			　薫(かおる)は頭を掻きながら苦笑いになる。ヴィヴィアンたちに言ってもよいが、巻き込みたくはない。せっかくミュージクルフェスタで優勝したのに、自身の変な噂に翻弄され、悪評などをつけたくないというのが本音だ。

			　それに、冤罪なのだからこちらも失うものはない。ただ、いろいろと行動に制限をくらいそうだが。

			「なので、私たちの専属としてと提案したのです」

			　艶(つや)やかな紫色の髪の毛を耳にかきあげ、ヴィヴィアンはまっすぐな目を向ける。

			　薫(かおる)たちの後ろ盾になると言っているのだ。本当にありがたい提案だ。

			「嬉しい話やけど、それはできへんなぁ」

			「な、なんでですか！　ミュージクルで優勝したヴィヴィアン様が後ろ盾になれば、ある程度の勢力ならはねのけられるはずです！」

			　ここまで黙っていたナターシャは、まさか薫(かおる)がこの提案を断るとは思ってなかったようだ。

			「少し詳しく話すわ。いろいろと面倒やねん」

			「聞かせていただけるんですね？」

			　薫(かおる)はヴィヴィアンたちに現在の状況を伝える。それを聞いた２人は、自分たちの力では逆に利用されかねないという考えに至った。

			　薫(かおる)の治療の知識はヴィヴィアンたちもよく知っている。ナターシャに至っては、あの異空間手術室を見ているだけに、薫(かおる)という存在がかなり大きなものだと理解している。それに貴重な時の丸薬まで持っている。エクリクスが動いても不思議ではない。

			「なるほど……私たちでは心もとないですね……」

			「エクリクスが動いているとなると……分が悪いです」

			「そういうことや。やから、気持ちだけもらっとくわ。かなり嬉しかったで」

			　薫(かおる)はそう言って、２人に一礼する。

			　ヴィヴィアンは、そんなしんみりとした空気をパンと両手を叩いて吹き飛ばす。そして、笑顔で今できることを提案した。

			「でも、カオルさんの悪い噂を、よい噂に上書きするくらいならできそうですね」

			「そうですね。微力ながら、私たちができるのはそのくらいですね」

			「あははは、ほんまおおきに。ほどほどにな」

			　その後は、薫(かおる)が露天風呂で飲んでいたお酒を取り出し、ヴィヴィアンたちがどのようなことを今までしていたかを聞いた。

			　この街に来たのは７日前。それまで、いろいろと寄り道していたようだ。海沿いを来た薫(かおる)たちとは違い、山沿いを移動して、小さな村で歌を披露したりしたそうだ。本気では歌えないため軽くだが、娯楽の少ない街では大いに盛り上がったようだ。

			　ミュージクルフェスタの優勝者である３人は相当歓迎されて、なかなか出発できなかったそうだ。

			「楽しんでんなぁ」

			「うふふ、あんなに歓迎されたのは初めてでしたよ。今までは場所を探すためにいろいろと頭を下げて回っていましたし」

			「そうですね。まさか、あのような小さな街でも名が知れ渡っているとは……ミュージクルフェスタさまさまだと思いました」

			「俺がいた海岸沿いではそういった話はなかったなぁ。まぁ、それどころじゃないって感じやったから仕方ないけど」

			「場所場所で違うのでしょうね。でも、一気に有名人になって、なんだか世界が変わってしまった感じがしますよ」

			　ヴィヴィアンとナターシャはくすくすと笑って、眠っているシャーリーの顔を見る。

			　若(じやつ)干(かん)１名、そんな変化にまったく関係ないとばかりに、今まで通りに街の人たちと接するシャーリーに驚いたものだと話す。

			　天然なのか地なのかわからないが、それがシャーリーの魅力なのかもしれない。街の人たちと意気投合して、楽しんでいたようだ。

			　楽しく話をしていると、あっという間に時間は経つ。

			　ヴィヴィアンたちは、そろそろと言って立ち上がる。その際、シャーリーはナターシャに抱えられて、嬉しそうにじゃれていたが、チョップを食らって撃沈した。へらへらしているところを見ると、本人は楽しんでいるようだ。

			　ヴィヴィアンたちは、帰り際にまた明日と口にして、去っていった。

			　薫(かおる)もそろそろ寝るかなと思い、布団の敷いてある部屋へ行き、眠りにつくのであった。

			　

			　翌日、薫(かおる)が目を覚ますとアリシアが布団の中からいなくなっていた。

			　目を擦りながら薫(かおる)は辺りを見回すと、隅っこに毛布をかぶって丸まった物体を発見する。

			「おーい、アリシア、おはよう」

			「……」

			　薫(かおる)の声にぴくんと反応する、その丸まった物体。どうやら昨日の失態を引きずっているようだ。

			「そんなところで丸まってないで、こっち来たらどうや？」

			「うぅ～」

			　もぞもぞと薫(かおる)の横まで転がり、ぴったりと引っ付くが、なかなか出てこようとはしない。ただ、くぐもった声で「おはようございます」とは返ってきた。

			　薫(かおる)は溜め息を吐いてから、すぽんとその毛布をひっぺがす。すると、体育座りのアリシアが出てきた。

			「ほら、元気出し」

			「昨日の失態で元気が出ません……」

			「アリシアはお風呂でお酒を飲んだらあかんってわかっただけええやん。あと、今後シャーリーには酒では気をつけるように伝えといたから」

			　しょんぼりしたままのアリシアの頬を突き、薫(かおる)は笑顔を作る。

			　横目でチラチラと薫(かおる)を見てくるアリシア。どうしたものかと思っていると、来客のランプがつく。薫(かおる)はそれを見て、応対へと向かう。

			　ドアを開けると、そこにはシャーリーが深々と頭を下げた状態でいた。

			　目が充血しているのを見ると、ナターシャから絞られたのだろう。覚えてないから知らないです、では通用しない。とことんやられたに違いない。

			「おはよう、カオルさん……あの昨日はすみませんでした。あと、その……アリシアちゃんに謝りたいと思って……」

			「まぁ、入り。ここやとあれやし」

			「はい……」

			　アリシアがいる部屋へと向かったシャーリーは、アリシアのどんよりした姿に絶句する。自身はこんなにもアリシアを傷つけてしまったのかと思うのだ。

			　薫(かおる)がそれは勘違いだとそっと肩を叩く。

			「あ、あの！　アリシアちゃん、ごめんなさい」

			「ふぇ？」

			　アリシアはシャーリーの言葉に大きく驚く。なぜ謝っているのかわからないからだ。

			「昨日、体調が悪かったのに私が無理やり……。本当にごめんなさい！」

			「え、えっと……シャ、シャーリーさんのせいではありませんから。現在落ち込んでいるのは自分の失態のせいですので……」

			　お互いが、ぺこぺこと謝る図は、なんともおかしな光景だ。

			　薫(かおる)は一旦席を外して、リラクゼーションチェアに座り、外の眺めを見ながら２人が落ち着くのを待つ。薫(かおる)がいなくなったことにより、いろいろと話しやすいはずだ。

			　少しして、シャーリーがアリシアの手を引いてやってきた。

			「カオルさん、アリシアちゃんを少し借りますね。女子会を開いてきます！　お昼ごろには戻りますからぁ～」

			「おう、了解」

			　薫(かおる)は、少し気分転換したほうがいいだろうと思い、シャーリーに連れられて出ていくアリシアを見守る。若(じやつ)干(かん)、顔が引きつっているように見えたが、気のせいだろうと思うのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　視察に行っていたため、ダニエラの書斎の机には大量の書類が積まれていた。だが、ダニエラはそれを手早く処理していく。

			　１時間もすれば、溜まりに溜まった書類には、すべてサインが入っていた。

			「ふぅ……これで終わりですね」

			　最後の１枚にサインを入れたあとダニエラはグッと伸びをすると、横のソファでこちらの様子を窺っている者に視線を送る。仕事が終わるのを待っていたティナだ。

			「ティナ、お待たせしました」

			「にゃぁ～、ダニエラは凄いにゃぁ～。あっという間に終わったにゃ♪」

			　ふりふりと尻尾(しつぽ)を振るティナに、優しい笑顔を向ける。

			「こちらへ帰ってきてからバタバタとしていましたからね。今日で一応終わりです。ゆっくりと時間がとれますよ」

			「わーい♪　やったにゃ～」

			　ティナはソファからするりと下りて、ダニエラの膝の上にちょこんと乗る。ここが自分の特等席といった具合だ。

			「それで、ダニエラ……体はもう大丈夫かにゃ？　きつかったら言うにゃ！」

			「うふふ、大丈夫ですよ。ちゃんと診断してもらっていますし、ティナにも回復魔法をかけてもらっていますからね」

			「ならいいにゃ……。ずっと心配だったにゃ。必要最低限しか会えてなかったし……」

			　ティナは頬を膨らませて、手をいじいじとする。

			「それは仕方がないですよ。ティナも忙しい身なのですから」

			「うぅ～、わかっているにゃ……。それでも、少しくらい配慮してくれてもいいと思うにゃ！」

			　ダニエラから撫でられ、表情は怒っているのに尻尾(しつぽ)は上機嫌と面白いことになっている。

			「ティナ、報告があります」

			「カオル・アシヤについてかにゃ？」

			「ええ、素晴らしい方でしたよ。私たちよりも遥かに治療や薬のことを知っていました。エミ・アマノ様以来の治療師なのかもしれません」

			「にゃにゃ!?　初代大神官様よりもにゃ？」

			　ますます興味深いと、ティナはもっと聞かせてとダニエラにせがむ。

			　ダニエラは、今回の視察で得たことをティナに話していく。

			「凄いにゃ……。流行した新種の病気の治療にダニエラの治療……。おまけに莫大な魔力量。ま、魔力量なら私も負けてないはずなのにゃ？」

			「うーん、ティナでも負けてるんじゃないかしら」

			「え……唯一の取り柄がなくなっちゃうにゃ！」

			「うふふ、大丈夫ですよ。ティナにはもう１個あるでしょ」

			「あれは、あまり使えないにゃ……。でも、来るときが来たら使うかにゃって……」

			　不安げな表情をするティナを、ダニエラは優しく後ろから抱きしめる。

			「不安に思うことが多いかもしれません。ですが、その能力は自身のために使ってください。決して、私みたいな者には使わないようにお願いします」

			「それは、わからないにゃ。私が助けたいと思ったら、使っちゃうかもしれないにゃ」

			「優しい心は、ときに悪人に利用されます。それを重々承知の上で使ってください。それ以上は、私は何も言いませんから」

			「はいにゃ！　ダニエラ、もっと今回の視察で行ったところを教えてほしいにゃ」

			「そうですね。じゃあ、ビスタ島の話をしましょうか」

			　ダニエラはくすくす笑いながら、ティナに土産話をする。

			　広い海に囲まれた小さな島の話。気候もよく、ティナを連れて行くならここかなとダニエラは思っている。

			「日向(ひなた)ぼっこが捗(はかど)りそうにゃ～♪」

			「寝るのがメインというのは、どうかと思いますよ？」

			「気持ちいい気候ならのんびりとしたいにゃ～」

			「まぁ、疲れもとれそうですから、いいかもしれませんね。そうそう、あの島にピンクラビィがいましたね。人に慣れている感じでしたが」

			　ダニエラはシュリの肩に乗っていたのを思い出す。

			「ピンクラビィ？　私はその名前を聞くと、ダメな人が思い浮かぶにゃ」

			「あれは、カウントしない方向でいきましょうか。彼女は特殊ですから」

			「違いないにゃ♪　けど、昔お世話になったから、あまり悪くは言えないにゃ」

			　２人はその後も話に花が咲き、のんびりと有意義な時間を過ごす。

			　しかし視察中に、オーランドがティナにした行動を聞いて、ダニエラはあとで締め上げることを決める。そんなことを知らないティナは、こんなことがあったと楽しげに話すのであった。

		

	
		
			　

			第三話　少女の病気は嘘、本当？

			　

			　ファルシスとファルグリッドの統治２日目。

			　ザルバックの使った能力によって、悪質な行為で私腹を肥やしていた者たちが、次々と捕まっていく。罪人の館は、その者たちでパンパンになっていた。

			「ほい、ファルグリッドは、チェックメイトと……」

			　チェスの駒を動かすザルバック。

			「歯ごたえがないのう……。10手待ちでこれでは、話にならん。それに、このスキルを展開したままだと、先の対戦でこっちが不利に……。誰か代行してくれんかのう……」

			　ザルバックはパイプをふかし、ワインを飲む。元ヴォルド邸で暇を持て余していた。

			「昔のように、儂をワクワクさせる者は、ここにはやはりおらんのう……」

			　ザルバックは髭を触りながら、退屈そうな顔で呟く。

			　すると、ドアを叩く音がする。返事をすると、真っ黒いローブを着て、顔を覆うように黒の布を巻いた者が入ってきた。

			　目だけを出し、ザルバックを見つめる。

			「おお、我が妻よ。今回もやはり面白くなかったよ」

			「今のご時世、貴方を満足させられる者は限られています。どうか、そのくらいにして体を休めてください」

			「時空の旅団の団長と、もう一戦したいのう。あのバカ坊主、勝ち逃げして消えおって……。攻略させてくれんかったからなぁ」

			「攻略するどころか、相手にすらなりませんでしたよね？」

			　チクリと痛いところを突かれたザルバックは、笑いながら妻のほうを見る。

			「で？　どうして、我が妻がここにいるんだい？　儂の領土の管理をしとったはずじゃが？」

			「ちょっと面白い話を耳にしましてね。それをお伝えにあがりました。領地は下の者に任せています」

			「ほう、どんなことかな？」

			「はい、カオル・アシヤという人物です」

			　そう言って、ザルバックに薫(かおる)のことを話す。

			「はっはっは、さすが我が妻だ。まぁ、儂もその情報を掴んでおるよ」

			「そうでしたか……。では、意味はあまりなかったようですね」

			「はっはっは、そんなことはない。儂を思っての行動であろう？　凄く嬉しいよ。それに、来てくれたのは、他にもあるんだろ？」

			　ザルバックは、そっと妻の手を取り、引き寄せる。

			「うふふ、そうね。ここが終わったら、私が領地経営を引き継ぐ予定です。だから、楽しんできてくださいね」

			「ありがとう。ではもう一仕事しようかな」

			　妻を抱きしめたあと、ザルバックは盤上を見つめる。最速で終わらせる一手を模(も)索(さく)しながら……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アリシアは、現在シャーリーたちの部屋の前にいる。アリシアたちの部屋とは、同じ階の真反対に位置していた。

			「うふふ、アリシアさん、いらっしゃい」

			「昨日は、こちらのアホの子がすみませんでした。どうぞどうぞ、中へ」

			　ヴィヴィアンとナターシャはアリシアを歓迎して、部屋の中へと招待してくれる。

			　中の作りは、アリシアのところと少し違う。

			「それで、シャーリーはなんでアリシアさんをこちらへ？」

			　シャーリーはアリシアに確認をとってから、ヴィヴィアンたちに内容を話すと、２人はくすりと笑い、アリシアの背中を優しく撫でる。

			「そういう失敗はありますよ。シャーリーがいい例です」

			「そうですよ。そんなことで落ち込んでいては、シャーリーだったら死んじゃってますよ」

			「え？　な、なんで私を引き合いに出すんですか？　ヴィヴィアンもナーシャも最近、私をからかいすぎだと思うんです！」

			　ぽかぽかとナターシャの背中を叩くシャーリーに、アリシアもくすくすと笑ってしまう。

			　ヴィヴィアンから、いろいろと悩むのもよいが、そればっかり気にしていても始まらないので、次そういった失敗をしなければよいだけと優しく言われる。

			「そうですよね！　私、次は失敗しないようにします」

			　元気の出たアリシアに、３人は笑顔になる。

			「じゃあ、これから女子だけでのんびりとこの翡翠館の醍醐味である１階の露天風呂へ行きましょう！」

			「シャーリー、あなた、ただ単に入りたいだけでしょ？」

			「えへへ、バレましたか」

			「そう言えば、１階にもお風呂があるっておっしゃっていましたね。まだ行っていませんでした」

			　４人は部屋を出て、１階へと向かう。

			　そのとき、大きな声が聞こえてくる。

			「本当に勘弁してくださいよ……。一応、私はこの街では有名な治療師なんですから、ヤブ治療師と言われるだけで、かなり株が下がるんですからね……」

			「大変申し訳ありません……」

			「あの患者はもう私は見ませんから、他の治療師をお願いします。では、これで……」

			　なんとも言えない雰囲気に、ヴィヴィアンたちは、どうしたものかと思いながら階段で留まる。

			　すると、後ろから慌てた者たちが降りてくる。ユカタ姿の20代半ばの男女だ。

			　２人は頭を下げながら、受付へと向かっていった。

			「すみません……先ほどの治療師さんは……」

			「帰られてしまいました……。すみませんが、理由をお聞かせ願えますか？　こちらも不備があったのでしたら、謝らなければなりませんので」

			「はい……先ほどの治療師の方が、娘の診断をしてくださったんです。ですが、娘に何も問題ないと話したら、娘が急に嘘つきと言い張ってしまって……」

			「本当に申し訳ありません……」

			　夫婦は平謝りで何度も頭を下げる。

			　ヴィヴィアンは、その夫婦をどこかで見たことがある気がした。

			　うーんと頭を捻っていると、ようやく思い出した。

			「あの方は、たしか鉱山都市の領地を経営しているエルヴィン子爵だったかしら？」

			「ああ、１年前にいろいろと回っていたときに、お会いした方ですね」

			　ヴィヴィアンの発言に、ナターシャも思い出したようだ。シャーリーは首を傾げたままだ。

			　アリシアは病気かと思いつつ、ちょっと心配になった。ふと階段の上を見ると、ユカタ姿の小さな少女が顔を青ざめさせていた。

			　アリシアはその子へと駆け寄る。

			「だ、大丈夫ですか？」

			「!?」

			　ばつの悪そうな表情で、そわそわしている様子。おそらく先ほど下へと向かったエルヴィン子爵の娘だろう。

			　アリシアは、その子を安心させるために自身のピンクラビィグッズを取り出す。

			　お腹を押すときゅ～と鳴く手のひらサイズのピンクラビィ人形だ。アリシアはそれをちょこんとその子の手のひらへと乗せる。

			　すると、先ほどまでオロオロしていたのが収まり、興味はピンクラビィ人形に釘付けのようだ。熱心にピンクラビィ人形のお腹を押して、きゅ～と鳴かせる。

			「私はアリシアといいます。あなたはなんというお名前ですか？」

			「……リル、悪くないもん。お姉ちゃんも、私を嘘つきって言う？」

			　今にも泣きそうな表情で、アリシアを見てくる。それに、あたふたとするアリシア。

			「えっと、リルちゃんはどこか悪いのですか？」

			　アリシアは大きく息を吐いてから落ち着いた声でリルに聞く。

			　リルは、一瞬どうしようかと悩んだ末、答える。

			「急に胸がきゅーって苦しくなるの……。息ができないくらい……苦しいの」

			　ポロポロと涙を流しながら、そう訴えてくる。

			　アリシアは自身が心臓の病を患っていただけに、リルが心配になる。

			　だから、薫(かおる)に相談しようと思っていた矢先に、少し厳しい声がリルに降り注ぐ。

			「リル！　何をしているんだ」

			「!?」

			　その言葉に、体をビクンと跳ねさせ怯(おび)えるリル。

			　アリシアが後ろを振り返ると、そこにはエルヴィン子爵夫妻がいた。

			「すみません、娘が何かまた……」

			「いえ、何もしていませんよ。１人で立ち尽くしていたので、心配になって声をかけただけですから」

			「そ、そうでしたか……」

			　ホッと胸を撫で下ろすエルヴィン夫妻。また問題が起きたのかとヒヤヒヤしているのだろう。

			　アリシアの後ろに隠れるリルは、小刻みに震えていた。

			「ほら、リル、仮病で私たちを困らせないでくれ……」

			「もう、お姉ちゃんなんだから……あなたがしっかりしないとダメでしょ。嘘なんかついて、治療師さんを怒らせるなんて」

			「!?　リ、リルは嘘つきじゃないもん！　お父さんのバカ!!」

			　そう言って、リルは泣きながら階段を下りて外へと出ていってしまった。

			「こ、こら！　リル、待ちなさい」

			　焦った父親がそのあとを追う。残された母親は頭を抱え、大きな溜め息を吐いた。

			「せっかく、商売がいいほうへと向かったのに……。どうして、こうなるのかしら」

			　その場に座り込む母親に、アリシアはそっと回復魔法をかける。

			「あの、大丈夫ですか？」

			「あら、あなたは治療師さんでしたか、先ほどは娘がすみません……。ああ、こうしてはいられないわ……。部屋に戻らないと子供が泣き出すわ……」

			　母親は頭を押さえながら、部屋へと帰っていく。

			　アリシアは心配そうな表情で、その後ろ姿を見つめていた。

			「どこも、いろいろと大変みたいですね」

			「そうですね。今回は仕事で来ているようです。あのくらいの年ごろだと、親に甘えたいんじゃないでしょうか？」

			「そうだね……。なんとなくだけど、リルちゃんの気持ちはわからなくもないかな」

			　ヴィヴィアンたちがそう口々に言う。

			「ほら、私たちも行きましょうか」

			　ヴィヴィアンが重くなった雰囲気を振り払うように、明るい声を出した。

			　アリシアは心に引っかかりを覚えながら、ヴィヴィアンたちと一緒にお風呂へと向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　薫(かおる)は暇を持て余していた。

			　アリシアがいないためだ。なので、のんびりと街に繰り出している。

			　昨日のこともあるため、あちこちから変な視線を感じる。しかし、１度冤罪だと知らしめたので、なかなか手を出すことはできない。冒険者としての信用を失う可能性が高いからだ。

			「にしても、日本によう似とるなぁ」

			　薫(かおる)は、この景色に安心感を抱く。ただ、なんちゃってな部分も多い。真似ようと頑張ってみたが、それに失敗した感が半端ではない。そんなことを思っていると、薫(かおる)に話しかけてくる女性がいた。

			「あれ？　どうも～♪」

			「ん？　ああ、昨日の」

			　アーラルド大工房の武器屋の店員だった。

			「あれれ？　今日はお１人ですか？」

			「ああ、連れは友達と一緒にちょっと出ているからな」

			　店員は、なるほどと両手を合わせてポンと叩く。

			「どうです？　付加属性武器いりませんか？」

			「うーん、今のところはいらんかなぁ」

			「そうですかぁ～。残念ですね……」

			「値段が値段やしな。もっと手軽に手に入るんなら考えるんやけど」

			　薫(かおる)がそのように口にすると、店員の女性がにんまりと笑顔になる。

			「実はですね……。もう少ししたら、値段が安くなるんですよ♪　今日のお昼には、それが決まるんです」

			　いい情報でしょ？　と言わんばかりの店員。特産品が増えるということは、この街の価値が上がるということ。お客も増えて、ＷＩＮ・ＷＩＮというわけだ。

			「ほう、それやったら買ってもええかな。値段によりけりやけど」

			「量産体制に入れば、価格も通常武器の４倍程度ですかね。オーダーメイドだと、やはりある程度高くなりますけどね」

			「まぁ、それはしゃーないやろ。でも、お求めやすくなるんはええんやないか？」

			「はい、今から大忙しですよ♪　楽しみだなぁ～。絶対に買ってくださいね」

			「ええもんやったらな」

			　薫(かおる)が意地悪そうに言うと、店員の女性は気に入ってもらえるものを絶対に作りますからと闘志に火を付けてしまったらしい。

			　それもそうだろう。アリシアの属性レベルを知っているだけに、確実にオーダーメイドになる。

			　扱える人はごく一部。だからこそ、職人としてはそういったものを作りたいはずだ。

			　ロマンをぶち込んだ一品を倉庫で腐らせるなど、作り手からしたら何のために作ったのかわからない。使われてこそだからだ。

			　店員は楽しそうに鼻歌まじりでスキップして去っていく。

			　その姿に苦笑いを浮かべながら薫は宿屋へと向かう。

			　アリシアが帰ってきていたらいけないので、早めに戻ることにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　大きな会議室では十数人が腰掛けて、資料に目を通している。

			　そこに息を切らせて男性が入ってきた。

			「すみません……遅れてしまって」

			　申し訳なさそうに頭を下げる男。

			「いえいえ、構いませんよ。娘さん関係ですよね？　エルヴィン子爵」

			「……はい」

			「難しい年ごろですから、そういったこともありますよ。私も娘には手を焼いたものですから」

			　柔らかい口調でそのように言うのは、このニーグリルを治める人物。名前はニーア・フォン・ニーグリル伯爵。年は20代半ばで、亜人族。服装はラフなスーツを着ている。

			「では、会議を始めましょうか。本日の議題は、付加属性武器の量産の最終決定についてです。工房の皆さんもそれぞれに意見があるとは思うので、そこら辺を詰めていきましょうか」

			　皆やる気に満ちた目で、各々の意見をぶつけていく。

			　どのくらい流通させるか、価格や取り分など、さまざまな議論が飛び交う。

			「アーラルド大工房代表のテミス・アーラルドです。量産にあたっては私たちの工房が１番早く流通できます。ただ、そうなると他に偏(かたよ)りができてしまうため、分散していただけると助かるのですが」

			「なら、こっちにいくらかもらうか？　イスカ工房もそれなりに量産を引き受けられるからな」

			「じゃあ、うちもいいかな？　ウイルク工房も引き受けるよ」

			「そうですね。量産は３強のアーラルド、イスカ、ウイルクで行い、価格を下げることにしましょうか。手が届かなければ、買い手がいませんからね」

			「「「では、それで」」」

			　３強の工房代表が、ニーアの決定に賛成する。他の工房は量産には不向きなところが多いため、反対はない。むしろ、ありがたいくらいだ。

			「他は質のよいものを作り、ワンランク上のものを目指す。武器は消耗品ですので、リピートするはずです。今でも買いたい方たちがいるのに、買えない状況ですからね。どちらかというと、今は観賞用で冒険者ではない方が買われている傾向が強いかと」

			「そうですね。やはり使っていただかないと作る側としては辛いですからね。何のために作っているのかわからなくなりますよ」

			　アーラルド大工房の代表は、なんとも言えない表情になる。この言葉に、すべての工房の代表も頷く。

			「では、エルヴィン子爵、鉱石ですが安定供給できる範囲内で年間このくらいでどうでしょうか？　今回、ニーグリルが独占して契約させてもらうので少し上乗せしています」

			　ニーアは、エルヴィンに金額が書かれた用紙を差し出す。

			　エルヴィンは少し強張った顔で受け取ったが、確認すると表情が柔らかくなる。

			「はい、これでよろしくお願いします！」

			「よかった。あなたを蔑(ないがし)ろにしたやつらを見返してやりましょう。研究に協力してくれた全工房に感謝ですね」

			　エルヴィンはニーアと固い握手を交わすのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ヴィヴィアンたちと別れたアリシアは、身も心もリフレッシュ状態にあった。

			　翡翠館でのマッサージと露天風呂のダブルコンボを堪能したからだ。かなりの幸福感を味わえる最高のサービスだとシャーリーが言っていたが、それは本当だった。

			　ルンルン気分で部屋へと戻っていると、階段の隅っこにしょぼくれた表情で座るリルを見つける。

			「あれ？　リルちゃん？」

			「あ……」

			　リルはアリシアを見つけて、とことことやってくる。手にはピンクラビィ人形を持っていた。

			　アリシアは、そういえばあのとき返してもらうのを忘れていたことを思い出す。

			「返すために待っててくれたんですか？」

			「……」

			　リルはこくんと頷いて、アリシアにピンクラビィ人形を返す。なんとも愛らしい行動に、アリシアはついつい頭を撫でたくなる。

			　恥ずかしそうだが、リルも悪い気はしないのだろう。アリシアの撫で撫でに身を任せている。

			「そういえば、リルちゃんは胸が苦しくなるって言ってましたよね？」

			　アリシアの問いかけに、リルの体が強張るのがわかった。なので、優しく背中を撫でながらアリシアは言葉を続ける。

			「私は治療師ですので、どのような症状なのか教えていただけませんか？」

			「お姉ちゃんは、治療師さんなの？」

			「そうですよ♪」

			　まんまるな瞳に見つめられ、アリシアは照れながら返す。

			「あ、あのね、きゅーってなるのは昔からなの……。でも、ずっと我慢してたの」

			「ふむふむ、やはり、病気でしょうか」

			「でもね、その苦しいのはすぐ収まっちゃうの……。お父さんが治療師さんを呼んできてくれたときには、収まってて……。どうもないって言われちゃうの……。私、いつも嘘つきって言われて……。誰も信じてくれないの……」

			　ぼろぼろと涙を流して訴えるリルに、アリシアまでうるうるとしてしまう。

			　アリシアには、リルが嘘をついているようには見えない。病気の一種なのではないかと推測する。だが、薫(かおる)のように大量の知識を持っていないため、培ってきた固有スキルの情報で該当しないかを試す。

			　アリシアは意識を集中させて、『記憶の図書館(メモリアル・ライブラリ)』を使用する。

			　ほしい情報を思い浮かべると、真っ白な空間にそれに関する情報が載った本がずらりと並ぶ。

			　それを手に取ると、情報がアリシアの脳内に流れ込んでくる。

			「やはり、何かしらの病気だと思うんです。私はリルちゃんの言葉を信じますよ」

			「本当に？」

			「はい♪　ピンクラビィちゃんに誓ってです」

			　アリシアは手に持っているピンクラビィ人形のお腹を押さえて、きゅーっと鳴かせる。

			　アリシアの言葉に、ぎゅっと引っ付き離れようとしないリル。アリシアは、また撫で撫でして落ち着かせる。

			「お姉ちゃんが治してくれるの？」

			「うーん、それは難しいと思います。私の知識や技術では……。カオル様なら……できるはずです」

			「……お姉ちゃんが、いいな」

			　不安げな顔で見上げてくるリルに、アリシアは笑顔で言葉を紡ぐ。

			「困りました……。じゃあ、カオル様がどのような人かを教えてあげます。どのような人かわかれば、怖くないですよ？」

			「ん……」

			　どうしようかとリルは俯(うつむ)く。

			「私が今言ったカオル様という方は、私の病を治してくれた人なんです。それも、エクリクスですらさじを投げたレベルの難病だったんです」

			「!?」

			　アリシアの病気の告白にリルはビックリする。エクリクスでも治せない病気を患っていたようにはまったく見えないからだ。

			　もしかしたら嘘を言っているのではないかと少し疑ってしまう。

			　アリシアは、リルの心臓のある部分に手を当て、病気の場所を教えた。

			「心臓……」

			「はい、何もしなければそのまま死を待つだけでしたよ。そんなとき、カオル様が現れたんです。運命って信じちゃいました。私に対して、本気で治してくれると言ってくださったのは、カオル様だけでしたから」

			　デレデレとちょっと恥ずかしそうに話をする。

			「その人は……私のこと信じてくれる？」

			「絶対に信じてくれますよ。なんたって、カオル様ですから♪」

			　アリシアの自信たっぷりな言い方に、リルの心がほんの少し揺れる。目の前にいる人は自分の言ったことを理解し、信用してくれているのだ。親も他の治療師も誰も信用してくれない。今では気を引きたいがための虚言だと思われている。

			　このまま、誰にも信じてもらえないと思っていた。

			　自分のことを信じてくれるのなら、その手は離してはならないのではないかとリルは思う。

			「１度だけ……１度だけ、信じる……」

			「はい♪　それで構いません」

			　優しく笑みを零すアリシアにリルは頬を赤くさせた。

			「お姉ちゃんだから、信じるの」

			「うん、それでは、一旦お部屋に戻りましょうか。あとでお伺いしますからね」

			　そう言って、アリシアはリルを部屋へと連れて行った。

			　アリシアとリルの気配が消えてから、溜め息を吐く者がいる。

			「ほんまに……」

			　薫(かおる)は苦笑いになりながら頭を掻く。

			　翡翠館に戻ってきて、上の階へと行こうとしたとき、アリシアとリルの声が聞こえてきた。立ち聞きするつもりはなかったが、病気という単語に薫(かおる)は２人の様子を窺うことにした。

			　先ほどの話の内容から、どのような病気が該当するかを調べながら部屋へと戻った。

			　薫が部屋に入ると、ウロウロとしているアリシアと目が合う。

			「あ、カオル様、おかえりなさい」

			「おう、ただいま。どうやった？　もう大丈夫か？」

			「は、はい、もう大丈夫です」

			　頭を掻きながら、アリシアは答える。

			　だが、アリシアはまだ何か言いたげな感じだ。

			「ん？　アリシアなんかあったんか？」

			「ふぇ……、えっと、あの」

			「熱でもあるんか？」

			「わ、私は、大丈夫です」

			「私はってことは誰かおるんか？」

			「!?」

			　アリシアは核心を突かれて言葉に詰まる。

			「なんや、なんかあるんやん」

			「え、えっとですね。今日お会いしたリルちゃんって子なんですけど……」

			　アリシアは薫(かおる)にリルのことを話していく。

			「なるほどなぁ……。俺が診察したわけやないから、なんとも言えへんな」

			「はい。ですが、リルちゃんが嘘をついているようには見えないんです」

			　アリシアの真剣な眼差しに、薫(かおる)は笑顔を見せる。

			「それじゃあ、１度診察に行ってみるか。調べてみんことには始まらんしな」

			「はい、よろしくお願いします！」

			　嬉しそうに返事をするアリシア。リルが自身と同じような病気であったらと思うと、放っておけないのだろう。病気によっては、最悪の場合死に至ることだってある。

			　薫(かおる)はアリシアとともに、リルのいる部屋へと向かう。

			　薫(かおる)たちがリルの部屋へと着いたとき、中から大きな声が聞こえてきた。防音がしっかりされているのにもかかわらずだ。

			「どうしたのでしょうか？」

			　アリシアが首を傾げていると、扉が勢いよく開いた。そして、アリシアの胸に飛び込んでくる１人の少女。いや、たまたま正面にアリシアがいたからそうなっただけなのだが、吸い込まれるようにすっぽりと抱きついたことに、ナイスキャッチと言いたくなる。

			「こら、リル！　待ちなさい……って、ああ、すみません」

			　リルの父親が薫(かおる)とアリシアを見て、申し訳なさそうにする。他の泊まり客に対し、また迷惑をかけてしまったと思っているのだろう。

			「かまわへんよ。こっちも用事があってここに来たんや」

			「えっと、私のところへですか？」

			「どっちかというと、そのリルちゃんって子にやな」

			　薫(かおる)の言葉に、リルの父親は青ざめていく。

			　自身が仕事に出ている間に、またしても娘がやらかしてしまったと勘違いしたのだ。

			「ああ、すまんすまん。なんか迷惑をかけたとかやないから安心してほしいんやけど」

			「な、ならよかったです……」

			　肩の力が、ストンと落ちるのが見て取れる。

			　大分、精神的にきているようだ。回復魔法をかけないと、そのうち倒れてしまいそうだと思えてしまう。

			「お姉ちゃん……その人？」

			「はい、リルちゃんの病気を見つけ出してくれる治療師のカオル様です」

			　リルは薫(かおる)をジッと見つめたあと、すぐにアリシアにまた引っ付いてしまう。

			　その行動に、アリシアは苦笑いになる。

			「こ、怖くないですよ？」

			「……むぅ～」

			　アリシアの言葉に、抱きしめるリルの力が強まる。これは逆効果のようだ。

			「治療師さんでしたか……。すみません、リルはここ最近になってから気を引くために嘘をよくつくようになって……。リル！　いい加減にしなさい」

			　父親からの言葉に、リルはもう嫌だと言わんばかりにこの場から走り出そうとするが。

			「いやいや、まだ嘘と決まったわけやないやん」

			「嘘だとしか思えないですよ……。最近は仕事が軌道に乗って、あまり構ってあげられていませんでした。そうなってからなんです……私が仕事に行く朝に、胸が苦しいと言い始めました。最初は失神してしまって、心配で仕事を休んでいましたが、意識が戻るとなんともなくなるんです。それから、何度も同じことがありましたが、失神まではしませんでした。１度、私が付きっきりで看病したのを覚えて、構ってほしいからそのようなことをしだしたと思うのが普通でしょう？　最近では毎日ですよ……」

			　父親の言葉に、リルは小さな声で「違うもん……違うもん……」と呟く。それを、アリシアが優しく背中を撫でて宥める。

			「朝に失神ねぇ……。それ以外にそういった発作が起こることって特にないんか？」

			「え？　いや、何度かあった気がしますが……。朝がほとんどですね」

			　薫(かおる)は顎(あご)に手を当て、リルを見る。

			「リルちゃん、ちょっとええか？」

			　薫(かおる)はそう言って、リルに『解(かい)析(せき)』をかける。

			　そして、嘘なのか本当なのかが暴かれる。

			　

			　・名前：リル・フォン・エルヴィン

			　・種族：人間族

			　・職業：なし

			　・ＬＶ：３

			　・ＨＰ：12／15

			　・ＭＰ：25／30

			　・状態：ウォルフ・パーキンソン・ホワイト症候群（現在発症なし）・低血圧

			　・魔法：なし

			　・固有スキル：なし

			　

			　このように結果が出た。

			　そして、病気の内容も開示される。

			　

			　・病名：ウォルフ・パーキンソン・ホワイト症候群（ＷＰＷ症候群）

			　普段はなんともないが、発作が起こると脈拍が異常に上昇する心臓の病気。

			　心房から心室に伝わる電気刺激の回路が１つ多いことで、心臓の動きが混乱してしまうことから引き起こされる。

			　主な発見方法、心電図を取っていると特殊な波形が出ることがある。

			　稀に、発作のときに出ないで健康状態のときに出る潜在型もあるため、なかなか見つけにくい病気でもある。

			　発作を起こすと、胸がドキドキして息苦しくなる。治療なしでも大事に至ることは少ないが、頻拍発作で危険な不整脈になると失神してしまうこともある。極稀に突然死してしまこともあるので、手術をオススメする。

			　

			　アリシアは薫(かおる)の表情を見て、不安そうな表情になる。

			　そんなアリシアに、薫(かおる)は笑顔で返す。

			「リルちゃん、やっぱり病気や。嘘はついとらんで」

			「な!?　冗談でしょう？」

			　父親は驚きながら、リルを見た。

			　薫(かおる)はしゃがんで、リルの目線に合わせてゆっくりと話す。

			「リルちゃんは、もっと前から苦しくなったりしたことあるやろ？」

			　薫(かおる)の言葉に、リルはびっくりした表情を浮かべる。それは、自分しか知らないこと。父親が頑張って仕事をしているのを知っているから、邪魔をしてはいけないと、どんなに苦しくても、我慢してきた。

			「なんでわかるのかって顔やな。俺は、リルちゃんの病気を知っているからや。よう頑張ったな」

			　薫(かおる)はそう言って、リルの頭を撫でる。

			　リルはポロポロと涙を流しながら、何度も頷く。

			「ウィル……ドアの前で何をやっているんです……」

			　赤ん坊を抱いたリルの母親が現れた。酷く疲れているような様子で、薫(かおる)たちを見つめる。

			「ミサ、そのリルのことなんだが……」

			　父親であるウィルは、ミサに薫(かおる)の診断を伝えるが、なんとも冷ややかな目を向けられる。まるでこちらが嘘をついているかのような。

			「カオルという名の治療師が、最近いろいろと悪さをしていると噂が広まっているのよね……」

			　ミサがそう口にした。昨日の騒ぎの噂を聞いたのだろう。

			　薫(かおる)は面倒だなと思った。ここに来て、治療ができない可能性が出てきたのだ。

			「まさか、そんなことは……」

			　ウィルが困惑気味に薫(かおる)を見る。この翡翠館はそのような人物を泊めることはないはずだと思いたいが、そのような噂が広まっているのなら面倒事を抱えている可能性がある。

			　変な噂の飛び交う者に娘を任せるのは危ないと感じてしまうのは必然だ。

			　アリシアは、その噂はデマであることを言おうとしたが、薫(かおる)がそれを制した。こちらがなんと言っても信用できないだろうと思ったからだ。

			「しゃーない。今回は、引き上げやな。相手にも迷惑かかるやろうし」

			「そんな……」

			　アリシアは悔しそうな表情になってしまう。

			　リルはどうしていいかわからずに、おろおろとしていた。

			　薫(かおる)は、そんなリルに「すまんな。本当なら治してやりたいんやけど」と呟く。半ばあきらめの気持ちが出てきていたそんなとき、

			「やっと見つけました♪　アリシアちゃ～んって、あれ？　カオルさんも一緒みたいですよ。ヴィヴィ、ナーシャ♪　一石二鳥ですね♪」

			　明るく透き通った声が聞こえてくる。シャーリーの後ろでヴィヴィアンとナターシャが、もう注意するのは疲れたと言わんばかりに溜め息を吐いている。

			「あら、エルヴィン子爵家の方たちと、どうかされたのですか？」

			　ヴィヴィアンは、薫(かおる)たちの様子に違和感を覚えて質問をした。

			「ちょっと、いろいろあってな」

			　薫(かおる)と会話をしているヴィヴィアンを見て、ウィルはあることを思い出した。

			「あ、あなたはオールビズ伯爵家のご令嬢では？　１年前に我が領地で歌っていましたよね？」

			「うふふ、私はもう伯爵令嬢ではないですよ。なので、頭を下げないでください。今は歌姫として頑張っているところですので」

			「そ、そうでしたか……。ん？　歌姫ということは、この前開催されたミュージクルフェスタの優勝者というのは……」

			「はい、なんとか優勝できました」

			「おお、それはおめでとうございます」

			　ウィルはまたヴィヴィアンに頭を下げる。

			「カオルさん、今回はどのような用事でこちらにいらしたんですか？」

			　ナターシャが、なんとなくこの場の雰囲気を察したのか内容を聞いてくる。

			　それに、薫(かおる)も乗ることにした。これが突破口になればと思ってだ。

			　説明を聞いたヴィヴィアンは、噂はデマで自身も薫(かおる)に世話になったことを話した。自分たちの知らない医療の知識を持っていることも伝え、なんとか薫(かおる)の汚名を返上することができた。

			　途中で、薫(かおる)がウィルとミサに上級回復魔法をかけたことも大きい。２人とも回復量に驚いていた。疲れがまったく残っていない状態になったからだ。

			　その後は、あれよあれよと話が進んだ。ヴィヴィアンとともに部屋へと招かれ、リルの治療について話し合うこととなった。大勢で押しかけるのも迷惑だと思い、ナターシャとシャーリーは先に部屋へと戻ってもらった。

			「すみません……噂を耳にして、私たちに近づいてきたのかと思ってしまったんです。完全にこちらの勘違いで、気分を悪くさせてしまいましたよね」

			　ミサは赤ん坊をあやしながら薫(かおる)に謝ってくる。それはもう終わった話なので、薫(かおる)は大丈夫と口にした。

			　薫(かおる)は、リルの治療方法について話していく。

			　提案するのは、前回ダニエラに使用した、血管にカテーテルを入れて、心臓のいらない回路を電極で焼き切ってしまう方法だ。

			　これを説明するのは骨が折れる。まったく知識のない者に、わかるはずもない。どうしたものかと思っていると、ヴィヴィアンがうまく誘導してくれる。

			　シャーリーから聞いていただけに、意外と饒(じよう)舌(ぜつ)だった。アリシアはリルを抱っこしながら、自分の役目を取られてしまったと思い、肩を落とす。

			　そんなアリシアの頭をリルが撫でる。その様子に、薫(かおる)は苦笑いになる。

			「なるほど、最新の治療技術ということですか……」

			「はい、私も友人もそのおかげでフェスタで全力を出せたんですよ。なので、安心してもらって大丈夫ですよ。上級回復魔法も扱えるのはご存知の通りです」

			　信用のある者の言葉は、重みが違うなと薫(かおる)は心底思う。どうにか冤罪を晴らすための噂を出さなければいけないと思う。薫(かおる)だけではまず不可能だ。

			　そのようなことを思いながら、薫(かおる)は簡単にリルに説明をする。

			「リルちゃん、ええか？　治療は簡単なもんや。眠っとる間に全部終わっとる。心臓の悪い部分を壊して終わりや。頑張れるか？」

			「う、うん！　頑張る」

			　グッと胸の前で握りこぶしを作るリルに、場が和む。ウィルとミサは、リルが嘘をついていると決めつけてしまっていたことを謝りながら、薫(かおる)に託すことを約束する。

			「それじゃあ、始めようか……」

			　薫(かおる)は今回必要な機材を頭に思い浮かべて、壁に向かって手を翳(かざ)す。

			「固有スキル――『異空間手術室』」

			　金色のオーラが発生すると、空間がねじ曲がり、稲妻がほとばしる。バキバキと異質な音を立て、薫(かおる)の目の前に手術室が現れた。

			　凄まじい魔力の塊(かたまり)に、アリシア以外が驚く。ヴィヴィアンもそうだ。ナターシャから話は聞いていたが、まさかここまで膨(ぼう)大(だい)なものとは思いもしなかったのだろう。

			「それじゃあ、治療してくるわ。だいたい３時間くらいや。アリシア、一緒に頼むな」

			「はい！　お任せください♪」

			　やっと出番だと、アリシアはリルと一緒に立ち上がる。

			　そして、手術室の中へと入っていくのであった。

			　

			　手術室の中は明るく照らされていた。

			　リルは初めて見る景色に、きょろきょろと興味津々のようだ。

			「アリシア、リルちゃんの着替え任せるわ」

			「はい、任せてください。リルちゃん、こっちへ」

			　アリシアは、リルを連れて着替え室へと向かう。そして、テキパキとリルを着替えさせる。

			　薫(かおる)が手術用の服に着替えて出てきたときには、リルの着替えは終わっていた。アリシアも着替えるために裏へと向かう。

			　アリシアが戻ってくると、薫(かおる)が手術の準備をしている最中だった。

			　まず、『医療魔法――心電図・ベクトル１』と『医療魔法――血圧計・ベクトル１』をかける。

			　そして『医療魔法――酸素マスク・ベクトル１』を使った。

			「これから、リルちゃんに眠くなる空気を流すからな」

			「眠くなるの？」

			「そうやな、起きたらお父さんとお母さんが、目の前でお出迎えしてくれるやろうな」

			「えへへ、うん、わかった。あとね、お兄ちゃんもリルのこと信じてくれてありがとう」

			「ええよ。でもありがとう言うんやったら、アリシアにやな。リルちゃんの病気をちゃんと信じてくれたんはアリシアが最初やろ？」

			「お姉ちゃん、ありがとう」

			　リルの感謝の言葉に、あたふたするアリシアを２人は笑う。アリシアは恥ずかしいのだろう。頬を両手で仰いでいる。

			「それじゃあ、始めていくな。『医療魔法――全身麻酔・ベクトル１』」

			　手の平をリルの額に当て薫(かおる)は麻酔をかける。

			　薫(かおる)は『解(かい)析(せき)』をかけ、麻酔の効きを見る。薫(かおる)の目の前にはいろいろな情報が表示される。

			　それを事細かに確認していく。

			　そして、準備が整ったところで、

			「さぁ、始めようか……。いつも通りや、気合い入れていこうか！」

			　薫(かおる)は消毒液を塗り、足の付け根にある大腿動脈に専用の針を刺す。

			　アリシアは、針がリルの体に入っていくのを見つめる。痛々しいが、２度目のためそこまで表情は変わらなかった。

			　針を大腿動脈に差し込んだら、その中にガイドワイヤー（細く柔らかい針金）を入れる。ガイドワイヤーに沿うように挿入シース（菅）を血管内に入れて穴を広げ、三方活栓をはめる。

			　この状態で、カテーテルを入れる準備ができた。

			　アリシアは、その様子をジッと見つめる。前回と同様に『記憶の図書館(メモリアル・ライブラリ)』を使いながらだ。

			「前回と同じですね」

			「ああ、カテーテル手術はだいたいこんな感じで始めるんや」

			「今回は全身麻酔ですが、なぜ局部じゃないんですか？　回復が違うと思うのですが？」

			「簡単なことや。リルちゃんは、こういったことに慣れてないやろ？　必ずっていっていいほどパニックを起こすやろうなって思うわけや」

			　アリシアは、薫(かおる)の言葉に納得する。自身はこの手術が２度目であるから、そこまであたふたしない。だが、小さなリルの場合は違う。何も知らない中で、針を体に刺されたらパニックを起こすだろう。それによって、血圧が下がったらＷＰＷ症候群が発症してしまうこともある。

			　それを配慮しての全身麻酔なのだ。

			　アリシアが納得したところで、薫(かおる)はカテーテルという器具を挿入する。

			　三方活栓から『医療魔法――造影剤・ベクトル１』を入れ、『医療魔法――Ｘ線透視・ベクトル１』、『エコー・ベクトル１』を使い、ステータス画面に透視画像を拡大したものを映した。

			　血管の形や走行を確認しながら、カテーテルを心臓へと走らせる。

			　トクントクンと脈打つ心臓を見ながら、カテーテルの影がするすると原因の場所へと進む。

			　アリシアは息を呑みながら、その光景を見つめる。

			　薫(かおる)は血流に乗せ、カテーテルをどんどん進める。

			　アリシアは、細長い針金が薫(かおる)の手によって生き物のように、変幻自在に血管の中を走るのを見て、自身もこのような技術を早く会得したいと思う。

			　その技術があれば、リルを救うことができるからだ。

			　アリシアがそのようなことを考えていると、目的の位置まで辿り着く。

			「今回はちょっと短縮できそうやな」

			　薫(かおる)はそう口にすると、『エコー・ベクトル１』に『解(かい)析(せき)』を併用して使う。

			　すると、混線している場所が立体的に薫(かおる)のステータス画面に映し出される。

			「ここやな」

			　そう呟くと、薫(かおる)はカテーテルの先端についている電極で目標物を灼く。カチッと音がして、その後に『解(かい)析(せき)』をかける。

			　すると、リルのステータスからＷＰＷ症候群の文字が消えていた。

			　それがわかると、カテーテルを回収し、血管から抜き取っていく。

			　そして、手術後の処置を終える。アリシアは、あっという間に終わったと思っていたが、約３時間も経っていたことに驚く。一気に疲労感が襲ってくる。

			　緊張感が漂うこの空間は、外とまったく別次元で時が流れているのではないかと錯覚してしまう。

			　そんなアリシアを薫(かおる)は気遣いながら、リルに『回復魔法――体力全回復(アポロンの光)』と『回復魔法――体力定期回復(アポロンの加護)』を無(む)詠(えい)唱(しよう)で使い、すべての工程を終了する。

			「はい、お疲れさん」

			「カオル様、お疲れ様です。気分は大丈夫ですか？　くらくらしませんか？」

			　アリシアは心配そうに薫(かおる)を見つめる。前回のことがあるからだ。

			　だが、今回は前回と違って無駄な魔力は消費していない。必要最低限の魔力消費を心がけていたからだ。

			　アリシアにそれを伝えると、安(あん)堵(ど)の表情になる。

			　２人はハイタッチをしてからリルを外へと運ぶのであった。

			　

			　リルの手術から２日が経過した。

			　手術後、ウィルとミサはリルを心配そうな表情で見つめていたが、夜になってからはいつも通り元気一杯になったため、苦笑いを浮かべていたらしい。

			　この２日間で、リルはまったく発作を起こさなかった。今まで朝は必ず発作を起こしていたのが嘘のようだ。リルは、初日の朝はビクビクしていたが、なんともないことに大喜びだった。

			　薫(かおる)はそのことを聞いて安心する。

			　リルは会う度に感謝の言葉をくれる。

			　嬉しい反面、アリシアからの嫉(しつ)妬(と)の目が背中を刺す。

			　お姉ちゃんと、アヒルの子のようにアリシアのあとをついてきていたリルが、薫(かおる)についてくるようになったためだ。頬を膨らませて、しょんぼりするアリシアを宥めるのには苦労した。

			「カオルさん、やっと会えました。部屋に行ったんですが、留守だったので」

			　息を切らせながら、ウィルが駆け寄ってくる。カオルとアリシアはなんだろうと首を傾げる。

			「どうしたんや？　そんなに慌てて」

			「あの……娘の病気を治していただいた報酬なんですが、まだ何も聞いてないんですよね」

			　苦笑いのウィルに、薫(かおる)はそういえばという表情になる。アリシアにいたっては、完全に忘れていたようだ。

			「別に今回は報酬がほしくてやったわけやないしなぁ」

			「はい、リルちゃんのためにって思っていましたし」

			　ウィルは２人の言葉に、どうしたものかと唸る。報酬をお金で支払えないのであれば、それに相応するものを渡したいと思っていた。これは、リルからのお願いでもある。

			　だから薫(かおる)たちに何かしらのお礼がしたいようだ。

			「あの……付与属性の武器が報酬というのはどうでしょうか？」

			「付与属性ってあのアーラルド大工房ってところが作ってたやつやな」

			「あの刀ですよね」

			　薫(かおる)はウィルの提案に、アリシアを見る。

			　遠距離攻撃ができる付与属性の武器を持たせることで、アリシアは応援からの卒業ができるなと思った。薫(かおる)の視線に気がついたアリシアは、その内容に気がついたのか、ちょっと複雑な表情になる。

			「はい、実は私は、その付与属性を付けるための鉱石をこの街に卸しているんです。なので、ほしいものがあるのでしたらおっしゃってください。オーダーメイドでも構いません」

			「ええんか？」

			「はい、もちろんです。娘からもお願いされていますからね」

			　ウィルは笑いながら言った。

			「それじゃあ、お言葉に甘えてアリシアの武器を作ってもらってええやろうか？」

			「はい、話は通しておきますので」

			　ウィルは、ホッと胸を撫で下ろす。リルから何度も催促されたのだろう。もう薫(かおる)たちにお礼はすんだ？　といった感じか。

			　薫(かおる)たちはその後、ウィルと別れて部屋へと戻る。

			　そこにはヴィヴィアンたちが楽譜を広げて、どの曲を歌うかを決めていた。

			「カオルさん、アリシアさん、おかえりなさい」

			「おかえり～、本当にヴィヴィは頭いいね♪　こうすれば、カオルさんの悪い噂なんて吹っ飛んじゃうよね」

			「どちらかと言えば、２人が本気で歌いたいって感じに私は見えるのですが」

			「「き、気のせいです（だよ）」」

			　ナターシャの言葉に、綺麗にハモるヴィヴィアンとシャーリー。完全に図星のようだ。

			　これからミニコンサートを開くのだ。ニーグリルの領主に相談したら、即座に了承してくれた。いや、待っていましたといった感じだったようだ。

			　これは、薫(かおる)の悪い噂を払拭するためのものでもある。薫(かおる)もピアノで参加することになっている。

			「あんまり無理はするなよ」

			「はーい♪」

			「うふふ、大丈夫ですよ」

			　楽しみでならないという空気を醸し出す２人。

			「えへへ、カオル様のピアノをまた聴けます♪　楽しみです」

			　アリシアもアリシアで、ルンルン気分になる。のんびりとラックスティーを飲みながらヴィヴィアンたちの歌声を聴き、優雅なときを過ごした。

			　練習の合間に、薫(かおる)とアリシアは武器を作ってもらうために、アーラルド大工房を訪れた。

			　受付の女性は薫(かおる)たちを見た瞬間、大変ご満悦な表情を浮かべた。

			　アリシアの属性を知っているだけに、熱が入るのは当然だ。アリシアの好みに合わせて、どんどん武器の概要を決めていく。

			　アリシアが、この前使った火が出る刀と同じ感じがいいと言ったので、武器は刀になった。

			　素材は最高級のものを使用して、Ｓランクレベルの代物に仕上げる予定だ。

			　薫(かおる)は途中、やりすぎないようにと言ったが、多分聞こえてはいないだろうなと思う。まるで、自分たちのやりたいことをすべて刀に叩き込んでいるようだ。

			　魔剣が出来上がりそうな予感しかしなかった。

			　完成は、明日の夜になるということだ。

			「さて、アリシア、このあとどないする？」

			「時間がまだありますので、のんびりとしませんか？　ここ２日間はリルちゃんとヴィヴィアンさんたちに付きっきりで、あまりゆっくりできませんでしたから」

			「そうやなぁ。そうするか」

			　薫(かおる)とアリシアは、そのまま屋台の並ぶ通りへと行き、ミニコンサートの開演まで２人の時間を楽しんだ。

			　

			　コンサート会場は、ステージ裏に熱気が届くほど盛り上がっていた。

			　ヴィヴィアンたちがニーグリルに滞在していることは、住民のほとんどが周知している。そのためだろう、観客の数が尋常ではないのだ。

			「お、恐ろしいくらい人が集まっています……。何ですかこれ」

			　アリシアは、こっそりと会場を覗く。

			　野外に作られた会場は、ニーグリルの領主が手配したものだ。ミュージクルで見た大きな映像機器や音響のための設備が設置されている。

			　それにしても、ミュージクルフェスタ優勝の影響は凄まじいな、とアリシアは思った。

			　シャーリーが前に、自身の足で歌える場所を探す日々だったと言っていたのが嘘みたいだ。

			　むしろ、オファーが来て、その決定権はシャーリーたちに委ねられている。

			「それじゃあ、行きましょうか」

			「よーし、頑張りましょうか♪」

			「シャーリー、外さないでよ……」

			「は、外さないもん！　ナーシャだって間違えないでね」

			　３人はいつも通りの様子だ。肝が据わっていると言ったらいいのだろうか。

			　薫(かおる)も準備をしてヴィヴィアンたちについていく。

			　皆、衣裳としてユカタを着ている。ヴィヴィアンはワインレッドのユカタ。シャーリーは黒色、そして、ナターシャは緑色。皆、領主からのプレゼントだ。３人とも柄が一緒で色違いとなっている。

			　薫(かおる)にも藍色のユカタが贈られた。

			　４人でステージへと進む。すると、一気に会場がどよめく。

			　ヴィヴィアンたちが療養のために訪れたと話したことでコンサートは無理と皆が落胆していた。だが、急遽コンサートをやるとなったら、一瞬で街中にその情報が広がったのだ。

			　目の前で優勝者の歌声が聴けるというのは、なかなかないことだ。ミュージクルで聴けなかった人たちも追っかけてきている。

			　そんな熱気の中、ヴィヴィアンがマイクを持つと会場は静まる。

			「本日は、このような素晴らしいステージをありがとうございます。ニーア・フォン・ニーグリル伯爵には感謝してもしきれません」

			　ヴィヴィアンがそう口にすると、一斉に観客が拍手と指笛を鳴らす。特等席からこの街の重鎮たちが見守る中、水を差す者がいた。

			「おい！　なんで犯罪者がそこにいるんだ！」

			　そう叫んだのは、門番をしていた男だった。２日間の禁固刑を終えてここに来ていたのだ。

			「ヴィヴィアン様！　シャーリー様！　ナターシャ様！　離れてください！　その男は、エクリクスの名を使って悪事を働いた犯罪者ですよ！」

			　会場内が不穏な空気に包まれる。門番の男は薫(かおる)を睨(にら)みつけて、ざまーみろと小さく言い捨てた。

			　薫(かおる)は面倒なやつだと思いながらも、この状況をどうするか考える。

			　そんなとき、門番の男に突っかかる観客が出てきた。

			「ちょっと、あんたそれ人違いじゃない？」

			「そうよ、私たちあの人に助けられたのよ。それに、シャーリー様の伴奏もしてた人に向かってそういうのはよくないと思うわ」

			「なっ、いや、あいつは罪人で……」

			「あの人のおかげで、私の友達も大事にならなかったのよ。治療魔法は一級品だったわ」

			　この言葉をきっかけに、会場の空気が変わっていく。

			「私の娘もこのカオルさんに助けられたよ。酷い言いがかりはあなたが罪人になりますよ」

			「そうだよ！　お兄ちゃんは凄いんだよ！　嘘はだめなんだからね！」

			　追撃とばかりにエルヴィン子爵とリルも声を上げる。

			「嘘だ……。俺は間違って……間違ってない！　な、なんだよ！　俺が嘘つきみたいじゃねーかよ。ってーな！　さわんなよ」

			　その場で取り押さえられる門番の男。

			「お前、前にも彼を罪人呼ばわりして冤罪をかけたことで捕まっているな……」

			　取り押さえた警備兵にそう言われ、薫(かおる)の噂は冤罪だという情報がどんどんと広がる。

			「さぁ、こっちへこい」

			「は、離せよ！　なんでだよ！　なんでなんだよぉ!!」

			　門番の男は大声で叫びながら、強制的に退場させられた。

			　重い空気が漂う会場に、ピアノの旋律が流れる。ゆっくりと落ち着いた音色。ミュージクルで弾いたのと変わらない魅力的なものだ。

			　いくつもの音色が重なり、人々の心を震わせる。

			　ナターシャがその旋律に加わる。薫(かおる)が目で合図を送ると、軽くウィンクで返してくる。

			　息を呑む観客たちの心を一瞬で掴み、一気に弾かせる。

			「凄い……綺麗な音色」

			「やだ……鳥肌が立っちゃうわ」

			　聞き入ってしまう音色にヴィヴィアンとシャーリーが歌声を混ぜ、幻想的なものへと変貌させた。

			　たった１時間のコンサートだったが、この場にいる誰しもの心に記憶される最高の音楽となった。

			　最後に、ヴィヴィアンとシャーリーが、薫(かおる)がこの舞台の立役者だと紹介する。薫(かおる)がいたから自分たちは最高の状態で歌うことができたと。

			　ヴィヴィアンとシャーリーからそのように紹介され、悪い噂は一気に消え去った。

			　それに、ピアノの演奏で薫(かおる)のファンになる者が続出するという副産物もあった。

			　これから、この情報が人づてに広がっていけば、薫(かおる)たちが動きやすくなる。薫(かおる)とアリシアはヴィヴィアンたちに感謝の言葉を送って、ミニコンサートは閉幕となった。

			　

			　翌日、薫(かおる)とアリシアはアーラルド大工房に来ていた。

			　目の前に置かれているのは、上質な木箱。中を開けると真っ白な鞘の刀が出てきた。薫(かおる)とアリシアは、思わず「おお！」と声を上げる。

			　アリシアは恐る恐る手に取る。前回重たかったので、少し魔力強化をしたのだが、驚くほどに軽い。鞘から抜いてみると、刀身は淡い青色。アリシアの髪の毛と同じで、綺麗に透き通っていた。まるで、氷そのものなのではないかと錯覚してしまうくらいに美しかった。

			「凄いです……綺麗ですね、カオル様」

			「ああ、めちゃくちゃ綺麗やなぁ」

			「ふふふ、この刀の名前は氷(ひよう)刀(とう)・雪(ゆき)時雨(しぐれ)といいます。最高の素材を使ったＳランク付与属性武器で一点物ですからね。今のアーラルド大工房の最高傑作ですよ♪　ロマンしか詰まっていません」

			　鼻高々な店員に薫(かおる)は苦笑いになる。魔剣のような代物でなければいいがと薫(かおる)は刀を見つめる。

			　アリシアは、お礼を言ってから店を出る。

			「カオル様、ありがとうございます♪」

			「お礼はいらへんよ。リルが病気かもしれないって、アリシアが思わんかったら何もできてないんやからな。よう見つけたな」

			「えへへ、はい♪」

			　嬉しそうに笑うアリシアの頭を薫(かおる)は優しく撫でる。

			　アリシアは大切そうに刀を胸に抱き、キラキラした目で見つめていた。

			「アリシア、ついでやから試し切りでもしにいくか？」

			「よろしいのですか？」

			「ああ、どのくらいの威力があるのか見てみたいやん？　把握しとかな使い勝手悪いしな」

			「はい♪」

			　アリシアはスキップしながら薫(かおる)と一緒に迷宮へと向かった。

			　ニーグリルの迷宮の中に入った薫(かおる)とアリシアは、興味深そうに辺りを眺める。１階層内は、一面砂となっていた。

			「ここは砂なんやな」

			「ビスタ島は、ちょっと湿度が高い迷宮だと聞いてましたから、ここも同じような感じかと思っていました」

			「若(じやつ)干(かん)蒸し暑いというか、暑いわ」

			　薫(かおる)とアリシアは、手を団扇代わりにして扇ぐ。

			　足元が砂なため、足を取られることがある。

			「歩きにくいですね」

			「戦いにくそうやなぁ。まぁ、今回は遠距離での攻撃だけやし、ええやろ」

			　薫(かおる)とアリシアが楽観的に話していると、目の前に開けた部屋が現れる。

			　そこには、芋虫のような魔物が２体いた。動きも遅く、今回アリシアの試し切りにはちょうどよさそうだ。

			「それじゃあ、ちょっとやってみ」

			「はい」

			　アリシアは返事をしてから雪時雨を抜き、まっすぐに構える。

			　ちょっと不慣れな感じの構えだったので、薫(かおる)が少し修正して正眼の構えにする。アリシアはこうでしょうか？　と言いながら楽しそうな表情で薫(かおる)を見上げていた。

			　そして、アリシアが刀に魔力を流し出すと、魔物たちが２人に気がつく。

			　のそのそとこちらへとやってくる魔物。だが、もの凄く遅い。

			　アリシアが魔力を込め終わっても、まだまだ遠いくらいだ。

			「いきます！」

			　アリシアはまっすぐに刀を振り上げて、渾(こん)身(しん)の力で振り下ろす。

		

	
		
			[image: p113.jpg]
		

	
		
			　次の瞬間、蒸し暑かった部屋の中は、一瞬にして肌が凍てつくレベルに変貌する。

			　バキバキという音とともに、魔物たちは４メートルを超える氷塊に飲み込まれていった。

			「へ……」

			「なんじゃこりゃ……」

			　２人は呆然と立ち尽くし、そのあと変な笑いが込み上げてくる。

			　１階層の魔物には完全にオーバーキルだ。

			「アリシア、めっちゃ魔力注ぎ込んだんか？」

			「そ、そのようなことはしていませんよ！　今のでキュアル10回分くらいですよ」

			「嘘やろ……魔剣やん、こんなん」

			　薫(かおる)はそう呟きながら、アリシアの持つ雪時雨を見る。

			　アーラルド大工房のロマンを注ぎ込んだとは聞いていたが、これはあまりにもスペックがおかしい。どのようなものを素材にしたのやらと思ってしまう。

			　アリシアは、この惨状にポカーンと口が開きっぱなしだ。面白い顔になってしまっている。

			「あ、あの、カオル様、これは素人の私でも恐ろしい代物だとわかってしまうのですが……」

			「ま、まぁ、後衛でアシストはできそうやん……俺も巻き込まれそうやけど」

			「!?」

			　薫(かおる)の言葉に、アリシアは氷漬けになった薫(かおる)を想像する。

			　それは、薫(かおる)の死を意味する。目の前の氷漬けの魔物は光の粒(りゆう)子(し)へと変換されてしまっているからだ。背筋がゾワリとして、体が震えてくる。

			　そんなアリシアに、薫(かおる)は苦笑いで頭を撫でて宥める。想像の中で殺されたと察したからだ。

			「もう少しコントロールしてから扱おうな」

			「はい……そうします」

			　コクコクと頷くアリシアは、完璧に使いこなせるようになろうと心に決めた。

			「さて……問題があるな」

			「え？」

			「この氷塊どないするかやな」

			「あ……」

			　アリシアは目の前に立ち塞がる氷塊を見る。あまりにも大きく、正面にある道を塞いでいるのだ。

			　奥から出てくる探求者たちが、閉じ込められた状態となっている。

			「ど、どうしましょう」

			　あたふたとするアリシアに、薫(かおる)は「こうしようや」と目の前の氷塊に蹴りを打ち込む。

			　すると氷塊は粉々に砕け散り、キラキラと舞い落ちる。幻想的な景色にアリシアはついつい見とれてしまう。

			「よし、これで道は塞がってないから大丈夫やろ」

			　薫(かおる)は綺麗に砕け散った氷塊の残骸に目をやる。若(じやつ)干(かん)地面に氷は残っているが、そのうち溶けるだろう。

			「カ、カオル様、ちょっとは自重してください！」

			　ぽかぽかと背中を叩いてくるアリシアに、薫(かおる)はからからと笑いながら「手っ取り早いのはこれだったから」と口にすると、アリシアは「仕方ないですね」と上から目線で返答する。

			　これはお仕置きが必要かなと思うと、アリシアは即座に冗談だと撤回する。

			　察しがよくなったなと作り笑顔で返す薫(かおる)なのであった。

			　

			　薫(かおる)とアリシアはヴィヴィアンたちとともに、のんびりとニーグリルで過ごしていた。シャーリーは相変わらずで、街で音楽をしている人たちと即興で歌い、盛り上がる。相変わらずのコミュニケーション能力に脱帽する。

			「それじゃあ、そろそろ次の街に行こうか。どこに行きたいって聞かんでもだいたい予想はつく。けど、一応聞いとくわ」

			「な、なんですか、わかっているなら聞かなくてもいいじゃないですか！」

			「一応な、一応」

			　からかい気味に薫(かおる)はアリシアに聞く。

			「うぅ……じゃあ、トルキアです」

			「目的は？」

			「妖精さんがいる未開の地があるからですよ？　妖精さんが見たいです」

			「本音は？」

			「ピンクラビィちゃんがいるかもしれないからです♪　目撃情報もあるらしいので、もしかしたら大量に……うふふ。って、はぅ!?　口が滑りました!!」

			　アリシアは口を押さえて目を泳がせる。

			　２人の会話に、ヴィヴィアンたちも笑ってしまう。

			「ああ、またお別れですね」

			「縁があれば、また会えるやろ」

			「ヴィヴィったら、すっごく寂しそうだね」

			「そ、そのようなことはありませんよ！　ただ、ちょっと心配というか……」

			「大丈夫や、今回の件である程度はいい噂も流れたやろうからな」

			　ヴィヴィアンの不安を払拭するかのように薫(かおる)はお礼を告げる。

			「ヴィヴィアン様、大丈夫ですよ。カオルさんなら自力でどうとでもできるでしょうし」

			　そう言って、ナターシャがこちらを見てくる。

			「そうやな。ある程度はどうにかなるから、心配はいらへんよ」

			「うぅ～、わかりました」

			「ヴィヴィ、子供みたい。よしよし」

			　頬を膨らませたヴィヴィアンの頭をシャーリーが撫でる。

			「それじゃあ、俺らは行くな」

			「はい、お気をつけて」

			「また、一緒にコンサートしようね。カオルさん♪」

			「私も次回を楽しみにしていますね」

			　３人は、薫(かおる)とアリシアに別れを告げる。ヴィヴィアンたちは、もう１日泊まってから北へ行くという。薫(かおる)たちは東だ。ヴィヴィアンたちの噂はどこにいても流れてくるだろう。この大陸で今１番注目を浴びている人物なのだから。

			　薫(かおる)は、アリシアと一緒に馬車を回収してから旅立つ。

			　目指すは東のトルキアだ。

			　少し長い道のりだが、のんびり行こうとアリシアと２人で馬車を走らせるのだった。

		

	
		
			　

			第四話　トルキアへ向けてしゅっぱ～つ！

			　

			　ファルシスの東の門前。

			　大変楽しそうな表情をしたザルバックの姿があった。

			「カオル・アシヤの居場所がわかっただけで、これほど愉快な気持ちになるとはのう」

			「えっと、ザルバック様、本当にニーグリルへ向かわれるのですか？」

			　そのように付き添いの兵が尋ねる。ザルバックは、何を当たり前なことをという表情で笑う。

			　ファルシスとファルグリッドは、もう完全に安定させた。

			　ブルグの領主にファルグリッドを任せてあるし、このファルシスはザルバックの妻が見る。

			「まだ儂に何かしろとでも言うのかな？」

			　そう言って、兵たちを見る。皆それ以上言うことはなかった。

			　薫(かおる)のニーグリルでの騒動が、ザルバックの耳に入った。

			　じっとしてなどいられないとばかりに、炙り出せなかった者たちを強硬手段でまとめ上げ、出発の準備を整えていた。

			「しかし、アホなやつらよのう。正式な罪状でもないのに治療師ギルドの噂に乗っかって捕まえようとするとはなぁ。まぁ、そのおかげで儂にも情報が入ったのだから、よしとしよう」

			　笑いが止まらないといった感じで、ザルバックは真っ赤に染め上がっている馬に乗る。

			　馬は血管が皮膚表面に浮き出し、脈打っている。普通の馬とは少し違うようだ。

			「こやつなら、３日でニーグリルまで着くであろう。楽しみじゃのう……」

			　そう言って、馬を全速力で走らせる。兵たちの言葉などもう耳に入っていないようだ。

			　呆気に取られた兵たちは、やれやれとザルバックのいなくなったファルシスの警備に戻るのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　治療師ギルドから届いた用紙を見つめる金髪の女性。眉間に皺が寄り、なんとも言えない表情をしている。

			「これって、カオルよね？」

			　女性の言葉に、リラックスした様子でソファーに座る２名が、その用紙を見てから笑い出す。

			「あははは、リース、絶対これカオルだよ！　何やってんのよ、ドジッたの？」

			「いやいや、リリカ、あいつの治療はピカイチだから内容はでたらめだろう。こんな感じの罪状は今まで何度も発行されたりしていたからな」

			「あいつは本当に巻き込まれるのが好きなのか……。でも、これって完全に不利よね」

			　リースは溜め息混じりにそう漏らす。

			「まぁ、不利っていうか、これ冤罪のたぐいだろうよ」

			「あら、そうなの？」

			「よく、帝国が使ってた常(じよう)套(とう)手段でしょ？」

			「ごめん、私そういうの知らないんだけど……」

			　苦笑いを浮かべるリースに、彼女なら仕方ないという空気を２人は醸し出す。

			「まぁ、そういった情報戦を仕掛けてくる連中がいるってことだ。今回はエクリクスが仕掛けたことになる。面倒な連中に絡まれたな」

			「そんなこと言っても、イルガはカオルの味方するんでしょ？　わかってるわよダーリン♪」

			　ぎゅっと引っ付くリリカに、イルガはニカッといい笑顔で頷く。

			「世話になったしな。これは薫(かおる)の能力がほしいってことだろ。エクリクスから狙われるほどにな」

			　イルガの言葉に、リースは息を呑む。薫(かおる)の能力は知っている。エクリクスの大神官と同じ最上級回復魔法まで使えるのだから、囲いたくなるのは当然だ。

			　それに、迷宮熱の特効薬の製作者でもある。

			「リースもカオルの味方をするんだろ？」

			「ま、まあね……。あれだけの恩を受けて、仇でなんて返せないわよ！」

			「女神様がカオルの味方なんて勝ったも同然じゃない」

			「リリカ、あなた、治療費今度から２倍ね」

			「え!?　冗談だって！　止めてよ！　結婚資金が溶けちゃう」

			「自業自得よ」

			「そんなぁ～、イルガ、どうしよう」

			「今のはリリカが悪いだろ……」

			　味方がいなくなり、リリカは涙目になりながらリースに謝るのだった。

			　

			　ところ変わって、大きな屋敷。

			「いやぁ、やっぱり狙われたね」

			「あらあら、あなた、楽しそうなところ悪いんだけど、アリシアも狙われることになるんですからね」

			「大丈夫だよ。カオル様は強いからね。サラも知っているだろ？」

			　カインの言葉に、サラは頷く。

			「それでも、心配だわ。パイン細菌の特効薬までオルビス商会に回してもらって、何もできないとは言わせないわよ？」

			「もちろん、商会も動くよ……。ただ、情報屋コミュニティの『渡り鳥』も動くそうだよ。カオル様はいろいろな人脈を持っているんだね」

			「あら、そういえば、グランパレスに幹部の方がいらっしゃるはずよね。もう歳なのに、なかなか引退しないって、他の幹部が笑いながら話していたと聞いているわ」

			　にこやかな表情で、サラはカインに告げる。

			「ともあれ、こちらが後手に回る筋合いもないしね」

			　カインはそう言って用紙を取り出し、それにスラスラと記入していく。

			「うちの商会を使えなくしたりとかするの？　してもいいわよ、あなた」

			「サラ……目が笑ってないから怖いよ……。ほどほどに締める感じかな。それでもバカな者はいるから、そのときはもう少し締めることにするよ」

			　カインとサラはくすくすと笑いながら、その用紙を封筒に入れる。

			　ちょうど、すべてが完了したときにドアを叩く音がする。

			　それに返事をすると、１人のメイドが入ってきた。

			「失礼します。カイン様、サラ様、お茶をお持ちしました」

			「あら、カリン、今日もいい感じね。タイミングはバッチリだわ」

			「あ、ありがとうございます」

			「ところで、どう？　あれから結婚の意思は固まった？」

			「も、もう勘弁してくださいよ！　サラ様!!　断りを入れるだけで死にそうですよ!!　私のメンタルがゴリゴリ削れているんですから、これ以上は勘弁してくださいよ！」

			　カリンはへなりと膝から崩れて、そのまま土下座をする。

			　いつも通りの面白い反応にカインとサラは笑う。カリンにもいい人が見つかればいいなと親切心での行動だが、今のところ完全に空回りしているようだ。

			　カリンは、もう少しのほほんと独身生活を堪能したい。

			　なのでマジで勘弁、と２人から頭を上げるように言われても、頑なに頭を上げないのであった。

			　

			　人々が行き交うグランパレスの商業区域。

			　１羽の白い鳥が商店に舞い降りる。

			「おやおや、何かあったのかい？」

			　老婆が、その鳥が背負っている手紙箱を取り、中の用紙を取り出す。

			　用紙には、羽ばたく鳥の紋様が描かれているだけで、ほとんど白紙に近い。

			　老婆が手を翳(かざ)して魔力を込めると、用紙に文字が浮かぶ。

			「ふふふ、あのネコ娘はちゃんと仕事をしてるみたいだねぇ。知り合いが多いところへ送ったから、羽目をはずしてないか心配だったけど、どうにかなってるようね」

			　現れた文字を読んでいき、笑顔を零す。

			「ほう、また新しい薬の提供をしたんだね……。ふふふ、本当に凄い子だね。でも、今流れている噂で、潰されるなんてことになったらいけないね。また、ほんの少し肩入れしてあげようかね」

			　老婆は引き出しから用紙を取り出して、文字を書いていく。そして、その用紙に手を翳(かざ)すと文字が消えていく。

			「さて、ひとっ飛び頼むよ。私はこの子がどうなるのか楽しみで仕方ないからね。この世界を助ける大きな歯車になるんじゃないかと思っているくらいだよ」

			　喋(しやべ)らぬ鳥にそう呟き、背負っている小箱に手紙を入れる。

			「いっといで……」

			　そう言うと、白い鳥は勢いよく飛び立っていく。

			　老婆はそれを目で追い、空を見つめる。

			「お婆ちゃん、これここに置いとけばいいの？」

			「ああ、頼むよ。オレンはオルビス商会に運ぶものだから、少し離したところに置いといてくれたらいいよ」

			「はーい」

			　せっせと運ぶ青年を見ながら、今日も頑張るかと重い腰を上げるのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ザルバックが、ファルシスを出て２日が過ぎた。

			　額に皺を寄せ、考えこむように地図とにらめっこしている。赤い馬に乗り、自慢の髭を触りながらニーグリルの広場で立ち往生しているのだ。

			　門番兵に聞いたところ、カオルはこの街を出たと言われた。

			「おいおい、あれ帝国の紋章がついてる馬だぞ」

			「マジかよ。じゃあかなりのお偉いさんなんじゃねーか？」

			「って、ちょっと待て、あれザルバック・ハイドヘルムじゃないの？」

			「え？　おいおい、もう引退したはずだろ？　なんであんなフル装備でこの街をうろついてんだよ」

			「し、知るわけねーだろ。絶対近寄っちゃいけねぇ分類のやつだ」

			　冒険者や探求者たちは揃って同じようなことを口にする。

			　そんな言葉は、ザルバックの耳にはまったく入っておらず、自由奔放に地図を見ている。

			「うーむ。よわったのう。あの者はどちらに向かったのやら……。東のトルキアか……それとも北のローサルか……間違えるとかなり遠回りになりそうじゃのう」

			　トルキアに行けば、ある意味行き止まりのようなものだ。

			　未開の地が広がっていてまったく解明できていないし、迷宮の入り口がどこにあるかさえわからない状態なのだ。魔物ばかりが強くなり、何の観光もできない。

			　となると、このニーグリルから北へ向かった街ローサルにいるのではないかと思うのだ。あそこは、酒のうまい街としてかなり有名だ。

			　ローサル行きを決めようとしたとき、この街でカオルの情報収集をしていなかったことに気がつき、ザルバックはいろいろと聞いて回ることにした。

			　こういった行動もまた一興と思いながら、宿屋に商店といったところを虱(しらみ)潰しに聞いていく。

			　すると、街を歩く探求者たちから薫(かおる)の情報を得ることができた。

			「ん？　爺さん、カオルってやつのこと知りたいのか？」

			「ああ、捜しとるんじゃよ」

			「あー、やめといたほうがいいよ。俺、それで罪人の館にぶち込まれたんだよ……」

			　探求者はそう言いながら苦笑いを浮かべた。

			　そして、もう１人からは、薫(かおる)は東のトルキアへと向かったことを聞く。

			　どうやらアリシアが、トルキアの情報を集めていたのを目撃したようだ。薫(かおる)の連れというのもあり、覚えていたのだ。

			　ザルバックはニンマリとよい笑みを浮かべ、その探求者に金貨の入った袋をポンと渡す。

			　探求者は目を大きく開き、口をあんぐりと開ける。中には、金貨10枚が入っていた。金額にして50万リラだ。

			　薫(かおる)のことを話しただけで、こんな大金をポンと渡され少し怖くなる。

			　ザルバックを引き止めようとしたが、楽しそうな顔で「よい情報をもらったからのう。これくらいさせてくれ」と言って、そのまま馬に乗り、走り去ってしまった。

			「いいのかよ……50万リラだぞ……？」

			「てか、よくよく見たら、あれ……元帝国軍師ザルバックじゃないの？」

			「お、俺……爺さん呼ばわりしちゃったんだけど……」

			「終始笑顔で、お金までくれたんだから多分大丈夫よ」

			「俺、明日消されるんじゃね？」

			　酷く顔が青ざめている探求者に、もう１人は苦笑いを浮かべて口を開く。

			「とりあえず、そのお金でパーッと飲みに行きましょうよ！」

			「そうだ、最後の晩(ばん)餐(さん)くらいパーッとしようぜ！」

			「俺はまだ死にたくね～よぉ～!!」

			　そう言いながら、探求者は青空に向かって叫ぶのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　トルキアに向かっている途中、薫(かおる)たちは農村に寄り道していた。

			　薫(かおる)はいつものアロハシャツの上に少し厚手の白衣を着ている。アリシアはオレンジ色のワンピースを着ていた。その上にピンクラビィフード付きの白衣を纏(まと)っている。

			　アリシアは、高原に広がる畑を馬車の中から身を乗り出して見ていた。

			　柵などで周りを囲ってあり、綺麗に列をなした畝(うね)の上にいろんな野菜が植えてあるのだ。かなり広い土地での栽培で見応えのある光景だ。

			　お目々を輝かせながら、アリシアは馬車を降りてその畑へと走る。

			「あら、可愛らしいお嬢ちゃんだね」

			「おはようございます！　いっぱいお野菜があります。とっても美味(おい)しそうに育ってますね」

			「そりゃそうさ、うちでできた野菜は世界一だからね」

			　農作業をする女性がそう言って笑顔を見せる。

			　年齢は40代くらいで小麦色の額に汗を掻きながら、野菜に水をあげている。少し肌寒い中、よく頑張るなと思うアリシア。

			　そんな思いがわかったのか女性は言うのだ。

			「私たちが頑張らないと、他の街の人たちが餓死しちゃうからねぇ。だからこうやって、農作物を作って、皆に売ってわけてあげているんだよ」

			　薫(かおる)は、ここが農業区域なのだなと思う。

			　大きな都市に農作物を卸すための街と言ったらいいだろう。都市のみですべてを賄うことは不可能だ。肉などは迷宮でドロップするだろうが、野菜はドロップしない。栽培して市場に流している。

			　たまに、冒険者が農業区域に出る魔物を駆除したりする。農作物が取れなくなっては死活問題になるからだ。

			「ほんまによう熟れとるなぁ」

			「うふふ、いい肥料を使っているんだから当たり前だよ」

			「農業をしている人たちがいるから、迷宮だったり未開拓地だったり、食料を抱えて行けるんやろうな」

			「うふふ、あんたはよくわかっているんだね。結構、蔑(ないがし)ろにされることが多いけどね。よくできた子たちだねぇ」

			「俺なんてまだまだや。治療しかとりえないからなぁ」

			　そう言って薫(かおる)は頭を掻く。

			　そうしていると、女性は水撒きが終わったのか畑から出てきた。

			「私はベル。このイズリート村で農家をしてるんだよ」

			「俺はカオルや。冒険者で職業は……闇医者かな」

			「私はアリシアです♪　え、えっと、妻です」

			「若いのに結婚してたんだねぇ。カオルさんは……やみいしゃ？　聞いたことない職業だね」

			　ベルは薫(かおる)の職業に首を傾げる。

			　薫(かおる)は少し考えて、「治療師の資格がないから」と言う。すると少し可哀そうな目で見られた。

			「苦労してるんだねぇ。若いのに……」

			「いろいろとなぁ。嫁もおって大変やねん」

			「[image: G_e.png]!?　大変なのですか？　私は迷惑かけてないつもりですが……」

			「どうやろうか……。毎日いっぱい食べるしなぁ……」

			　完全にからかっているトーンで薫(かおる)は額に手を乗せる。

			「そ、そんなに食べてないですよ！　カオル様、誤解を招くような言い方はよくないと思います！」

			　頬を赤くさせ、薫(かおる)の背中をぽこぽこ叩くアリシア。

			　ちょっとムキになっているところが、また可愛い。からかうとさらに可愛らしい表情をするからやめられない。

			　薫(かおる)とアリシアの会話にベルは笑う。

			「ベルさん、野菜を少し売ってほしいんやけど」

			「ええ、いいわよ。何がほしいんだい？」

			「スープに適した食材があったら嬉しいな」

			「そうねぇ。だったらこのホカホカブとクイーンオニオンがいいよ。じっくりコトコト煮たら甘みが増すんだよ。あと、これからの季節は寒くなるからねぇ。ホカホカブを食べたら体の芯から温まるよ」

			「カブと玉ねぎか……工夫すれば他にもいろいろと料理に使えそうやな」

			「まぁ、調理する人次第だね」

			「じゃあ、それをもらえるやろうか」

			　薫(かおる)がそう言うと、ベルは採れたてのホカホカブとクイーンオニオンを紙袋一杯に詰めてくれた。その袋を薫(かおる)に渡す。

			「じゃあ、３００リラでいいよ。若いのに結婚して安定してないんだろ？　お嫁さんにいいもの食べさせてやんな」

			　そう言ってベルは、いい笑顔をする。薫(かおる)はそれに対して「凄く助かるわ」と口にした。

			　お金を払い、薫(かおる)はアイテムボックスに野菜を入れる。

			　すると、こちらに大きな声を上げながら走ってくる者がいた。

			「おーい、ベル大変だ！　ベジタルボアが出たぞ」

			　その言葉を聞いたベルは頭を抱える。

			　薫(かおる)は、野菜を荒らす魔物かと当たりをつける。

			「なんでこの季節になると来るんだろうね……。冒険者にまだ依頼を出してないのに……」

			　ベルは地面に立てていた農具の大きなフォークを取り、大きな声を出していた者の下へと走り出した。

			　薫(かおる)とアリシアもベルのあとを追う。

			「こんなに美味(おい)しそうに育っている野菜を荒らす悪い子は、お仕置きが必要ですよね！　カオル様」

			「最近鈍っとるから、ちょっと運動がてら動いとかんとなぁ」

			　そんなことを言いながら、２人は戦闘態勢に入る。

			　ベルのあとをついていき、丘を越える。すると、そこには10頭もの大きなイノシシが我が物顔で畑を荒らしていた。

			「俺たちだけじゃどうしようもできない……。あいつらが一旦、腹を満たして山に帰るのを待つしかないだろう……」

			「本当に嫌になっちゃうね……。これだけ丹精込めて作ったのに……」

			　ベルと男性がそう話していた。

			「俺らでよければ、あれ退治してもええよ」

			「え？　できるのかい？　ってあんたたちは治療師だろ？　戦闘には不向きじゃないか」

			「そこら辺のやつらよりかは、使えるくらいの力持っとるつもりやで」

			「私も頑張っちゃいますよ♪」

			　２人の言葉にきょとんとするベルと男性。

			　頼みたいが、後衛型の２人でどうするつもりなのだろうと思う。下手をすれば大怪我は免れない。

			「あんたたちが怪我したらいけないからいいよ。野菜はまた作ればいいんだしさ」

			「そうだぞ。後衛型が、前衛型と同じように動けるわけがないんだから、無理はしちゃいかん」

			　２人は、完全に薫(かおる)とアリシアを見た目で判断していた。

			　そうしているうちに、１頭のベジタルボアがこちらに向かって突進してくる。

			　避ければ、ベルの畑が荒らされてしまう。ベルと男性は急いでその場から離れる。

			「ちょ、ちょっと何やってんだい。そんなところに突っ立ってたら、ベジタルボアにはねられちゃうよ！」

			　薫(かおる)とアリシアは、お互い目を合わせ一瞬で魔力を纏(まと)う。辺りをぴりぴりさせるレベルで自身の体を魔力強化していく。

			　金色に光る２人の体は、妙に幻想的に見える。

			　ベルと男性はポカーンと口を開けっ放しで、薫(かおる)たちを見る。

			「ベルさん。こいつは、魔物でええんか？」

			　薫(かおる)の言葉にベルは我に返る。声が出せず頷くだけで精一杯だった。

			　猛突進してくるベジタルボア。薫(かおる)は体勢を少し低くして地面を強く蹴る。土埃が舞い、その場から薫(かおる)の姿が消えた。

			　瞬間的加速で突進するベジタルボアの前まで薫(かおる)は移動し、そしてそのまま前足を外側に思いっ切り蹴りぬく。

			　ボキっと鈍い音がし、ベジタルボアの足は曲がってはならないほうに曲がる。「グギィイイイイイ」と鳴きながら、勢いよく地面を転がり、アリシアのほうへ向かってくる。

			　アリシアはアイテムボックスから雪時雨を取り出す。刀身は冷気を纏(まと)い、この世のものではないような輝きを見せていた。

			「いきます……」

			　アリシアは真剣な顔でそう言って体勢を低くし、魔力強化をしたまま刀を横一線に振り斬る。刃が一瞬で大気を凍らせていく。

			　ベジタルボアは凍りつく間もなく、一瞬で光の粒子に変換される。

			　そして、ボトンと上質な肉の塊(かたまり)がドロップした。

			「やっりましたぁ♪」

			　そう言ってぴょんぴょん跳ねるアリシア。ピンクラビィフードもそれに連動して跳ねる。

			　薫(かおる)は自身に向かってくるベジタルボアを回し蹴りで処理していく。

			　蹴り飛ばされたベジタルボアは、巨体にもかかわらず宙を水平移動しながら光の粒子へと変換された。

			　畑に被害の出ないように、薫(かおる)はガンガンぶっ飛ばしていく。

			　そんな様子をあんぐりとした表情で、ベルと男性は静観する。

			　ものの数分後には、10頭のベジタルボアはすべて討伐されていた。

			「アリシア、いい感じになってきたな」

			「えへへ、コントロールも段々わかってきましたからね。もう、あのような氷塊など作りませんよ」

			　薫(かおる)はアリシアの頭を優しく撫でる。アリシアは薫(かおる)にべったりと引っ付き喉を鳴らした。

			「あんたたち、凄く強かったんだね……」

			「俺もたまげたよ……。一応、あの魔物はＣランクなんだぞ。それを一撃で倒すってのはかなり凄いことなんだが……」

			　ちょっと呆れた感じで言われる。

			「ええ運動になったわ。ん？　おっちゃん、ちょっと怪我しとるやん」

			「ん？　ああ、さっき軽く体当たりを食らってなぁ」

			「治療したるから傷口見せてみ」

			「カオル様、私が治療したいです！　はいはい！　したいです！」

			　そう言って、アリシアは高らかに挙手をする。ピンクラビィのフードもなぜかそれに連動して、ぴょこぴょこと動く。

			　どういう構造になっているのだろうと薫(かおる)は首を傾げたくなるが、ここはアリシアに任せることにした。

			「では、治療していきますね」

			「ああ、頼むよ。村にはあまりいい治療師がいなくてねぇ」

			「お任せください！」

			　男性は傷口を見せる。脇腹に打撲と擦り傷があった。

			　アリシアは一呼吸おいて、魔力を込める。

			「回復魔法――『軽傷回復(キユアル)』」

			　ホワっと傷口に青白い光を放つ。すると一瞬で傷は治っていた。

			　薫(かおる)は、中級魔法並みの魔力をこめたのだろうなと思う。

			　初級魔法に限るが、アリシアは精密なコントロールができるようになっていた。

			　アリシアはドヤ顔で腰に手を当て、薫(かおる)を見てくる。とても弄(いじ)りたくなる顔だ。ほっぺをこねくり回したい衝動にかられてしまう。

			　その衝動をなんとか抑え、薫(かおる)はアリシアを褒める。

			「アリシア、うまくなったなぁ」

			「えへへ、ちゃんとできましたよ♪」

			　もっと褒めてもいいんですよと言わんばかりに目を輝かせている。仕方ないので、薫(かおる)はアリシアの頬をゆっくりこねてあげた。

			　柔らかく弾力がある。ずっと弄(いじ)っていたくなる触り心地なのだ。

			「かおりゅしゃま、それはちがうとぉおみょいます」

			　薫(かおる)は笑顔でアリシアの言うことをスルーする。

			　そんな２人にベルたちが詰め寄ってくる。

			「ちょ、ちょっと、本当にカオルさんたちは治療師の資格がないの？」

			「ないですよ。私も持っていませんし、カオル様から教わっただけですよ」

			「こりゃたまげたなぁ……。それなのに俺らの村の治療師よりも、はるかに上ときたもんだ」

			「いろいろあんねん。あんまり深く聞かんほうがええと思うで」

			　そして、思い出したかのように薫(かおる)はベルたちに言う。

			「まだベジタルボアがいるんなら、依頼を街に伝えるけどどないする？」

			　すると、ベルは男性に頼んですぐに依頼書を持ってきた。

			「じゃあ、お願いするね」

			「任されました！　かならず、トルキアの冒険者ギルドに伝えますね」

			　アリシアは書類を預かり、アイテムボックスへとしまう。そして、馬車に乗り込んだ。

			「ベルさん頑張ってくださいねぇ～！」

			　アリシアは大きく手を振って、お別れを言う。ベルもそれに手を振り返してくれた。

			「カオル様、今日は私が料理をします」

			「ん？　じゃあ任せようかな。ベジタルボアの肉も何個か回収したしな」

			「そのまま焼いても美味(おい)しいのでしょうか？」

			「どうやろうな……。ちょっと楽しみやな。あと３日くらいで着く予定やから、その分の食料もあるし」

			「のんびりほんわかな旅になりそうですねぇ」

			　２人は笑いながらトルキアを目指すのであった。

		

	
		
			　

			第五話　アリシア闘技場で大暴れ！

			　

			　目の前には、要(よう)塞(さい)都市と言っても過言ではない城壁が広がっている。

			「グランパレスと変わらんレベルやな」

			「グランパレスの壁よりも凄く頑丈にできているような気がしますね。ここは、何かに襲われたりするのでしょうか？」

			　カオルたちはトルキアの門に来ていた。

			　目の前に頑丈で大きな扉がある。その横に門番が３名いた。

			「すまん。中に入りたいんやけど」

			「ああ、冒険者の方かな？」

			　笑顔で対応してくれる門番に、薫(かおる)は冒険者カードを出して認証してもらう。

			「ここは、闘技場もあるから腕試しもできるぞ。よかったら行ってみるといい」

			「ああ、おおきに」

			　薫(かおる)は軽く会釈をして大きな扉を開けてもらう。

			　地響きと共に、ガラガラと機械音のようなものが聞こえ、扉が上がる。

			　街中の建物はほとんどが石造りであった。辺りを歩いているのは屈強の戦士といった風貌の者が多い。見るからにギラギラしていた。

			　アリシアは、そんな光景に少し怯(おび)える。

			「カオル様、何か皆さん殺気立っている感じがするのですが……」

			「そうやな、ぴりぴりしとる感じがするな」

			　薫(かおる)はそう返すと、まずは馬車と馬を預けるための場所を探す。

			　門から見える範囲に預り所を見つけたので、そこに馬と馬車を預けて代金を支払う。

			「とりあえず、宿屋を決めんことにはこの先動きがとれへんな」

			「はい、では宿屋を探しましょう！」

			　薫(かおる)はアリシアと手を繋ぎ、宿屋を探しに向かう。

			　トルキアもグランパレスと同様に円形型の街作りとなっている。中心から高級で外側に行くほど安価なお店になっていた。

			　しかし、このトルキアは迷宮がない。その代わり、街の中心に大きな闘技場がある。

			　見た目は、コロッセオに似た造り。薫(かおる)は映画でしか見たことがなかったため、心が躍った。

			　トルキアは、未開の地を探索するための拠点として存在している。そして、奴(ど)隷(れい)の館が多い。

			　未開の地に連れていく仲間を買うことが多いのかと薫(かおる)は推測する。

			　ちょうど購入したのであろう者たちが、奴(ど)隷(れい)を引き連れ闊歩するのが目に付く。

			「あの奴(ど)隷(れい)商人、こいつの価値をわかってねぇなぁ。がっはっはっは！　こんな格安でＢランク相当の奴(ど)隷(れい)を売るんだからよぉ」

			「そうですね。これで、もっと奥を探索できそうです」

			「よーし、俺らが１番乗りで迷宮を見つけ出すぞぉ！」

			　そう大声で喋(しやべ)っている者たちは、小さな角を生やし片目を怪我した少女を連れていた。薫(かおる)は彼らを横目に見ながら、宿泊区域へと入っていく。

			「カオル様、あそこなんてどうでしょう♪　えへへ」

			「ん？　どこや？」

			　アリシアが指差すほうを見ると、１度見たことある宿屋が見えた。系列店があるのかと薫(かおる)は肩を落とす。

			　色は言わずもがなピンク。たくさんのハートマークの入った看板。そして、ピンクラビィの絵柄が扉に描かれているのだ。

			　どこからどう見てもラブホかな？　という感想しか出てこない。ミュージクル以来の再会だ。

			「アリシア？　他のところ行かへんか？」

			「な、なぜですか？　広場から近いということは、かなり人気のある宿屋だと思いますよ！　ミュージクルの系列店だと思いますし」

			　お目々をキラキラさせるアリシア。いつもより、グイグイと押してくる。

			　確かに広場に近いが、なぜか抵抗を感じてしまう薫(かおる)。

			　アリシアにどうにか違う宿屋に目を向けてほしいのだが、なかなか思うようにいかない。いつもならコロッと口車に乗ってくるのに、アリシアは完全に心を奪われているようだ。

			　薫(かおる)は大きな溜め息を吐きながら、渋々その宿屋に決める。広場に近いだけに安全面には問題ない。ミュージクルでそれは証明されている。

			　薫(かおる)はまたも溜め息を吐きながら扉を開ける。

			　中に入ると外の殺伐とした雰囲気が嘘のように、ほんわかしている。

			　受付の人も皆、ピンクラビィの帽子をかぶり接客している。カウンターの上には、ピンクラビィのぬいぐるみが並んでいた。

			「はぅ……やはり、ミュージクルの系列店ですね。夢のような光景です」

			「いや……悪夢やろ……」

			「カオル様、なんということを言うのですか！　楽園ではないですか！」

			　興奮しきったアリシアを止めることはできない。

			　薫(かおる)は、もうどうにでもなれといった感じでカウンターへと足を運ぶ。

			「いらっしゃいませ。幸福の宿屋へようこそ」

			「部屋は空いとるやろうか？」

			「はい、ございますよ。今なら、この店限定ピンクラビィのぬいぐるみもついてきますよ」

			「カオル様、もう泊まるしかありません……。いえ……拒否など認めません！」

			「はいはい、わかったからちょっと待ってな……。じゃあ泊まる方向で」

			　心底どうでもいいという感情を押し殺しながら、薫(かおる)は受付をする。

			「ありがとうございます。では、何泊されますか？」

			「２泊くらいでええか？」

			「はい、大丈夫です。これで限定ピンクラビィちゃんをゲットです。えへへ」

			　アリシアは最高の笑顔で薫(かおる)を見る。

			　薫(かおる)はやれやれといった感じで書類に魔印を押して契約し、代金を支払う。

			「はい、ありがとうございます。お部屋にご案内しても大丈夫ですか？」

			「いや、１度街を見て回りたいから、あとでお願いするわ」

			「わかりました。では、お戻りになりましたら、お声がけくださいね」

			「ああ、１つ聞いてええか？」

			「はい、なんでしょう？」

			　首を傾げる受付の女性。アリシアのうさ耳フードと同じように、ぴょこんと連動する。

			「ミュージクルでも同じような店あったんやけど、ピンクラビィをこんなに推してるのはなんでなん？」

			「ああ、それは、未開の地の最奥に妖精の国があったので、それにあやかってこのようなお店になったんですよ。１号店はここですね。ミュージクルは６号店です」

			　薫(かおる)はそれを聞き納得したが、ミュージクルが６号店ということは、このピンクの宿屋は少なくともあと４つあることになる。アリシアが残り４つにも泊まりたいと言い出しそうだとも思った。

			　そのまま薫(かおる)とアリシアは、宿屋をあとにした。

			「まずは、冒険者ギルドへ行って、依頼書を出さんとな」

			「あ！　忘れていました……。ピ、ピンクラビィちゃんにかまけていたせいです……」

			　そう言ってアリシアはしゅんとすると、フードの耳もへにょりと動く。薫(かおる)は、アリシアの頭をぽんぽんと叩き元気づける。

			「そんなときもあるって。やから気にせんでええよ」

			「こ、今度からは舞い上がらないようにします。カ、カオル様も私が舞い上がってたら止めてくださいね」

			「はいはい、そんときは気づかしたるから安心してええよ」

			　そう言うと、アリシアは元気を取り戻した。

			　手を繋ぎ、薫(かおる)はアリシアと一緒に冒険者ギルドへと向かう。

			　そんな２人を陰からじっと見る人物がいた。

			　

			　薫(かおる)とアリシアは、冒険者ギルドに着く。

			　４階建ての立派な建物で、レンガを使用している。所々朱色が濃い部分があり、かなり味がある。

			　中に入ると、カウンターは依頼書の受理などでごった返していた。少し待つかなと思いながら、薫(かおる)は順番に並ぶ。アリシアを守るように自分の前に立たせる。

			　アリシアは終始笑顔で、薫(かおる)のほうを見ては笑顔を送ってくる。何か言いたげで、うずうずしているのが手に取るようにわかってしまう。

			　ここは放置することを決め込み、薫(かおる)は自分の順番を待つことにした。10分くらいで、薫(かおる)たちの順番が回ってきた。

			「お待たせしました。今日はどのような御用件ですか？」

			「依頼書の受理と、未開の地へ入るためにはどうすればええか聞きたいねん」

			「はい、わかりました。では、先に依頼書の確認をしますね」

			　元気いっぱいにハキハキ喋(しやべ)る受付の女性。

			　薫(かおる)はアリシアから依頼書を受け取り、それを受付の女性に渡す。

			　受付の女性は、内容を確認して笑顔で受理の印を押す。

			「はい、ベジタルボアの討伐依頼はこれで大丈夫ですよ。あとは未開の地の探索ですね。失礼ですが……現在の冒険者ランクは何ですか？」

			　受付の女性は、薫(かおる)とアリシアに冒険者カードの提出を求めてきた。

			　２人がカードを渡すと、受付の女性は眉を下げ、申し訳なさそうな表情になる。

			「すいません。このトルキアの未開の地は、冒険者ランクＣからでしか入れない場所になってるんです。魔物も強くて、それ以下の冒険者さんでは命の保証ができないので……」

			「制限のある場所やったんか……。ダルクさんが言っとったな、そういえば」

			「ピンクラビィちゃんの楽園に行けないのですか!?」

			　アリシアは口を開け、あわあわ言いながらショックを受ける。エクトプラズムが口から出そうな勢いだ。

			　そんなアリシアを見て、薫(かおる)は何かＣランクになるための手段がないかを聞く。

			　１人前と言えるのが、Ｃランクだ。そのランクになるまでには、討伐依頼や採取依頼などを数多くこなして、それ相応の戦力と知識が必要となる。

			　そう説明され、薫(かおる)とアリシアが残念そうな表情をすると、受付の女性は苦笑しながら過去の事例を教えてくれた。

			「そうですね……。ちょっと前に事情があって、ランクを上げられていない方がいらっしゃいましたが、このトルキアの闘技場で優勝したことで１人前として、Ｃランクを仮配布したことがありましたね。まぁ、あの人は特例みたいなものですし、あなた方、後衛型の職では難しいかと……」

			　受付の女性は、危ないし止めておいたほうがいいですよと言うのだ。

			　すると後ろのほうで声がする。しゃがれていて、耳ざわりな声だ。

			「さっさとしろよ。むしろＣランク以下の人間がこの街にいること自体間違ってるんだよなぁ。可愛い子連れて、かっこつけてんじゃねーよ。見るからに雑魚臭がするぜ」

			「Ｃランク以下とかマジかよ……。迷宮の攻略すらできてないのにトルキアに来るとか、頭大丈夫かよ。そっちの嬢ちゃんも、こんなバカほっといて、俺らとパーティー組もうぜ」

			「それも見るからに治療師だろ？　魔力量が少しあるからって、調子に乗ってんじゃねえのか？　雑魚は引っ込んでろ、そこら辺で小銭でも稼いでろってんだよ。あっはっはっは」

			　周りに聞こえるように大きな声で叫ぶ冒険者たち。

			　すると、それを聞いていた者たちも笑い出す。その光景にアリシアは、髪を逆立てながら怒りを露わにする。

			　しかし、その怒りは薫(かおる)の手によって簡単に崩される。

			　アリシアの頬をこねくり回しながら、薫(かおる)は冒険者全員に向かって笑顔で言い放った。

			「こんな連中しかおらへんのんやったら、闘技場で勝ち抜くのも楽そうやわ。アリシア……１つゲーム感覚で勝負でもしようやないか。アリシアが優勝したら、俺に好きなこと命令してもええよ。俺が優勝したら、アリシアになんかしてもらうってのでどうや？　特例ってのに俺らも入れてもらおうやないか」

			「にゃんと！」

			　アリシアはもの凄くよい笑顔でそれを了承する。

			　尻尾(しつぽ)と耳が付いていたなら、ブンブン振っているに違いない。

			　しかし先ほどの薫(かおる)の言葉に、聞き捨てならないという感じでぎらつく冒険者たち。

			「俺らを雑魚呼ばわりとは、いい度胸してるじゃねーか！　冒険者の先輩として教育し直してやる」

			「今ここで醜態を晒させてやろうか！　あん？」

			「Ｂランクの俺らに、勝てるとか言っちゃってる、おめでてぇ野郎は潰しがいがありそうだぜ！」

			　全員が強力な威圧を薫(かおる)にぶつける。

			　しかし、薫(かおる)は眉ひとつ動かさず、涼しい顔のままだ。椅子に座り、傍(ぼう)観(かん)している数少ないＡランクの者が、その光景に不気味さを感じる。

			　Ｃランク以下の者は、このくらいの威圧で簡単に意識を刈ることができる。下手すれば失禁して、醜態を晒すことだってある。

			　しかし、薫(かおる)はまったく動じない。

			「まぁ、そんな殺気出さんでええやん。この続きは闘技場でしようやないか。なぁ。冒険者の先輩方……」

			　薫(かおる)は不敵な笑みを浮かべる。

			　ギルド内での戦闘はご法度と知っているので、闘技場で制裁を下す気満々なのである。

			「おう、いいぜ！　昼から開催されるトーナメントで白黒はっきりさせてやろうじゃねーか！　絶対に参加しろよ！　逃げるなんてことすんじゃねーぞ！」

			　そう言って冒険者たちは扉を勢いよく開け、バンッと大きな音を立てて出て行った。

			　嵐が過ぎ去ったのを確認して、受付の女性は薫(かおる)に声をかける。

			「あ、危ないのでやめたほうがいいですよ！　あの人たちは、最近頭角を現しているコミュニティの龍(りゆう)槍(そう)の華(はな)姫(ひめ)のメンバーですよ。それにあそこの華姫に目を付けられたら……逃げ場なんてないですよ！　もうすぐＳランクに認定されるとまで言われているんですよ？　もう、売り言葉に買い言葉なんてダメですって！」

			「あー、別にかまへんよ。相手にする気ないしな」

			「いやいやいや、そんな簡単に言っていますけど、本当に危ないんですよ！」

			　受付の女性は、薫(かおる)の自信はどこから来るのかと思う。

			　ちょっと呆れながらアリシアのほうを見ると、もう優勝した気満々で薫(かおる)に何をしてもらおうかニマニマしながら考えているのだ。アリシアの口からは妄想が漏れている。

			　受付の女性は苦笑いにしかならない。

			　薫(かおる)とアリシアは受付の女性に軽く挨拶をしてからその場から立ち去った。

			　静かになった冒険者ギルドの奥の席で、必死に笑いを堪える者がいる。フードを目深に被り、薫(かおる)たちのことをずっと見ていた者だ。

			「いかん……なんと愉快なやつなんじゃ……。楽しくなりそうじゃのう。あの娘も……オーランドといい勝負をしそうじゃなぁ。くっくっく、両方とも戦いたいものじゃわい」

			　その男は小さな声でそう呟くと、トーナメント戦に登録するために、冒険者ギルドをあとにするのであった。

			　

			　薫(かおる)とアリシアは、街の中心の闘技場へとやってきた。

			　チケット販売だろうか、大きな声で宣伝している者がいる。

			　亜人の女の子が尻尾(しつぽ)をフリフリしながら、広場にいる人に声をかけている。

			「朝の部のトーナメント決勝戦が、もうすぐ開始されまーす！　今ならチケット１枚３００リラで入れますよ～。賭けの場合は、チケット代と別途料金が発生しま～す！」

			　薫(かおる)は売り子の言葉に反応する。

			「賭けか……。ええこと思いついたで」

			「何をするのですか？　って、カオル様、凄く悪い顔になってますよ……」

			「そんなことあらへんよ。試合で自分に賭けたら、小金くらいは稼げるかなって思っただけや」

			「勝ち確定の試合にお金を賭けるなんて、カオル様……悪です……本物の悪ではないですか！」

			「とか言ってるけど、アリシアも笑っとるやん？」

			「そ、そのようなことはないですよ。ちょっとお金を稼げるなら私もしようかな、なんて思ってもないですよ？　ほ、本当ですよ？」

			「アリシア……ポッケに忍ばせている金貨１枚はなんや？」

			「!?」

			　薫(かおる)の指摘にアリシアはピクンと反応し、どうしてわかったのですか！　と言わんばかりだ。

			　抜け目のないことを考えていたのは、アリシアも同じだった。

			「ちゅうことで、お互いに賭け合うでええな？」

			「はい、カオル様に賭ければ、私のお金は勝手に倍々に増えて……。えへへ、買い物が捗りそうです」

			　そう言って２人は笑い合う。

			　段々、アリシアが悪い子に染まっている気がするが、気にしないでおこう。

			　薫(かおる)とアリシアは、闘技場の入り口に足を運ぶ。カウンターで、お昼から開催されるトーナメントに参加登録を済ませた。

			「これでええやろ？　勝っても負けても恨みっこなしやからな」

			「はい、今回はぜっっっったいに負けないのですよ！　カオル様には……えへへ」

			　もう完全にアリシアは、勝ったときに何をしてもらうかを妄想している。

			　その表情を見て薫(かおる)は、これは負けられないと思うのだ。蕩(とろ)けた表情なだけに、何を命令されるかわかったもんじゃない。

			　かなり危険と薫(かおる)の脳が警(けい)鐘(しよう)を鳴らす。薫(かおる)は頭を掻きながら、アリシアと手を繋いで商業区域へと入っていく。お昼まで時間があるため、２人は食事をしに行くのだ。

			　

			　食事を終え闘技場へと戻った薫(かおる)とアリシア。

			　受付で名前を言って、参加料として１人１０００リラを支払う。

			「では、中にお入りください。この闘技場はＡクラスの魔術師が結界を張り、領主様のスキルで攻撃のすべてが精神攻撃へと変換されます。なので、死んだり怪我などしたりはしないので安心して戦ってくださいね。何か質問はありますか？」

			　受付の女性は、そう言ってニッコリと笑う。

			「物理攻撃でも、すべて精神攻撃になるんやな？」

			「はい、なりますよ」

			「ぞ、属性攻撃もですか？」

			「はい、問題ございません」

			　その言葉を聞いた瞬間、アリシアは薫(かおる)に言う。

			「全力でいきますよ、カオル様……」

			「俺は半分くらいでいくわ。さすがに全力やとこの闘技場を壊しかねないからなぁ」

			　そう言って薫(かおる)は溜め息を吐く。

			　アリシアはほんの少し悪い顔をし、ぺろりと舌を出した。

			　小悪魔少女アリシアちゃんがこの闘技場に降臨した。

			　その後、注意事項などを詳しく聞き、中へと入る。

			　突き当たりに、トーナメント表が貼り出されていた。32人をＡブロックとＢブロックに分けている。２人はそれを見ながら自分の名前を探す。

			「ありました！　私はＡブロックです」

			「俺はＢブロックやな。当たるとしたら決勝や」

			「カオル様に絶対勝ちますからね」

			　そう言って、アリシアはお目々に炎を灯す。

			　アリシアは周りにいる出場選手のことなどまったく眼中にないようだ。薫(かおる)とアリシアの発言に、周りの出場者は１回痛い目に遭わせてやると意気込むのがわかった。

			　少しすると、アリシアが呼ばれる。

			「アリシア・ヘルゲンさん、第１回戦を始めますのでこちらに来てください」

			「はーい」

			　もの凄くいい返事をするアリシア。そして、とてとてと可愛らしく走る。試合会場に入る前に、薫(かおる)に大きく手を振った。

			「ほんまに……緊張とかしてへんみたいやな」

			　薫(かおる)の心配をよそに、アリシアはウキウキ気分でいっぱいのようだ。

			　薫(かおる)は出入口に立っている男に、賭けの申し込みをする。

			　今持っているお金のすべてをアリシアに賭ける。

			　総額12万リラだ。

			　ニーグリルでかなり散財してしまったお金を、ここで一気に回復させようとの考えからだ。

			「ほ、本当にいいのか？　確か、あんたが賭けようとしてる人はＥクラスの冒険者だぞ？　無難に相手の選手に賭けることをおすすめするが……」

			「ああ、大丈夫や。俺の嫁やからな。やから、それで申し込んどいてくれ」

			「親切心なんだが……。ショックを受けてもしらねーぞ？」

			　そう言って、男は申し込みをしてきてくれた。

			　一緒に預けた冒険者カードに賭けた金額と情報が記入されて返ってくる。

			「ほら、これで完了だ。ほんとに勿体ないな……。12万リラあれば、この街でだったらかなり遊んで暮らせる金額なのによぉ。まぐれで勝ったら……まぁ、12倍になるが……」

			「ほう……１４４万リラになるんか……。これはまた美味(うま)すぎるな」

			　薫(かおる)は笑顔でアリシアの試合を見に行くのであった。

			　

			　闘技場の真ん中には、戦闘ができるリングが設置されている。

			　周りを囲むように観客席が一段高く設けられ、自身の冒険者カードを握りしめて祈っている者や、酒を片手に余裕の表情の者もいる。皆、賭け目的だ。

			「さて、アリシアはどうなるかなぁ……。対戦相手は誰やろ」

			　薫(かおる)は「可哀そうになぁ」と言いながら、最初の犠牲はどいつかなと確認する。

			　すると、スピーカーから闘技場全体に聞こえる音量で開会宣言が始まる。

			「は～い！　今回もやってまいりましたぁ。トルキアトーナメントぉおおおお！　昼の部を開催しまぁあああす！　まずは私、いつもお馴染み司会のテレーズと申しまああす！　では、先に勝利条件の説明をしますよ！　精神ダメージでの気絶もしくは、相手の参ったの宣言で勝利が確定します！　以上!!」

			　ちょっと派手な衣装で、マイクを持つ亜人の姿が見える。それを合図に会場は一気に盛り上がる。

			「皆さん、賭け試合なんですから一気にパーッと使ってくださいね！　では、選手の紹介でーす！　Ａブロック１回戦のカードは、デナン・エイジ選手！　種族はドワーフ族！　冒険者Ｂランクで、今乗りに乗っているぅコミュニティ!!　龍槍の華姫のメンバーの１人で、切り込み部隊員だぁああああ！　メイン武器は、モーニングスター！　どんな相手も一瞬にしてなぎ倒すのが戦闘スタイルぅ！　そして、この凄まじい筋肉と魔力を保有しているバランス型だぁあああ！」

			　紹介が終わるとデナンが姿を現す。その瞬間、声援がおくられる。

			「てめぇに全額賭けてるんだ！　負けなんて許さねぇからなぁ！」というものがほとんどだ。

			「対してぇえええ。こちらの可愛らしい女の子ぉ！　こんなむさ苦しい闘技場に迷い込んでしまったぁあああ！　哀れな小ウサギちゃんだぁ！　アリシア・ヘルゲン選手！　種族は人間族！　現在、冒険者に成り立てのＥランクでの挑戦だぁあああああ！　そして、なんともうこのちっちゃな小ウサギちゃんは結婚しているのでええええす！　羨ましすぎるだろこんちくしょおおおおお！　幸せを分けてくれ～！　って、すいません。つい本音が……てへ。はい！　治療師で後衛型！　ミラクルが起きなければ、一瞬で決着がついてしまうぞおおこんちくしょう！」

			　紹介が終わって少しするとアリシアが出てくる。

			　ピンクラビィのフードがぴょこぴょこと跳ねる。両手で雪時雨を抱え、のんびりと歩く。

			「おいおい、もうこれ勝負はついてるだろ……。なんか可哀そうになってくるな」

			「あれは、天使か!?　それもピンクラビィ装備とはまた凝ってる衣装だな」

			「私、あの子に賭けているんだよね。12倍よ？　全額賭けてんだからミラクル起こしなさいよ～！　相手に金的入れてでも勝ちなさい！　アリシアちゃ～ん!!」

			　薫(かおる)はその声援に苦笑いになる。

			　大半はデナンに入っているようだが、大穴としてアリシアに賭けた者も少なからずいるようだ。そして、アリシアの最初の生贄になるのは、冒険者ギルドで喧(けん)嘩(か)を売ってきたやつらの１人だ。

			　アリシアも気づいているようだ。

			　対戦相手を見て、怒りがこみ上げているのがわかる。纏(まと)っている魔力が揺らぐのだ。

			「よう、嬢ちゃん。さっきは冒険者ギルドで大口叩いてくれたなぁ。たっぷり可愛がってやるから覚悟しやがれ……」

			　舌なめずりをするデナン。

			　見ていて気持ちが悪い。先ほどまでのアリシアのほんわかした雰囲気が消える。

			「このリング内での攻撃は、すべて精神攻撃に変換されるので心置きなく戦ってくださいね！　あと、リングもキングサハギンの鱗でコーティングしています。壊れることはないのでそこも安心してください。では、第１回戦はっじめ～～～!!」

			　開始のかけ声とともに、デナンが威圧と魔力強化でアリシアにプレッシャーをかける。

			　周りにもその余波が飛び、ピリピリとした空気が肌で感じ取れるレベルとなる。

			　その威圧にまったく押し潰されることなく立つアリシア。そして、雪時雨を抜き、構えた。

			　アリシアの構えを見て、デナンは口角を上げ、肩を震わせた。

			「やべぇ……やベーよ。アリシアちゃん完全にど素人じゃねーか!!　構えもクソもねぇ！　それに比べて、さすが龍槍の華姫のメンバーなだけはあるな……。ちくしょう！　アリシアちゃんの容姿でついつい賭けてしまった己をしばきたい！」

			「これは、もうダメだ……。俺の１万リラは儚(はかな)く散ってしまう……」

			「マグレでもいいの！　勝ってよ、アリシアちゃん！」

			　そんな会話がいろんな場所から聞こえる。

			　しかし、その声は次の瞬間ピタッと消える。

			「カオル様をバカにしたことを……後悔させてあげます……」

			　金色に光るアリシアの体は神秘的で、その光景に観客は息を呑み、言葉を失う。

			　アリシアは、デナンの魔力強化量を見ながら自身の魔力を調整し、相手を上回る量を纏(まと)う。

			　一瞬で終わらせるなんてことはしない。薫(かおる)に楯突いたことを涙ながら謝罪させまくると心に誓ったのだ。

			　アリシアの纏(まと)う魔力に、先ほどまで余裕だったデナンは嫌な汗を掻く。

			　自分より遥かに格上の存在となったアリシアに、舌打ちをしながら眉を顰めた。

			「魔力量では、嬢ちゃんのほうが上のようだな……。だが、戦いは経験がものをいうんだぜ！」

			　そう言ってデナンは踏み込み、アリシアに突撃する。一瞬でアリシアの目の前まで移動し、体に回転をかけモーニングスターを振るう。

			「!?」

			　遠心力のかかった鉄球は、空気を切り裂く音を立てながらアリシアに命中した。

			　しかし、アリシアは両手で持った雪時雨で、ガキーンと耳に響く金属音を立てながら鉄球を止めた。

			　デナンは目を見開く。

			「な、なんとぉおお！　アリシア選手、ちっちゃな体でデナン選手のモーニングスターの鉄球を止めたああああ！　この一撃で、勝敗が決まったと思っていたのは私だけではないはず！　この勝負、わからなくなってきましたよぉおお！」

			　デナンもアリシアが受けきったことに驚いた。

			　すぐにアリシアから距離を取る。デナンの予測では、場外にぶっ飛ばされて生身にダメージを与えるはずだった。その思惑は失敗に終わる。

			　観客も目が点になってしまう。ほとんどの者は口を開け、アホの子状態だ。

			　魔力強化でアリシアも強くなっているが、鉄球が当たる瞬間、デナンの全身に纏(まと)う魔力が一瞬で鉄球のみに集中したのだ。

			　禍々しいオーラを纏(まと)っていた鉄球を、アリシアが止められるわけがないと思っていた。

			　しかし実際は、アリシアは魔力を相殺し、刀で止めていた。

			　魔力の流れを見ながら、自身の魔力をコントロールしているとしか思えない。

			「おいおい、ちょっとはやるじゃねーか……。まぁ、俺の一撃を止めたことは褒めてやってもいいな。だが、止める度に魔力をガンガン消費していくんだ。そう何度もできる芸当じゃねーだろ」

			「……」

			　アリシアは何も言わずに、ただデナンを睨(にら)む。

			　そんなアリシアにデナンは内心焦る。今まで、ほとんどの者はこの攻撃で戦意喪失した。こんなところで、奥の手まで晒したくはない。

			　Ｅランクの冒険者に完全固有スキルを使うなど、ただのイジメでしかないのだから。

			　しかし、使わなければ自分の立場がない。勝たなければ、Ｅランクに負けたというレッテルを貼られる。デナンが所属している龍槍の華姫で、そんなものを貼られたら首が飛びかねない。

			　そのような思考を巡らせていると、次はアリシアが動く。

			「今度はこちらの番です」

			　アリシアは雪時雨に魔力を流す。刀が自身の魔力を食べているような感覚がした。

			　先ほどモーニングスターを相殺したレベルの魔力を雪時雨に食わせる。

			　刀から異常な冷気を垂れ流し、アリシアはリングに突き立てる。キンッと音を立て刀の先端が少しめり込み、ヒビをつける。

			　観客はその光景にざわつく。キングサハギンの鱗でコーティングされたリングでは、ありえないことなのだ。

			「え!?　えええええええ!?　な、なんと、アリシア選手、刀でリングに傷を刻み込んだぁあああ！　あれ？　あ、ありえねぇえええええ!!」

			　テレーズも驚きの声を上げながら実況する。

			　そして次の瞬間、アリシアを中心にリング一面が氷の世界へと変わる。

			　ありえない現象のオンパレードに、観客は驚き疲れてしまう。そんな中、大きな氷塊が無数に出現し始める。そして、その氷塊は細く長い氷の刃へと変貌し、アリシアの周りを守るように浮遊する。

			「な、なんだこれは……」

			「こ、氷の銀世界が突如出現しました！　そして、無数の氷の刃が宙を漂っております！　アリシア選手の武器は、激レア物の属性武器なのではないかと思われます！」

			　アリシアは刀から手を離し、キョロキョロしだす。

			　手を擦り合わせながら口元に持っていき、ハァーッと息を吹きかけていた。

			「な、なんということでしょう！　アリシア選手、自身の属性効果を食らっている！　結界のせいで、外気を取り込めていないのかもしれません！　寒さに弱いのか？　おっと、ここでアリシア選手、アイテムボックスから何かを取り出した！　何が飛び出る……。こ、これはピンクラビィミトンだぁ！　寒かったのでしょう。頬を赤らめ、恥ずかしそうに装備しているぞ！」

			　愛くるしい行動に、先ほどまでのピリピリした空気が和らぐ。

			「まだまだ、コントロール不足ですね……。よし、準備完了です！　では、参ります」

			　アリシアは雪時雨をしっかりと持ち、デナン目掛けて横一線に刀を全力で振る。

			「てりゃぁ！」

			　斬撃の瞬間に、デナンと同じようにピンポイント超強化を行う。すると斬撃は、氷の世界を一瞬で破壊し尽くす。凄まじい風の刃とともに、リングの上でダイアモンドダストを引き起こす。

			「クッソ、こんなのあるかよ！」

			　デナンは防御に徹する。

			　逃げ場などない上級氷属性攻撃だ。何もなしで食らえば、一瞬にしてあの世に行けそうなのだ。デナンは歯を食いしばり、全力で精神を持っていかれないようにする。

			　一瞬でリング上は、悍(おぞ)ましいブリザードに支配される。

			「こ、こんなデタラメな試合は見たことがありません！　アリシア選手！　本当にＥランクなのでしょうか？　Ａランクに匹敵する属性攻撃を扱うなど聞いたことがありません！　そして、結界を張っている魔導師も冷や冷やものといった表情だぁ！　おっとここで、アリシア選手に記入してもらったトーナメント登録用紙が届きました！」

			　テレーズは、アリシアの書いた用紙に目を通し笑う。

			「質問欄は、ほとんどがピンクラビィと旦那の名前しか入っておりません！　こんなところまで、イチャつきすぎだ、バカ野郎！　っと言っていたら、ブリザードが弱まってまいりました！　果たしてデナン選手は……」

			　幻想的な光景は消え、蹲(うずくま)るデナンの姿が現れる。

			　観客席では悲痛な叫びと激情した者たちの声が飛び交う。

			「クソが！　ま、まだやられてねーよ！」

			　そう言って、デナンは膝立ちになる。しかし、満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)といった感じにしか見えない。肩で息をしているのは、誰が見ても明らかだった。

			　先ほどのブリザードで、相当な精神ダメージを受けている。もう出し惜しみなどと言っている場合ではない。

			「俺は、負けられねぇんだ！　次の一撃でお前をぶっ飛ばす！　完全固有スキル――『１つ目魔人の鉄槌』」

			　異常なまでにデナンの魔力が膨れ上がる。魔力の塊(かたまり)が大男のように形成される。

			「なんと！　デナン選手、ここで奥の手の完全固有スキルだ!!　１００階層のキングゴーレムをこのスキルで殴り殺したという噂も出ています！　私も見るのは初めてです！　さぁ、アリシア選手はこれにどう立ち向かうのか！　同じく完全固有スキルで対抗するのか？」

			　テレーズの熱い視線に、アリシアは片手で雪時雨を構える。

			　そして、テレーズに向かってちょっと申し訳なさそうな笑顔を作った。

			「え、えっと……そのまま受けるそうです……。き、期待してないですよ。すいません、ごめんなさい、申し訳ないです！　まだ、アリシア選手は完全固有スキルをものにしてないそうです！　さぁ、気を取り直して、運命の結果は……」

			　テレーズはそう言って、デナンの行動を見守る。

			　デナンは血管が浮き彫りになり、目は赤く充血している。

			　デナンは一歩踏み込んだ瞬間、高速移動かつ高火力で、アリシアを殴り飛ばそうとする。

			　だが、予想に反してアリシアは片手ですべて相殺し、尚かつデナンに攻撃を仕掛けた。

			　しかし、アリシアの攻撃はすべて躱(かわ)される。単調で型もないのだから仕方がない。

			　ちょっと眉を顰めて考えたアリシアは、避けられない斬撃を撃てばいいじゃないかという暴論に行き着く。

			「え～い！」

			　そう言いながら十文字の斬撃を、それもすべてピンポイント超強化で逃げ場のない網状に繰り出した。

			　無数の斬撃がデナン目掛け襲いかかる。

			「ば、化け物かよ！」

			　苦虫を噛み潰したような表情になるデナン。

			　呆気なくアリシアの斬撃に捕まり、追撃もすべて体にヒットした。斬撃を食らったデナンは、膝から崩れ落ちる。

			　しかし、なんとか耐えて片膝を突く形で止まる。呼吸は荒く、今にも倒れそうな状態だ。

			　そんなデナンに、アリシアはゆっくりと近づく。目の前に立ち、デナンを見下ろす。

			「私は、怒っています！　すっごくすっごく怒っているんです……。カオル様をバカにした貴方たちを……。カオル様は、笑われるようなことなどしていません。もしも、次同じようなことをしたら……」

			　アリシアは１度そこで言葉を止める。

			　デナンは恐る恐るゆっくりとアリシアを見ると、怒りを露わにした表情がそこにあった。

			　額から脂汗がにじみ出る。リーダーである華姫と同等、いやそれ以上の威圧がデナンを襲うのだ。目を離すことができない。

			「私が、あなたたちを排除しますから……。覚悟してくださいね」

			　迷いなどなく、アリシアは言い放った。

			　その瞬間、デナンは意識を保てないほどの重圧に晒されリングに倒れ込んだ。

			　静まり返る会場。

			　そんな空気をものともせずアリシアは、１度ぴょんと跳ねる。

			「カオル様～、勝ちましたぁ〜♪」

			　そう言いながら、薫(かおる)に向かって大きく手を振る。それに薫(かおる)も手を振って応えた。

			　屈託のない笑顔で、喜びをこれでもかと表現するアリシア。

			　実況を忘れていたテレーズは、頬にビンタを２発入れてアリシアの勝利宣言をするのであった。

		

	
		
			　

			第六話　カオルVSザルバック

			　

			　選手の待機場に戻ってきたアリシアは、薫(かおる)に抱きつき、これでもかと頬ずりをする。

			「ちゃんと勝ちましたよ！　かおりゅしゃまぁ」

			「うん、よう頑張ったな。一撃で終わらせられるのに、ちょっとやりすぎやったんちゃうか？」

			「そ、そのようなことはないのです。あ、相手が強かったんです。決して、カオル様をバカにしたから、懲らしめてやろうなどとは……ま、まったく思っていませんよ！」
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			　明らかに大嘘をついている目だ。

			　薫(かおる)は、「そうかそうか」と言いながら、アリシアのぷにぷにほっぺをこねくり回す。ハリのあるアリシアの頬に癒される。

			　アリシアもまた嬉しそうに体を預けて、やられたい放題だ。

			　そんな２人を危険視する参加者たちが増えてきている。先ほどの戦闘で、確実にＢランク以上の実力はあると推測できたからだ。

			　あの龍槍の華姫のメンバーの１人、デナンを倒した。そして、攻撃にも守りにも大量の魔力を使ったにもかかわらず、平然としている。

			　そして、その旦那である薫(かおる)の存在。アリシア同等の強さか、それを上回るのではないかと予測が飛び交う。

			　皆、この２人と当たりたくないと思ってしまう。

			「はーい。Ｂブロック第１試合の選手、こちらに来てくださーい。カオル・ヘルゲンさーん」

			「お！　呼ばれたみたいやな。アリシア、賭けの申し込みはその壁のところにいる男の人に言うとできるからな。じゃあ、ちょっと行ってくるわ」

			「はい、ガツーンとやっちゃってください」

			　アリシアは胸の前で手をグーにしたまま、愛らしい笑顔で薫(かおる)を見る。

			　薫(かおる)は、アリシアをギュッと抱きしめ、ぽんぽんと頭を叩いてから入り口に向かう。

			　突然、薫(かおる)から抱きしめられたせいで、カチンコチンになるアリシア。ちょっと面白い表情になっている。

			「くっそ！　いちゃつきやがって……妬ましい！」

			「俺もあんな可愛い嫁さんがほしい……ほしい……」

			「お前の顔面偏差値じゃあ、ぜってぇ無理だろ……」

			「んだと、こらぁ！　締めてやろうか？　あん!?」

			　待合室の男どもは、そう言い争う。

			　薫(かおる)は、アホが多いなと思いながら準備室へと入る。開始まで少しあるようだ。

			　薫(かおる)は椅子に座り、名前を呼ばれるのを待つのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　トルキアの領主の屋敷。

			　１人の小さな亜人の少女が慌てながら入っていった。

			「マリー様～！　マリー様～！　大変ですよ～！」

			　ドタバタと屋敷内を走る少女。マリーのいる部屋の扉をバンと開ける。

			「大変なんですよぉ～」

			「ミィシャ、五月蝿(うるさ)い！」

			「でゅっわふん！」

			　分厚い本がミィシャの顔面にスコーンとめり込む。そのまま大の字にぽてんと倒れ込んでしまった。ミィシャは本がめり込んだままピクピクと痙(けい)攣(れん)する。

			「で？　ノックもしないでどうしたの？　怒らないから話してごらん」

			「もう、本が飛んできています……。マリー様」

			　むくりと体だけを起こすミィシャ。ぽとんと本が膝の上に落ちる。顔にはくっきりと本の跡が残っていた。

			　犬耳をピンと立て尻尾(しつぽ)をフリフリしている。赤髪は肩まで伸び、お目々はまんまるで、くりくりとして輝いていた。

			　魔導師のローブを羽織り、手だけをパタパタさせ、かなり興奮状態だ。

			「マリー様、聞いてくださいよ！　もの凄く強い方がお昼のトーナメントに参加してるんですよ」

			「ふーん、どうせＡランクの雑魚でしょ？」

			　エルフ耳に指を突っ込みながら言うマリー。

			　桃色に染まる髪をサイドテールにして、少しウェーブがかかっている。肌は小麦色でスタイルがよく、踊り子のような少し派手な服装を着ている。露出度が高く、綺麗な肌がよく見える。

			「え、えっと……たぶんＡランクだと思いますけど……。手を抜いて戦ってる感じがありましたよ」

			「なるほどねぇ……。まぁ、別にそれくらいで私を呼びに来たわけじゃないよね？」

			「も、もちろんですよ！　実は、ザルバック様がこの試合にエントリーされています」

			「あの爺……なんでまたこの試合なんかに出てんのよ……。雑魚しかいないはずなのに、おかしいわね……」

			「ですよね。あと、そのザルバック様なんですが……。戦いたい相手がいるようです。参加するときに、カオル・ヘルゲンという人と当たるようにしてくれとお金を渡したみたいです。それと龍槍の華姫の方たちも同じですね。何か因縁でもあるのでしょうか？」

			「うーん、龍槍の華姫のやつらはどうでもいいわ。問題は爺ね……。Ｃランクのくせに、完全固有スキルはどう見てもＳランクに等しいからね……。あれには苦しめられた思い出しかないわ」

			「どうします？　観覧に行かれますか？」

			「そうね。ちょうど暇してたし、気に入った者がいれば私が乱入してもいいしね」

			　マリーはそう言ってぺろっと舌を出し、妖(よう)艶(えん)な雰囲気を醸し出した。

			　ミィシャは、悪い癖が出なければいいがと思いながら、マリーと一緒に闘技場へと向かうのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　会場にまたテレーズの声が響き渡る。

			「はーい！　やってまいりました！　Ａブロックは波乱の幕開けで、ピンクの小悪魔少女アリシアちゃんが勝利を収めましたが……。Ｂブロックはどんな試合になるのでしょうかあああ！　テレーズ……もの凄く気になりますよおおお！　では、Ｂブロック第１試合の対戦カードの発表でーす！」

			　そう言って、観客を盛り上げる。

			　しかし、７割以上の観客が悲鳴を上げ、抜け殻のように白くなっていた。それもそのはず、ほとんどの者が前の試合でデナンに賭けていたからだ。

			　倍率は１・３倍とかなりの人がデナンに賭け、固く勝ちを狙ったのだ。

			　結果はアリシアの勝ちで終わってしまったため、デナンに賭けていた者からしたら、有り金の大半を持っていかれた。

			　だから、次こそはその負け分を取り返そうと目に炎を灯し、躍起になっている者が大多数なのだ。

			「では、まずはリュード・ベルド選手！　種族は、竜人族！　地竜の種族です。そしてなんの因果か……またしても龍槍の華姫のメンバーだああああ。なんということでしょう！　リュード選手も、前衛を務めております！　ハルバードの使い手で、華姫の右腕とも言われておりまああああす！　そして実力をメキメキとつけており、Ａランク入り目前との声も上がっているぞおおおお！」

			　テレーズの紹介に、今度こそ勝ちはもらったという感じで応援する観客たち。

			　アリシアはホクホクな顔で、自身の冒険者カードを握っていた。

			　薫(かおる)に５万リラ賭けている。お小遣いを増やせると思い、にっこり笑顔なのだ。

			「対してぇええええ！　またしても大番狂わせがあるのだろうかぁあああ！　カオル・ヘルゲン選手です！　種族は人間族。こちらもＥランクの冒険者で成り立てだぁああああ。嫁に手を出したら殺すというコメントを頂いておりまーす！　この試合で圧勝でもしない限り、お嫁さんのアリシアちゃんには変な虫が集まりそうですよぉおお！　武器は……素手？　って、後衛型にもかかわらず、２人とも物理特化なのかぁああああ！　それでは、Ｂブロック第１回戦……はっじめぇええええ!!」

			　そう言って戦いの火蓋が切られた。

			「へっへっへ。１試合目からお前と当たるとは運がいいぜ」

			「ん？　あまりにも運がよすぎて、裏で工作でもされとるんかと思っとったわ。アリシアのときもそうやけど、裏で金でも渡したんちゃうか？」

			「あん？　俺が対戦カードを弄(いじ)ったとでも言いてぇのか？」

			「どうやろうなぁ……。まぁ、さっさと終わらせようや。長引かせても、こっちがだるいだけやしなぁ」

			　薫(かおる)は面倒くさそうに言う。明らかにリュードを煽っているのだ。

			「ふっざけんなよ！　餓鬼が!!　一撃で終わらせてやるよ！　この会場で大恥かかせてやるよぉおお」

			　リュードは簡単に薫(かおる)の口車に乗った。

			　薫(かおる)は引っ掛かってくれて好都合と、ちょっと悪い顔をのぞかせる。

			　瞬間的な加速で、薫(かおる)の背後をとるリュード。薫(かおる)の首筋にハルバードの渾(こん)身(しん)の一撃を叩き込もうとする。

			　並みの冒険者では、反応すらできないであろうスピード。リュードは、完全にもらったと思った。

			　しかし、薫(かおる)の姿が残像のように消える。

			「!?」

			　背後に気配を感じたときには既に手遅れだった。

			　圧倒的な魔力の塊(かたまり)が、背後から迫っているのを感じる。身体中の毛穴が開く感覚と、尋常ではない量の冷や汗が額から流れ落ちる。

			　そして、ほんの少しの時間がもの凄く長く感じるのだ。

			　リュードは反射的に全力で身体を魔力強化し、凌ごうとする。しかし、このリングの上でなかったら、確実に死ぬだろう絶対的な殺意の込もった手刀を首に叩き込まれた。

			　リュードは、一瞬で目の前がブラックアウトする。

			　瞬間的だが、華姫の魔力量を遥かに凌駕しているのがわかった。リュードは薄れていく感覚の中「くそったれ」と思いながら、膝から崩れ落ちる。

			　リュードが倒れたのを見て、テレーズは言葉を失った。

			「おーい、勝ちでええやんな？」

			　薫(かおる)がテレーズに手を振りながら言うと、テレーズは我に返ったように勝利宣言をする。

			「な、なんということでしょう！　一撃です！　というか、一瞬で決着がついてしまいましたああああ！　カオル選手は、本当にＥランクの冒険者なのでしょうかああああああ？　強すぎます。アリシア選手に続いて、圧倒的な強さを見せましたぁああああ！　完全かつ綺麗なカウンター攻撃！　そして、相手の強化した守りを完全に上回る攻撃力は、もうなんと言ってよいかわからないレベルですぅうう！」

			　テレーズはそのように締めくくった。

			　観客席ではまたしても阿鼻叫喚な状態になる者が続出していた。

			　２連続でまったく予期せぬ試合になっているだけに、誰に賭けてよいのかわからなくなるのである。

			「あの男……いいね」

			「あれ？　マリー様……お気に召しましたか？」

			「ああ、あれはかなり強いよ。私が言うんだ……。間違いないよ」

			　カオルを見て、うっとりとするマリー。今すぐにでも戦いたいといった表情だ。

			「マ、マリー様、一応言っときますけど……。マリー様がこのリングで戦ったら街が崩壊しますからやめてくださいね？」

			「大丈夫よ。そのときは、またミィシャに全部直してもらうからね」

			「む、無茶言わんでくださいよ！　こっちの体力と精神がガリガリ削られますよ！　絶対ダメですよ！　ぶっ壊す気満々じゃないですか！　もうその時点で、おかしいじゃないですか！　やだ～！　ていうか、マリー様はＳランクに昇格しているんですから、契約を守らなかったら強制で制限が付いちゃうんですからね！　なんで、帝国とあんな契約しちゃっているんですか！」

			「昔のことを掘り出されてもね……。ほら、Ｂランクになって、領土もらって舞い上がって魔印を押しちゃったのが始まりだし……。あのとき、ミィシャも喜んでたじゃないのよ。同罪よ同罪」

			「うっ……」

			　そう言いながら、マリーはクスリと笑う。

			　疲れたと言わんばかりに肩を落とすミィシャ。犬耳もへにょりとしぼむ。そんなミィシャの顎(あご)を優しく撫でるとしぼんでいた耳がピクピク反応する。

			　気持ちいいのか、尻尾(しつぽ)も左右にゆっくりと揺れる。

			「１回だけでいいから、本気であのカオルと戦わせてよ……。ね？　お願いだよミィシャ～」

			「そ、そんな甘ったるく言っても、ダメなものはダメですよ！」

			「さっき本めり込ませたの謝るから～」

			「そのとき謝ってくださいよ！　なんで今、思い出したかのように言ってるんですかねぇ……。まぁ、昔から言っても聞かないですもんね……。今回だけですよ。特別なんですからね！」

			「やったぁ！　ミィシャ、大好き。じゃあ、今日は最高級のレイアドラゴンの肉を仕入れたから、それを食べさせてあげるね♪」

			　マリーはミィシャに抱きつき、撫で回す。

			　これから始まる惨劇に、ミィシャはがっくりと項垂れる。

			　街が吹っ飛ぶ可能性大なのだ。半年前もマリーの照れ隠しで、街が１度吹っ飛んでいる。化物クラスのＳランクの称号は伊(だ)達(て)ではない。あんなのが本気で暴れまわったら、未開の地は原形を留めずに荒野にでもなるのではないかとミィシャは思う。

			　帝国の契約のおかげと言ってよいのか、街以外でマリーが最大出力で暴れ回った場合は、魔力制限とすべてにおいてのバッドステータスを課される。

			　帝国が解放してもよいと決められたこと以外、外で全力を出して暴れまわることができないのだ。

			　潜在能力の高い者は、先々帝国に楯突かれては困るので、そのような契約が結ばれている。

			　本人たちにもわからないように、契約用紙に記載されているときもある。なので、知らずに魔印を押すと、このように制限をかけられ、身動きがとれなくなるのだ。

			　契約を破棄することもできるが、それもかなり面倒なことになりかねないのだ。

			「ええい！　マリー様、ベタベタしすぎです！　試合が見られません」

			「いいじゃないの！　減るもんでもないのに。どうせ注目している人以外、雑魚に決まってるじゃないの」

			　そう言ってマリーは、ミィシャの頬にぐりぐりと頬ずりをする。

			　ミィシャは鬱(うつ)陶(とう)しそうな表情のまま、試合を観戦するのであった。

			　

			　その後、トーナメント戦は次々と進んでいき、薫(かおる)とアリシアは難なく勝ち上がっていった。

			　２人の倍率は、１回戦が終わったあとから賭ける者が増え、１・２倍まで落ちた。そのせいで、アリシアはお小遣いを少ししか増やせなかった。

			「かおりゅしゃまぁ……ほとんどお金が増えません……。これでは他の街限定ピンクラビィの商品をコンプリートできないです……」

			　そう言いながら、アリシアは薫(かおる)に泣きついてくる。

			　薫(かおる)はこうなることがわかっていた。

			　仕方ないかなと思いながら、ちょっと苦笑いになりアリシアの涙を指で拭う。

			「まぁ、俺もちょっとはここで稼いだから、少し足したるからな。やから泣かんといてぇな」

			「うぅ……ひっく。本当ですか？　足りなかったら、少し出してくれるんですか？」

			「今そう言うたやろ」

			　薫(かおる)の言葉を聞き、パァーッと明るくなるアリシア。泣き顔は一瞬で満開の笑顔に変わった。

			　やはり、アリシアは笑顔のほうがいいなと思う。この笑顔を見るだけで、薫(かおる)は元気になる。

			「あとはカオル様のＢブロックでの決勝戦ですね。頑張ってくださいね！　相手はお爺ちゃんですよ。カオル様なら楽勝ですよ♪」

			　そう言って、アリシアは薫(かおる)の腕に抱きついた。

			「まぁ、ほどほどに頑張るわ」

			「ほどほどにぶっ飛ばしてあげてくださいね」

			　アリシアの発言に、ちょっと苦笑いになる薫(かおる)。お爺ちゃんはさすがにぶっ飛ばしたくはない。

			　薫(かおる)は、ここまでの試合はすべて一撃で対戦相手をノックアウトしている。

			　アリシアもそうだ。初戦以外はほとんど一撃で決めていた。

			「Ｂブロック決勝戦を行います。カオル・ヘルゲン選手はこちらへ」

			「はいはい」

			　呼ばれた薫(かおる)は入り口へと向かう。アリシアに手を振りながら中へと入っていった。

			「はーい。やってまいりましたぁああああ！　Ｂブロック決勝戦!!　まさにドン引きするレベルの波乱の試合展開になっております！　ここまでなんとＥランク冒険者にまったく歯が立たない選手たち！　この２人組を止めることができる者は果たしているのかぁああああ！　選手の紹介でーす！　もう皆さんご存知、今回のトーナメントを引っ掻き回す２人組の１人、目付きの悪い治療師！　カオル・ヘルゲン選手ぅ～～～！　ここまでの試合は、すべて手刀での一撃で相手を沈めております！　ここまで強さを見せつけると、もうお嫁さんのアリシアちゃんには誰も手を出すことはできません！　確実に死にます！」

			　テレーズが大いに観客席を沸かせる。薫(かおる)に賭けている者は薫(かおる)コールまでする始末だ。

			　しかし、今回の賭けはかなり割れているようだ。

			「そして……カオル選手の対戦相手は、元帝国軍師ザルバック・ハイドヘルム選手だ！　ここまで、まったく相手の選手を寄せ付けない圧倒的な強さを誇っております。やはり最強と言われた軍師はまだまだご健在だということかぁああああ」

			　そう言って紹介されるザルバック。顎(あご)に手を当てながらリングへと上がってくる。

			　薫(かおる)は、アリシアに手を振りながらのんびりと上がる。

			「ふっふっふ。やっとお主と戦えるのう……」

			「ん？　どっかで会ったことあったかいな？」

			「いや、会うのはこれが初めてじゃよ」

			「俺のこと知っとる感じやけど、どうなんや？」

			「いろいろと噂が流れておるからのう」

			　ちょっと意地悪な言い方で薫(かおる)を挑発するザルバック。

			「ああ、そっちの類のやつか……。たしか元帝国の軍師さんやったかいな？」

			「お？　ちゃんと聞いておったか。嫁に気を取られて、儂のことなど見向きもしていなかったように思えたがのう」

			「冗談、このトーナメントで、あんたが１番厄(やつ)介(かい)そうな魔力抱えとるのは、ようわかっとったつもりやけどな」

			「はっはっは、やはりよい観察眼を持っておるみたいじゃのう。お主とは楽しめそうじゃわい」

			　２人のやり取りが終わりそうなところを見計らって、テレーズは試合開始の声を上げる。

			「それでは！　Ｂブロック決勝!!　はっじめ～!!」

			　その瞬間、ザルバックは速攻で動き出した。羽の生えた杖をリングにそっと突き立てる。

			「完全固有スキル――『支配する盤上(コントロール・ゲームボード)』」

			　一瞬で、リング上にチェスのような網目のフィールドが出現する。

			　そして、ザルバックをキングとし、ポーン、ルーク、ナイト、ビショップ、クイーンが出現した。ザルバックを含めて16の軍勢となる。

			「さぁ、楽しませてもらうぞい！　お主は、攻略のしがいがありそうじゃわい」

			　ザルバックがポーンを動かすと、白いポーンが一瞬で人間の形に変わる。ひょろっとした兵士が盤上を闊歩するのだ。

			「それチェスと同じやったら、俺の最後段まで来たらなんにでもなれるってやつかな？」

			「!?」

			　ザルバックは薫(かおる)の言葉に驚きを見せた。今まで、このボードゲームの内容を理解している者はいなかったからだ。

			　ますます面白いといった表情でザルバックは笑う。

			「これが、ザルバック・ハイドヘルムの完全固有スキル『支配する盤上(コントロール・ゲームボード)』だぁああああ！　これを使われて、逃れられた者はほとんどいないと言われております！　この街の領主、マリー様ですら苦戦したとおっしゃっておられましたぁあああ。さぁ、カオル選手、この完全固有スキルにどう対抗するのかぁあああああ」

			　かなり力の入った解説をするテレーズ。しかし、ＶＩＰルームにいるマリーの姿を見て、一瞬固まった。あとでお仕置きされると思い、声が震えてしまう。

			　そんなテレーズににっこりとした笑顔を向けるマリー。纏(まと)うオーラは、かなり歪んでいた。

			「私の命の灯火はもうすぐ消えるかもしれませんが……。解説をやめるわけにはいきません!!　もうやけだ、こんちくしょおおおおおう！」

			　涙目で解説を続けるテレーズ。そんなテレーズを観客たちは大いに笑う。

			　当の本人は、笑いごとで済まされないレベルで、おっかない人から目をつけられているのだ。

			　心拍数が異常に上がり、今にも逃げ出したくなる。

			「ええよ、全部のポーンをクイーンでもナイトにでも強化してかまわへんよ」

			「？」

			　薫(かおる)は清々しい顔でそう言ってのける。

			　ザルバックは、面白いといった表情で一気にすべてのポーンを動かす。舐めているのかと思うが、昔同じようなことをされて負けたことがあった。

			　それを思い出し、そのときのワクワクした感覚が蘇(よみがえ)る。

			「俺たちを追ってきたっちゅうことは、ここで完(かん)膚(ぷ)なきまで潰せばもう追ってこんやろ？」

			「完全敗北すれば、追わんよ。多分じゃがなぁ。はっはっは」

			　ザルバックの表情を見て、薫(かおる)は厄(やつ)介(かい)なやつに目をつけられたと思う。

			　しかし、ザルバックは純粋に強者と戦いたいともとれる。この戦いが、楽しくて仕方ないという感情がひしひしと伝わってくるからだ。

			　完全敗北したとしても、また挑戦しに来る気満々の表情だ。

			「お主もまた、これを完全に粉砕してくるのかのう……。楽しみじゃわい。じゃが、こちとてただで負けたりなどせんぞ？」

			　ポーンは８体すべてがクイーンになり、むちゃくちゃな魔力量を誇っている。ほぼすべての駒が、ＡランクもしくはＳランクに届きそうな魔力量なのだ。

			　観客席では、皆がざわつく。異常な光景に息を呑む者が大多数だった。特に薫(かおる)に賭けている者は、なんてことをしているんだと罵倒を浴びせる。

			　ザルバックの功績を知っているだけに、薫(かおる)の負けは確実という雰囲気になっていた。

			　クイーンになったポーンを元の位置に戻し、再度攻略開始という感じでザルバックは意気込み、すべての駒に指示を与える。

			「さぁ、カオル・ヘルゲン！　お主の力を見せてみろ。そして、儂を楽しませてくれよ」

			「ああ、完全に粉砕したるわ」

			　そう言って薫(かおる)は口角を上げ、ニヤリと悪い顔をする。

			「ぜ、絶体絶命のピンチを自らに課したカオル選手！　完全にアホの子なのかぁあああ!!　四方八方から、クイーンが迫る！　逃げ場もないこの状況、果たしてこの試合はザルバック選手の勝利で決まってしまうのかぁあああああ!!」

			　テレーズの全力の実況に、ザルバックに賭けた観客は勝利を確信し、酒で乾杯をしだす。倍率２倍とかなりおいしいレートで、ホックホクな表情になる。

			　しかし次の瞬間、薫(かおる)の「あらよっと」の一言で、観客は口に含んでいた酒を盛大に吹き出すこととなった。

			　綺麗な虹がコロシアムの観客席に架かる。

			　ズドンと異常な音のあとに、ガシャーンと何かが砕け散る音がした。そして、会場全体がグラグラと地震のように揺れる。

			「はぁ!?」

			　ザルバックは目ん玉を丸くし、あんぐりと口を開けて停止する。

			　この状況が、一瞬理解できなかった。キングサハギンの鱗でコーティングされたリングを、薫(かおる)がかかとで踏み抜いたからだ。

			　そのせいで、ザルバックの完全固有スキルも強制解除される。

			　ザルバックの作り上げた盤上が砕け、駒たちは薫(かおる)を攻撃する手前でガラスのように砕け散ってしまった。

			「ほい、いっちょあがりっと」

			　薫(かおる)は清々しい表情で言う。

			　そんな薫(かおる)に、テレーズはドン引きして声も出ない状況だった。

			　そして、マリーは腹を抱えて笑う。

			　物理強化のみで、このキングサハギンの鱗コーティングをしたリングを砕く者は、この大陸で数えるほどしかいない。そのため、観客たちは世にも奇妙なものを見るような目を薫(かおる)に向ける。アリシアでは、傷やヒビを入れることはできても、砕くことまではできない。

			　そして極め付けが、ザルバックの表情だ。あの表情を見たら、マリーはもう笑いが止まらないのだ。

			「あははは、なんて愉快な表情で固まっているんだ。私を笑い殺す気か！」

			「マ、マリー様、笑いすぎですって！」

			　ミィシャは、マリーの背中を摩りながらそう言う。

			　マリーは笑いすぎて「お腹がつった」と言い始める始末だ。

			　ミィシャは残念な人を見る目をマリーに向ける。

			「こ、こ、これは前代未聞の出来事です！　リングを蹴りで木っ端微塵にしてしまったぁあああ！　もう訳がわからないですよぉおおお!!」

			　やっとのことで復活し、実況を始めるテレーズ。

			　観客はいまだ呆然と粉々になったリングを見つめるだけだ。

			「フハハハハ、まさかこのようなやり方で、儂の完全固有スキルを打ち破るとはなぁ。このやり方で負けたのは２回目じゃよ」

			　そう言って大いに笑うザルバック。そして「参った。降参じゃ」と負けを宣言した。

			　薫(かおる)は、ザルバックの２回目という言葉が引っかかった。

			「２回目って、どうゆうことや？」

			「ん？　ああ、ちょっと昔に時空の旅団の団長と戦ったんじゃよ。そのときとまったく同じやられ方なんじゃ。お主も無茶苦茶じゃなぁ」

			「ああ、ディアラさんの旦那さんか」

			「ほう……ディアラ嬢を知っとるのか？」

			「いろいろと世話になった人やからな」

			　薫(かおる)は頭を掻きながら、苦笑いを向ける。

			「なるほど、そうであったか。元気にやっとるかな？」

			「愚(ぐ)痴(ち)ばかりで、毎回退屈って言うとったわ」

			　薫(かおる)の言葉を聞き「そうじゃろうな」と言って眉を顰めた。

			　薫(かおる)は、ザルバックの表情から申し訳なさそうな感じを読み取ることができた。

			「また、戦いたいものじゃのう。今度は、本気のお主とな」

			「お！　やっぱり気づかれとったか？」

			「わかるわい、そのくらいのこと。何年生きておると思っとるんじゃ……」

			　そう言いながら、ザルバックは顎(あご)に手を当て楽しそうに笑う。

			「やつは谷を作るレベルじゃったが……お主はどうかのう」

			「さすがにそれはやりすぎやろ……。できなくはないと思うけどな」

			「これまた愉快な返答じゃのう。やつは、イグニスの谷と呼ばれる谷を作りおったわい。やつが暴れると、大概地図の書き換えがあったものじゃ」

			「ああ、大丈夫や。そんなことする気は、さらさらないからな。ただ、俺の大切な者に手出したら……そんときは制限とかなく地図上から消し飛ぶんやないかな？」

			　薫(かおる)がさらりと発した言葉に、ザルバックは冷や汗を掻く。今のところ薫(かおる)は、帝国と契約などしていない。まだ何にも成果を上げていないので、領土や爵位といった報酬で帝国との契約を交わさないからだ。

			　そう、薫(かおる)は完全に野放し状態。薫(かおる)の強さはザルバックがＳランクと太鼓判を捺せるレベルだ。

			　帝国軍師時代なら、今すぐに契約をし、書類に制約を潜り込ませ魔印を押させていた。

			　だが、今は違う。こんな面白い者に枷(かせ)をはめては、自身の楽しみがなくなる。

			　ちょっと悪い顔で、ザルバックは薫(かおる)たちを見逃すことにした。

			「おお、そうじゃった。帝国の書類には気をつけるんじゃぞ。あれにはＳランクを縛る制約が入っとるからな」

			「ん？　そんなん俺に教えてええんか？」

			「儂の楽しみが減るじゃろうが！　あと、次は絶対に１発入れてやるから覚悟しておれよ」

			　そう言って、ザルバックはいい顔でリングをあとにした。

			　テレーズは、去っていくザルバックをポカーンとした表情で見ていたが、我に返り慌てて勝者宣言をする。

			「しょ、勝者！　カオル・ヘルゲン選手!!　元帝国軍師のザルバック選手の完全固有スキルを一撃で粉砕するという人外レベルの行動での勝利です！」

			　すると、やっと観客たちも正気に戻る。

			　そして、薫(かおる)に賭けていた者は叫びながらガッツポーズをしたり、抱き合って喜んだりしているのだ。

			　薫(かおる)の勝利でのレートは倍率２倍での返しだ。

			　かなりの金額が、またこの試合で動いたのだ。ザルバックに賭けていた者は、酒を吹き出した格好のまま、真っ白な灰になっていた。全財産を突っ込んでいた者もいるのだろう。天を仰ぎ、「時間よ戻れ」という者まで現れた。完全に現実を受け入れられない様子だ。

			　薫(かおる)がアリシアに手を振ると、大きく手を振り返した。ホックホクな笑顔を見ると、いい感じで稼げたのだろう。

			　薫(かおる)もリングをあとにし、待機室に戻る。すると、アリシアがお目々を輝かせながら冒険者カードを見せてくる。

			「凄いんです！　見てくださいカオル様、大量のリラです♪」

			　お目々がリラマークになるアリシア。

			　小さな声で「これで、地域限定ピンクラビィ商品をコンプリートできます。えへへ」と言っていた。

			　楽しそうで何よりと思いながら、薫(かおる)は聞かなかったことにする。

			「よかったやないか。次は俺との戦いやで？　勝つ気でおるんか？」

			「ふっふっふ。薫(かおる)様の弱点を知っていますからね！　今回の勝負は私が勝っちゃいますからね！」

			　そう言って、ぺろりと舌を出し、またしても小悪魔少女化するアリシア。優勝商品の１日自由にできる券の効力はでかいようだ。

			　そうしているうちに、アナウンスが流れる。

			「ピンポンパンポーン！　現在リングの修復作業をしております!!　30分後に、昼の部トーナメント決勝戦を行いますので、それまでお待ちくださいね。以上テレーズの報告でしたぁ。ピンポンパンポン！」

			　効果音も自身の声で言うテレーズに、薫(かおる)はクスッと笑う。

			「ちょっと時間あるみたいやから、デザートでも食べるか？」

			「食べます！　食べたいです。闘技場の前の広場に、ピンクラビィジェラートがありましたから」

			　そう言って、アリシアは薫(かおる)の腕に自身の腕を絡め、幸せそうな表情をする。

			　デザートが楽しみなのもあるが、決勝で勝ったあとに何をしてもらうかの妄想も表情に混じっているのだろうなと思う。

			　時々、言葉が漏れ出ている。

			　アリシアは「まずは、あーんをしてもらって……うふふ」などと呟いている。

			　小っ恥ずかしいことをすべてさせられそうで危険、と薫(かおる)の脳が警(けい)鐘(しよう)を鳴らす。

			　絶対にアリシアに勝とうと心に誓うのであった。

		

	
		
			　

			第七話　カオルVSアリシア　１日言うこと聞く券争奪戦

			　

			　砕け散ったリングは直され、キングサハギンの鱗のコーティングを二重にされた。

			　これで大丈夫だろうと、闘技場の職員は額の汗を拭った。

			「うーん」

			「どうされました？　マリー様」

			「いや……やっぱりこれ割れないよね」

			　コツンコツンとかかとで蹴るマリーに、ミィシャは溜め息を吐く。

			「割ったらアウトですよ……」

			　マリーはコーティングされたリングを魔力強化して踏みつけるが、傷１つつかない。

			「マリー様のスキルなら、割ることはできなくてもぶっ飛ばせるからいいじゃないですか」

			「えー、私もガッシャーンって割ってみたいじゃない。そのほうが、なんかＳランクって感じしない？」

			「いえ……もう十分お強いのでいいです。それ以上強くなったら、私の居場所がなくなりますよ……」

			「もー、ミィシャ、可愛い。置いていかれるのが寂しいの？　ねぇ、私に置いていかれるのが寂しいの？」

			　マリーは凄くいい笑顔で、ミィシャに抱きついた。

			　相変わらず鬱(うつ)陶(とう)しいという表情のミィシャだが、やはり尻尾(しつぽ)は左右に揺れている。

			「別に、勝手に行ってもかまいませんよ。私は、のんびりニーグリルへお引っ越ししますから」

			「え……!?　そ、それはダメよ！　ミィシャは、私の物なんだから！」

			「いつマリー様の物になったんですか!?　どうせ、修理要員にしか思ってないですよね？」

			　そっと目を逸らすマリーに、ミィシャは本気でニーグリルに移り住もうかと考えるのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　会場に客が続々と戻ってくる。最終決戦の時間まで残りわずか。

			　決勝戦のカードは、今回のトーナメントを引っ掻き回した２人組だ。

			「は～い！　皆さんお待たせしました!!　今回のトーナメント最終決戦をもうすぐ行いますよぉおおおお!!」

			　そう言って、テレーズは会場を一気に沸かせる。

			「お前、どっちに賭けた？」

			「小悪魔少女アリシアちゃんに決まっているだろ？　奇跡を起こしてくれると信じての賭けさ」

			「このロリコンめ！　俺は手堅くカオルに賭けたぜ。つーか、今回トーナメント運営かなり儲けているだろうなぁ。最初の２試合は、かなり手堅い勝ちだから相当な金額が賭けられていただろうしな」

			「ああ、どんだけ売上あったんだろうな……。はぁ、カオルに賭けているが……もし負けたら明日から未開の地に出稼ぎか……。行きたくねぇよ」

			「敵が強すぎるんだよな……。１日探索して、治療院に行ったら利益がトントンとかまじで笑えねぇもん。この娯楽で、パーッと夢見るしかねぇよな」

			　そのようなことを話していると、会場がざわめきだす。ついに最終戦が行われるようだ。

			「最終戦の準備が整いましたぁあああああ！　皆さん、最後の試合ですよぉおおお！　賭けは済んだかぁあああ！　そして、最終戦は、２人ともＥランクの化物だぁああああ」

			　観客席から「うぉおおおおお！」という大きな声が響く。会場全体がその声で揺れる。

			　ここまで盛り上がるトーナメントは、なかなかない。レートも高く、皆楽しんで賭けている。

			「よーし！　では、選手の紹介をしちゃうぞぉおおおおお！　まずは、アリシア・ヘルゲン選手！　種族は人間族！　皆もご存知だとは思うが、ピンクラビィが大好きな美少女治療師だぁあああ！　もうねぇ、どんだけ可愛いんだよこんちくしょう！　武器は刀で……えーっと、本人から聞いたのですが、この刀はニーグリルの特産品として解禁された付与属性武器のＳランク武器だそうですぅ!?　って、なんでそんなものをＥランクで扱っちゃってるんですかぁああああ！　まさに、規格外!!　もう、この街ではピンクの小悪魔少女アリシアちゃんなどと呼ばれておりまああああす！」

			　アリシアの紹介に大きな声援が飛び交う。

			　口笛を吹く者もいれば、アリシアＬＯＶＥと書かれたハチマキをつけて、応援している者もいる。勝手にファンクラブまで作られているようだ。

			　そんなこととは露知らず、アリシアはとことことリングに上がった。会場に手を振り、声援に応える。

			「そして、対戦者はもちろんこの男！　アリシアちゃんの旦那にして治療師の師匠。本人からの取材で、治療師ではなくやみいしゃ？　という職業だそうです！　法外な金額で何でも治療してやるから、治療してほしいやつは死ぬ気で来いとのことです！　もう意味がわかりません！　カオル・ヘルゲン選手！　種族は人間族！　こちらも規格外の人物！　あのザルバック選手をあっさりと下したＥランク冒険者だぁああああ！　あの黒い笑みと目付きの悪さは、もう裏で何かやってるとしか思えねぇええ！　おっと、ここで最新の情報です。ん!?　この２人、参加する前から優勝したら、１日言うこと聞く券なるものを賭けて、トーナメントに参加していた模様です。こいつら、他のところでなんというものを賭けてるんですかねぇ……。おっと、口が悪くなってしまいました。失礼！」

			　テレーズはそう言って、薫(かおる)とアリシアの紹介を終える。

			　薫(かおる)は頭を抱えながら、リングに向かう。

			　罵(ば)声(せい)が飛び交っているのだ。ほとんどが嫉(しつ)妬(と)と言っていいだろう。

			「なんだよ！　１日言うこと聞く券って……イチャイチャしたいなら他でやれよ！　こんちくしょう」

			「こっちは、彼女いない歴＝年齢なんだぞこんちくしょう！」

			「どっちに転んでも、うまうまな賭けしやがって！　爆発しろ！」

			「さっさと別れちまえ！　アリシアちゃんは、俺が幸せにするんだクソ治療師！」

			　皆、言いたいことを口々に叫んでいる。

			　薫(かおる)は最後の言葉に耳がピクンと動き、その者に向かって尋常ではない威圧を飛ばす。その者は一瞬で失禁し、白目を剥いて倒れた。

			　それを見た周りの者は口を手で押さえ、自分たちは言ってませんアピールをする。

			　かなり離れたところから、ピンポイントで１人を狙い撃ちできる魔力コントロールに、化物と思うのである。そして、逆らったら本当に殺されると感じたのだ。

			「ミィシャ！　今の見た？　すっごいねぇ！　あれはかなり修業してないとできないよ」

			「確かにすごいです……。私には到底真似できない芸当ですね。悔しいです」

			「あら、ミィシャも戦いたくなっちゃったの？」

			「瞬殺されるのが落ちですよ。無理です」

			　そう言いながらも尻尾(しつぽ)と耳をぴょこぴょこするところを見ると、試してみたいのだなと思うマリー。

			「まぁ、この勝負が終わったら、ちょっと遊んでくるよ」

			「くれぐれも最小限の被害でお願いしますよ」

			「大丈夫、怪我人は出さないから安心して」

			　マリーはいい笑顔で返すが、ミィシャは街の被害は大丈夫ではなさそうだと感じる。今にも涙が滝のように流れ出しそうな気持ちを必死に抑える。

			「それではぁあああああ、昼の部トーナメント最終戦を開始しまあああす。はっじめえええええええええ！」

			　戦いの合図があった瞬間、アリシアが先に動く。

			　薫(かおる)は笑顔でその行動を見守る。

			「ふっふっふ、カオル様にはカウンタースキルがあることは知っているんですよ！　でも遠距離での攻撃ならその対象外です♪」

			　アリシアは勝ち誇ったような表情でそう言い放ち、雪時雨の斬撃を薫(かおる)に繰り出す。

			　連続で網目状にし、薫(かおる)の逃げ場を塞ぐ。デナンのときにやった技だ。

			「おおっと、これは更に進化している！　アリシア選手、デナン選手戦のときに出したものより、精密になっているぞおおおおおお。果たして、カオル選手はこの攻撃にどう対処するのでしょうかぁあああああ！　かなりの魔力を込めたアリシア選手の斬撃は、簡単に防御できるものではないぞぉおおおおお！」

			　テレーズは手に汗握るといった感じでマイクを持ち、テーブルに足を上げ乗り出している。

			「かなり正確に斬撃を出せるようになったんやなぁ……。やけど、こんなんでやられるわけにはいかんからなぁ」

			　そう言って、薫(かおる)は斬撃に対して蹴りで合わせる。

			　アリシアと同じようにピンポイントで超強化し、同じ魔力量で相殺する。アリシアは薫(かおる)の行動を見て、「ほぇー」とアホな子のような表情になっていた。まぁ、返されますよねぇというのが本音である。これで勝てるような相手ではない。

			「こ、これは小手調べですよ？　本気じゃないですよ！」

			「うんうん、わかっとるよ。頑張らんとすぐ終わってまうで？」

			　薫(かおる)はそう言って笑顔を作る。それを見て、アリシアの表情がほんの少し曇る。薫(かおる)との手合わせはほぼ毎日している。

			　だが、今まで１度たりとも勝てたことがない。

			　それは、薫(かおる)に１発を叩き込まなければいけないという条件付きの話だ。

			　対人戦のみ完全カウンタースキルを持つ薫(かおる)に１発叩き込むなど不可能な話。

			　しかし遠距離での攻撃ならば、薫(かおる)はカウンターを使えない。アリシアはそこを突こうと思ったのだ。

			　むしろ、それしか勝ち筋はない。

			「なんというハイレベルなバトルなのでしょうかああああ！　今まで避けることすらできず、ほとんどの選手を沈めたアリシア選手の斬撃を、カオル選手は軽々と相殺してしまったぁあああああ！　相変わらずのスペックと言ってよいのでしょうかあああああ！」

			　観客たちはアリシアの斬撃に、一瞬で勝負が決まると思っていたが、まったく表情を変えることなく相殺する薫(かおる)に驚く。

			　しかし、リングを割るほどの魔力があるのだから、それくらいはできるかと納得する者もいた。

			「こ、ここからが本番ですよ！　絶対にカオル様にいろんなことをしてもらうのですからね！」

			「……」

			　薫(かおる)は、ペロリと舌を出したアリシアの表情に寒気を感じた。

			　そして、アリシアは雪時雨に大量の魔力を食わせると、そのままリングへと突き立てる。

			　突き立てた雪時雨は一瞬にしてリングを白銀の世界へと変貌させた。

			　デナン戦で見せたレベルとは桁違いのものだ。凄まじい冷気を漂わせる。

			「うわぁ……これはまた凄いなぁ」

			「これって、大丈夫なのでしょうか……。自分でやっていてなんですが、ドン引きですよ」

			　２人は一緒になってリング外を見ると、魔導師たちの結界を遥かにオーバーしたのか、リング外にまで影響を及ぼしていた。

			　魔導師たちは大急ぎで最大限の魔力を注ぎ、外に影響のないように必死で食い止めようとする。

			「アホな子みたいな表情で、感想を言い合っている場合ではありませええええん！　なんとアリシア選手、デナン選手戦とは比べ物にならない白銀の世界を作り上げたぁあああああ！　て言うか、めちゃくちゃ寒いんですけどおおおおお！　結界を張っている魔導師たちは、何やってんの！　って、４人でも抑えきれないレベルのなのかぁあああああ」

			　アリシアの冷気に負けない熱気で、テレーズは実況を進める。

			　そんな中、テレーズは気づく。またしてもアリシアが寒がっていることに。

			　そして、薫(かおる)はまったく寒がっていない。冷気に対して魔力強化で凌いでいるからだ。

			　他の冒険者たちもそうだ。冷気を魔力強化で防いでいる。

			　その姿を見て、アリシアは薫(かおる)に抗議する。

			「カオル様、寒くないのですか!?　どうやったんですか？　ふ、不公平です！」

			「ん？　ああ、魔力強化で凌げるの知っとるからな」

			「私は寒いですよ……。おちえてください……。風邪をひいちゃいます」

			　ぷるぷると震えるアリシア。今にも泣きそうな表情で、薫(かおる)にとことこと詰め寄る。薫(かおる)は仕方ないと、やり方を簡単に教えるとアリシアはすぐに覚えた。

			　そして、すぐに元の位置までとことこと戻っていく。

			「ふっふっふ。カオル様、私にこれを教えたのが運の尽きです！　私はもう寒くもなんともないですよ！」

			　どやぁっといった感じで胸を張るアリシア。

			　試合中に、相手の選手に聞くという前代未聞の行動をとっているにもかかわらず、まったく悪びれた様子もない。そして、薫(かおる)も優しくレクチャーしている。

			　落差のある２人の行動に、観客たちは唖(あ)然(ぜん)としていた。

			　周りが白銀の世界と化していようが、そんなのまったくお構いなしなのである。

			　テレーズは、この２人の行動にもうツッコミを入れるのも疲れたといった感じで、そろそろマイクを机に置こうかと考え始める。

			「では、参りますよぉ～」

			　そう言って、アリシアが全力で雪時雨を振ると、バキバキと異常な音とともに白銀の世界は一気に崩壊し、ダイアモンドダストを引き起こす。

			　光の反射で幻想的に見えるその光景に、観客たちは目を奪われる。

			　続いて、アリシアを避けるように突風が吹き荒れ、小さな破片がとんでもないスピードで薫(かおる)に向けて飛来する。一撃でも生身で受ければ、蜂の巣になることが容(よう)易(い)にわかる。

			「こ、これはカオル選手、万事休すかぁああああああ！　この広範囲攻撃を躱(かわ)すことなど不可能に近いぞぉおおおおお！」

			　最後の力を振り絞って、テレーズは叫ぶ。

			「ああ、こりゃ、あのお嬢ちゃんの負けだね」

			「ん？　なんでですか？　マリー様」

			「見てればわかるよ。しかし、あのお嬢ちゃんもちゃんと剣術を習えば、もっと強くなるわね。魔力制御も、もう少し頑張らないといけないし、技のバリエーションも増やさないと簡単に弱点を突かれて負けるでしょうね。すべて完璧にできたら、Ｓランクに足突っ込むって感じかしら」

			「Ｓランクの治療師とか、かなりレアじゃないですか……。どこのコミュニティでも引っ張りだこですよ」

			「まぁ、一生安泰のレベルよねぇ」

			　そう言って、マリーとミィシャは試合の結末を見守る。

			「ふっふっふ。さすがのカオル様もこれは受け切れませんよね？　私の勝ちですよ！」

			　ダイアモンドダストが薫(かおる)に当たると思った瞬間、残像のように薫(かおる)の姿が消える。

			　アリシアは背後に寒気を感じ、慌ててぴょんっと横にダイブし、その場から離れる。

			　ぺたんとリングに張り付くアリシアは、目の前に足があることに気がつく。そして、サーッと青ざめる。

			　ゆっくり顔を上げると、いつもの笑顔の薫(かおる)が見える。

			「え、えへへ。あ、あれぇ……カオル様、ノーダメージなのですよぉ……。す、凄いです……」

			「まぁな。はい、これでゲームオーバーや」

			「はうわぁあああ」

			　薫(かおる)はアリシアの脇に手を入れ、ヒョイッと持ち上げる。

			　ぷらーんと力なく持ち上げられるアリシア。ピクリとも動かずカチンコチンになる。ピンクラビィフードの耳がへにょりとしぼんだ。

			　アリシアは今にも泣き出しそうな表情で、「ゆ、指先を動かさないでください。くすぐりだけは……」と涙声で懇願する。

			「まだ、勝負するか？」

			　薫(かおる)はほほ笑みを浮かべ、アリシアの返答次第で攻撃開始といった感じだ。むしろ参ったと言わない限り、永久にくすぐる気満々なのだ。

			　そのことを察したのだろう。

			「ま、参りました……。ぐすん」

			　アリシアがそう言うと、薫(かおる)はスッとリングに下ろす。

			　悔しそうな表情で、アリシアは薫(かおる)を見た。まだまだ、自分の力では薫(かおる)に及ばないということがよくわかった。今回の試合、薫(かおる)はアリシアにまったく攻撃をしていないのだ。

			　アリシアは試合が終わったあとに気づき、自身とのレベルの違いを思い知る。

			　参りましたと聞こえたので、テレーズは大きな声で「勝者、カオル・ヘルゲン選手！」と勝者宣言したのだが。

			「おいおいおい！　持ち上げられただけで、負けを認めるとかどうなってんだよぉ！」

			「そうだそうだ！　なめてんのかよぉ！」

			「こっちはお金を賭けているのよ！　そんなことで負けとか……。納得いかないわ」

			　若(じやつ)干(かん)ブーイングが起こる。ほとんどがＣランクの者のようだ。

			　ある一定の実力を持っている者は、薫(かおる)がダイアモンドダストを回避してすぐに、アリシアの背後を捕らえ、数回手刀を入れられる隙があるにもかかわらず、わざとしなかったことを確認できたため、この敗北宣言は妥当と判断した。

			　むしろ試合開始直後から瞬殺できるレベルの薫(かおる)に、アリシアが敵うわけがないのだ。力量を完全に理解していて、絶対に戦いたくない相手とも思う。

			　ゆえに、その者たちは抗議の声を上げない。それに、手加減してあのレベルだ。

			「文句を言っているやつは、力量差を測れねぇのか？」

			「奇跡が起こると思って賭けたんだろうが。アリシアちゃん、頑張っていただろ？　労うくらいはしてもいいんじゃねーのか？」

			　言われた者は、押し黙ってしまった。

			　リングの上では、アリシアが薫(かおる)に引っ付き、顔を埋めていた。

			　薫(かおる)は泣いているのかと思い、頭を撫でる。

			「うへへ、カオル様ぁ……」

			　泣いてはいないようだとちょっと安心する反面、これからもっとアリシアを鍛えるかと思考を走らせる。

			　するとリングに乱入する者が現れた。

			「はーい。優勝おめでとう！」

			「ん？　あんた誰や？」

			　薫(かおる)は、露出度の高い踊り子服を着た女性にそう言う。

			「私はここの領主のマリーっていうの。カオルさん、優勝おめでとう。そして、私と勝負しなさい」

			　ビシッとマリーは薫(かおる)を指差した。

			　しかし、薫(かおる)は笑顔でこう答えるのである。

			「あ～、パスで」

			「はい？」

			　薫(かおる)は、まったくやる気がないという感じだ。

			　まさかの返しにきょとんとするマリー。

			　そして、会場もざわつく。Ｓランクのマリーの戦いが見られるかもしれないからだ。

			「１日言うこと聞く券手に入ったし、あんたと戦う旨味もないしな」

			「え、いや、ちょ、ちょっと、あなた戦いが好きじゃないの？」

			「ん？　まさか冗談を。俺はのんびり過ごしたいだけや。今回は特別や。冒険者ギルドでＣランクに昇格する条件が、この闘技場での優勝やったからな。ついでや、ついで」

			「そうです。お小遣いを稼げて一石二鳥を狙っただけですよ」

			　マリーは２人の言葉にがっくりと肩を落とす。

			　出てきた手前、何かしらしないといけない雰囲気が会場を支配する。皆、期待の眼差しでリングを見ているのだ。

			「ど、どうしよう……。え、えっと戦ってはくれないのよね？」

			「まったくやる気ないで」

			　薫(かおる)に笑顔で返され、マリーはあたふたしだす。

			　もうやけだとばかりに、マリーは扇(せん)子(す)を２本取り出し、薫(かおる)に向けてビシッと開く。そして、小声でカオルたちだけに聞こえるように話をする。

			「た、戦ってくれないと困るのよ！　私のために戦ってよ～。ね、お願い！」

			　マリーはそう言いながら、若(じやつ)干(かん)涙目なのだ。どうしたものかと薫(かおる)は思うが、周りの雰囲気はこのまま帰ることを許してくれそうにない。

			　返答を迷っていると、マリーが１度ウィンクをしてから「ごめんね。ちょっとだけ付き合って」と呟き、薫(かおる)に向かって突っ込んでくる。

			　薫(かおる)はアリシアを自身の後ろにやり、構えもせずにマリーを迎える。

			　マリーが扇子を振ると、自身を守るように風を纏(まと)っていく。

			　そよ風が突風になり、どんどん魔力を食らってトルネードへと変化していく。ガリガリと異常な音と、中心へと吸い込まれるような風が薫(かおる)とアリシアを襲う。

			「はぁ……これ絶対避けたら会場ごとぶっ飛ぶやろうなぁ」

			「カオル様……私が飛んじゃいそうです！」

			　アリシアは薫(かおる)の腰にしがみつき、足を浮かせていた。

			　涙目で訴えてくるアリシアを可愛いと思う薫(かおる)は畜生だろう。

			「ほんま、勘弁してくれへんかなぁ」

			　そう言いながら、薫(かおる)は飛ばされないようにリングに片足を簡単にめり込ませる。そして、アリシアを脇に抱え片手を前に出し、トルネードに向けてピンポイント強化した正拳突きを放つ。

			　衝撃波を発生させ、トルネードを消し飛ばすとマリーの姿が露わになる。

			　マリーは、ちょっとびっくりした表情のまま、薫(かおる)に扇子での斬撃を繰りだそうとする。

			　残像のように４人に増えたマリーの近接攻撃は避けられそうにない、と観客席にいる者たちからは見える。

			「あ……カオル様のカウンタースキル範囲内です……」

			　ぼそっとアリシアは言うと、ちょっと可哀そうな表情をした。

			　マリーの分身はすべて消え、本物だけを薫(かおる)のカウンタースキルが捉える。薫(かおる)は片手でマリーをねじ伏せた。

			「う、嘘でしょ？」

			　マリーはリングにうつ伏せに倒され、両腕を背中に持っていかれた状態で関節技を決められていた。

			　マリーは今まで数えるほどしか負けてない。こんな完全敗北は久しぶりだった。それに、先ほど発生させたトルネードもそうだが、打ち消されることはほぼないと思っていた。

			　アリシアのダイアモンドダストと違い、自身に纏(まと)うことで防御にも使えるようにしているのだ。それを拳の衝撃波で簡単にぶっ飛ばされるとは思いもしなかった。

			「参ったよ。降参」

			　そう言って、マリーは負けを認めた。

			　薫(かおる)は手を離して地面から足を抜き、マリーから１歩離れる。

			　マリーはその場であぐらをかき、ムスッとする。

			「面倒なことせんでくれへんかなぁ」

			「いや、だってこうやって乱入してきたら戦うのが普通でしょ！」

			「それは、あんたの価値観であって、それがすべて適用されるわけないやろ？」

			「ぐぬぬ……」

			　言い返せないマリー。

			　アリシアは、「どうだ！　カオル様は強いだろ！」と言わんばかりのドヤ顔でマリーを見る。

			　それに気がついたのか、マリーはアリシアを睨(にら)む。

			　その凄みに、アリシアはサッと目線を逸らし、吹けない口笛を吹きながら薫(かおる)に怯(おび)えるように引っ付いた。

			「ああ、そうや。あんたがＣランクの仮発行してくれるんやろ？　特例でやけど」

			「まぁ、できるけど……。まさか、未開の地に行くの？」

			「ああ、ちょっと妖精の国があるって聞いたから、アリシアと行くつもりやで。完全に寄り道みたいなもんやけどな」

			「はぁ……ちょっと寄り道で行くところではないわよ……。まぁ、あんたたちだったら死ぬことはないでしょうけど、もう数人仲間を入れたほうがいいわよ」

			　薫(かおる)たちの無謀な旅に、マリーはアドバイスをする。

			「仲間ねぇ……」

			「妖精の国は最奥地で発見されたみたいだけど、そこまで行くのにかなり日にちがかかるのよ。睡眠とるのに交代でできるの？」

			「あ！　無理やな」

			「な、なぜこちらを見て言うのですか？　わ、私はそのくらいできる……はずです」

			　目を逸らしたまま語るアリシアを見て、薫(かおる)はもの凄く不安になる。夜はすぐお眠になるアリシア。そして朝が弱いときたものだ。完全にアウトである。

			　下手をすると寝ている間にあの世行きも考えられる。これは、早急に解決しなければならない事案だと薫(かおる)は思った。

			「私を連れていかない？　安くしとくよ♪　契約上そうしないと出られないからさ」

			「カオル様、ダメです！　こんな野獣さんを連れていったらダメですよ！」

			　アリシアはマリーの表情を見て、この女は危ないと思う。私欲で薫(かおる)を使おうとしているように見えるからだ。

			　そんなアリシアをジッと睨(にら)むマリー。

			　２人の間に、目に見えない火花が散る。

			「ねぇ……。お願いよぉ～。楽しめるようにするからさぁ～」

			「は、破廉恥です！　絶対にダメです！」

			　がるるるとアリシアは、マリーを威(い)嚇(かく)する。子犬のような感じがしてならない。

			　薫(かおる)は、これ以上面倒事が増えるのは厄(やつ)介(かい)と思う。

			　それに、リングの上でこのような話をしている状況から早く解放されたいのだ。

			「おいおいおい！　マリー様が直々にお願いとかうらやまけしからん！」

			「この街の女神であるマリー様を簡単にあしらうとか……あのやろうぶっ殺してやる！」

			「マリー様を見守る会会長の私を差し置いて、あのカオルとかいう男……地獄に落ちてしまえ！　呪われろぉおおお！」

			「マリー様の生足を毎日拝めるチャンスなのに！　って、そんなこと言っている場合じゃねぇええ！　あのやろう小悪魔少女アリシアちゃんだけでは物足りず、俺らのマリー様まで毒牙にかけるつもりじゃねぇだろうな！　マジでころっころにしてやんよ！」

			　いろんな意味で会場が沸く。先ほどまでの対決のことなど既に忘れさられているようだ。いや、それほどまでにマリーの言葉が強烈すぎたのだろう。

			　テレーズももうお手上げで、テーブルに突っ伏し「面倒です」と、すべてを放棄していた。

			　その後は、なんとか犬耳のミィシャが出てきて収めてくれた。何やら街の崩壊を救ってくれたからとのこと。薫(かおる)はその言葉で察しがつき、ミィシャに「ありがとな」とお礼を言った。

			　トーナメント戦も終わり、薫(かおる)とアリシアは会場をあとにする。

			　その際、かなり恨みや妬みの視線を受けることになったが、強さを知っているだけに、薫(かおる)に手を出す者など誰１人いない。当たり前だが、そのようなことになったら負けるのは目に見えているからだ。

			「はぁ、なんかどっと疲れたわ……」

			「カオル様、大丈夫ですか？」

			「ああ、なんとかな。もうこんなん絶対せぇへん」

			　今回だけ特別と思いながら、薫(かおる)は宿屋へと向かう。すると、その途中の広場で何やら騒ぎが起こっていた。

			　奴(ど)隷(れい)の館が立ち並ぶ辺りに人集りができているのだ。

			　薫(かおる)とアリシアは気になり、そちらへと向かった。

		

	
		
			　

			第八話　フーリ・ミズチ

			　

			「おいおいおい。お前、俺様に偽物掴ませやがったな。あん？　どうしてくれんだよ。紛らわしい角をつけて売りつけやがって」

			「そうだ！　ミズチ一族の偽物を売りつけるなんて、奴(ど)隷(れい)商人として最低な商売しやがって」

			「そ、そのようなことはしておりません。私は、ミズチ一族などとは一言も言ってませんよ……」

			　冒険者と奴(ど)隷(れい)商人が、そのように言い合っていた。

			　奴(ど)隷(れい)商人の横には、黒髪の角の生えた少女が横たわっていた。全身包帯に巻かれ、その包帯からは血がにじんでいる。手足はぴくりとも動かず、息だけしているという印象を受ける。

			　横たわっている者が、朝買われていった少女であることに薫(かおる)は気づいた。

			「こっちは、こいつを連れて未開の地に入ったら大怪我だ！　盾にすらならねぇやつを20万リラで売りつけるたぁな。奴(ど)隷(れい)の館・ガイヤール商会もこの程度ってことだよな！」

			　皆、商会の名前を聞いてざわつく。奴(ど)隷(れい)を扱う商会の中ではかなり有名なのだろう。

			　信用問題で、利用客はかなり変動する。この騒ぎで、大ダメージを受ける可能性だってあるのだ。

			　ガイヤール商会の人は、いちゃもんをつけてきた冒険者に、契約書の破棄と代金の返却を渋々ながらも了承した。これ以上騒がれると、商売に支障をきたすのは目に見えているからだ。

			「わかればいいんだよ。ったく、手間かけさせやがって。さっさと金を返しやがれってんだ」

			　そう言って、冒険者はペッと唾を吐いた。

			　ガイヤール商会の人は黒髪の少女を優しく抱えると、溜め息を吐きながら広場から１番近い奴(ど)隷(れい)の館へと向かっていった。

			「カオル様……あの子はどうなってしまうのでしょうか……」

			「わからへんけど、あの怪我やとこの街じゃあ完全に治療するのは無理やろな」

			「で、では……治療も受けられないのでしょうか？」

			「あそこの商人次第やろ」

			　薫(かおる)がそう言うと、アリシアはうるうるとした目で見つめてくる。

			　みなまで言うなと薫(かおる)は行動に出た。薫(かおる)は、ガイヤール商会の人を呼び止める。

			「なぁ、その子どないするんや？」

			「ん？　ああ、治療師さんですね。生憎ですが、商品としてはもう無理ですので……」

			　ガイヤール商会の男は言いにくそうに目を逸らす。

			「俺がその子を買うわ。いくらや」

			「え!?　買うと言われましても、回復魔法でもここまで酷いと……。もうエクリクスで治療しないかぎり完治は不可能ですよ？」

			「ああ、それでもこのまま放っておけんのんや」

			　薫(かおる)の目を見て、その男は頷く。

			「わかりました。では、このまま私の商会へ来てください。あの方たちのお金も準備しないといけないので」

			「ああ、わかった。アリシア、行くぞ」

			「はい……」

			　薫(かおる)とアリシアは、ガイヤール商会の男と一緒に奴(ど)隷(れい)の館へと入る。

			　そして、受付の女性に応接間へと案内され、そこで待つように言われる。薫(かおる)とアリシアは、ソファに座り待つ。

			　途中でお茶を持ってきてくれたので、それを飲みつつアリシアと話し合う。

			「カオル様、その……すみません。どうしても助けてあげたくて」

			「ええよ、俺もこの街に入ったときに、あの子見かけとったからな」

			「そ、そうなのですか？」

			「ああ、角の生えた女の子を見るのは珍しかったから、ついつい目が行ったんや」

			　そう話していると、扉が開き、先ほどの商会の男が入ってくる。

			「すみません。おまたせしました」

			「ああ、かまわへんよ」

			「私は、ガイヤール商会・トルキア支店を任されております。ピピンと申します」

			　ピピンは深々と頭を下げる。

			　ひょろっとした男で、あまり強そうには見えない。40代くらいで表情を作ると深く皺が出る。だが、凄く優しそうな印象を受ける。

			「俺は、カオルや」

			「私は、アリシアです。それで……あの女の子は……」

			「今処置室で身体などを洗わせております。しかし……本当にあの子を買われるのですか？　戦いなどもうできはしませんよ？」

			「かまわへんよ。むしろ、ここに置いとったら、先々で最悪の結果になるからな」

			「それは……最後の最後です。私どもは、商品を粗末には扱いません。その奴(ど)隷(れい)にあった仕事ができるような者に、買い取ってもらうことを前提で商売をしています。今回は、虚偽であのような仕事をさせられたみたいで、こちらとしてもどうしたものかと感じているのです。私は、これでも奴(ど)隷(れい)商人として誇りをもってやっておりますから、あの子には申し訳ない気持ちがあるんですよ」

			　ピピンは真面目な表情でそう語る。

			　薫(かおる)には、ピピンが嘘をついているようには見えなかった。

			　他の奴(ど)隷(れい)商がどのような経営をしているかわからないが、ピピンの第一印象はいいほうだった。

			「それと……売るにあたって、１つお願いがあります。あの子に、これ以上戦いを強要しないでもらいたいのです。もう、戦える体ではありません。魔力のコントロールもままならないと、私は先ほどの者たちにも説明したのですが……。無理やり未開の地に連れていかれて、あのようなもうどうしようもない姿になってしまいました」

			　ピピンは悲しそうな表情をする。

			　何かいろいろと含みのある言い方だな、と薫(かおる)は感じる。

			「ミズチ一族とか言っとったけど、それが関係あるんか？」

			「……ええ、あの子は、ミズチ一族の子です。別名、鬼(き)人(じん)族(ぞく)とも言われます。傀(く)儡(ぐつ)を操る固有スキルを持っているんです。古くから帝国へ忠誠を誓い、闇稼業を行ってきたと言われます。一族全員がＢクラス以上の猛者だと。でもあの子は、その……一族から追放させられた子なんですよ」

			「もうええよ。訳ありってのはわかったからな。あとは、直接本人が言いたくなったら聞くわ」

			　薫(かおる)は、それ以上ピピンに聞くのをやめた。

			　アリシアは、ちょっと置いてけぼりをくらう。お茶を飲みながら、わかったふりをしていた。

			　足をぷらぷらさせている。

			「とりあえず、あの子の治療をできるだけやったるか。一緒に旅できるくらいは回復してもらわんとな」

			「はい、できる限りを尽くします。あの子の黒髪なら、メイド服なんて可愛いかもしれません」

			　治療の話をした途端、アリシアは元気よく会話に入ってくる。

			　メイドさん仕様にするつもりらしい。気の早いことで。

			「小さな雑務なら、あの子もできると思います」

			「なるほどな、って、そういえば名前を聞いてなかったな」

			　薫(かおる)は、黒髪の少女の名前を聞くのを忘れていたので、ピピンに問う。

			「おっと、そうでしたね。あの子の名前は、フーリ・ミズチ。16歳で冒険者ランクＤです」

			「とりあえず、怪我治して栄養つけさすのが先やな」

			「フーリちゃんですね！　可愛い名前ですね」

			「あははは、ちゃん付けですか。あなたたちなら、あの子を任せられるかもしれませんね」

			「私より１つ年下ですね。私はフーリちゃんのお姉ちゃんです。何かあったら、私が守ってあげますよ♪」

			　歳も近いため、一緒に旅ができるのが楽しみというのがにじみ出ている。

			　そんな話をしていると、ドアを叩く音が聞こえてくる。ピピンが返事をすると、メイドがフーリを連れてきた。

			「ピピン様、お待たせしました」

			「ああ、すまない。フーリ。こっちへ」

			「は、はい………」

			　フーリはぎこちない足取りで、ソファへと向かってくる。今にも躓き、倒れてしまいそうな弱々しい感じ。顔は半分以上包帯で巻かれ、片目、口、鼻、小さな角が出ている。

			　傷がなければ、綺麗な女の子なのではないかと薫(かおる)は思った。

			　黒髪は背中まで伸びており、癖一つないストレートヘア。目は赤色で、肌はほんのり焼けていた。だぼっとした服装で、体のラインはよくわからない。

			「なぁ、治療はどのくらいしたんや？」

			　薫(かおる)はメイドに聞く。あまり回復ができていないように見えたからだ。

			「はい、中級回復魔法で治療を行いました。しかし、足は完全には治っておりません。顔もですが……。その、ここまで損傷が酷いと……」

			　ちょっと言葉を詰まらせるメイド。

			　やはり治せなかったかと、薫(かおる)は心の中で呟く。とりあえず、宿屋で一通り治療を試みようと思う。

			「では、契約書への魔印をお願いします」

			　薫(かおる)は契約書に目を通し、不備がないことを確認して魔印を押す。

			「あの料金なんですが……」

			　ちょっと言いにくそうにピピンは口ごもる。

			　もう、売り物としては価値がない。金額のつけようがないのだ。

			「ああ、20万リラでええよ。さっきのやつらと同じ料金で」

			「いや、しかし……」

			　ピピンはちょっと困った表情になる。

			　しかし、薫(かおる)はそれでいいと言って金貨を４枚出し、そのままフーリの近くへ寄る。

			「これからよろしくな、フーリ。俺はカオルや」

			「……は、い」

			　フーリはちょっとおどおどしている。今までと違った薫(かおる)の接し方に困惑しているのだろうか。

			　薫(かおる)はそっとフーリの頭を撫でて落ち着かせた。
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			「あ～！　カオル様、ずるいのです！　私もフーリちゃんを撫で撫でします。あ！　私はアリシアです。よろしくね、フーリちゃん」

			「ん……」

			　そう言って、アリシアもフーリの頭を撫でるのだ。

			　２人に撫でられ、フーリはちょっと困った顔をする。でも、嫌ではないらしい。ちょっと嬉しいというのが伝わってくる。

			　そんな光景をピピンは、微(ほほ)笑(え)ましげに見つめていた。薫(かおる)とアリシアは、十分にフーリを撫でまわしてから他愛のない話をする。

			　食べ物は何が好きなのか、アリシアは特にピンクラビィのことを重点的に聞いていた。

			　フーリは、薫(かおる)やアリシアの笑顔に心がぽかぽかした。

			　薫(かおる)たちはガイヤール商会を出て、宿屋へと戻ろうとする。辺りは、すっかり暗くなっていた。

			　アリシアがフーリの手を取り、一緒にゆっくりと歩く。

			　すると、薫(かおる)たちの前に待っていましたと言わんばかりに、３人の冒険者が現れた。

			「おいおい、お前、そのフーリを買ったのかよ!?　あははは、偽善者気取りか？」

			「そんなグチャグチャな顔のやつを買うとか……趣味わりーなぁ。あっはっはっは、ああ、そっちの趣味でもあるのかなぁ？」

			「ああ、治療師だからそういった損傷の酷いやつを使って、治療の実験材料にでもするのか？　あっはっはっは、可哀そうだなぁ、フーリ」

			　先ほどフーリをガイヤール商会に突っ返した冒険者たちが、からかってくるのだ。

			　周りの冒険者は青ざめる。

			　そして、「あーあ、あいつら死ぬんじゃねぇ～の」という小声の会話が始まった。つい先ほど、昼の部のトーナメントにおいて、デタラメな力で優勝した薫(かおる)に喧(けん)嘩(か)を売っているからだ。

			　３人はトーナメントを見ていない。そのとき、未開の地に入っていたから仕方がないのだが、誰一人そのことを教えてはくれない。

			　皆、怖いもの見たさからか、足を止めて薫(かおる)の動向を見守っている。

			　あの領主マリーをも倒す力量だ。こんな冒険者など、デコピンで殺せてしまうのではないかと思っていた。

			「あん？　無視してんじゃねーよ！　俺らを誰だと思っているんだよ」

			「この街では指折りのコミュニティのメンバーだぞ！　おい、聞いてんのか？　クソ治療師！」

			「これは、力で解決したほうが良さそうだなぁ。最高の解決策だろ？　なぁ、兄ちゃんよぉ」

			　冒険者たちはそう言いながら、薫(かおる)にガンを飛ばして近づいてくる。

			　かなりのギャラリーが集まりつつある。３人の冒険者たちは、自分たちが注目されていると思い、この雰囲気に酔いしれる。

			　そして、薫(かおる)をこてんぱんにして、ギャラリーを沸かせたいという衝動が出てくる。

			「カオル様、この人たちはアホの子ですか？」

			「まぁ、そうやろな」

			「!?」

			　アリシアは唐突に、ぽけ～ッとした表情で薫(かおる)の白衣をちょんちょんと引っ張りながらそう言う。薫(かおる)も、アリシアの的を射ている言葉に同意した。

			　一方のフーリは青ざめる。自分を温かく迎えてくれた２人に、怪我などされたらと思うと胸が痛くなるのだ。

			　治療師は基本後衛型で戦闘には不向きだ。それがフーリの根底の概念としてあるから、慌ててしまう。

			　今の自分では、２人を守ることすらできない。歯がゆい感情がフーリの心を苦しめる。

			「「「だ、誰がアホの子だぁああああああ!!」」」

			　３人は声がハモリ、息ぴったりで薫(かおる)に突っ込んでくる。

			　威圧を放ちながら、冒険者たちは血管が浮き出るレベルで怒りを露わにしている。アリシアの言葉に相当腹をたてたのだろう。

			　薫(かおる)はちょっと笑えると思いながら、その威圧より重い威圧で押しつぶす。

			　それを食らった３人は、先ほどまで勢いのよかった足取りが急に重くなる。

			「ああ、弱い者いじめは好きやないんや……」

			「「「!?」」」

			　薫(かおる)は髪の毛を掻き上げながら、気絶しないように絶妙なコントロールで３人の動きを止める。

			　３人の表情が一気に青ざめ、自分たちが喧(けん)嘩(か)を売った相手は、手を出したらいけない者だとすぐに理解した。

			　フーリは目が点になり、口をぱくぱくとしながら言葉が出ないようだ。

			　そして、ギャラリーは薫(かおる)の威圧を見て沸き上がる。

			「さっすが、今回のトーナメント優勝者なだけはあるよなぁ。かぁー、痺れるくらいの威圧だぜ！」

			「夫婦で優勝、準優勝だもんなぁ。領主のマリー様も倒しちまうんだから、これくらい朝飯前だろ？」

			「おいおい、今は夜だぞって、がはははは。寒いおっさんギャグまで出ちまうよ！　あいつらバカだよなぁ」

			「相手を選ばないと、命がいくつあっても足りないだろうね。私は勘弁だわ……。非公式だけど、Ｓランクの治療師って今このトルキアで噂が流れているのよ？　相手になんてしないわよね。出会ってしまったら、ガン逃げ必至よ」

			　そう言って、ギャラリーは大いに笑う。

			　その言葉を聞いた３人の冒険者は青ざめ、今すぐこの場から逃げ出したくなる。なぜ、こんなにギャラリーが集まったのか納得した。薫(かおる)の強さを知る者は、絶対に楯突くことはない。あの試合を見ていない者か、命知らずくらいだろう。

			　薫(かおる)の威圧で完全に身動きの取れなくなった３人は、歯をがたがたと震わせる。

			　そんな３人に、薫(かおる)はゆっくりと近づく。

			「ほんで？　なんか、俺らを叩きのめすとか言うとったみたいやけど……。聞き間違いやろうか？」

			　薫(かおる)の笑顔が不気味に見える。絶対的強者の放つそれは、戦意喪失しか生まない。

			「お、俺らが間違っていました……。い、命だけは……」

			「き、聞き間違いではないでしょうか？　お、俺らみたいな雑魚があなたのような強者に楯突くなんて……」

			「な、生意気言ってすいませんでした……。で、ですので、もう勘弁してください……」

			　３人とも表情はぐしゃぐしゃで、見るに耐えない。

			　薫(かおる)はどうしたものかと思いながら、フーリを見る。相変わらず、口を開けたまま魂の抜けたような表情で薫(かおる)を見ていた。

			　薫(かおる)はフーリの側まで行って尋ねる。

			「フーリはこいつらどうしたい？　許すんやったら許してもええよ。フーリに任せるわ」

			　薫(かおる)の言葉に、３人は脂汗がにじみ出る。フーリには、ひどい仕打ちをした自覚がある。無理やり未開の地へと連れていき、戦いを強要したのだ。その結果、顔に消えない傷をつけた。

			　許さないと言えば、このまま命の灯火が消えかねない。しかも、危害を加えようと先に手を出してしまったから、罪人の館で確実に裁かれる。周りのやつらも見ていた。

			　八方塞がりのこの状況は、すべてフーリの判決で決まってしまう。

			　生きるも死ぬも彼女次第。フーリを脅すこともできない。

			　薫(かおる)の目を見ることもだ。見れば、その瞬間、意識を保てそうにない。

			「あの、えっと、もういいです……。そ、そのくらいで、許してあげてください」

			　フーリは、おどおどした様子で薫(かおる)に告げる。

			「ああ、わかった。じゃあ、このくらいにしといたるわ」

			　そう言って、薫(かおる)は威圧を解く。

			　３人は足がもつれながら、その場から必死で逃げようとする。

			「ああ、お前ら、次はもうないから……よう考えて行動せえよ」

			「「「わ、わかりましたぁあああああ」」」

			　必死で逃げていくが、途中何度も転けていた。

			「そんじゃあ、宿屋へ帰ろうか」

			「はい、フーリちゃん、ゆっくりでいいのですよ♪」

			「うん……」

			　薫(かおる)たちは手を繋ぎ、宿屋へと向かう。

			　フーリは、とんでもない人たちの奴(ど)隷(れい)になったのではないかと心の中で呟く。

			　フーリにあわせて歩き、宿屋へと着いた。

			　夜になり、ライトアップされているところはもうラブｈ以下略。

			「夜もまた可愛らしいですね。光のあたり具合も最高です♪」

			「お、おう、そうやな」

			「きらきら……凄い」

			　アリシアは興奮しながら、宿屋を指差す。

			　フーリは見たままの感想だ。

			　薫(かおる)はフーリが、アリシア面に落ちないでくれと願うばかりだ。

			　中に入ると、受付の女性が笑顔で出迎える。薫(かおる)が泊まる人数が１人増えたことを伝えると、部屋の移動を勧められた。誓約書の更新をして魔印を押し、処理してもらった。

			　受付が終わると部屋へと案内される。３階の角部屋だった。

			　中に入ると壁は薄ピンク色で、ピンク色のベッドが３つ川の字に並ぶ。カーペットもほわほわのピンクラビィ柄だ。

			　アリシアは目をハートマークにさせながら、カーペットに寝っ転がる。そして「これ……販売していませんかね？」と情熱的な目で薫(かおる)たちを見つめてくる。

			　しかし、案内係の人から「非売品ですのですみません」と申し訳なさそうに言われ、フードの耳がへにょりとしぼんだ。

			「とりあえず、晩飯にしようか。腹減って仕方ないわ」

			「そうですね。食べに行きましょう！」

			　２人はそう言って、部屋を出ようとする。

			　しかし、フーリは部屋の床に座ったまま薫(かおる)たちを見送る。

			「ん？　フーリ、一緒に飯行くで？」

			「え？　私も……ですか？」

			「そうですよ♪　何やら、ここの宿屋の食堂のみで食べられるというクルクル鶏のジュワジュワ香草焼きというのがオススメだと受付の人たちが言っていました！」

			　アリシアはフーリの手を掴み、立たせた。フーリは困惑気味でアリシアに連れられる。

			　フーリの行動に薫(かおる)は、奴(ど)隷(れい)はこうしなければならないということを教育されているんだろうなと推測する。頭を掻きながら、この問題をさっさと片付けるかなと思った。

			　食堂に着くと、ちょうど晩御飯どきだったので人が多い。

			　薫(かおる)は店員に席の空きがあるかを聞くと、４人席に通される。

			　薫(かおる)とアリシアは席に着くが、フーリはアリシアの横に立ったままだ。

			　アリシアは、なぜ彼女が立っているのかがわからなかった。

			「フーリちゃん、なぜ立っているのですか？　座ってください」

			「い、いえ、私は……奴(ど)隷(れい)だから、一緒に食事はできないです」

			　フーリの言葉を聞き、アリシアはしょぼんとした表情になる。アリシアは奴(ど)隷(れい)のことをあまり知らない。ずっと病気で、そのような人たちと接することがなかったからだ。

			　そんなアリシアの表情を見て、フーリは申し訳なさそうにする。

			「フーリ、奴(ど)隷(れい)の館でどんなふうに習ったかはしらへんけど、そういうのを気にせず普通にしてほしいっていう人もいるんや。やから、今ハッキリと言っとく。俺らとおるときは、そんなんせんでええよ。まぁ、今すぐってのは難しいかもしれへんけど、それは覚えといてほしいんや」

			　薫(かおる)の言葉に、フーリはこくんと頷き、椅子に座る。

			　アリシアの横に座ったフーリは、ちょっと気まずそうにアリシアを見る。アリシアは、横にフーリが座ってくれたことにより、パーッと笑顔になった。

			「さぁ、フーリちゃん、一緒にクルクル鶏のジュワジュワ香草焼きを食べましょう♪」

			「う、うん」

			　薫(かおる)はその様子を見ながら、少しずつ慣らしていけばいいかなと思った。

			　店員を呼び止め、クルクル鶏のジュワジュワ香草焼きを頼む。

			　のんびりと話をしながら待っていると、料理が運ばれてきた。「お、大っきいですね。食べごたえがありそうです、カオル様！」

			「ほんまやな。それに、ええ匂いや。食欲をそそるなぁ」

			「こ、これ……食べてもいいの？」

			　フーリは目の前に置かれた料理を見て呟く。

			「いいのですよ。たくさん食べてくださいね♪」

			「そうやで、栄養つけんと動き回れへんやろ？」

			「うん……」

			　お皿の上には、１羽まるまる焼かれた鳥が載せられていた。鶏２羽分の大きさだ。お腹の中に、香草やお米が入っている。

			　薫(かおる)が切り分け、アリシアとフーリのお皿に載せて渡す。

			　外の皮はパリパリで、香ばしい匂いがする。お米ももちもちで、クルクル鶏の肉汁をタップリと吸い込んでいる。

			　薫(かおる)はナイフとフォークで切り分け、口に運ぶ。

			「うん、これはまた美味(うま)いな。あっさりとしていて食べやすいわ」

			「お米に肉汁がたっぷり染みていますね。噛むとじゅわじゅわっと出てきますよ」

			「………んっ！」

			　フーリは上手くナイフとフォークが使えず、ちょっと苦労しながら口に運ぶ。しかし、ぱくりと食べると口角が緩む。

			「美味(おい)しい……ほくほく」

			　その表情を見て、薫(かおる)とアリシアは笑顔になる。薫(かおる)は少しフーリの手の動きが気になった。あとで確認するかなと思いながら、薫(かおる)はクルクル鶏の肉を頬張る。

			　食事を終えた３人は、部屋へと戻った。

			「もう食べられないのですよ……」

			「うん、美味(おい)しかった」

			　アリシアとフーリはベッドに倒れこみ、お腹を擦る。

			　幸せそうにしている２人を見て、薫(かおる)は微(ほほ)笑(え)ましく思う。

			「さて、それじゃあここからは俺の仕事やな」

			「治療ですね！」

			　アリシアは、薫(かおる)の言葉にムクリと体を起こす。

			「ああ、さっさと治したらんとな」

			「え？　治るの？」

			「ふふふふ、カオル様は凄いんですよ。だから、安心してくださいね」

			　アリシアは、ちょっと不安がるフーリに笑顔を向ける。

			　その笑顔に、フーリはゆっくりと頷く。そして、ベッドに腰掛け薫(かおる)を見る。

			「それじゃあ、まずは顔の怪我からやな」

			「えっと……見せないと……ダメ？」

			　フーリは、顔の怪我を見せるのに抵抗があるようだ。気持ち悪いと思われて、自分への接し方が変わることを１番恐れた。

			　薫(かおる)は、それがわかったのかフーリの頭を撫でる。

			「大丈夫やから、何も変わらんから安心してええで」

			「……ほんと？」

			「嘘はつかへんよ」

			「……」

			　フーリはまだ不安な表情だ。

			　アリシアはジッと薫(かおる)のほうを見る。なにか言いたそうだが、今は空気を読もうね。

			「わかりました……」

			　フーリは顔に巻いた包帯を解く。するすると解かれていくと顔の全体像が見えた。右半分が魔物の爪によってえぐり取られていた。

			　回復魔法で皮膚は戻っているが、でこぼこしており、所々が青く変色しているのだ。目は腫れ上がった皮膚でふさがっていて、見えない状態だ。

			　アリシアは口元を押さえ、涙目になってしまった。

			「やっぱり……気持ち悪いですよね」

			　フーリは項垂れながら涙が溢れてくる。

			　そんなフーリをアリシアが抱きしめた。

			「大丈夫ですよ。痛かったですよね？　もう大丈夫ですからね」

			　アリシアはほろほろと涙を流しながら言う。アリシアの行動に、フーリは戸惑いながらも抱きしめ返す。自分のために泣いてくれるなんて思いもしなかった。

			　そして、そのままフーリも泣き出してしまった。

			「はいはい、泣きやまんと治療できんからな。ほら、アリシアもそんなほろほろ泣かんでくれ」

			「だ、だってカオル様ぁ。フーリちゃん、凄く可哀そうで……。心も傷ついているはずですよ」

			「わかっとるよ。やから、今からそれを治すんや」

			「ぐすん……すいません。取り乱してしまいました」

			　薫(かおる)は、手で涙を拭うアリシアの頭を撫でながら宥める。フーリも同じようにした。

			　やっと落ち着いたところで、薫(かおる)はフーリの顔に手を当てる。

			「ちょっとびっくりするかもしれへんけど、動かんようにしてくれよ。あと、目瞑(つぶ)っといてくれ」

			「はい……」

			「回復魔法――『完全治癒(エクスキユア)』」

			　薫(かおる)の手から金色の膨(ぼう)大(だい)な魔力がフーリの顔へと流れる。

			　フーリは薫(かおる)の唱えた魔法に一瞬びっくりする。

			　奴(ど)隷(れい)の館で、この傷はエクリクスの大神官にしか治せないと言われていた。治療費には数百万リラ必要になる。とてもじゃないが、払える金額ではない。

			　それを薫(かおる)が唱えたのだから、びっくりするのも当然だ。皮膚は再生し、えぐられた肉も元に戻っていく。

			　アリシアもその光景を見て驚く。最上級回復魔法の回復力を見るのは初めてだったからだ。

			　ものの十数秒で、フーリの顔は元通りになる。

			「ほい、これでええやろ。目は傷ついてないみたいやから大丈夫やと思う。今まで塞がっていたから、少しずつ慣らしていったほうがええやろ。アリシア、照明を少し暗くしてもらえんやろうか？」

			「は、はい、ちょっと待ってくださいね」

			　アリシアは照明を暗くし、とてとてと戻ってくる。

			　フーリはゆっくりと目を開ける。皮膚の引っ張りで、違和感があった顔はなんともない。ひりひりとした痛みもまったく感じないのだ。

			　今まで、でこぼこしていた自身の顔をぺたぺたと触る。

			「痛くない……。ぼこぼこもない」

			　そう言いながら、フーリはまた涙ぐんでしまう。

			　アリシアは、そんなフーリを優しく抱きしめる。

			「まだ顔の治療が終わっただけやで。次は体の怪我やからな」

			「うん……」

			　アリシアを一旦フーリから離して、薫(かおる)は上級魔法と最上級魔法を駆使し、フーリの怪我を治していく。

			　その途中で、薫(かおる)はフーリの手が気になった。回復魔法をかけてみたが、治らなかったのだ。

			「やっぱり……治らない」

			「え？　ど、どういうことですか？」

			　アリシアは心配そうにフーリに近づく。

			　フーリは腕を押さえ、身体を震えさせている。顔色もよくない。

			　何かトラウマのようなものがあるのだろうなと薫(かおる)は思う。

			「手が痺れるんか？」

			「!?　え？　なんで……わかるの？」

			　薫(かおる)から言い当てられて、思わず聞き返すフーリ。

			　そのまま薫(かおる)はフーリの肘の内側を軽く叩く。

			「ッ!?」

			　痺れが走り、フーリの表情が歪む。

			　それを見て薫(かおる)は確信する。特徴のある手の変形。そして肘の内側を軽く叩くと走る痺れ。

			「ああ、この病気は治るから安心してええよ」

			「ほ、ほんと!?」

			　フーリは目を丸くしてそう聞いてくる。顔の傷もなくなり、可愛らしい表情がよく見える。

			「まぁ、難しくない手術やからな」

			「さすがです！　カオル様」

			「アリシアもこのくらいわからんとアカンで」

			　薫(かおる)は、褒めちぎるアリシアに釘を刺す。

			「ま、まだ勉強中ですから……」

			「おかしいな、前に渡した本に書いたはずやで？」

			　アリシアはサッと目を逸らす。ここ数日は、戦闘訓練と魔力コントロールに時間を使っていた。薫(かおる)もそのことを知っている。だからあえて、そのようにからかったのだ。

			　薫(かおる)の表情で、からかわれたのがわかったのだろう。アリシアはすぐに頬を膨らませ、ピンクラビィ人形を持ちベッドにダイブした。

			　ピンクラビィ人形に顔を埋め「うぅー」っと唸る。

			　そんなアリシアを見て、薫(かおる)はからからと笑った。

			　そして、『異空間手術室』で必要な物をイメージしながら、心を引き締めるのであった。

		

	
		
			　

			第九話　フーリの過去と手術

			　

			「ほ、ほんとうに治るの？」

			「ああ、その病気は、肘(ちゆう)部(ぶ)管(かん)症(しよう)候(こう)群(ぐん)って言うねん」

			「ちゅ、ちゅうぶかん？」

			　クエスチョンマークを出しながらフーリは首を傾げる。

			　薫(かおる)は、わからないだろうなと思いながらも簡単に説明する。

			　フーリの手の麻(ま)痺(ひ)の原因である肘部管症候群（尺(しやつ)骨(こつ)神(しん)経(けい)麻(ま)痺(ひ)）は、骨(こつ)棘(きよく)や炎症によって尺骨神経に圧迫や牽引が加わって起こる病気だ。指の痺れや運動麻(ま)痺(ひ)などの症状が出る。

			　その結果、魔力のコントロールが定まらず不安定になり、魔力強化を維持できない状態に陥(おちい)る。

			　現代医療ならば、薬剤による治療やリハビリ治療もあるが、進行性の症状の場合は早期外科手術を行い、骨棘を取り除くほうがよいとされている。

			　この病気になる原因はさまざまで、肘の外傷や子供のころの怪我などがある。

			　そして、進行していくと手の筋肉が痩(や)せてきたり、小指と薬指が曲がったままになって伸ばすことができなくなったりもする。

			　フーリの手の筋肉は痩(や)せていた。両腕ともその症状が出ている。

			　薫(かおる)は『診断』で答え合わせをすると、見事に説明した通りだった。

			「まぁ、さまざまな原因があるんやけど、子供のころに腕の骨折とか過度な運動とかしなかったか？」

			　薫(かおる)がそうフーリに聞く。

			　少し考えたあと、フーリは口を開いた。

			「昔、お姉ちゃんを助けたときに両腕を骨折した。あとは、毎日修業で指先を動かしてた」

			「ああ、それらが原因かもしれへんな。回復魔法は使ったんやろ？」

			「うん……」

			「下手やったか……どうかやなぁ。それをしたやつにもよるやろうけどな」

			「そうなんだ……」

			　ちょっと表情が曇るフーリ。

			　嫌なことでも思い出したのかと薫(かおる)は思う。

			「お姉ちゃんがいるのですか!?」

			　アリシアが食いつき、無垢な表情でフーリに聞いた。

			　ちょっとびっくりしながら、フーリは頷く。

			「どのような方なのですか？」

			「え、えっと、凄く優しくて……それに凄く強い。私の自慢のお姉ちゃん。クレハお姉ちゃんは、私の憧れ」

			　ちょっと自慢げに言うフーリ。懐かしむような表情だ。

			「私は、フーリちゃんのことをもっともっと知りたいです」

			「……うん。いいよ。ア、アリシア様のことも知りたい」

			「様なんて付けないでください。アリシアでいいです」

			「で、でも……」

			「じゃあ、間をとって、ちゃん付けでいきましょう♪」

			「うん、わかった。ア、アリシアちゃん」

			　もじもじと恥ずかしそうに言うフーリは、愛くるしいことこの上ない。

			　薫(かおる)は、いまだ様付けの抜けないアリシアが、何を言っているのだろうという視線で背中を刺す。その視線がとても痛かったのか、アリシアは薫(かおる)のほうを焦りながら振り向く。

			　しかし、薫(かおる)は何事もなかったかのような態度で、フーリを見ていた。

			　アリシアは、少し困惑しながらもフーリのほうへと向き直る。

			「じゃ、じゃあ、フーリちゃんの育った街から教えてください」

			　アリシアはフーリに話題を振る。

			　昔の話も聞きたいと、うるうるした瞳で訴えるアリシアに、フーリは嫌とは言えなかった。

			　別に隠すようなことではないし、いずれ話すことだからいいかなと、「昔の話ですよ……」と前置きをして話し出す。

			　薫(かおる)は、ここまでの経緯を聞けるかもしれないと思い、治療はこの話が終わってからにしようと決めてフーリの話に耳を傾けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　大帝国・レイディルリークスの東に位置する巨大密林に、小さな村を構えて生活しているのがミズチ一族だ。

			　その密林は未開の地で、迷宮は見つけられていない。

			　いや、レイディルリークスがあえて探索をせず、高階層の魔物を湧かせている。ミズチ一族の育成に使うためだ。これは、大昔からの契約と言われている。小さなときから、ランクＣ以上の魔物と対峙することで、レベル上げや経験を積ませているのだ。

			　フーリはそんな小さな村で育った。

			　２人姉妹で、村ではかなり人気があった。２人とも、一族始まって以来の潜在能力を保持していたからだ。

			　しかし、１歳違いの姉のクレハ・ミズチは、病弱でなかなか訓練が進まなかった。普通なら間引かれてしまうが、潜在能力の高さから、体のことを配慮され特例として訓練を受けることができた。

			　健康体のフーリは、次々に訓練をクリアしていった。

			　気がつけば、10歳にしてＢランク相当の強さを身につけていたのだ。村でも指折りの強さと賞賛されるレベル。

			　ある日、フーリは１日の訓練が終わり、クレハの下に行き甘えていた。

			　10歳で一族屈指の強さを誇るフーリだが、甘えたい盛りなのは普通の子と変わらない。

			　大好きなクレハとのんびり話をするのが、いつもの日課になっていた。膝枕をしてもらい、ふわふわなクレハの太ももに頬を埋め、癒されながら過ごすのが１番の楽しみだった。

			　その日もいつも通り、村の丘の上でクレハに膝枕をしてもらい、のんびりと甘えていた。

			「フーリ、今日も頑張ったわね。偉い偉い」

			「えへへ、クレハお姉ちゃん、たくさん頑張ったよ」

			　クレハは腰まで伸びた黒髪をリボンで一纏(まと)めにしている。眼の色は真っ赤で、燃えるような炎を連想させる。透き通るような白い肌は、なんとも儚(はかな)げに見える。

			　フーリはそんなクレハを真似するように、同じ髪型にしてお揃いのリボンをしていた。肌の色は、外で訓練をしているせいもあり、クレハよりほんのりと焼けていた。

			「クレハお姉ちゃんは、ふかふかで気持ちいい」

			「わ、私はそんなに太っていません。ふかふかとか、太っているみたいじゃないの。もう……」

			「でも私は大好き。ふかふかぁ～♪」

			　フーリはそう言いながら、クレハの太ももに頬ずりをする。

			　困った妹というように、クレハはフーリの頭を撫でた。

			「クレハお姉ちゃん、今日は体は大丈夫なの？」

			「ええ、ちょっと辛いけど、いつもよりはましよ」

			　そうクレハは笑顔で返す。そんなクレハに、フーリは「そっか、よかった」と答えて、この幸せな時間を堪能する。

			　夕日が沈みかけ、辺りが暗くなってくる。日が当たらなくなると肌寒い。

			「寒さは体に悪いから、クレハお姉ちゃん、早く家に帰ろ？」

			「はいはい、わかりましたよ」

			　フーリはクレハの体の心配をしながら、手を繋いでゆっくり歩く。クレハを１番に考えるフーリ。自分が守ってあげないとと思うのだ。

			　２人で手を繋ぎ帰っていると、村の物見やぐらから警(けい)鐘(しよう)が鳴らされる。

			　フーリはその音を聞いたとたんに、緩んでいた気を引き締め、辺りを見渡す。

			　警(けい)鐘(しよう)が鳴らされるのは、村にＡランクの魔物が出現したときだ。そんなに頻繁ではないが、たまに湧くことがある。

			　村から大きな声が響く。

			「ガイアガーゴイルが出たぞ！　３体同時に湧きやがった」

			　その声を聞き、フーリは眉を顰める。

			　３体同時に相手できる敵ではない。１体ずつならなんとか処理できる。

			　しかし、今はクレハがいる。

			　病弱で、万全でないときは魔力のコントロールが不安定なクレハでは、まともに対峙すれば怪我では済まない。下手をすれば、死ぬことも考えられる。

			　それは絶対に避けなければいけないと思い、フーリはクレハを抱えて魔力強化で一気に村へと向かう。

			　まだ、幼く戦闘に参加できない子供が避難しているところへクレハを連れていくためだ。

			　クレハを運んだフーリは、そのままガイアガーゴイルを討伐しに向かう。

			「フーリ！　無茶はしないでね……」

			「うん。行ってきます！　クレハお姉ちゃん」

			　そう言ってフーリは、大人たちが戦っているところへと向かった。皆、傀儡を操り、空中を飛ぶガイアガーゴイルを攻撃していた。

			「くそ、族長たちが帝国に行っているせいで、分が悪い……」

			「ええい、ちょこまかと……」

			「私たちでなんとかしないといけないんだよ。弱音を吐くな！　ミズチ一族の名がすたるよ！」

			「ちがいねぇ、いっちょ俺らでこいつらを討伐してやろうじゃないか！」

			　４人がかりで１匹のガイアガーゴイルを狙う。

			　手から糸のような細い線が傀儡に繋がっている。十指を器用に動かすと傀儡が宙に飛び、ガイアガーゴイルに蹴りを入れ、空中から引きずり落とした。

			　ドスンと大きな音と砂埃が舞う。体長３メートルのガイアガーゴイルは、うめき声を上げる。

			「よっしゃ！　やっちまえ」

			「「「おう」」」

			　一斉に傀儡で攻撃を仕掛け、翼を引きちぎり逃げられないようにしたあと、ガイアガーゴイルの顔面を魔力強化した傀儡の拳が襲う。

			　何度も顔面を打ち付けられたガイアガーゴイルは、光の粒子へと変換される。

			「「「「よっしゃ！」」」」

			　しかし、喜ぶ４人の前に、もう１体のガイアガーゴイルが飛来した。ドスンと地響きのような振動とともに、雄叫びを上げる。

			　一瞬、皆の表情が曇る。先ほどのガイアガーゴイルで、かなりの魔力を消費してしまったのだ。

			　舌打ちをしながら傀儡を操り、２匹目のガイアガーゴイルを迎え撃とうとした瞬間、ガイアガーゴイルは全身を燃やしながらうめき、地面に倒れる。

			　そのまま炎に焼かれて光の粒子へと変換された。

			「フーリか！」

			　１人の大人がそう口にする。

			　ガイアガーゴイルが光の粒子に変換されている背後に、２メートルの真っ赤な鬼の傀儡が立っているのだ。

			　全身に燃えるような炎を纏(まと)った鬼人。見ているだけで足がすくみそうな魔力の塊(かたまり)。

			　鬼人の周りに熱風が巻き起こる。

			「ごめんなさい。遅れた」

			「でかしたぞ！　さすがだな、フーリ」

			「何度見ても、属性の傀儡はおっかないねぇ」

			「固有スキル『傀儡人形――炎(えん)鬼(き)』ってフーリとクレハしか扱えない、一族始まって以来の属性傀儡だもんな」

			　フーリは４人の大人から撫でられ、頬をこねくり回される。

			　ちょっと困惑しながら、フーリはこれで全部倒したのかと聞くと、もう１体倒せていないことがわかった。

			「どこにいる？」

			「さっぱりだ、夜になって視界が悪いからな」

			「密林に逃げたとも考えられそうだねぇ」

			　そんなことを話していると、避難している場所のほうから火の手が上がる。フーリは嫌な予感がした。即座にクレハの下へと向かう。

			　フーリがクレハの下に着いたとき、ガイアガーゴイルがクレハと対峙していた。

			　息を荒らげて、必死に後ろの家を守るクレハ。

			　フーリと同じく『傀儡人形――炎鬼』を使っていた。完全な状態ならば、どうにか戦えるだろうが、今はかなり無理をして戦っている。

			　３メートルを超えるガイアガーゴイルは、俊敏な動きでクレハの炎鬼を殴り飛ばす。

			　傀儡は家に突っ込み、大ダメージを受け、スキルが解けてしまった。

			　クレハの目の前まで近づき、ニヤつくガイアガーゴイル。軽く撫でれば、クレハの首など簡単に落とすことができる。さぁ、どうやって殺してやろうかという目をしているようだった。

			　その瞬間、

			「クレハお姉ちゃん！　伏せて」

			　フーリの炎鬼が、ガイアガーゴイルの腹部を魔力強化で撃ちぬく。

			　悲鳴ともとれる甲高い声を上げるガイアガーゴイル。

			　そのまま、一歩後ろに下がったガイアガーゴイルは憎しみのオーラを纏(まと)い、フーリを睨(にら)みつける。

			　楽しみを奪った代償を払えと言わんばかりに、フーリに突っ込んできた。フーリは、十指に連なる糸に魔力を流して炎鬼を操り、横からもう１度ボディブローを食らわせる。

			　ガイアガーゴイルは膝を突き、殴られた場所を手で押さえて崩れる。

			「フーリ、大丈夫？」

			「うん、大丈夫。もうすぐ終わらせるから」

			　そう言って、フーリはクレハに笑顔を向ける。

			　そして、真剣な表情に戻り、ガイアガーゴイルを見る。次で終わらせると魔力の量を炎鬼に纏(まと)わせる。

			　それに気がついたのか、ガイアガーゴイルは空中へと羽ばたく。

			　フーリは逃がさないと、炎鬼を飛翔させる。

			　だがその瞬間、ガイアガーゴイルはフーリや炎鬼ではなくクレハに標的を変え、飛来してきた。魔力強化もままならないクレハが、攻撃されたら死んでしまう。

			　炎鬼を操るより早く、フーリは自身の身体を動かしていた。

			　クレハの前に立ち、最大出力で自身を強化し、ガイアガーゴイルと対峙する。

			　３メートルもあるガイアガーゴイルから放たれる拳は、相当な破壊力を持つ。

			　フーリは両手でガードして、それを受けるが、ふっ飛ばされる。飛ばされる最中に炎鬼を無理やり操り、ガイアガーゴイルの頭部を最大出力で焼き払う。

			　ガイアガーゴイルは、焼かれた頭部から炎が全身に広がり、光の粒子へと変換された。

			　フーリは石垣に勢いよくぶつかり、ぐったりとする。

			「フーリ！　しっかりして、ねぇ、フーリ！」

			　虚ろな目でクレハを見つめるフーリ。姉が怪我をしていないことに安心する。

			　フーリは、涙をぽろぽろ流すクレハにゆっくりと笑顔を作り、「大丈夫だよ」と言うと、そのまま意識を失った。

			　

			　目が覚めたのは、翌日の夜のことだった。

			　村に族長と他の者たちが帰ってきていた。２人の親もだ。村を救ったことで、大いに褒められた。相変わらず、クレハは付きっきりでフーリの世話をしてくれていたようだ。

			　治療院に運ばれたとき、フーリの両腕は折れていた。しかし、最大出力で防御したおかげで、それだけですんだ。生身で食らっていたらと思うとゾッとする。

			　確実に即死だっただろう。

			「フーリ、もう大丈夫？　痛いところない？」

			「うん、大丈夫」

			「よかった。私……全然役に立てなくてごめんね……」

			「クレハお姉ちゃんが、あそこで食い止めてくれてたから、子供たちは助かったんだよ。だから凄く助かったよ」

			　そう言ってフーリが笑顔を見せると、クレハはフーリに抱きつき、わんわんと泣いた。

			　

			　それから一週間が過ぎた。

			　その間、いっさいの訓練は休みとなった。

			　クレハの「完治するまで、絶対に安静にしてないとダメ！」とかなり過保護な一言が、なぜか一族の族長をも黙らせたらしい。

			　一体、どのように言ったのかと、ちょっと気になるフーリ。クレハに聞いたが、教えてくれなかった。

			　復帰した初日は、クレハと一緒に訓練をした。

			　そのときだった。

			　両手にほんの少し違和感を覚えた。小指と薬指にほんのりと痺れがあった。フーリとクレハは炎鬼をお互いに出しての模擬戦闘をする。

			　その中で、フーリは小さなミスを連発した。今までのフーリだったらありえないミスに、クレハは不安になる。

			　フーリは、「大丈夫。休んでいたから感覚が鈍っただけ」と言って誤(ご)魔(ま)化(か)した。

			　しかし、よくなるどころか、日に日に悪くなっていった。クレハはそれにいち早く気がつき、フーリに「このことは誰にも言ってはいけない」と釘を刺した。

			　それから、訓練はクレハとのみ行うことをクレハが族長に直談判して、それを通した。フーリの強さは皆も知っているため、自主練で申し分ないだろうというのが理由だ。

			　そのころから、クレハは自身の病気に効くかもしれない薬をさまざまなルートで探し始めた。

			　そして、３ヶ月の月日が経ったとき、ようやく少し効き目のある薬を見つけた。

			　クレハは、そこから急激に成長した。たった３ヶ月で、Ａランクの強さを身につけた。フーリはそのころには、炎鬼すら使えない状態まで魔力コントロールができなくなっていた。

			　周りは、そのことに気がつくことはなかった。クレハが完全に隠していたからだ。

			　実の親にさえもそのことを隠していた。見つかれば、即、間引かれる。その恐怖は、クレハが１番知っている。

			　病弱だったころ、いつ一族に使えないとレッテルを貼られるのか、ビクビクして過ごしてきたからだ。だから、今のフーリの気持ちがよくわかる。

			　いくら属性傀儡人形のスキルを持っていても、扱えないのであればないのと一緒。子を産み、そのスキルを後世に引き継がせるとしても、必ず引き継がれるとは限らない。

			　２人の能力は、突然変異型と言われている。そのため、また同じような能力を持った子供が生まれる確率はほとんどゼロに近い。それに、どこの馬の骨ともわからないやつに、フーリを嫁がせたくないとクレハは思う。

			　泣きながら、「絶対に守るからね」とクレハは言ってくれた。今までと立場は逆になってしまっていた。

			　そして、クレハは15歳で完全固有スキルを身につけ、Ｓランク認定を受けて一族最強にまでのし上がった。

			　次期族長として、クレハはあらゆる任務へと駆り出された。

			　フーリを守るため、それだけのために戦った。

			　しかし、それは唐突に打ち砕かれることとなる。

			　クレハが任務を行っている間に、Ａランクの魔物が村に湧いてしまったのだ。今まではクレハが瞬殺して、フーリの出番をすべてなくしてきた。

			　しかし、クレハがいなければ、フーリが戦わざるをえない。炎鬼すら出せないフーリにとって、Ａランクの魔物は死神にしか見えなかった。

			　その日はなんとか村の大人たちで倒せたが、フーリの異変に皆が気づき始めた。

			　そして、クレハが任務から帰ったとき、フーリは村の中心で横たわっていた。

			　魔力強化もままならないフーリにとっては、人の攻撃さえも相当なダメージだ。綺麗な髪は土で汚れてぼさぼさになり、天使のように可愛らしい、笑顔を作る顔は酷く汚れていた。

			　その瞬間、クレハは何かが切れる感覚がした。

			　一族の契約などどうでもいい。今すぐフーリをこうしたやつらを皆殺しにしたい。

			　憎しみや怒りが、クレハのすべてを塗りつぶす。そして、Ｓランクの威圧が村一帯へと広がる。

			　クレハの逆鱗に触れ、一族全員が死を覚悟した。それほどまでに、怒りを露わにしたクレハに恐怖を抱いたのだ。

			　今までに見たこともないクレハの威圧に、気を失う者も出てくる。

			　そんな中、１人の老人がクレハの下へ来た。

			「クレハ、まぁ、待て……」

			「族長……これが待っていられる状況ですか！」

			「お前は、これから族長になる者だ。ミズチ一族の今後のためだ。弱き者を儂らの一族からは出してはならぬ。これは、昔からの契約じゃ。破ることはできん。お前も儂のあとを継ぐのなら……尚更じゃ」

			　奥歯を噛み、髪を逆立てながらクレハは族長を睨(にら)みつける。

			　今にも族長を殺しかねない状況に、皆に緊張が走る。クレハも契約のことを知っている。

			　それを破れば帝国からミズチ一族に制限をかけられる。自身の我が儘でどうこうできるものではない。

			　究極の選択を迫られ、クレハは苦虫を噛み潰したような表情になる。

			「わかりました……。その掟に従います。ただ一つだけ……最後にフーリと話をさせてください」

			　震える声で、族長に頼む。

			「よい。ちゃんと始末するのじゃぞ」

			「はい……」

			　そう言って、クレハはフーリを優しく抱きかかえ、村の丘へと向かった。昔からの思い出が詰まった場所へ。

			　ゆっくりとフーリを下ろし、クレハは膝枕をする。そして、ぼさぼさになった髪を優しく整えた。

			　回復薬を飲ませ、フーリの傷を治す。少しすると、フーリが目を覚ました。

			「クレハお姉ちゃん、ふかふか」

			「フーリは、いつもそればっかり。私は、そんなに太っていませんよ」

			「でも、私はこれが好き。大好きなの、なでなで」

			「こら、くすぐったいったら。フーリ、やめなさい」

			「えへへ」

			　フーリは、クレハに屈託のない笑顔を向ける。しかし、これからクレハが伝えることは残酷なことだ。クレハは胸が痛くなる。どうにかできないかと悩み続ける。

			　それに気がついたのか、フーリはクレハの頬に手を伸ばし撫でる。

			「クレハお姉ちゃん、難しいこと考えてる。それは、私のことだよね？」

			「……」

			「私、わかってるからいいよ。全部、わかってる。だから、迷わないで」

			「っ……」

			　フーリの言葉に無意識に涙が流れた。

			　止められない涙が、フーリの頬を濡らす。

			「悲しまないで、クレハお姉ちゃん。私は大丈夫だから」

			「いやだよ、フーリのいない世界なんて……私には耐えられない……」

			「大丈夫、クレハお姉ちゃんは凄く強いんだよ」

			「強くなんかない……。フーリがいないと私は、弱いの」

			　フーリの言葉に、クレハは首を横に振る。フーリがいるから今の自分がいるのだと。

			「違うよ、すっごく強くて……優しいの」

			「優しくなんてない。現に私はフーリを殺さなくちゃいけない……」

			「それで、いいと思うよ」

			「私は嫌！　フーリを殺すなら私も死ぬ」

			「ダメだよ。クレハお姉ちゃんは、私の憧れなんだから簡単に死んじゃダメ」

			　クレハからポロポロと流れ落ちる涙をフーリは手で拭いながら、まっすぐな目で見つめる。

			「どうすればいいのよ……。私には、今の一族を変えることができない。皆殺ししか思いつかないの……」

			「うーん、クレハお姉ちゃんは極端。ちょっとずつ変えていけばいいよ」

			「それには、フーリが入ってない。それは嫌」

			「うー、我が儘お姉ちゃんだ」

			　困ったぞとフーリは眉をハの字にしてしまう。

			「いいの、我が儘だもん。フーリの前だけだもん」

			「えへへ、ちょっと嬉しい。クレハお姉ちゃんが族長になったら、契約も更新されるんだから、そのときにいろいろ変えればいいよ」

			　フーリの言葉にクレハは何かを閃いた。

			「……」

			「どうしたの？」

			「それよ！　フーリ、あなたを殺さなくていい方法！」

			　きょとんとした表情でフーリはクレハを見つめる。

			「フーリ、あなたはこの村を出るのよ。そして、私が族長になったら迎えに行くの。契約更新のときにこっちが仕掛ければいいんだし……。あとは、フーリ、あなた１人でこの未開の地から脱出できるかね。未開の地内で加担しなければ、契約は発動しないけど……。Ｂランク以上じゃないと難しいかな……」

			　クレハは顎(あご)に手を当て、そう呟く。

			「クレハお姉ちゃん、凄く悪い顔してる」

			「そ、そんなことないわよ！　ほら、フーリも脱出することを考えて！　時間がないんだから」

			　フーリはくすくす笑いながら考える。魔力強化はほぼできない。素の能力でのみの突破となる。かなり苦しいが、気配を消して行動することを得意とするフーリに、勝算がないわけではない。

			「ある程度の道具があるなら……できないことはないと思う」

			「今、私が持っているアイテムボックスで、フーリはいける？」

			　クレハは自身のアイテムボックス内をフーリに見せて確認を取る。

			「これだけあれば、なんとかできるよ……。死にものぐるいだと思うけど」

			　確認が取れたことで、クレハは涙をゴシゴシと袖で拭い、フーリに臨時のアイテムボックスを渡してその中に必要なものを入れていく。

			「じゃあ、フーリの死を偽造しないとね」

			「クレハお姉ちゃん、目が怖い」

			「フーリのためだもん。お姉ちゃん頑張る。絶対に死んだらダメよ。どんなことをしても生き残って……。それだけは約束して、フーリ」

			　優しくフーリを抱き寄せるクレハは、一か八かの賭けに託す。

			「わかった」

			「それとミズチ一族だと気づかれないようにしてね。私が族長になるまでは……」

			「うん」

			　そう言ってフーリは、ギュッと力強くクレハに抱きつく。甘い花の匂いが鼻(び)孔(こう)をくすぐる。

			　その匂いは、とても安心でき、ずっとこのまま一緒にいたいと思ってしまう。スッとフーリは離れて、クレハの計画を細かく頭に叩き込む。

			　そして、クレハはフーリを一族の村から逃した。

			　クレハはフーリの服の一部を焦がし、それを持って村へと戻る。

			　涙を流して目が腫れていたこともあり、ミズチの者たちを嵌めることに成功した。彼らはクレハがフーリを始末したと思ったのだ。

			　フーリはかなりの傷を負ったが、あの未開の地から命からがら脱出に成功していた。　

			　それから数週間後、族長は帝国の任務中に殉職した。

			　報告によればＳランクの魔物にやられ、跡形もなく葬られたとのこと。

			　そして、その情報をフーリは裏ルートで耳にした。フーリは、クレハに会えると思っていた。だが、盗賊に捕まり正規ではないルートで奴(ど)隷(れい)商人に売られてしまった。その後はてんてんと奴(ど)隷(れい)商会をたらい回しされたのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　フーリの話を聞き、アリシアは滝のようにダバァーっと涙を流しながらフーリに抱きつく。

			「フーリちゃん、凄く、凄く頑張ったんですね。凄いですよ」

			　フーリは気持ちよさそうにアリシアに撫でられる。アリシアは、気が済むまで撫で撫でを繰り返した。

			　その後、アリシアの昔話をしたら、今度はフーリがダバァーッと滝のような涙を流した。

			「うぇっく。よかった。カオル様に会えてアリシアちゃん、幸せだね」

			「はい、私は幸せです。えへへ」

			　フーリは、アリシアの頭を撫でる。薫(かおる)は、似たもの同士だなと思いながら２人を見つめる。

			「さて、そろそろ治療に入ろうか」

			「そ、そうでした！　フーリちゃん、早く治してしまいましょうね」

			「うん」

			「じゃあ、フーリの未来を切り開くために一仕事しようか！　固有スキル――『異空間手術室』」

			　金色のオーラが発生すると、空間がねじ曲がり、稲妻がほとばしる。バキバキと異質な音を立て、薫(かおる)の目の前に手術室が現れた。

			「じゃあ、行こか」

			「はい、行きましょう！」

			「え？」

			　若(じやつ)干(かん)１名、口をパクパクさせている。フーリである。

			　薫(かおる)の空間に関与するレベルの魔力量に驚いていた。アリシアは魔力強化をして、ヒョイっと固まるフーリを持ち上げ、とことこと手術室へと連れていく。

			　手術室に入り、フーリに手術衣を着てもらう。そして、手術台へ寝てもらった。仰向けになり、手の外科用手術台に上肢を乗せる。

			　肘関節の下に敷布を枕のようにして置く。これにより手術操作がしやすくなる。

			　薫(かおる)は、フーリの肘の尺骨神経を沿うように、ペンで弓状に皮切部分を書く。約５センチメートルの小さな切開マークだ。

			「心配せんでもええからな。まずは、両腕のＸ線での撮影とエコー（超音波検査）やな」

			「お、お願いします」

			　ぺこりとフーリはおじぎをする。

			　薫(かおる)は医療魔法でフーリの両腕のレントゲンとエコーをとる。

			　その画像をステータス画面に出して、どのようになっているかを見る。アリシアもそれを一緒に見つめる。

			「カ、カオル様……」

			「お！　アリシアも気づいたか」

			「まったくわかりません……」

			「……」

			　薫(かおる)は心の中で、まぁ、わかるわけないかと苦笑いになる。

			　素人がレントゲン画像を見て、病気の部分を見分けることは至難の業なのだ。薫(かおる)は、健康なレントゲン画像をアリシアにずっと見せて、頭に叩き込んでやろうかなと考える。そうすることによって、悪い部分が見えてくるからだ。

			「フーリ、やっぱ肘部管症候群やったで。時間も経って完全に戻るか心配やったけど、あまり無理をしてこんかったから元通りになるわ」

			「ほ、ほんと？」

			「ああ、お姉ちゃんに大手を振って会いに行けるで」

			「うん！」

			　薫(かおる)の言葉にフーリは元気いっぱいに返事をする。

			「フーリ、痛みを失くす薬を体に流すんやけど、今回は一応全身麻酔ってものを使う。眠っている間に、全部終わっとるから安心して寝とき」

			「はーい！」

			「カオル様、全身ということは、前回のときと理由は同じですか？」

			　アリシアは、リルのときのことを指して言う。

			「それもあるけど、効き目が悪かったり、痛みを感じることがあるからな。やから、今回は全身や。両腕を１回の手術でやるってのもあるかな」

			「なるほど、患者さんのことを考えての使用ということですね」

			「そういうことや。痛みってのは怖いもんやからな」

			　そう言って薫(かおる)は、フーリの体に全身麻酔をかける。アリシアは薫(かおる)の横で手順のおさらいをしている。

			　フーリの意識がなくなり、手術の準備が整った。

			「さぁ、始めようか……いつも通りや。気合入れて行こうか！」

			　薫(かおる)はフーリの腕に空気止血帯をはめ、空気圧で血流を止める。そのまま、ペンで書いた線に沿って電気メスを走らせる。切開凝固するため、小さな血管からの出血はそれで止められる。

			　皮下の剥(はく)離(り)で、尺側前腕皮神経を傷つけないように注意する。

			　細かな神経が張り巡らされており、傷つけるとあとで何かしらの不調が出てくる。なので、薫(かおる)は細心の注意を払いながらメスで切り進める。

			　上腕深筋膜という弓状靱(じん)帯(たい)を覆っている筋膜を切開していく。

			　そして、鈎(こう)という手術器具で弓状靱帯をめくり上げると、尺骨神経が出てきた。

			　そのまま器具を固定させ、異空間手術室の特性で手術補助の効果が発動する。

			「う……うっぷ」

			「ん？　ああ、アリシアはこういうの初めてやったな、そういえば」

			「だ、大丈夫です……。うっぷ」

			　そう言いながらもアリシアは顔色が悪く、口に手を当て頑張って手術の工程を見る。今まで見た手術はカテーテル手術だったからだ。

			　切開した部分を生で見て、ちょっと気分が悪くなってしまった。普通の人にとっては、かなりエグい光景が広がっている。耐性のない者は、そのまま気絶してもおかしくない。

			　薫(かおる)はアリシアに、どうやって克服させようかなと考える。

			　今のところは、やる気のほうが上回っているだけに、薫(かおる)はアリシアに事細かく説明を入れながら手術を進める。

			　尺骨神経溝に露出した尺骨神経を鈎で引っ掛け、上へと持ち上げる。

			　尺骨神経溝にできた骨棘により浅く狭くなっていた。

			　薫(かおる)は、痺れの原因を作っているこの骨棘を除去するために、まず肘部管の床となっている靱帯を切除する。

			　この部分は豊富な血管網を持っているため、バイポーラ型凝固器で止血をしていく。これにより、肘部管床の骨棘が展開できるようになるので、これをノミで切除していく。

			　そして、肘を屈曲、伸展させ、まだとれていない骨棘を切除する。削った部分をヤスリで整え、骨ろうで止血する。

			　生理食塩水で洗浄して、骨片が残らないように注意を払いながらの作業だ。これをやっている間、尺骨神経が乾燥しないように、生理食塩水を含んだガーゼで覆い、乾燥と損傷を防ぐ。

			　その後は尺骨神経を元の場所に収め、肘屈伸に緊張がなく安定し、肘部管が収まることを確認してめくった靱帯を戻していく。

			　そして、筋膜を縫(ほう)合(ごう)する。その状態で、肘を屈伸させ再度確認をしてから『解(かい)析(せき)』をかける。

			　問題ないことを確認して、貯留した空気や体液などを持続的に体外に排出させる持続吸引ドレーンを留置し、皮膚を縫(ほう)合(ごう)する。

			　薫(かおる)は反対の肘へと移る。

			　まったく同じように手術をするが、今度はアリシアに説明をしないので異常な速さで終わらせる。それを目の当たりにしたアリシアは、目が点になっていた。

			　そして、薫(かおる)は麻酔を止めて覚(かく)醒(せい)に入る。麻酔深度を調整し、メパッチを外す。

			　フーリが自発呼吸をしだしたところで、薫(かおる)は１度呼びかけるのであった。

		

	
		
			　

			第十話　フーリのお買い物と書類

			　

			　手術が終わり、薫(かおる)はフーリを抱え異空間手術室から出てくる。

			　フーリは幸せそうな表情で眠っていた。

			「どんな夢を見ているんでしょうかね？」

			「案外、お姉ちゃんと一緒に遊んどるんちゃうか？」

			「えへへ、ありそうですね」

			　薫(かおる)はフーリをベッドに寝かせる。

			　両腕とも手術したところが腫(しゆ)脹(ちよう)しないように、肘関節を90度に曲げて布で固定している状態だ。

			「うっぷ……」

			「お？　今ごろになってきたか」

			「だ、大丈夫です……。うっぷ」

			　気が抜けて、アリシアは手術の光景を思い出し、ちょっとグロッキー状態。血が出たり皮膚を切ったりしたときに、倒れたりする研修医もいる。

			　そんな中、アリシアは倒れることなく手術が終わるまで見届けた。なので、薫(かおる)はこれから何度も経験させて慣れさせるかなと考える。

			　ひとまず、アリシアの背中を擦り、どうにか落ち着かせる。

			　そうすると、ほんの少し楽になったのだろう。アリシアは、もう大丈夫といった感じで、薫(かおる)にギュッと抱きついた。

			「カオル様は、お体大丈夫なのですか？」

			「ん？　ああ、今のところ気を抜いてない分、アドレナリンでなんとか平常心保っとる感じやな。これが切れたらどっとくるからなぁ。いつものが……」

			　薫(かおる)はちょっと嫌そうな表情になる。かなり体調が崩れるからだ。

			「カオル様、魔力供給は任せてください！」

			　アリシアは、満面の笑みで薫(かおる)を見る。

			　そんなアリシアに、薫(かおる)は苦笑いになってしまうのであった。

			　

			　朝を迎える。

			　ベッドは３つあるのに、薫(かおる)のベッドに潜り込むピンクラビィのパジャマを着たアリシア。昨日の魔力供給の末、そのまま寝落ちしたのだろう。

			　寒くて丸まっている格好は、もはや大型のピンクラビィと言っていいだろう。気持ちよさそうに眠っている頬をツンっと突くと、「きゅー」と鳴く。

			　これは、完全にピンクラビィですわ。

			　薫(かおる)はフーリの寝ているベッドを見ると、彼女も気持ちよさそうに眠っていた。

			　その表情を見て薫(かおる)は笑顔になる。その後、薫(かおる)は２人が起きるまでのんびりとしていた。

			　魔力欠乏症は相変わらずで、アリシアの魔力供給を受けても、もう３日くらいはこの状況を味わわなければならない。薫(かおる)はそう考えると少し憂(ゆう)鬱(うつ)になった。

			　アリシアがもぞもぞとしだし、薫(かおる)と目が合う。

			「お、おはようございます」

			「おはよう。なんで俺のベッドにおるんや？」

			「え、えへへ、魔力供給しながら寝てしまいました」

			　ポンッと顔を赤らめるアリシアに、薫(かおる)は頭を掻く。薫(かおる)は、そのままベッドに座ると、アリシアがもぞもぞと動いて、膝の上に頭を乗せる。

			「はぁ～、安らぎます」

			「はいはい」

			　薫(かおる)がアリシアの頭を撫でると、嬉しそうに喉を鳴らす。そして、愛くるしい表情で薫(かおる)を見る。

			　抱きしめたくなる衝動にかられる薫(かおる)。

			　そのとき、フーリが目を覚まし、むくりと体を起こした。目を擦りながら周りをキョロキョロしだす。

			「おはよう、フーリ。どうや？　肘の痛みはあるか？」

			「お、おはようございます。ま、まだわかんない。でも、痺れは感じない」

			「うん、ならええわ」

			　そう言って薫(かおる)はゆっくり体を起こし、そのまま伸びをする。アリシアはそのせいで床へコロンと転げ落ちた。寝惚け眼で二度寝しようとしたからだ。

			　アリシアにジト目で睨(にら)まれるが、薫(かおる)はなんのそのという表情でフーリに伝える。

			「フーリ、今日はお留守番な」

			「え？」

			「なにきょとんとした表情になってんねん。治療してすぐに動けると思っとったんなら、大きな間違いやで」

			「そうですよ。回復魔法とは違いますからね。ゆっくりリハビリというものをしていかないといけないんです。これからが大変なんですよ」

			　２人にそう言われて、フーリは少し不満げに頷く。フーリは、治療してすぐに動けると考えていたようだ。

			　薫(かおる)は仕方ないかと思いながら１つずつ説明していく。

			「とりあえず、治療は完璧にできとる。動かしていいのは１週間後や」

			「そ、そんなにかかるの？」

			「そんなにかかるんや。その前に動かしたりしたら、治るもんも治らへんぞ」

			「わ、わかった。ジッとしとく」

			　薫(かおる)の治らないという言葉が効いたのか、フーリはスッとベッドに体を寝かせる。

			「よろしい。ちょっと俺らは、Ｃランクになるための書類をもらってくるからな」

			「いってらっしゃい」

			「おう、いってくるわ」

			「いってきまーっす♪」

			　２人が扉の前へ進んだときに、薫(かおる)が１つ忘れていたことを口にする。

			「そうや、フーリ、魔力のコントロールくらいならやっとってええよ。今まで、魔力を走らせると腕で痛みが出てたと思うけど、もうないやろうからな」

			「う、うん、試してみる！」

			　暇を持て余していたフーリの表情は笑顔に変わり、２人を見送るのであった。

			　

			　薫(かおる)とアリシアは、領主の屋敷に来ていた。

			　石造りの３階建ての大きな屋敷で重々しい雰囲気を醸し出している。庭園もあり、色とりどりの薬草などが植えられている。

			　薫(かおる)は門番に話しかける。

			「すまんけど、マリーさんと約束があるんや」

			「ん？　約束？　って、お前、カオル・ヘルゲンじゃねーか」

			　門番は、薫(かおる)とアリシアを見てそう口にする。昨日のトーナメントを見ていたのだろう。

			「そうやで」

			「かぁ～！　まじか～。昨日のトーナメントで圧勝したの見ていたぞ。マリー様から、来たら通すように言われている。この街では、お前たちは有名人だからな」

			　門番はもの凄く楽しそうな、いや、ほくほくとした表情を浮かべている。薫(かおる)は、自分たちに賭けて大儲けでもしたのかなと思う。

			　屋敷の中に通され、廊下を歩いていると奥のほうから悲鳴が聞こえてくる。

			「嫌です～！　絶対ダメです～！　昨日戦ってスッキリしたって言っていたじゃないですか！」

			「昨日は昨日、今日には変わるのよ。ミィシャ、お願い！　もう１回遊ばせてよぉ。昨日は全力で戦えてないのぉ」

			　ミィシャの腰に手を回した状態で、ずるずると引きずられるマリー。涙目で「戦いたいよ～」と言いながら頬ずりをしているのだ。

			　その様子を見て、薫(かおる)とアリシアは「こんなのが領主でいいのか？」と思うのである。

			　マリーとミィシャは、薫(かおる)とアリシアがいることに気がつき、すぐに態度を変える。だがもう遅い。完全にアホの子としか思えないのだ。

			「いやー、よく来たね。カオルさんにアリシアちゃん」

			「うん、なんて言うんやろうな。別にさっきの続けといてもええんやで」

			「うわ～ん、ミィシャ、見られてたよぉ……」

			「崩れるの早すぎですよ！　マリー様!!」

			　溜め息を吐きながら、ミィシャは引っ付くマリーを引き離そうと必死になっていた。傍から見たら面白いので、薫(かおる)はアリシアと行く末を見守る。

			　最終的には、ミィシャの勝ちで終わった。

			　Ｓクラスが、そう簡単に全力で戦っていいものではないからだ。

			「お見苦しいところを見せてしまいました……」

			「ええよ。おもろいもん見れたし」

			「はい、もっといじめてもいいと思います！」

			　満面の笑みでそう言うアリシア。アリシアは、なぜかマリーに厳しい。思い当たる節があったので、薫(かおる)はそのことには触れなかった。

			　下手に突くと蛇が出るか鬼が出るかわからないからだ。

			「今日はＣクラスに昇格させる書類をもらいに来たんや」

			「ああ、それね。はいはい。すぐ準備するよ」

			　しゅんとした表情で、とぼとぼと書斎へと向かうマリー。薫(かおる)たちもそれに続く。

			　書斎に入ると、書類が所狭しと積み上げられている。

			　薫(かおる)は、絶対に領主などしたくないと思った。アリシアもその光景に自分は無理と思うのだ。

			「ご、ごめんね。昨日トーナメントに行って、仕事放棄しちゃったからもの凄い数の書類が溜まっちゃってるのよ」

			「さっさとしてください、マリー様。まだこの倍の書類があるんですから」

			「え!?　私を殺す気なの？　ミィシャも手伝ってよぉ」

			「領主なんですから、それくらい１人でやってくださいよ」

			　ミィシャは、自業自得という表情でそう言い放った。

			　マリーが暴れたら、その後処理をミィシャがしないといけない。

			　薫(かおる)は何となくミィシャが、そのような態度をとりたくなる気持ちがわかった。

			「はい、さらさらーっと、はいできたよ」

			「おお、すまんかったな。これで妖精の国へ行けるわ」

			　薫(かおる)はマリーから書類をもらい、それをアイテムボックスへと入れる。

			「お２人は妖精の国に行かれるのですよね？」

			「はい、ピンクラビィちゃんの群れに会いに行きます！」

			「でしたら、迷宮の位置だけでも探してもらえないでしょうか」

			「ついででええなら別に構わへんよ」

			　ミィシャの頼みに、薫(かおる)は軽く了承する。

			「最近、なかなか思うように進んでなくて困っているんですよ。妖精の国を発見したはいいのですが、魔物が冒険者のみを襲うという現象が起きているんです」

			「妖精さんには害がないのですか？」

			　アリシアは興味津々といった感じで食いつく。

			「そうなんです。魔物は妖精には見向きもしなくて、冒険者のみを襲うんです。だから冒険者は、せっかく妖精の国に入っても休むことができないんです。そこにいる魔物は、ほとんどがＡランクなので、ずっと滞在することはほぼ不可能です」

			「なるほどな。まぁ、旅行ついでやからそこら辺は任せといてもらってもええで」

			「さすが、非公式のＳランクの治療師ですね……。あっさりこんなことを了承できるとか、もう人として間違っている気がしますが」

			　呆れ気味にミィシャは薫(かおる)を見る。

			「そう？　私も契約がなかったら、カオルさんと同じことするかなぁ」

			「マリー様には聞いてません。さっさと書類を片付けてください」

			「酷いよ！　ミィシャ、私をなんだと思っているのよ」

			「我が儘領主ですよ？」

			「むき～！　あとで覚えときなさいよ！　隅々まで可愛がってあげるんだからね」

			　マリーは高速で書類に目を通しながら魔印を押していく。

			「そのころには、私はニーグリルへ長期休暇ですね」

			「嫌だ～、ごめんなさい。私を１人にしないでよぉ～。もうカオルさんでいいから、私のお婿さんになって、この仕事手伝ってよ～」

			　やけくそ気味なマリーは、とりあえずこの仕事を手伝ってくれる者なら誰でもいいといった感じだ。

			「ああ、パスで」

			「あっさりしてるわねぇ。いいのよ？　このナイスバディな私の身体を弄(もてあそ)んでも」

			　マリーはギュッと胸を強調させて薫(かおる)を誘惑し始める。

			「ダメです！　カオル様に色仕掛けをする悪い悪魔の言うことを聞いてはダメです！」

			「そんなちんちくりんな身体じゃあ物足りないでしょ？　ねぇ、カオルさん」

			「ち、ちんちくりんってなんですか！　ま、まだ成長中です！」

			　薫(かおる)の後ろに隠れ、顔だけを出しマリーと火花を散らすアリシア。

			　薫(かおる)は笑顔のまま「うわぁ、めんどくせー」と思考を停止させるのであった。
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			「マリー様、それ以上お二方に迷惑かけるなら、仕事を２倍に増やしますよ……」

			「え？　なんでよ」

			「そのまま追撃してください！　ミィシャさん、ファイトです！　一生、この書斎に閉じ込めておいてください！」

			　完全にアリシアは、マリーを敵とみなしているようだ。マリーは、アリシアの言葉に威圧込みでじろりと睨(にら)みを入れる。

			　薫(かおる)の背後で顔だけ出し、頬を膨らませるアリシア。マリーの威圧に、うるうるな瞳になってしまい、「カオル様にちょっかいかけるな」という感じで対抗する。

			「まぁ、俺は書類もらったら、もうここには用ないしな」

			「うわー、あっさりしてるわねぇ」

			「すまんな、俺はアリシアが大事なんよ」

			　さらっと言いのける薫(かおる)に、マリーはこれ以上からかっても意味がないと、書斎の椅子に背中を預ける。伸びをしながら、楽しみが減ったと思うのだ。

			「カオル様をいいように使おうとする人は嫌いです！」

			「なるほど……自身の欲を出さないで、カオルさんのために行動する人ならいいの？」

			　マリーは机に頬杖を突いてアリシアに問う。

			「そうです！　マリーさんは私欲でカオル様を使おうとしてるのが見え見えですから！」

			　火花を散らす２人に、薫(かおる)とミィシャは溜め息を吐く。ミィシャの苦労が見えてしまい、薫(かおる)は少し同情してしまう。

			「もうええかな？　これ以上するとバトルが勃発しそうやし」

			「そうですね。ああ、カオルさんとアリシアさん、今度この街の美味(おい)しい店をマリー様抜きで一緒に回りませんか？」

			　ミィシャの提案に、アリシアが食いつく。

			「はい、よろこんで♪」

			「ああ、そういうのなら大歓迎や」

			「な、なんでミィシャには速攻でオッケー出してるのよ。不公平じゃない？」

			　マリーは涙目で３人の輪の中へ入ろうとする。

			　しかし、今回はミィシャがそれを阻止する。

			「マリー様は、ちょっと反省が必要です。私もマリー様の我が儘に付き合ってかなり疲れてるんです」

			　笑顔でそう言われ、マリーは渋々書類に目を通しながら魔印を押す作業をする。

			　ミィシャと約束を取り付け、薫(かおる)とアリシアは屋敷をあとにした。

			　時刻は、ちょうどお昼頃になっていた。

			　フーリと一緒にお昼ご飯にしようと考え、１度宿屋に戻った。

			「あ！　お帰りなさい」

			「ただいまです」

			「帰ったで、お腹すいてないか？」

			「だ、大丈夫」

			　フーリはそう言うが、お腹がグ～っと鳴った。

			　薫(かおる)は笑いながらフーリを連れて、宿屋の１階にある食堂へと向かう。

			　薫(かおる)たちは椅子に座り、店員を呼んで注文を入れる。

			「このヒートピックのパラパラ焼き飯と野菜と羽魚の餡かけで、何か他に頼みたいのあるか？」

			「私は、このとろとろロースの壷釜蒸しで」

			「んじゃあ、それも。フーリは？」

			　薫(かおる)がフーリに何がいいか聞くと、メニューとにらめっこして悩んだ末に注文する。

			「こ、これ、ふわふわコドラの卵肉まん」

			「じゃあ、それも追加で。他にないか？」

			「もう大丈夫ですよ」

			「大丈夫」

			「なら、それでお願いするわ」

			　薫(かおる)がそう言うと、店員は一礼して去っていった。

			　注文を終えて、薫(かおる)たちは料理が来るのを待つ。15分くらいで、料理が運ばれてきた。

			　薫(かおる)はアリシアとフーリに取り分ける。栄養バランスが偏らないように、しっかり野菜も盛り付ける。

			「こ、このヒートピックのパラパラ焼き飯は凄く美味(おい)しいです♪　フーリちゃん、はい、あーん」

			「はむ……。うん、おいひぃ」

			　両手を固定しているので、アリシアが食事の補助をする。２人はにっこり笑顔で料理を食べる。

			　薫(かおる)も料理を口に運ぶ。噛むとピリッとして、ヒートピックの肉汁が口の中に広がる。甘いがしつこくなく、食べると体がぽかぽかする。寒いこの季節にぴったりの料理だった。

			　野菜と羽魚の餡かけにも手をつける。羽魚は、一口サイズの切り身を油でサッと揚げ、外はカリカリ、中はジューシーになっていた。

			　甘酢のような餡に野菜と一緒に絡まり、光沢を放つ。匂いが食欲を増進させる。

			　思わず唸ってしまう一品であった。

			　アリシアとフーリも、幸せそうな表情で噛み締めていた。

			「なんなのでしょう……。幸せですね」

			「カリカリ、ジュワジュワ、とっても美味(おい)しい」

			「よく噛んで食べるんやで」

			「「はーい」」

			　２人はいい返事をしながら、フォークが進む。薫(かおる)が取り分けた２品目をペロリと食べてしまった。

			　そして残るは２人が頼んだとろとろロースの壷釜蒸しと、ふわふわコドラの卵肉まんだ。

			　壷釜蒸しは、厚さ１センチメートル、１００グラムのサーロインステーキのような感じであった。

			　アリシアはフォークでロースを刺して壷からお皿に出す。そのまま切り分けて口に運ぶ。

			　パクリと頬張った瞬間、アリシアは「ん〜♪」と声を上げた。

			　フーリにも一切れ食べさせると、同じような行動をとる。

			　なんとも微(ほほ)笑(え)ましい光景に、薫(かおる)は笑顔になった。

			「カオル様、もの凄いですよ。食べてみてください」

			「これ、凄い。ジュワジュワとろろーん！」

			　２人の美味(おい)しさの表現がちょっと面白い。

			　蒸しているのに、ジュワジュワということは、かなり脂分が強いのかと思う。しかし、ロースを使っているのにおかしいと思うのだ。

			「カオル様、あーん」

			　アリシアは屈託のない笑顔で、ロースを薫(かおる)に食べさせようとする。

			　その笑顔は信じていいのだろうか。最近、妙な知恵をつけてきているだけに、少し警戒してしまう。それに周りの視線が、異常な殺気を含んでいる。

			　薫(かおる)は気にすることなく口に含むと、衝撃が走った。

			　１センチメートルの厚さのお肉は、口に含み噛み締めると一気に旨味が口一杯に広がるのだ。

			　今まで食べた中で、１番旨いと言ってもいい。

			　蒸し焼きにしているおかげで、無駄な脂が一切ない。それなのにパサパサせず、旨味が肉の中に閉じ込められているのだ。

			「これって、なんの肉なんやろうな」

			「気になりますね」

			「気になる」

			　即座に店員を呼んで、薫(かおる)はロースについて聞く。

			　この肉の正体は、レイヤドラゴンの肉らしい。Ａランクの魔物で、ドラゴンの中でも上位に君臨するようだ。

			　そのレイヤドラゴンのレアドロップが、この肉。たまたま、仕入れられたのでメニューに出しているらしい。

			　薫(かおる)はメニューを確認すると、１番高かった。値段を見ていなかったので、今になって気がついたのだ。

			「このレイヤドラゴンって、未開の地にいるんか？」

			「はい、湧くことは稀ですが、必ずいますよ」

			「じゅるり」

			「わくわく」

			　アリシアとフーリの言動に店員は苦笑いを浮かべる。

			「とりあえず見つけたら、速攻で狩るか。ドロップするまで狩り尽くすのもありやな」

			「瞬殺で行きましょう！」

			「美味(おい)しいご飯が食べれそう」

			　薫(かおる)とアリシアは殺る気満々なのだ。

			　フーリは雛鳥のように、馬車でお留守番する気満々だ。

			「いやいやいや、レイヤドラゴンを狩るなんてＡランクとＢランクの冒険者が、何人必要だと思っているんですか？　Ｓランクのマリー様ならともかく、普通に考えたら死にに行くようなものですよ！」

			「おう、店員の姉ちゃん、そいつらなら安心していいぜ。マリー様と同格だからな」

			「むしろ、マリー様を倒しちまった男だぞ？　そこにいるカオルはな」

			「はい!?」

			　周りの客の言葉に、店員から変な声が出る。

			　そんな面白い表現をする店員を見て、冒険者たちは大いに笑う。この街の領主よりも強いとか、もう化け物以上ということだ。ヘラヘラとした薫(かおる)は、そんなふうには見えない。

			　楽しそうに話す３人に、店員はもう呆れるしかなかった。

			　薫(かおる)たちは最後にふわふわコドラの卵肉まんを食べたが、レイヤドラゴンのロースを食べたあとなだけに、物足りないと思ってしまった。

			　３人は食事を終えて、一旦部屋に帰った。

			「とりあえず、フーリのリハビリを終わらせてから未開の地に入るか」

			「フーリちゃんは、どうしましょうか？」

			「お留守番でええんやないやろうか？　約束もあるしな」

			「一緒に行く！　馬車の中でお留守番する」

			　フーリはむふーっと鼻息を荒くし、そう言った。

			　レイヤドラゴンの肉が効いているのか、この街でお留守番は嫌という感じだ。薫(かおる)は仕方ないかと思いながら頭を掻くが、フーリが冒険者ランクに引っかかることを思い出した。

			「そう言えば、フーリはランクＤやんな？」

			「うん」

			「どうやって、未開の地に入ったんや？」

			「袋に詰められて」

			「ああ、やっぱそうなるよな……」

			　Ｃランク以下のフーリを未開の地に連れていくには、その方法しかない。

			　薫(かおる)は弱ったなと思う。

			　完治してリハビリを始めても、どれくらいの時間で元の強さに戻れるか確証がない。フーリ次第だ。

			　そこまで急ぐこともないので、のんびりとしていくかなと考える。

			　アリシアにも説明をすると、フーリの体が第一と言って、すぐに了承した。薫(かおる)もまずは魔力欠乏症の改善に努める。

			　その後、薫(かおる)はアリシアの勉強用の医学書を作成していた。

			　アリシアとフーリは、互いに魔力コントロールの練習に明け暮れる。

			「フ、フーリちゃん、どうしてそんなにうまいのですか？」

			「ん？　これくらいできないと、繊細な魔糸で傀儡をコントロールできない」

			「コ、コツを教えてください！　私も強くなりたいです！」

			「うん、いいよ」

			　ほんわかした２人は楽しそうに練習をする。

			　薫(かおる)はそんな２人を横目に、笑顔になるのであった。

			　

			　翌日になり、薫(かおる)はフーリの腕につけていた持続吸引ドレーンを取り外した。

			　フーリは肘の手術痕を、「ふわぁー」と言いながら珍しそうに見つめる。

			「カオル様、ここを切ったんだよね？」

			　フーリは手術痕を手で触りながらそう呟く。

			「そうやで、中にできてた悪い部分を取り除いたんや。傷が気になるなら消せるけど、どないする？　ドレーン入れてたから、術後に傷を消してなかったんや」

			「け、消せるの？」

			「カオル様なら朝飯前ですよ！」

			「なんでアリシアがドヤ顔なんや」

			「えへへ」

			　薫(かおる)はフーリの横に座り、両肘に手を乗せて回復魔法を唱える。

			「回復魔法――『皮膚再生(エンジエルブレス)』」

			　青白く温かい風のようなものが、フーリの肘を優しく包む。数秒でまったく傷がなくなってしまった。

			「す、凄い。カオル様、凄い！」

			　ぴょんぴょん跳ねながら喜ぶフーリ。

			　薫(かおる)はついでに診察も行う。

			　手術後に腕を固定して炎症が出ないようにしているが、どのくらいで外していいのかを確実に調べるため『解(かい)析(せき)』をかけた。

			　結果は、今日から動かしてもいいと出た。

			　その結果に、薫(かおる)は驚いた。普通なら、１週間ほど腕を固定させなければいけない。

			　ミズチ一族だからかと思う。普通の人ならありえない。

			「フーリ、今日からもうリハビリしてもええわ」

			「え？　いいの？」

			「ああ、まったく問題ないわ」

			「では、私の出番のようですね！」

			　アリシアはムクリと立ち上がる。リハビリなら自分も知っているからだ。

			「ほい、アリシアは、こっちおろうなぁ」

			　やる気に満ちた表情で、アリシアがリハビリを教えると名乗り出たが止めた。今回は肘なのでまだやり方を教えていないからだ。

			　なので、薫(かおる)はアリシアをヒョイッと抱え、フーリの横にちょこんと座らせる。

			　薫(かおる)が教えるのを見て、覚えてもらうのだ。

			「私は役立たずです……。フーリちゃんの役に立ちたいです……」

			「はいはい、アリシアは、これからちゃんと覚えていかんとな。しっかり見て覚えるようにな」

			「は～い」

			　ちょっと不(ふ)貞(て)腐(くさ)れた表情のアリシア。

			　薫(かおる)とフーリは、そんなアリシアの頭を撫でて、ご機嫌を直してもらう。

			「アリシアちゃん。気持ちだけでも嬉しいよ」

			「フーリちゃん……ひしっ！」

			　可愛らしく笑顔を作るフーリに、アリシアは抱きつき頬ずりをする。

			　薫(かおる)は、そんな２人に簡単なリハビリから教えていった。一通りゆっくりと覚えてもらうと、お昼までかかった。

			　お腹が減った３人は食堂へ行き、お昼を食べ部屋に戻る。

			　３人はお腹いっぱいになり、椅子に座ってラックスティーを飲みながら過ごす。

			「ああ、そうや。フーリ、もう少ししたら買い物行くで。着る服とかをな」

			「え？　いいの？」

			「いいに決まっているじゃないですか！　どんな服が似合いますかね？」

			　フーリの体を上から下まで見ていく。

			「アリシア、着せ替え人形みたいなことしたらアカンで」

			「し、しませんよ！　い、いやですねぇ……私がフーリちゃんで遊ぶわけないですよ？」

			　薫(かおる)から先に釘を刺され、少し焦るアリシア。

			　ああ、これは着せ替え人形にする気満々だったんだろうなと思う。目を泳がせるアリシアを見て、薫(かおる)はからからと笑った。

			　２人のやり取りに、フーリもくすくすと笑う。

			「アリシアちゃん、わかりやすい」

			「にゃんと！　フ、フーリちゃんまで……私の完璧な嘘を見抜くのですか！」

			「どこが完璧なんや。ハリボテもええところやん。ボロッボロやんか」

			「!?」

			　薫(かおる)の突っ込みにアリシアはクワッ！　っと口を開けて驚く。

			　あれのどこが、完璧なのか小一時間問い詰めたい。ポーカーフェイスもクソもないのだ。

			「で、では！　出発しましょう！」

			　アリシアは腕を高らかに上げて元気よく扉へと進む。これ以上、ツッコミを食らうと立ち上がれそうにないからだ。

			　３人はトルキアの商業区域へと足を運ぶ。

			　商店が並ぶ道は人で溢れていた。回復アイテムや食料を買う者が多い。皆、未開の地に入る者たちだろう。

			　薫(かおる)たちは衣服の売ってある通りに入る。

			　アリシアとフーリは、いろいろな服が飾られているの見て目を輝かせる。

			「フーリちゃん、あそこのお店の服が可愛いのですよ」

			「ピンク……」

			　アリシアはピンクラビィ衣服専門店らしき店を指差した。

			　フーリはちょっと困った表情で、アリシアを見る。フーリをそっちの世界に勧誘するのはやめましょう。そんなことを思いながら、薫(かおる)は苦笑いになった。

			「こ、こっちのも可愛いよ」

			　フーリは着物のようなものが陳列されているお店を指差す。

			　お店の前に何着か並べられていた。

			「ユカタ？　ですかね？」

			「どっちかって言うと、甚平っぽいな。生地はユカタみたいに少し厚めなんやな……いや、柔らかくていいな」

			　薫(かおる)は生地を触り、興味が湧く。

			「じんべい？　よくわからないのですが、カオル様はこれを知っているのですか？」

			「ああ、でもこんなに露出度は高くなかったな」

			「お腹が出て、寒そうですね」

			「そうやな、この季節はちょっと寒いかもしれへん」

			「でも、これ懐かしいの。昔から村で着ていたのに似てる」

			　フーリは懐かしそうな表情になる。

			　薫(かおる)はその表情を見てこの服にするかなと思うのだ。

			「じゃあ、この店にしようか？」

			「うん。あ、で、でも高い」

			「気にしなくていいですよ！　昨日、いっぱい稼ぎましたからね」

			「そうそう、金は天下の回りものってな。使わなかったら経済が回らへんから、ええんや」

			　薫(かおる)の言葉の意味は理解できず、２人して首を傾げる。息ピッタリで、なんかちょっと可愛いなもう……。

			　３人でお店の中へと入る。

			　フーリとアリシアは楽しそうに甚平を見て回っている。かなり時間はかかるだろうから、薫(かおる)は腰掛けに座り、ゆっくり待つことにした。

			　店員も加わり、いろいろオススメしている。

			　40分くらい経っただろうか。

			「カオル様、私はこれにしました」

			「私は、これ」

			　アリシアは言わずもがな薄いピンク色のピンクラビィ柄だ。

			　フーリは、藍色で枝垂れ桜のような花がちりばめられている甚平を手にしていた。

			「試着はせんでええんか？」

			「カオル様に見てもらうために、ちょっと着てきますね♪」

			「わ、私はいい」

			「遠慮せんでええよ」

			　薫(かおる)はフーリも試着してくるように促す。

			　サイズをちゃんと合わせなければ、買ったあとで着られないこともある。防具ではないので、伸縮はしない。

			　アリシアに連れられ、フーリは試着室へと入る。

			　数分後、試着室から出てきた２人はなんとも可愛らしいのだ。

			　アリシアはちょっと恥ずかしそうにお腹を隠しながら出てきた。

			　上にセットで付いてくる羽織を着ていた。

			「アリシア、よう似合っとるよ」

			「そ、そうですか？　えへへ」

			　薫(かおる)に褒められ、ご満悦なアリシア。

			「お腹がぽっこりして可愛いやん」

			「む～！　カオル様のいじわる～！」

			「冗談やって、出てへんやん」

			　冗談だと目を逸らしながら言うと、余計にアリシアは腹を立てる。

			　アリシアは、薫(かおる)を叩こうと手を伸ばすが、薫(かおる)の手がアリシアの頭を制して届いていない。アリシアは「むー！」っと言いながら必死に手だけが回転するのだ。

			　そうしているうちに、フーリも試着室から出てくる。

			　薫(かおる)とアリシアは、フーリの姿に目を奪われてしまった。

			「え、えっと、ど、どうでしょう？」

			「す、すっごく似合っていますよ！　か、可愛らしいです！」

			「凄いな、ここまで似合うのはなかなかないで」

			「そ、そうかな？」

			　甚平の上に羽織を着たフーリは、照れくさそうに頬を掻く。

			　アリシアはフーリの一部分に目が行ってしまう。

			　大きいのだ。フーリの一部分がだ。

			「お、大っきいのです！　カ、カディッシュメロンのようです！」

			「アリシアちゃん、あ、あんまり見ないで……」

			　そう言いながら、フーリは胸とお腹を押さえる。アリシアの視線にちょっと恥ずかしそうだ。

			「カオル様、見てはいけません。あれは凶器です。カオル様をダメ人間へと誘惑しています！」

			「あ～、はいはい」

			　薫(かおる)の呆れた返しに、アリシアはムスッとする。

			　今までだぼっとした服装だったので、２人とも気がつかなかった。身長はアリシアとほぼ同じだが、胸はフーリのほうが大きかった。

			　アリシアがリンゴなら、フーリはメロンほどの大きさだ。

			「そんじゃあ、会計するからな。アリシアとフーリはそのままの格好でええか？」

			「は、はい、大丈夫です。何でしょう……適当に流された感じが否めません」

			「うん、これが１番落ち着く」

			　アリシアはまだご不満なようだ。

			　一方のフーリは柔らかい生地に頬を当て、頬ずりをしている。かなり気に入ったようだ。

			　薫(かおる)は、アリシアとフーリが迷っていたものを、試着中にこっそりと店員に通していた。お金を払って、袋に詰められたものをもらうと、薫(かおる)はそれを２人に渡した。

			　なんだろうといった感じで２人は薫(かおる)から袋を受け取り、中のものを確認する。

			「こ、これは……さ、さすが、カオル様！　私が迷っていたものです！」

			「こ、こんなにいいの？　もの凄く高かったよ？」

			「ええよ。最後まで迷っとったみたいやからな。今回は、プレゼントや。１着だけやったら替えがないやろ？」

			　そう言って薫(かおる)は２人の頭を撫でる。

			　２人は満面の笑みを浮かべ、スキップをしながら両手で袋を持っていた。よほど嬉しかったのだろう。薫(かおる)は買ってよかったと思う。

			　その後、フーリの下着などを買い揃えた。

			　フーリのリハビリ次第で、未開の地に出発する日にちを見極める予定だ。無理をさせると再発するかもしれない。

			　時間はたくさんある。薫(かおる)は、ゆっくりと進めていけばいいかなと思うのであった。

		

	
		
			　

			第十一話　動き出す者たち

			　

			　リハビリを開始して、１週間が過ぎた。

			　フーリの回復力は群を抜いて早かった。鬼人族の回復力に加え、まだ若いので治癒力も高い。

			　薫(かおる)はそれに驚きつつ、ゆっくりと丁寧にリハビリを進めていく。何かの拍子でまた痛めるかわからないからだ。

			「カオル様、もっとリハビリしたい」

			「却下」

			「え～、もっとした～い」

			　フーリは、薫(かおる)の白衣を引っ張りながらそう言ってくるのだ。

			　アリシアの「これを買ってください、カオル様！　ピンクラビィのぽよぽよストラップですよ！」を真似ているようだ。

			「フーリちゃん、急いでもいいことはないですよ。痛めたりしたら、もっともっと時間がかかってしまうんですよ」

			「うー、うん。わかった」

			　アリシアはそのように言ってフーリを止める。そっくりそのままアリシアのおねだり方法を使用していることには、まったく気がついてない。

			　フーリはやる気はあるのだが、若(じやつ)干(かん)空回り中でもある。魔力コントロールもできるようになり、指の違和感も抜けて嬉しくて仕方ないのだろう。

			　最近は剣術の稽古を取り入れた。フーリは近距離戦も得意としていた。

			　ミズチ一族の訓練の中で、剣術の稽古もしていたのだ。なので、かなりの腕前を持っていた。

			　傀儡を操らないで、短刀を用いて魔物を狩ることもできる。

			　薫(かおる)がグランパレスで購入したナイフをフーリに渡していた。

			「フーリちゃんは、剣術もできるんですよね？」

			「うん、一通りの武器は使える」

			「で、でしたら、私に剣術を教えてください！」

			　アリシアは礼儀正しく一礼をして、フーリに頼み込む。

			「うん、いいよ」

			「やった～♪」

			　フーリから剣術を教えてもらえることになったアリシアは、ぴょんぴょん跳ねながら喜ぶ。

			　今まで、魔力を込めて力でねじ伏せるという攻撃しかできていない。繊細な剣術も扱えるようになれば、かなり強くなると思うのだ。

			　守られるより守りたいという気持ちがあるのだろう。

			「アリシアも無理はしたらあかんで」

			「はーい」

			　アリシアは元気よく手を振りながら返事をした。屈託のない笑顔に、薫(かおる)はやれやれと溜め息を吐く。

			　リハビリも終わり、薫(かおる)たちはトルキア内に戻る。

			　街通りを歩きながら、薫(かおる)はフーリの冒険者ランクをどうにかしないとなと考える。

			　このまま行けば、フーリはトルキアでお留守番確定だ。しかし、フーリ自身はＣランクを取りに行く気満々。リハビリでほとんど違和感なく手を動かせるようになっている。

			　しかし、闘技場で優勝するのは難しそうだ。

			　出場する選手はＣランク以上の力量を持っている者がいる。

			　対戦カード次第では、１回戦負けもありえる。どうしたものかと思いながら、薫(かおる)は晴天を見上げた。すると、自身を呼ぶ声がする。

			「カオルさん、どうしたんですか？」

			「ん？」

			　目の前で声がするが、見当たらない。アリシアがすかさず白衣を引っ張る。

			　下を見るとミィシャがいた。小さく可愛らしい犬耳をぴょこぴょこさせて、上目遣いで薫(かおる)を呼んでいるのだ。

			「ああ、すまん気がつかんかった」

			「小さいので、仕方ないですよ」

			　ちょっと耳をしゅんとさせてしまった。

			　薫(かおる)は申し訳ないと思いながら、ミィシャの頭をぽんぽんと撫でる。するとミィシャはぶんぶん尻尾(しつぽ)を振る。

			「ミィシャさん、カオル様の撫で撫では世界一ですよね」

			「クレハお姉ちゃんの次に上手い。ツボをしっかり突いてくる」

			「た、たしかに気持ちいいですね。で、でもまだまだです。あ、あのようなものでコロッと落ちるほどの技ではありません」

			　３人は何やら変な談義を始めてしまった。

			「と、ところで、そちらの子は……カオルさんとアリシアさんの新しい仲間ですか？」

			「はい、そうです。フーリちゃんです」

			「は、はじめまして、フーリ・ミズチです」

			　ぺこりと会釈をするフーリ。

			　ミィシャは名前を聞き、一瞬目を見開く。

			　ミズチ一族特有の角もある。ミズチ一族が、なぜこのようなところにいるのかと思ったのだ。

			　Ｂランク以上の化け物集団であり、現族長はＳランクの完全最悪な化け物。マリーですら戦うのを嫌がる相手だ。相性が悪いというのもあるが。

			　その一族が目の前にいるのだ。

			「カ、カオルさん、そ、その子どうされたんですか？」

			「どうって、奴(ど)隷(れい)の館で買ったんや。なんか問題でもあるんか？」

			「いえ、何か恐ろしい者がこの町に降臨しそうで……。胃が少し痛くなっただけですよ。ミズチ一族とか……」

			　お腹を押さえるミィシャ。既にキリキリと胃が悲鳴を上げているようだ。

			「ああ、確かフーリのお姉さんが族長やったよな？」

			「うん、クレハお姉ちゃん、かっこいいの」

			　目を輝かせて自身の姉の自慢をするフーリ。

			「……わふ……わふ」

			　ミィシャは聞きたくない情報を耳にしてしまい、より一層表情が引き攣(つ)る。

			　ミズチ一族は基本、本名を明かさない。領主やＡランク以上でなければ、そのような情報は入ってこない。

			　それより下の者は、二つ名や一族の噂を耳にする程度なのだ。下手に関わると殺されるというのが１番でかい。そして、ミィシャもＡランクであるがゆえに、クレハ・ミズチのことを知っていた。

			　もしも、この子に何かあればこの街が消える。そう確信できた。ミズチ一族の契約などもあり、奴(ど)隷(れい)の館に流出しただけでも大問題なのだ。

			　闇で流されたと考えても、危険しか運ばない。

			　クレハ・ミズチは『紅蓮の鬼神姫』と呼ばれ、１度傀儡を解放したら、辺り一面、火の海になり、草一本生えない砂漠地帯を作ると言われる。

			　あくまで噂だが、そのようなものが流れているくらい危ない人物なのだ。

			　この屈託のない笑顔を見せる少女もまた、あの『紅蓮の鬼神姫』の妹なのだから、相当な力量を持っているかもしれない、とミィシャは思うのだ。

			「なぁ、ミィシャ。フーリにＣランクの書類を作ってほしいんやけど、闘技場出ないとあかんかな？」

			「と、闘技場に出るつもりなんですか!?　や、止めたほうがいいんじゃないですかね？　何かあったら、取り返しがつかないって言うかなんと言うか……。わふ……わふ」

			　わふわふ言いながら大いに焦るミィシャ。焦っているときの口癖なのだろうかと薫(かおる)は思う。

			　この街のため、そして自身のためにもミィシャは頑張って止める。参加させたことがバレれば、運営している自分たちが危ない。

			　ミィシャは個別で審査すると言い、日時と場所を伝える。審査は明日のお昼過ぎ、マリーの屋敷にて行うことになった。

			　薫(かおる)からすれば、願ったり叶ったりと思い、それに乗った。

			「く、くれぐれも、無茶はしたらダメですよ。って、わふ～!?」

			「ふわふわ〜、もふもふ〜」

			「あ～、フーリちゃんずるいですよ！　私だって触るのを我慢してたんですからぁ。はぁ〜、もふゅもふゅ」

			　フーリとアリシアは、ミィシャの尻尾(しつぽ)を撫でくり回す。よほど触りたかったのであろう。ミィシャは女の子座りでぺたんと座り込んで、くたぁっとしていた。力が入らないのだろう。

			　薫(かおる)は頭を掻きながら２人を止める。

			「はい、２人ともそこまでや。ミィシャさんが迷惑しとるやろ」

			　２人はひょいッと薫(かおる)に持ち上げられ、ぷら～んとする。

			「あれは、触ってと言わんばかりに私を挑発していました！」

			「うん、挑発的！」

			　２人は真顔でそう言い切る。触り心地がよかったのだろう。宙に浮いたまま手が尻尾(しつぽ)へと向かうのだ。

			　薫(かおる)は両脇に２人を抱えて、ミィシャに謝る。

			　まだ触られた余韻が残っているのか、ミィシャはピクピクと震えていた。涙目になりながら、むくりと立つ。

			「カオルさん、ちゃんと今度から見張っていてくださいね！　次したら、本気で怒りますよ」

			「ああ、次やったら、くすぐりの刑とリハビリ禁止にするから、許してくれるとありがたいんやけど」

			　薫(かおる)の言葉にアリシアとフーリは青ざめる。

			　それを見たミィシャは、「ぜ、絶対ですよ！　お願いしますよ！」と念を押す。

			　２人ともしょんぼりした表情で、人形のように力ない状態になる。あまりのショックの受けように、言いすぎたかなと思ったミィシャは、口を開く。

			「そ、その触っていいときは言います……。そ、それ以外はダメですよ！」

			　その言葉に、２人はパァーッと明るくなる。先ほどまでの反省は、とうの昔に置いてきてしまっていた。

			　その後、ミィシャと別れ、薫(かおる)たちは宿屋に戻った。

			　部屋に入るなり、薫(かおる)は２人にお説教をする。２人を正座させ、２度とこのようなことはしないと約束させた。次回会ったら、多分完璧に忘れていそうだからだ。

			　30分くらい経ったころ、

			「カ、カオルしゃま……」

			「ん？　ちゃんと反省したか？」

			「し、し、痺れましたぁ〜。きゅ〜」

			「もう無理……。びりびり」

			「……」

			　２人は前のめりにぺたんと倒れた。

			　薫(かおる)はそんな２人を見て、もうちょっとだけお仕置きをするかなと悪知恵を働かせる。２人の背後に立ち、痺れる足の裏をツンッと突いた。最高の笑顔でお仕置きを執行する。

			「はにゃぁ〜!?」

			「んっ～!?」

			　薫(かおる)に突かれた足の裏から、どうしようもないくらいもどかしい痺れが全身に走る。

			　足の痺れで思うように動けない２人は、匍(ほ)匐(ふく)前進のような行動を取るも、呆気なく力尽きた。

			　しかし、薫(かおる)は追撃の手を緩めなかった。限られた時間内に、きっちりお仕置きをする。途中、アリシアが『麻痺回復(パラライズキユア)』を使うが、麻(ま)痺(ひ)攻撃を受けたわけではないので魔法ではどうにもならなかった。

			　制限時間ギリギリまで攻撃を受けた２人は、ピンクラビィカーペットの上で突っ伏したまま動かなくなった。

			「カ、カオル様は鬼です！　人の皮を被った鬼でした。ぐすん」

			「アリシアちゃん、カオル様に逆らっちゃダメ……。悟った」

			　薫(かおる)はそんな２人に再度聞く。

			「他の人に迷惑かけへんか？」

			「「はい、かけません!!」」

			　２人は息ぴったりにハモる。相当こたえたのだろう。アリシアとフーリの弱点に、正座麻(ま)痺(ひ)ツンツンの刑が追加された。

			　その後は、反省したのを確認して和(わ)気(き)藹(あい)々(あい)と皆で過ごすのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　エクリクスの屋上。

			　ほんのり寒くなってきたにもかかわらず、毎度同じくティナは敷物を広げ、日向ぼっこをしていた。肌寒い風が身体をそっと撫でる。

			　ティナは気持ちよさそうに寝息を立てていた。小さく丸まって、できる限り風を受けずに日光を吸収しようとしている。

			　金色に輝く髪の毛は、日差しを浴びて幻想的に輝く。

			　その横で書物を読むダニエラがティナの頭を優しく撫でる。その度にぴょこぴょことティナの猫耳が動く。しっぽも左右に動くのは気持ちいいのだろう。

			　そうしていると、ティナはもぞもぞと器用にダニエラの膝に頭を乗せる。１番フィットする位置を探り当て、安心したのか笑顔を作るのだ。

			　そんなティナを見ながら、ダニエラはティナとの時間を満喫していた。

			　十賢人のガイナスの仕入れる情報を裏で入手しており、現在の薫(かおる)の位置も把握している。

			　こちらから出向いてもいいが、行っても必ず会えるとは限らない。情報には時間のズレがかなりある。

			　なので、北上してエクリクスに近づいてきたら、こちらから行動を起こそうと考えていた。

			　ガイナスよりも早く事を運ばなければならない。

			　そのため、ダニエラはガイナスに数人の見張りを付けている。

			「ティナ、もう少し我慢してくださいね。私があなたを自由にしてあげるから……」

			　そう言って、ダニエラはティナの頭を優しく何度も撫でる。

			　すると後ろで、人の気配がする。

			　威圧を向けると、なんともマヌケな声を上げる男がいた。

			「おやおや、怖いなぁ。年寄りに向かってそのような威圧を向けるだなんてのう」

			「オーランド、何しに来たの？」

			「なぁーに、ちょっと可愛い愛娘を見に来ただけじゃよ」

			　そう言いながらオーランドはティナの横に腰を下ろす。

			「ほんとに食えない人ね」

			「ダニエラに言われたくはないのぅ。すべてを１人で背負う気なんじゃろ？」

			「ふふふ、何のことでしょうね」

			「ほれ見ろ、そうやってはぐらかすじゃろ？」

			　まったくといった感じで頭を掻くオーランド。

			「まぁ、私に何かあったら、ティナをよろしく頼みますよ」

			「それは聞けん話じゃなぁ。ティナが悲しむのは見たくはないからのぅ」

			「ここでは、あなたしか頼める人はいないのよ。苦渋の決断ですが」

			　ダニエラは真っ赤に染まる髪の毛をかき上げながらそう口にする。美しく吸い込まれそうな妖(よう)艶(えん)な雰囲気を纏(まと)っていた。

			「そこまで言われると断りきれんのぅ。じゃが、無理はするんじゃないぞ？」

			「するつもりもないわ……」

			「ならいいんじゃよ。でないと、ダニエラがいなくなったら……私がティナにいかがわしいことをするかもしれんぞ？」

			　ちょっと意地悪そうに言うオーランド。

			　その言葉に、ダニエラは殺気を纏(まと)った紅蓮の瞳をオーランドに向ける。

			「向こうから這い上がって、道連れにしてあげるから、そのときは覚悟しておいてくださいね」

			　本当にやり遂げそうな表情で、オーランドを見るのだ。

			　オーランドはその表情にゾクリとする。かつて、生きる伝説の男と呼ばれた者でも、武者震いをしてしまう。

			「気持ち悪い目で見ないでいただけますか？」

			「おや？　それはすまなかったのう。そんなに気持ち悪かったかのう」

			　すぐにオーランドは、その表情を裏に隠す。

			「ええ、獲物を見つけた草原の覇者といったところかしらね」

			「はっはっは、歳をとるとついつい緩んでしまうなぁ。オーランド叔父ちゃん、嫌われるのは嫌じゃからなぁ」

			　そう冗談めかしく言いながら、オーランドは顎(あご)に手を添えた。

			　そうしていると、ティナが目を覚ました。とろんとした目でダニエラを見る。

			「おはよう。ティナ、回復はできた？」

			「もうちょっと……むにゅり」

			　そう言って、器用にダニエラの身体に手を回し、もぞもぞと上へとあがってくる。

			　胸の位置まで来たところで、顔を埋めて動かなくなった。

			　ダニエラは大きな溜め息を吐きながら、やれやれと書物を置き、優しくティナの頭を撫でる。

			「ふっかふか……ダニエラ大好きにゃ〜」

			　ティナはそう言って、もっとダニエラの胸に埋もれていく。

			「ティナ様ぁ〜、オーランド叔父ちゃんにもギュ〜ッとしてもいいんじゃよ？」

			「にゃぁ〜!?」

			　愛くるしい表情で、うとうとしながらオーランドを見るティナ。

			　すると、ティナはバッとダニエラから離れて身だしなみを整え、ちょこりと座った。

			「ん？　いつも通りダニエラに甘えていてもいいんじゃよ？　オーランド叔父ちゃん、それだけで、ご飯３杯はいける口じゃからなぁ」

			　そう言いながらオーランドは、ティナをからかう。するとティナは肌が真っ赤になって恥ずかしそうにする。

			　その瞬間、ダニエラのチョキがオーランドの両目を襲う。

			「あ、危ないじゃないか……。目が見えなくなってしまうとこじゃったわい」

			　オーランドは冷や汗を掻きながら、人差し指でダニエラのチョキを止めている状態だった。

			　ダニエラは舌打ちをしながら、睨(にら)みを利かせる。

			「潰す気で行ったのに、しぶといですね……」

			「まだまだ甘いぞ。ダニエラよ！　はっはっは……あ!?」

			　笑っていたオーランドの人差し指から、ポキッという鈍い音がする。

			　ダニエラは笑顔で、チョキにしていた手でオーランドの親指を握り捻っていた。

			「ゆ、指が!?　って、はい『軽傷回復(キユアル)』っと」

			　ホワッと青白く光って、一瞬でオーランドの折れた人指し指は完治する。

			「ハァ……もういいわ。あなたの相手をするのは疲れるわ」

			「お？　もう終わりかのう……。つまらんのう」

			「オーランド……ダニエラを困らせたらダメにゃぁ」

			「からかっとるだけじゃよ」

			「悪いオーランドは嫌いにゃ……ぷい」

			　嫌いという言葉に、オーランドは膝から崩れ落ちる。今年に入って、最大級のダメージを受けたのだ。ダニエラはトドメを刺すために、ティナに笑顔で耳打ちをする。

			　ティナの次に放った言葉で、オーランドは灰と化した。

			　ティナは言った意味がわからず、クエスチョンマークを頭上に出し、首を傾げる。

			　ダニエラは大満足といった表情で、ティナを抱きかかえ屋上をあとにするのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　風の都・スピカ。

			　トルキアから北上したところにある、全長３キロメートルにもなる渓谷に存在する都。

			　風の精霊や水の妖精が住み着き、その渓谷は緑豊かだ。水も透き通っており、魚が豊富に獲れる。

			　その町にザルバックは来ていた。赤馬に乗り、自身の領地へと帰る最中であった。

			「あ、ザルバックさんじゃないですか」

			　ザルバックの姿を見て、大きく手を振るフードを被った者がいる。翡翠色の瞳だけが目につく。

			　ザルバックは馬の速度を落として、その者に近づく。

			「おお、スピカ様ではないですか」

			　フードを被った者に、ザルバックはそう話しかけた。

			「ザルバックさん、お出かけしてたんですか？」

			「ふふふ、そうじゃよ。久しぶりに楽しい者と対峙してのう」

			「え？　ザルバックさんが、そんなに楽しそうにしているなんて珍しいですね。教えてくださいよ！」

			「スピカ様に、儂の獲物を取られかねんから止めとこうかのう」

			「と、取ったりなんてしませんよ。ちょっと手が滑って、横取りするくらいですって」

			「では、尚のこと教えられぬなぁ。いや〜、儂は無駄に生きていてよかったと本当に思うぞ」

			「ぐすん、ザルバックさんの意地悪。いいよ、自分で探すもん」

			「見つけられるかのう……。無理じゃろうなぁ……」

			「……」

			　ザルバックの表情を見て、スピカはムスッとなる。その影響で、辺りの風の精霊たちがざわつく。

			「おやおや、そのようなことされたら、怖い鬼が来てしまいますぞ？」

			「来ないもん！　ザルバックが教えてくれないからいけないんだよ！　意地悪陰湿白髪エルフ！」

			　精一杯の悪口を言うスピカに、ザルバックは笑う。痛くも痒くもなさそうだ。

			　そんなザルバックを見て「自分だけ楽しんでずるい」と余計に腹を立てる。

			「今ここで、私の完全固有スキルの神術食らいたいの？　殺せちゃうんだよ？　だから教えてよ、ザルバックさん……」

			「ほう、本当にそんなことができると思っておるのかな？　スピカ様……」

			「できるよ！　一瞬で八つ裂きにだってできる！」

			　殺意の塊(かたまり)のような魔力を纏(まと)うスピカ。

			　辺りに潜む風の妖精たちが、スピカの纏(まと)う淡い緑色のオーラに反応して共鳴する。そして、翡翠色の目が力強く光り輝き始めるのだ。

			「後ろの鬼を見ても、そう言えるのかのう？」

			「え？　あっ!!」

			　スピカの背後に立つ女性がいた。

			　腰まで伸びた黒髪をリボンで一纏(まと)めにしている。能面は目の部分だけがくり貫かれている。

			　そこから覗く眼の色は、真っ赤で燃えるような炎を連想させる。

			　服装は着物に近い。柄はワンポイントでダイアモンドリリアという白い花が描かれている。

			「あ、えっと、クレハさん……本気で戦ったりしないよ？　いやだなぁ、あははは。ほ、ほんとだよ！　私、いい子だもん！」

			　スピカから先ほどまでの勢いは消え、かなり焦っている。

			　その様子に、ザルバックはくすくすと口元を押さえて笑っていた。

			　クレハは無言でスピカを見つめる。

			「はぁ、まぁいいですよ。次はしないようにしてくださいね。仕事が増えるので」

			「は、はーい。わかったぁ」

			「そういうことじゃよ、スピカ様。ところでクレハ嬢、妹さんはどうかね？」

			「……」

			　無言のクレハに、ザルバックは察する。

			「そうか……」

			「すみません。いろいろと手伝っていただいたのに……」

			「なぁーに、書類の偽造くらい朝飯前じゃよ。今の皇帝は好きではないからなぁ。前の皇帝はよかったんじゃが……。まぁ、じっくり捜すとよいじゃろう」

			「ええ、そうします」

			「ところで、なぜこの都にいるんじゃ？」

			　顎(あご)に手を当て、ザルバックはクレハに聞いた。

			「帝国の依頼ですよ。まあ、そっちはついでで闇奴(ど)隷(れい)市を開催していた輩(やから)の掃除ですね」

			「い、いや～、まさか私の都にそんなのがいたなんて知らなかったよ」

			「スピカさん、ちゃんと仕事をしていただかないと困ります。私の仕事を増やさないでください」

			「ご、ごめんって」

			　スピカは弱々しく頭を下げる。

			「それと、Ｓランク同士の戦いはご法度です。ザルバックさんは例外ですが……」

			「そうじゃな、儂はＣランクじゃからなぁ」

			「嘘つけ！　どこからどう見ても、Ｓ認定されてないとおかしい力持ってるくせに！　ザルバックさんだけずるい」

			「発動制限があるんじゃから仕方あるまい。いつでもそれができるのなら、話は別じゃがなぁ」

			　顎(あご)髭をしごきながら笑顔を作るザルバック。

			「うわぁーん、なんでお母様は帝国なんかと契約してるの。こんなの楽しくもなんともないよ！」

			「前の皇帝のときはよかったんじゃがな……。そこは儂から謝ろう。スピカ様、すまない」

			　ザルバックは深く頭を下げる。

			「ザルバックさんは悪くないじゃん。今の皇帝が悪いんだ！　クレハさんもそう思うでしょ？」

			「私はあんな傀儡の皇帝など、どうでもいいので……」

			　クレハは仮面の口元に手を添え、まったく興味がなさそうに言う。面倒事しか生まないというところだろうか。

			「あんなの扱いとか、慕われてないのがよくわかるね。私も嫌いだけど……。あ～、契約破棄したいよぉ」

			「まぁ、スピカ様と違って、クレハ嬢は妹さんが見つかれば、例の契約が完了するからのう」

			「え？　なになに？　楽しそうな話っぽいね」

			「ダメですよ。本当に口が軽いのですから、ザルバックさんは……」

			「ちょっと餌(えさ)を撒くのが上手いだけじゃよ。釣れても教えたりなどせんよ」

			　ザルバックはそう言ってクレハにウィンクをする。

			「つ、釣られてないし！」

			「おしいのう、もう少しでこの街の領主という大物が釣れるところじゃったのに」

			「ザルバックさん、スピカさんで遊ばないでください。本当に……どちらが子供なのか……」

			　額に手を乗せ、首を振るクレハ。

			　スピカは、クレハの珍しい行動が見られたと笑う。

			「そうだ！　ザルバックさんどうするの？　また私の作った『ぶっ飛べスピカ32号』に乗るの？」

			「ああ、使わせてもらうよ。しかし、ネーミングセンスは養ったほうがいいと思うのう」

			「え？　なんで？　かっこいいじゃん」

			　そう言いながらスピカは笑う。

			　ザルバックは、スピカのネーミングセンスは一生変わらないだろうなと悟った。

			「私は、任務でこのまま南下します。ついでに情報の入っているフーリをたらい回しにした闇商人の駆除ですかね」

			「クレハ嬢、あまり無理はするでないぞ。体はあまりよくないのだろ？」

			「フーリを見つけるまでは大丈夫ですよ。スピカさん、帰りにそれ使わせていただくのでよろしくお願いしますね」

			「任せといて。お仕事頑張ってね、クレハさん」

			　そう言ってスピカはクレハに手を振る。

			　クレハは、そのまま２人と別れた。

			「いやぁ……。怖い人ですよねぇ……。私の能力じゃあ、かなりの天敵ですから」

			「儂もあれにはちょっとなぁ。攻略までには時間がかかりそうじゃわい。遠距離と近接どっちもできて、Ｓランクの中でも五指に入る高火力じゃろ？　契約が成立したら、ぜひ戦ってみたいものじゃのう」

			「怖いもの知らずのザルバックって言われるのがわかるよ。私は無理だ。お母様ならいけるかもしれないけどね……」

			「ふっふっふ、楽しみがどんどん増えていくわい」

			　嬉しそうに言うザルバックに、スピカはなんとも言えない表情になるのだ。

			「おおそうじゃ、量産などはしないのかのう」

			「現在、絶賛生産中だよ。最近までは、エクリクスのダニエラに空を支配されていたけど、これからは私の『ぶっ飛べスピカ32号』がこの空を支配するよ。まだ遅いけど……」

			「あれは反則じゃからのう……。１ヶ月かかる場所まで２日か３日で行くんじゃからなぁ」

			「私のだって、これから改良してもっと速く飛ばすし……。で、できるし」

			　スピカは腕を組み、口を尖らせる。

			「まぁ、移動が楽になれば、冒険者たちもいろいろと動きやすくなるじゃろうからなぁ」

			「私は独占なんてしないからね。ふふふ、皆の笑顔が見たいんだ」

			「そうやっているときは、歳相応なんじゃがのう……」

			「うるさい」

			　スピカはそう言って、ザルバックを睨(にら)む。

			「おお、そうじゃ。やはり飛行できるのは、未開の地以外しか無理じゃったか？」

			「無理無理、Ａクラスの飛行する魔物の餌食になるよ。１回試したら死にかけたし」

			「仮にもＳランクじゃろうに……」

			「どんだけ高いところから落っこちたと思っているの？　雲の上から落っこちたんだもん。そりゃ、死ぬと思うでしょ？」

			「よくもまぁそんな研究をするのう……」

			　ザルバックは、スピカの破天荒な実験に溜め息を吐く。

			「暇だからね……。どっかのクソ皇帝のせいで」

			「……あ、す、すまんかったって。謝っとるじゃろ？」

			「……」

			　突いてはならないところを突いてしまい、ザルバックは失敗したと思う。

			　苦笑いを浮かべながら２人は『ぶっ飛べスピカ32号』まで向かう。

			　その間に、スピカは必要以上に今回のザルバックの収穫を聞き出そうとするのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　薫(かおる)と別れたミィシャは、大急ぎでマリーの下へと帰っていった。

			　門番に挨拶をせずに、ぴゅーんっと通り過ぎていく。バタバタと廊下を走り、マリーのいる書斎へと勢いよく向かった。

			「マリー様～！　マリー様～！　大変ですよ～！」

			　バンっと勢いよく扉を開けたミィシャ。

			「大変なんですよぉ～」

			「ミィシャ、五月蝿い！　仕事が溜まってんだから静かにしてよ！」

			「わ、わふーん!?」

			　前回よりも分厚い本が、ミィシャの顔面にスコーンと見事にめり込む。そのまま大の字にぽてんと倒れ込んだ。

			　本がめり込んだままピクピクと痙(けい)攣(れん)するミィシャ。

			「で？　今回は何？　この前のカオルより急ぎの用なんてないでしょ？」

			「こ、今回はそれよりやばいですよ、マリー様！」

			　ミィシャは焦っているのか、本がめり込んだまま話し始める。

			　マリーは思わず吹き出しそうになったので、すぽんと本をミィシャの顔から抜き取る。

			　くっきりと本の跡が残っているが、ミィシャはかまわず話し続ける。

			　クレハ・ミズチの妹であるフーリ・ミズチの件だ。

			　それを聞いたマリーは、もの凄く嫌そうな顔をする。

			「それ本当なの？」

			「間違いないです。本人に確認もしました！」

			「ほら、たまたま名前を知ってたとか……じゃないの？」

			「むしろ、Ｃランク以下の子が知ってること自体危ないですよ……」

			「うわぁ……大問題じゃないのよ！　なんでうちの街にいるのよ！」

			　マリーは頭を抱える。

			「だから、言ってるじゃないですかぁ！　私、街を直すの嫌ですよ！」

			「あんたはそっちの心配してたのね……。その前に、生命の心配したほうがよさそうね……」

			「マ、マリー様、どうにかしてくださいよ！」

			　バンッと机を叩くミィシャ。どうにかできるのは、同じＳランクのマリーくらいだ。

			「嫌……っていうか無理でしょ……。あれの能力は知っているでしょ？　私のほうが完全不利なのわかっているじゃないのよ！」

			「ど、どうしましょう……。わふぅ……」

			「あ！　そうよ！　カオルさんを使えばいいんじゃない？」

			「……マリー様、最低ですね」

			　悪魔を見るような目で、ミィシャはマリーを見つめる。

			　とても冷ややかな視線に耐え切れなくなったのか、すぐにマリーは訂正を入れる。

			「じょ、冗談に決まっているじゃない……。で、でも、カオルさんたちといるのよね？」

			「そうですね。楽しそうにしていました」

			「上手くいけば丸く収まるけど……。下手したら……この街飛ぶわね。死人は出さないようにしないといけないわ」

			　ドッと疲れが出たような表情をするマリー。最悪のシナリオにならなければいいなと思う。

			「とりあえず、明日そのフーリって子のＣランクの試験をするのよね？」

			「はい、さすがに闘技場に出して、情報が漏れたら危ないですし。今のところは街の聞き込みをしたんですが、皆、偽物と思っているみたいです」

			「それは、好都合じゃないの♪」

			「ウワァ……」

			「な、なんでそんな目で見るのよ！　ミィシャ……最近反抗的よ！　調教が必要みたいね」

			「な、なんでそうなるの！　わ、わふ……」

			　自身の危機を察知したミィシャは、即座に逃げようとする。

			　しかし、マリーはミィシャに跳びかかり背後から抱きしめ、耳と尻尾(しつぽ)を弄(もてあそ)ぶ。

			「あ～、久しぶりのミィシャのふかふか尻尾(しつぽ)はやっぱり癒されるわぁ。一家に１人は置いとかないとね」

			「やめっ……わふぅ……」

			「だ～め！　最近妙に尻尾(しつぽ)を綺麗に整えているじゃないの」

			「……わふっ！」

			「まぁ、聞かないでおきましょうかね。その代わり、今日は思う存分、私が可愛がってあげるんだから……」

			　ミィシャは涙目になりながら助けを求める。

			　広い屋敷にミィシャのか細い声がこだまするのであった。

		

	
		
			　

			第十二話　ピンクラビィ祭り！　アリシア大興奮

			　

			　翌日になり、薫(かおる)たち３人はマリーのいる屋敷へと来ていた。

			　門をくぐり、だだっ広い広場へと入る。

			　すると、やつれたミィシャとツヤツヤなマリーが出迎えてくれた。服装は、マリーはいつも通り踊り子の服を少し派手にしたようなもので、ミィシャは可愛らしいフード付きのパーカーに、動きやすいストレッチパンツを穿(は)いていた。

			「ミィシャちゃん、どうしたのですか？　凄くやつれていますけど……」

			「心配、ミィシャちゃん、大丈夫？」

			「ああ、だ、大丈夫ですよ……」

			　目に生気がない。屍(しかばね)一歩手前といったところだ。昨日の整った毛並みはくったりとしていた。

			　アリシアとフーリは、心配そうにミィシャを見る。

			「大丈夫よ。昨日、私が可愛がってあげたのよ～」

			「ああ、ちょっと可哀そうになってきたわ。ミィシャ、大丈夫か？」

			「ぐすん、カオルさん、もうあの人の下で働きたくないです」

			　そう言いながら、ミィシャは薫(かおる)に引っ付き、助けを求めてくる。

			　薫(かおる)がマリーに、やりすぎだという目線を送ると、マリーはぺろっと舌を出した。

			　ミィシャの頭を撫でながら、薫(かおる)は溜め息を吐く。

			「今日は、フーリちゃんの試験ですよね？　どのようなことをするのですか？」

			　アリシアは首を傾げ、ミィシャに聞く。

			　薫(かおる)に引っ付いていたミィシャは、すっと離れて説明する。

			「私が試験官として一戦します。一応、Ａランクですから。判定はマリー様にしてもらいます」

			「なるほどな。で？　内容はどないするんや？」

			「戦闘技術を見るので、倒すとかそういったことはないです。あと、精神攻撃に変換されますので怪我などはないです」

			「ああ、闘技場のあれと同じってことか」

			「そういうことです」

			　薫(かおる)はフーリの頭に手を置き「頑張ってこい」と言って、くしゃくしゃっとする。

			　元気な笑顔で、フーリはスキップしながら前に出る。

			　ミィシャも出て、フーリと向き合う。

			「それじゃあ、始めるよ」

			　マリーが開始の合図をかける。

			「固有スキル――『傀儡人形・炎鬼』」

			　フーリは開始とともに、炎を纏(まと)った鬼の傀儡を具現化させる。熱気が辺りを漂い始めた。

			「あ～、やっぱり本物だったのね……」

			「ん？　どないしたんや？」

			「こっちの話よ」

			　マリーは頭をくしゃくしゃと掻きながら、大きな溜め息をつく。

			　クレハ・ミズチと同じ『傀儡人形・炎鬼』を使うフーリが、紛うことなき妹と確定してしまったからだ。

			　ミィシャの情報だけでは、確定できなかった。いや、そうであってほしくなかったと言ったほうが正しいだろう。フーリは炎鬼に魔糸を設置させ、自在に操る。

			　ミィシャは嫌そうに、フーリの出した炎鬼を見る。

			「流し込めている魔力量は、だいたいＣランクでも問題ないですね……」

			「私、元々Ｂランクの強さ持ってる……。ミィシャちゃん、私より強いからわくわく」

			「あははは、私はそんなに強くないですよ」

			　ミィシャは、フーリの力量を量りながら行動に移った。俊敏な動きで、自身の残像を作る。

			　フーリは残像の中の１体だけを追い続ける。

			「へー、あの子は見えているみたいね」

			「俺は強化せえへんと見えんわ」

			「当たり前でしょ？　生身で見えたら化物よ」

			　薫(かおる)とマリーは、そのような会話をしていた。

			　アリシアは、フーリの行動をじっと見ている。アリシアよりもランクは下だが、稽古のときは必ず負けているのだ。

			　どのような動きをすれば効果的なのかをじっくりと観察する。

			「もう大丈夫、行く」

			　そう言ってフーリは炎鬼を片手で操り、ミィシャへと突撃させる。

			　残像が一瞬で消え、炎鬼が向かったミィシャが本体だというのがわかった。

			　ミィシャは笑顔で炎鬼の連撃を躱(かわ)す。体を捻り、ぎりぎりのラインを攻める。余裕がなければできない芸当だ。

			　そして、そのアクロバティックな回避運動にアリシアは「す、凄い」と自然に言葉が漏れる。

			「ミィシャちゃん、凄い！」

			「どうもです。フーリさん」

			　一瞬でミィシャは、フーリの背後をとった。

			　かなり距離があったのにもかかわらず、瞬間的な加速を利用して一気に詰めたのである。

			　拳をフーリの脇腹に這わせて止めていた。

			「はい、それまで」

			「フーリちゃんの負けです……」

			「いや、引き分けやな」

			「隙を見せて、自分の思い通りの場所に来てもらったって感じだね」

			「ど、どういうことですか？」

			　アリシアは不思議そうに薫(かおる)を見る。まだわかってないアリシアに、薫(かおる)は今の状況を説明する。

			　先ほどの連撃は囮で、ミィシャをおびき寄せるためにわざと放った。

			　魔力もＣランク程度のレベルに抑え、おびき寄せたところで、最大出力で攻撃を放つということをしていたのだ。途中でフーリは、片手のみで炎鬼を操るようにして、ずっとそのタイミングを窺っていたのだ。

			　そして、空いている片手には、仕込みのナイフが綺麗にミィシャの心臓を捉えていた。

			　それを見てアリシアは「おお！」と言いながら手を叩く。

			「まぁ、Ｃランクは確実にあるわね。書類出したげるわ」

			「やった～。これで、ピンクラビィちゃんの国に一緒に行けますね」

			　マリーは胸の谷間から書類を取り出すと、それを薫(かおる)に渡した。

			「なんや……もうどうでもええわ」

			「あはははは」

			「それに、最初から書類作っとるんかい」

			「そりゃそうでしょ。だってミズチ一族ですからね」

			　マリーは笑いながらそう言った。

			　薫(かおる)は呆れながら書類をアイテムボックスへとしまう。

			　するとアリシアは薫(かおる)の白衣を引っ張る。薫(かおる)がアリシアのほうを見ると、両腕で胸をはさみ強調するような格好で「むぅ～！」っと頬を膨らませて見つめてくる。

			　面倒なのがもう１人いらっしゃいました。薫(かおる)はアリシアに笑顔を向けて、そっと放置する。

			　そうすると、フーリとミィシャが帰ってきた。

			「フーリ、よう頑張ったな」

			「えへへ」

			　薫(かおる)はフーリの頭を撫でる。

			　フーリは嬉しそうに撫でられながら満面の笑みを浮かべた。アリシアは構ってもらえず涙目で、薫(かおる)にちょこんと引っ付く。

			　薫(かおる)がアリシアの頭も念入りに撫で回すと、嬉しそうに喉を鳴らす。

			「ミィシャ、ちょっと油断していたわね？」

			「まさか、あそこまで戦略を考えてるとは思いませんでした」

			「まぁ、本気出したら１秒も持たないだろうけど、格下と思って行動すると痛い目を見るってところだね」

			「今回はいいんですよ。勝ち負けとかそういうのではないので」

			「強がっちゃって……ミィシャ、可愛い♪」

			「う、鬱(うつ)陶(とう)しいですぅ！　だ、抱きつかないでください。もう毛並みがぐちゃぐちゃなんですからぁ！」

			　マリーに弄(いじ)られ、ミィシャは威嚇をしながら吠える。

			　仲がいいのか悪いのか、よくわからないと思いながら、薫(かおる)は２人を見る。

			「それじゃあ、これを今から冒険者ギルドに持っていってくるわ」

			「そういえば、いつ出発するの？」

			「発行してもらったらそのまま出発やな」

			「じゃあ、調査のほうもお願いね」

			「ああ、任された」

			　そう言って、薫(かおる)たちはマリーたちと別れた。

			「ふぅ……。さて、本物だったわけだし。これからちょっと危ないわね」

			「あ～、どうか、こちらに来ませんように！」

			　ミィシャは拝むようにしながら天を仰ぐ。

			「どんだけ来て欲しくないのよ……。年に数回でしょ？　そう再々来ることなんてないわよ」

			「ですよね。私の心配しすぎですよね？」

			「そうよ。それにカオルさんもいるんだから、どうにでもなるでしょ？」

			　そう言って、マリーは笑顔を見せる。

			　こんな時期に、ピンポイントでクレハ・ミズチが来るなんて相当低い確率だ。

			　もう１度、薫(かおる)のような人が現れてトーナメントを無傷で優勝するくらいには確率は低い。

			　そう考えたら、ミィシャは心が少し軽くなるのである。下手したら天文学的確率なのだ。

			　すべてが咬み合うなどありえないと答えを出して、２人は仕事へと戻るのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　冒険者ギルドの中、薫(かおる)たちは書類を片手にカウンターにいた。

			「Ｃランクの仮発行をお願いしたいんやけど」

			「本当に優勝してしまうなんて……びっくりです！」

			「私たちにかかれば余裕ですよ」

			「余裕！」

			　受付の女性は呆れ顔で書類に目を通し、薫(かおる)たちの冒険者カードを預かる。

			　奥へ入って数分後、受付の女性が帰ってきた。

			「はい、更新の手続きが完了しました」

			　そう言って冒険者カードを渡してきた。カードはランクＣと書き換えられてあった。

			「おおきに、これで未開の地に入っても問題ないやんな？」

			「はい、ランクＣからですので大丈夫ですよ。あまり無理のない冒険をしてくださいね。いくら強くても、食料がなければ死んでしまいます。ですので、そこら辺の準備をしっかりして冒険に出てください」

			「ああ、そうするわ。ありがとな」

			「いえいえ」

			　薫(かおる)たちは受付の女性と別れ、冒険者ギルドをあとにした。

			　冒険者ギルドを出て、薫(かおる)たちは商業区域へと向かう。冒険に必要なものを揃えるためだ。

			「どのくらいの旅になるんやろうな？」

			「どうなのでしょうね。食料はたくさんあったほうがよいのでしょうか？」

			「現地調達でもいい。レイアドラゴンのお肉でも、じゅるり」

			　フーリは、あの美味(おい)しかったレイアドラゴンのお肉を思い浮かべながら呟く。

			「そうやな。今回はそれもあるからな。狩りまくるぞ！」

			「「お～う！」」

			　３人の言葉に、周りの冒険者たちは呆気にとられる。

			　Ａランクの魔物で最強と言われるレイアドラゴンを狩りまくると言っているからだ。しかし、薫(かおる)たちを見て「あー、こいつらならできるか」と納得するのであった。

			　ほぼ非公式だが、Ｓランクといっても過言ではない薫(かおる)の能力を、この街のほとんどの者は知っているからだ。

			「ホカホカブとかでもええかな。寒いときは体を温められるしな」

			「はい、あれは美味(おい)しかったですもんね。ここにも売っていますので、買いましょう」

			「美味(おい)しいの？」

			「美味(おい)しいですよ！　体がほかほかします。この季節にはうってつけだと思います♪」

			　そう言いながら、アリシアはホカホカブを薫(かおる)に渡す。薫(かおる)はそれを袋に詰めていく。フーリも他の食べたい野菜などを袋に詰める。

			　３人はウキウキな表情で買物をする。まるでピクニックのようだ。

			　途中、アリシアはピンクラビィの好きなクッキーの素材を渡してきた。ビスタ島でピンクラビィが絶賛した餌付けの餌(えさ)だ。

			　今回もこれを使って、ピンクラビィと仲良くなろうと思っているようだ。アリシアはお目々を輝かせ、何度も頷きながら無言の圧力をかけてくる。

			　薫(かおる)は「はいはい」と言いながら、その材料も購入した。

			　商業区域での買い物もだいたい終わったころに、アリシアは１軒の店が目に留まる。

			「あれは、ピンクラビィちゃんの人形？」

			「ん？　アリシア、ここに来てからもう買ったやん」

			「いや、あの……カオル様、あそこにあるお人形なんですけど……アレって本物ではないですか？」

			　アリシアは小声でそのように薫(かおる)に伝える。薫(かおる)は、そんなわけないだろうと思いながら、試しに露店に近寄る。大量のピンクラビィの人形の入ったワゴンからアリシアが指差したものを持ち上げる。

			　すると、バチコーンとウィンクをかましてきた。

			「「……」」

			　薫(かおる)とアリシアは、この行動に身に覚えがある。あのビスタ島でのピンクラビィだ。

			　ここまでついてきていたのだろうかと考えたが、まさかそのようなことはないだろうと思いたい。アリシアが試しに、残っているクッキーをそっとそのピンクラビィの口元に持っていくと、サクサクサクと食べ始める。

			　まごうことなきあいつだ。

			「カオル様、アリシアちゃん、どうしたの？」

			　硬直している２人に、フーリは首を傾げ、そっと近づいて覗き込む。そこには、ピンクラビィが美味(おい)しそうにクッキーをもぐもぐしている姿があった。

			　フーリは思わず声を上げそうになったが、それを薫(かおる)が止める。

			　その行動を取ったせいで、手に持っていたピンクラビィはストンとワゴンの中に入る。またピクリとも動かずに、まるで人形のようになった。

			「あかんやろ……これ」

			「さすがに、ワゴンセールで本物はないと思います……。でも、買ってもいいですかね？　カオル様」

			「カオル様、これ、買おう！」

			　２人の目がマジなだけに、薫(かおる)はアイテムボックスからお金を取り出そうとする。

			　その瞬間、ピンクラビィの体が光り、勢いよくワゴンから飛び出す。そして、軽やかなジャンプで壁を何度も蹴りながら、屋根まで登っていってしまった。

			　あまりの素早さに薫(かおる)たちは対応できず、ピンクラビィにドヤ顔を決められて、姿が見えなくなってしまった。

			「あれは捕まえられないってのもわかるな。速すぎや」

			「は、初めてピンクラビィちゃんの本気を見ました！」

			「速い！　私も追えなかった」

			　３人はピンクラビィの身体能力に驚きながらも、あの様子だとまず捕まることはないと安心した。だが、餌(えさ)には弱いため、プラスマイナスゼロなのではないかと思ってしまう。

			　３人は笑いながら、そのあと１時間ほど商業区域をグルグルと回った。

			　

			　薫(かおる)たちから少し離れたところで見つめるピンクラビィ。

			　屋根の上で、耳をピーンと立てる。何かを送信するかのような感じだ。

			「きゅ～♪」

			　少しすると、その場にもう１匹のピンクラビィが、頭の上にお菓子の袋を乗せてやってくる。

			「きゅ～、きゅ～♪」

			「きゅ？」

			　お菓子を袋から出して、そっと１つおすそ分けといった感じで差し出すのだが、もう１匹のピンクラビィはまったく食べようとしない。

			　今はお腹いっぱいというのか、体を左右に揺らすだけなのだ。

			　その行動におかしいと思ったのか、ジッと見つめていると口元にクッキーの破片が残っているのに気がつく。

			「きゅっ！！！」

			「きゅ～♪」

			　勝ち誇ったようにドヤ顔を決めるピンクラビィを、もう１匹のピンクラビィは耳でぺちぺちと叩く。そのクッキーを自分も食べたかったという行動なのだ。

			　クッキーを食べられなかったもう１匹のピンクラビィは悔しいのか、やけ食いのようにお菓子をぱくぱくと食べるのであった。

			　

			　トルキアの南の門。

			　未開の地への入り口前に３人は来ていた。

			　馬車は未開の地には持っていけなかったため、トルキアに置きっぱなしとなる。もう少し、コンパクトな馬車ならば行けたのかもしれない。

			　門番に冒険者カードを見せて、その門をくぐる。

			「よーし、じゃあ出発するか！」

			「「お～う！」」

			　元気よく腕を高らかに上げ、３人は出発する。完全にピクニック気分だ。

			　とはいっても、冒険に必要な一式を揃えており、野宿もできる。

			「お散歩ですね、フーリちゃん」

			「楽しいね、アリシアちゃん」

			「ほのぼのしとるけど、他のやつから見たらかなり危ない探索なんやろうなぁ」

			　薫(かおる)は周りを見ながら、そう呟く。

			　森に入ってから、いたるところに魔物がいるのだ。戦闘している声が薄暗い森の中で響き渡る。そして、薫(かおる)の前にも魔物が現れた。

			「戦闘か……こいつはどんな魔物なんや？」

			「これ、スタースコーピオン。Ｂランクの魔物。鈍足で魔法に弱い」

			「私の出番ですね♪」

			　アリシアが胸を張って１歩前に出る。

			　剣術を習っている成果を見せたいということなのだろう。属性攻撃は、魔法と同じ効果を持つ。この魔物にはうってつけなのだ。

			　薫(かおる)は近くの岩の上に腰掛け、アリシアの戦闘を見守ることにした。何かあれば、即手を出せる範囲で待機する。

			　フーリも同じだ。薫(かおる)の横に腰を掛け、ニコニコしながら見守る。

			「では、勝負！」

			　アリシアは雪時雨で自身の足元に一太刀入れる。するとその部分から冷気が湧き上がってくる。大気を一瞬で冷却して、氷の礫(つぶて)を生成するのだ。それをアリシアの周りに停滞させ、雪時雨を構える。

			「シャアアアアアア！」

			　２メートルを超すスタースコーピオンは奇声を上げながら、カサカサとアリシアに向かってくる。尻尾(しつぽ)の針を高らかに上げ、威嚇している。

			　スタースコーピオンは攻撃範囲に入った瞬間、もの凄いスピードでアリシアに向けて尻尾(しつぽ)の針を突き立てる。アリシアの心臓部分を的確にだ。

			　アリシアはギリギリまで尻尾(しつぽ)の針を引きつけて、ほんの少し体を捻って回避する。

			　今日見たミィシャの回避の仕方だ。最小限の動きで相手の攻撃を躱(かわ)し、その後の隙を見て攻撃をかけることができる。

			　その行動を見て、薫(かおる)は「おお」と驚いた。

			　しかし、アリシアは躱(かわ)したあと、とてとてと距離をとってしまっていた。

			「あ、危なかったです！」

			　アリシアは胸に手を置き、ホッと溜め息を吐いている。

			　躱(かわ)せたが、そっちにばかり気がいって攻撃できなかったようだ。

			「アリシアちゃん、頑張って！」

			「次は大丈夫ですよ！」

			　アリシアはもう１度構えて、尻尾(しつぽ)の針の攻撃を同じように躱(かわ)す。今度はそこから尻尾(しつぽ)の付け根へ攻撃を繰り出せた。

			　剣術はフーリからちゃんと教わっている。綺麗な半月を描きながら攻撃を加えて、その場から一歩引く。

			　スタースコーピオンがアリシアのほうを向いて、もう１度攻撃するため近寄ろうとした瞬間、尻尾(しつぽ)の付け根から全身が凍っていく。

			「うまくいきましたぁ～！」

			「おお、凄いな。手首の返しとか、なんかカッコよかったで」

			「えへへ、カオル様にそう言われると照れてしまいますよ」

			　アリシアは頬を掻きながら、嬉しそうな表情になる。

			「さて、先に進んでいくかなぁ」

			「はーい」

			「次、私が頑張る！」

			「フーリちゃん、頑張ってください！」

			　フーリもやる気いっぱいのようだ。お目々を輝かせている。アリシアは、それを後押しするかのように応援する。３人で開拓されていないガタガタな道を進む。この辺の魔物は、３人ともまだまだ楽勝の範囲内で片付けられた。

			　フーリも楽々排除していく。戦闘経験の差もあるだろう。

			　相手の弱点などさまざまな情報を持っていて、そこを突いて有利に戦闘を運んでいった。薫(かおる)は言わずもがな、回し蹴りの一撃で光の粒子に変換していく。どんな巨大な魔物も関係ない。

			　日が暮れてきたので、少し開けた水辺で３人は野宿するための冒険者セットを広げていた。

			　フーリは途中、薪の回収に行くといって、今はアリシアと薫(かおる)の２人だ。

			「ふんふんふふ～ん♪」

			「アリシア楽しそうやな」

			「えへへ、まさかこのようなことができるなんて、夢のようです。カオル様、ありがとうございます♪」

			　伸縮するコテージを設置しながら、アリシアはそう言った。

			　不治の病だったため、半年前まで外の世界などまったく知らなかった。

			　残りの命をベッドの上で過ごす日々から、この未開の地へと自身の足で踏み入れるようになることなど考えられなかったのだ。

			「どういたしまして、でも、アリシアが頑張ったからってのもあるんやで？」

			「それでもです。カオル様がいたから、こうして私は自由に世界を見ることができるのですから……。だから、ありがとうございます。そして……大好きです」
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			　アリシアは胸に手を置き、照れくさそうに頬を染める。

			　うっすらと月明かりに照らされるアリシアは、なんとも言えない美しさを醸し出していた。

			　自身の特別な人だからというのもあるだろうが、心が鷲掴みにされる、そんな感覚がしたのだ。　

			　薫(かおる)はアリシアを愛おしく思い、抱きしめて優しく頭を撫でる。

			「カ、カ、カオル様!?　な、な、なあああああ！」

			　いきなりの薫(かおる)からの抱(ほう)擁(よう)に、アリシアはすぽーんと頭の上でお湯が沸くかのように赤くなる。

			　不意打ちにはからっきし弱いアリシア。自分のペースが崩れると、すべてが総崩れしてしまうのだ。それを知っている薫(かおる)は、意地悪じみた表情で真っ赤になったアリシアの顔を覗き見る。

			「俺も大好きやで。アリシアに出会えて、ほんまによかったわ」

			「……きゅ～」

			　アリシアの脳が容量オーバーを迎え、その場でぽてんと崩れ落ちてしまった。薫(かおる)はやり過ぎたと思いながら頭を掻く。

			　コテージの中へアリシアを運び、そっと寝かせる。コテージは、３人が楽々寝られる広さだ。

			　個室シャワーとお手洗い付きという、いたれりつくせりな設計になっている。そして、ふかふかな毛布と布団がセットされている。

			　中に魔法のランタンが入っていて、明かりも点けることができる。

			　布団に寝かせたアリシアは、目をぐるぐる回す。幸せ死を起こしているのではないかというくらい笑顔なのであった。

			　薫(かおる)はアリシアをコテージに残して外へと出る。

			　少しして、フーリが薪を持って帰ってきた。

			「ご苦労さま」

			「はい、魔物とちょっと遊んできた」

			「怪我はないか？」

			「大丈夫」

			　フーリはいい笑顔でビシッと手を上げる。

			　薫(かおる)は無邪気で可愛いなと思うのだ。

			「あれ？　アリシアちゃんは？」

			「ああ、うん、ちょっとからかいすぎたんや」

			　苦笑いを浮かべ、薫(かおる)は頬を掻く。

			　フーリは何のことかわからず、首を傾げた。

			「まぁ、料理でも作っとったら、そのうちアリシアも復活するやろ」

			「そうなの？」

			「そんな感じや」

			　薫(かおる)はからからと笑う。

			　やはり、フーリはわかっていない様子であった。

			　そのまま、２人で料理を始める。薫(かおる)はこの周辺一帯に、強力な威圧を放っている状態を保ち、平然と作業をする。

			　フーリはその化物レベルの行動を不思議そうに見るのだ。

			「カオル様は、凄い」

			「どうしたんや？　急に」

			「知らない病気を治したり、凄い威圧を放ちながら、平然としているところ」

			「俺はできることしか、できへんよ」

			　薫(かおる)の言葉に、フーリは難しい表情になる。

			「うーん、なんでもできそう！」

			「買いかぶりすぎや。自分の周りだけで精一杯やしな」

			「そうなの？　よくわかんない」

			　そんな会話をしながら、２人でホワイトシチューを作っていく。

			　フーリは意外と器用に、ホカホカブとコロコイモなどの野菜の皮を剥いていく。

			　調理セット付きの少し値の張る冒険者セットを購入していたから、万能器具まで完備されている。釜を設置し、薪を中へ入れる。火の魔水晶を近づけて魔力を流すと火がつくのだ。

			　釜の上に鍋を置き、バターを入れる。溶けたところに一口サイズに切ったベジタルボアの肉を入れる。じゅーっとイイ音色を奏で、辺りに肉の匂いが漂う。魔物はその匂いに釣られ薫(かおる)たちのいるほうに来るが、得体のしれない化物級の魔力の威圧に当てられ、それ以上近づくことができないでいた。

			　野生の本能が、これ以上先へ進むと死ぬと言っているからだ。薫(かおる)のいる場所は安全地帯と化していた。

			　薫(かおる)は鍋に野菜を入れ、ほんのり焼き色がついたところで火から下ろし、小麦粉を入れて混ぜる。全体がなじんだら、牛乳と水、そしてコンソメを入れてまた火にかける。ゆっくり、混ぜながらとろみが出るまで煮込む。

			「いい匂い……じゅるり」

			「ちょっと味見するか？」

			「うん！」

			　薫(かおる)は銀の皿にシチューを少し入れてフーリに渡す。

			　ふーふーっと冷ましたあとに、スプーンですくいシチューを口に運ぶ。口に入れた瞬間、フーリは遠くを見ながらホッとした表情になる。

			「美味(おい)しい。とろーりほっかほか」

			「ならオッケーやな」

			「何杯でもいけそう」

			　味の確認をしたフーリはもくもくと口にシチューを運んでいく。

			　一定のスピードで止まることを知らない。ペロリとたいらげ、ご満悦な表情だ。

			「そしたら、アリシア起こしてくるわ」

			「うん」

			　薫(かおる)はそう言って、川辺のコテージへと向かう。

			　中に入ると、アリシアが毛布を抱きしめ、幸せそうな表情で毛布に頬ずりをしていた。薫(かおる)はそんなアリシアの頬を突く。突かれる度に「きゅ～」と鳴いた。悪戯(いたずら)してくれと言わんばかりの表情に、ついつい薫(かおる)も手が出てしまうのだ。

			　少しの間、突いていると、アリシアは目をぱちくりしながらむくりと起きた。

			「おはようごじゃいましゅ」

			「うん、おはよう。晩御飯できたで」

			「!?　も、もう夜なのですか？」

			　完全にアホの子と化したアリシア。寝ぼけているようだ。

			「まぁ、俺のせいやから何も言えへんけど……。これはちょっとあかんな」

			「はうぁ！」

			　薫(かおる)がアリシアの頭をぽんぽん叩くと、いい反応をする。そうしていると、やっと思い出したようだ。

			「カ、カオル様の不意打ちのせいでした！」

			「うん、やっと思い出したか……。まぁ、あれはアリシアも悪いからな」

			「わ、私は悪くないではないですか！」

			　抗議の言葉を発するアリシアを薫(かおる)は落ち着かせる。

			「はいはい、ちょっと落ち着こうな」

			「あ、あのような不意打ちは卑(ひ)怯(きよう)ですよ！」

			　アリシアは落ち着くどころか、頬を真っ赤にしてぽかぽか叩いてくる。薫(かおる)はアリシアの両手を掴み、床に押し倒す。アリシアの上に覆いかぶさるような体勢になる。

			　面と向かってまっすぐアリシアを見る。

			「もう１回、気を失うことしたろうか？」

			「あ……え、えっと……」

			　ショート寸前のアリシア。薫(かおる)はそっと両手を掴んでいる手の力を緩め、片手でアリシアの頬をそっとなぞる。

			　アリシアはそっと目を閉じた。

			　何かを期待したような感じだ。

			　薫(かおる)はそっとアリシアに近づいていく。

			「あう！」

			　おでこを押さえながら、アリシアはぴくぴくする。薫(かおる)のデコピンがアリシアのおでこに炸(さく)裂(れつ)していた。

			「フーリがお腹すかせて待っとるからな」

			　薫(かおる)はからからと笑いながら、おでこを擦っているアリシアを見る。

			　アリシアは「ぐぬぬ」と言いながら、ジトッとした目つきで薫(かおる)を睨(にら)む。

			「ほら、行くで」

			「ちょ、ちょっと、カオル様ぁ」

			　薫(かおる)はアリシアの手を持ち、引っ張り起こす。アリシアは勢いよく薫(かおる)の胸に優しく抱きしめられた。

			　そして、薫(かおる)はアリシアの手を引きながら、フーリの下へと向かった。

			「アリシアちゃん、もう大丈夫？」

			「は、はい。もう大丈夫ですよ」

			「顔赤いけど、大丈夫？」

			「そ、そうでしょうか？」

			　頬をパタパタと手で扇ぎ、大きく深呼吸をする。

			「うん、何かあったの？」

			「うーん、カオル様から飴と鞭の雨あられを受けたと言ったら、１番納得すると思います」

			　アリシアの言葉に、フーリはちょっと違った方向に納得する。

			「どんな刑を受けたの。またビリビリの刑？」

			「え、えっとそういうのとは違うといいますか……」

			　頬を赤らめ説明しにくそうなアリシアに、薫(かおる)は口元に手を当てくすくすと笑う。

			　そんな薫を見て、アリシアは頬を膨らませていた。

			「さぁ、腹もすいたからご飯にしようか」

			「はーい」

			「は、はーい」

			　フーリは折りたたみ式のテーブルと椅子を組み立てる。

			　薫(かおる)は、お皿にホワイトシチューを入れて渡していく。

			　そしてさっとパンを焼き、それもお皿に載せて３人がけのテーブルに置く。

			「じゃあ食べようか。いただきます」

			「「いただきます」」

			　フーリはパンをちぎってシチューにさっと浸して口に運ぶ。パクリと頬張った瞬間、満面の笑みを浮かべる。

			　アリシアも同じようにして頬張ると、先ほどまでの膨れていた頬はとろーんと緩み、笑顔が戻った。

			「もの凄く美味(おい)しいです！」

			「味見したときより美味(おい)しい。染み込んでる」

			　２人は笑顔で見つめ合う。薫(かおる)も食べて、合格と太鼓判を捺した。

			　その後、２時間交代で見張りをするという体制を決め、睡眠をとる。

			　アリシアは言わずもがな、１度寝たらなかなか起きないため、最初に起きていてもらい、その後はフーリと薫(かおる)で交代しながらやりくりをすることにした。

			　交代のときに、薫(かおる)はフーリに一言お礼を言う。

			「フーリがおってくれて、マジで助かったわ。おらんかったら、俺が24時間フルタイムで見張りするはめになるところやった」

			「適材適所だから、大丈夫」

			　フーリはそう言って笑顔を作る。

			　薫(かおる)は、ぐっすり寝ているアリシアに、何かお仕置きが必要だなと思うのであった。

			　

			　そして、それから１週間ほど未開の地を探索していると、大きな泉のある場所に出た。

			　人の手がまったくつけられていないその泉は、澄み切った空気と木々の隙間から溢れる日差しが光のカーテンになっていて、とても綺麗だった。

			「凄いです！　もの凄く綺麗ですよ♪」

			「うん、綺麗」

			「ああ、これは凄いなぁ。やっぱり自然はええな」

			　３人は深呼吸をして、澄み切った空気を身体に取り込み大きく吐き出す。

			「ここで少し休憩でもしようか。ここら辺は魔物も少ないみたいやし」

			「はい、そうしましょう♪」

			「おやつ、おやつ♪」

			　薫(かおる)は折りたたみ式のテーブルと椅子を出し、その上にラックスティーとクッキーを出す。

			　アリシアとフーリは元気よくクッキーを頬張り、ラックスティーを飲む。

			「やはり、カオル様のクッキーは美味(おい)しいです」

			「絶品、甘さ控えめ」

			　２人とも大絶賛で食べる。薫(かおる)もそれを聞き、笑顔でクッキーをかじる。

			　そうしていると、背後でがさがさと音がする。

			　薫(かおる)が威圧を放とうとしたとき、ぴょこんと見たことのある小動物が現れた。

			「ピ、ピンクラビィちゃんですぅ～！」

			　ガタッと立ち上がり、１枚のクッキーを手にピンクラビィに近づいていくアリシア。

			　かなり手慣れた感じで「薫(かおる)様特製クッキーですよ～。甘々ですよぉ」と言いながら、クッキーをちらつかせて、ゆっくりとピンクラビィに近づいていくのだ。

			「き、きゅ～？」

			「美味(おい)しいのですよ～。ほらほら、ちっちっち」

			　警戒しながら、アリシアとクッキーを交互に見るピンクラビィ。

			　愛くるしい行動にアリシアは飛びかかる寸前だったが、グッと堪えていた。その瞬間、ピンクラビィの後ろの茂みが、がさごそと揺れる。

			　アリシアもそちらを見ると十数匹のピンクラビィが現れたのだ。

			　アリシアはお目々がハートマークに変わり、「ピンクラビィ祭ですぅ!!」と興奮状態へと向かってしまった。

			　ピンクラビィラブメーターは完全に振り切れていた。大量のピンクラビィに突撃するアリシア。

			「きゅっきゅー！」

			　そう言いながら仲間だよアピールをし、ぴょーんっとピンクラビィの群れにダイブするのだ。

			　アリシアは空中で放物線を描きながら、ピンクラビィへと向かっていく。満面の笑みで、「もふもふさせてください♪」と言わんばかりだ。
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			　その瞬間、十数匹のピンクラビィの体が一斉に青白く光り輝く。

			　薫(かおる)は、「あ……」っと小さな声が出てしまった。

			　これから起こることが容(よう)易(い)に想像できてしまったからだ。

			「「「「「「「「きゅっきゅー！」」」」」」」」

			　アリシアの頭上にお鍋が出現する。アリシアはそれに気がついていない。放物線上に綺麗に並んだ鍋は、すべてアリシアの頭に直撃した。

			　１個１個と当たる度に「はぅ」「あふん」という、ちょっと痛そうな声が聞こえてきた。

			　それが十数個当たったあと、アリシアは地面にぺたんと弱々しく墜落した。

			「い、いだいのです……。あふん」

			　時間差でラストの一撃がアリシアの心を打ち砕いた。

			　ぴくりとも動かなくなった瞬間、ピンクラビィたちは「きゅっきゅー！」と一斉に鳴き出す。

			「カ、カオル様、ア、アリシアちゃん、大丈夫なの？」

			「ああ、う、うん、大丈夫やろ……。よく食らっとったから……」

			　笑いを堪えきれずに薫(かおる)は吹き出す。フーリは心配そうな表情で、ピクリとも動かないアリシアを見る。

			　少しして、むくりと立ち上がるアリシア。今にも泣きそうな顔で薫(かおる)の下へ戻ってくる。

			「カオルしゃまぁあああ。私はピンクラビィちゃんと仲良くなれないですぅ」

			「おお、よしよし。がっつきすぎやからやろ。前もあったし、大丈夫やから」

			　薫(かおる)にひしっと引っ付き、アリシアは涙を流す。どんだけ好きなのかよくわかる。

			　薫(かおる)は仕方ないと思い、クッキーを一枚取ってぽーんとピンクラビィの群れに投げ込む。

			　ちょっと大きめのピンクラビィがクッキーの匂いを嗅ぎ、意を決したかのようにかじりつく。

			「きゅー！」

			「「「「「「きゅ？」」」」」」

			「きゅっきゅっきゅー！」

			「「「「「「きゅきゅ？」」」」」」

			「きゅー！」

			　何やら会議が開かれているようだ。

			　そんな会議中のピンクラビィたちに、もう２枚クッキーを投げ込む。

			　先ほどの大きなピンクラビィと、その次に大きいピンクラビィがクッキーを食べると、また会議をする。

			　何かが決まったのか、ピンクラビィたちは薫(かおる)の足元まで来て、クッキーを頂戴という感じで忙しなく鳴き始めた。

			　小さいピンクラビィの数匹は薫(かおる)の肩まで上がってきている。

			　薫(かおる)は鬱(うつ)陶(とう)しそうな表情へと変わっていく。

			「カ、カオル様は凄いです！　私にもその幸せをわけてください。そのもふゅもふゅ天国を」

			　アリシアは両手を広げ、物欲しそうな表情で言う。

			「じゃあ、今度は絶対動いたらアカンで？　何があってもや。ええな？」

			「は、はい」

			　薫(かおる)はクッキーをアリシアの頭の上に載せて、肩に乗っている小さなピンクラビィをそっと移動させる。

			　ほわほわなピンクラビィの毛が、アリシアの頭の痛みを癒やす。

			　アリシアは頭の天辺に意識を集中させて、ピンクラビィの柔らかさを堪能する。そんなアリシアの表情が楽しくなったのか、薫(かおる)はアリシアの体にクッキーを置き、１匹ずつ乗せていった。

			　最終的にアリシアの身体には、13匹のピンクラビィが乗って、「もう死んでもいい」と言いながら、肩に乗っているピンクラビィに頬ずりをするのだ。

			　少しすると、餌(えさ)がなくなったピンクラビィたちは、アリシアからぴょんと飛び降りていく。

			　アリシアはちょっと寂しそうな表情をするが、追いかけるのをぐっと堪え、じっとしていた。

			「アリシアちゃん、ピンクラビィまみれだった」

			「さ、最高でした！」

			「アリシアちゃんが幸せで何より」

			　フーリはそう言って、アリシアの頭を撫でる。ちょっとたんこぶができていた。

			　ふと、アリシアはフーリの頭の上を見ると、ピンクのお団子が乗っていた。

			「……」

			「どうしたの？　アリシアちゃん？」

			「フ、フーリちゃん……その頭の上に乗ってるのって……」

			「うん、さっき私の足元来たからクッキーあげた」

			　フーリは屈託のない笑顔でそう答える。アリシアは、がっくりと肩を落とす。

			　最終的に仲良くできたのは薫(かおる)とフーリで、アリシアは一歩遅れているといった感じになっていた。涙をぐっと堪えアリシアはリベンジを狙う。

			　フーリの頭の上にいるピンクラビィを羨ましそうに見つめるアリシアは、いつかピンクラビィハーレムを作ると決意する。

			　薫(かおる)たちはテーブルを片付け、そのまま探索へと戻る。

			　歩いている最中、アリシアの目線はずっとフーリの頭の上の住人へと注がれる。

			　３人と１匹が、泉の横を沿って歩いていくと、目の前に幻想的なお城が現れたのだ。

			　精霊たちが無邪気に光を放ち飛び交う。光り輝く精霊たちに、皆の心が躍る。

			　薫(かおる)たちは、妖精と精霊の国へと足を踏み入れるのであった。

		

	
		
			　

			番外編　苦悩するアリシアと１匹のピンクラビィ

			　

			　トルキアの宿屋。

			　ピンクの部屋にぽつんと佇み、頭を抱えていた。

			「ああ、どうしましょう……。カオル様にまだ結婚していることが言えません……。せっかく１日言うことを聞く券で、これを告白しようと思っていたのに……。薫(かおる)様、強すぎますよ！」

			　計画が破綻して、どうしたものかと頭を悩ませる。

			　現在、薫(かおる)はフーリを連れて買い物中だ。

			　アリシアはベッドにダイブして、顔を埋めて「うぅ～～～～」とうめき声を上げる。

			　ピンクラビィの抱きまくらを抱えて、いろいろとシミュレーションしてみる。

			『カオル様！　じ、実は、私たち本当は夫婦なんです！　お、お父様が勝手に籍を入れてしまってたんです！　え、えへへ』

			『……』

			　薫(かおる)に告白してみたアリシアは、笑顔のまま一言も発しない薫(かおる)の後ろに般若が具現化して見えてしまう。

			「ああ、ダメです……。あれは確実にアウトなやつです……」

			　雷が落ちること間違いなし。

			　いや、もしかすると笑って許してくれるかもしれないと一瞬考えたが、確実にその後の展開は地獄だろう。

			　よくて１週間のおやつ抜き……。

			　悪くてくすぐりの刑……。

			　いや、どちらも軽い気がしてくる。

			　それ以上の地獄が待っているかもしれないと思うと、余計に言いにくい。

			　このまま隠していても、いつかバレる。

			「お父様の善意が現在、最悪の状況を生んでいます……。私はどうしたらいいのですか！　お母様！　カリン！　知恵を授けてください！」

			　そう言いながら、また抱きまくらに突っ伏し、アリシアは最善策を模(も)索(さく)する。

			　いくら考えても、すべてバッドエンド（お仕置き）が待っている。

			　ベッドの上でジタバタするアリシアは、そのまま考え疲れて寝てしまった。

			　そんなアリシアを窓の外から見つめる１匹のピンクラビィが、悪い顔をして目を光らせているなど知る由もなかったのであった。

		

	
		
			柊むぅ（ひいらぎむぅ）

			趣味はお絵描きで、ケモミミ成分がないと生きていけない人種です。あと、脳みそパラダイスな私の妄想垂れ流しファンタジーが、書籍で出るって人生何があるかわからないですね。（二〇一七年十月現在）

			 

			イラストレーション

			ゆらん

			東京都在住、イラストとか漫画とか描いています。よろしくお願いします！（二〇一七年十月現在）

		

	
		
			天(てん)才(さい)外(げ)科(か)医(い)が異(い)世(せ)界(かい)で闇(やみ)医(い)者(しや)を始(はじ)めました。⑤

			発行日：２０１７年10月３日

			著　者：柊(ひいらぎ)むぅ

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Mulu Hiiragi 2016

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『天才外科医が異世界で闇医者を始めました。⑤』（２０１７年10月３日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。

		

	OEBPS/image/p341_fmt.jpeg





OEBPS/image/p353_fmt.jpeg





OEBPS/image/004-005_fmt.jpeg





OEBPS/image/001_fmt.jpeg





OEBPS/image/G_e.png
r





OEBPS/image/cover.jpg





OEBPS/image/p223_fmt.jpeg





OEBPS/toc.xhtml

		
			
						
					表紙
				


						
					目次
				


						
					序章
				


						
					第一話　温泉の街ニーグリルと再会
				


						
					第二話　ニーグリル探索！
				


						
					第三話　少女の病気は嘘、本当？
				


						
					第四話　トルキアへ向けてしゅっぱ～つ！
				


						
					第五話　アリシア闘技場で大暴れ！
				


						
					第六話　カオルVSザルバック
				


						
					第七話　カオルVSアリシア　１日言うこと聞く券争奪戦
				


						
					第八話　フーリ・ミズチ
				


						
					第九話　フーリの過去と手術
				


						
					第十話　フーリのお買い物と書類
				


						
					第十一話　動き出す者たち
				


						
					第十二話　ピンクラビィ祭り！　アリシア大興奮
				


						
					番外編　苦悩するアリシアと１匹のピンクラビィ
				


						
					奥付
				


			


		
	

OEBPS/image/p113_fmt.jpeg





OEBPS/image/006-007_fmt.jpeg
[ 201 IVZEIOONMS bt 26—

R TENIODS Vo —]






OEBPS/image/002-003_fmt.jpeg
NREEE Sy 2

WUV S IS

Aﬁfﬁn«?@ﬁﬁﬁ ——






OEBPS/image/p276_fmt.jpeg





OEBPS/image/p051_fmt.jpeg





OEBPS/image/p022_fmt.jpeg





OEBPS/image/p169_fmt.jpeg





